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在ベルリン吐魯番漢文文書と
その電子化

―その現状と課題・展望―

小口　雅史（おぐち　まさし）

年有余のあいだドイツ連邦共和国の首都ベルリン

にあって、彼の地に長期滞在しなければかなわ

ない様々な研究活動に専念する機会を得た。その

一つの柱としていたのが、在ベルリンの、20 世

紀初めに発掘によって中央アジアからドイツに将

来された、吐魯番コレクション（Berliner	Turfan	

Sammlung、以下 BTS と略称する）中の漢文古

文書類の研究である。おりしも筆者が渡独した

2002 年は、ドイツ探検隊の第一回吐魯番調査以

来 100 年という節目の年にあたっており、ベル

リンに到着してすぐに Turfan	revisited という国

際シンポジウムも開催された。吐魯番出土の古文

書は、敦煌出土の古文書とならび、シルクロード

時代の研究素材として国際的に著名な古文書群で

ある。言語的にはおよそ 25 種の文字による 15

～ 17 ほどの言語で書かれた典籍・文書を含むと

言われている。筆者は日本古代史を研究する者で

あるが、上記諸言語のうちとくに漢文文献である、

中央アジア出土の同時代の古文書類は、同じ古代

中国（律令制）の影響を受けた西端地域を日本＝

東端地域と比較史的に研究できるという観点から

も、実に重要にして興味深い史料群である。

しかしながら日本にあっては、中央アジア出土

の古文書といえば大英図書館のスタイン・コレク

ション、フランス国立図書館のペリオ・コレクショ

ンこそ著名であるものの、在ベルリンの吐魯番コ

▪	 はじめに

今年と来年は「日本におけるドイツ年」にあた

り、国内各地はドイツ関係の各種催し物でにぎ

わう。世界遺産・博物館島の「ベルリンの至宝

展」も去る 4 月 5 日から上野の東京国立博物館で、

またその後 7 月 9 日からは神戸の神戸市立博物

館で開幕となった。これはドイツ統一 15 周年を

記念するものでもあるが、ベルリン博物館島でも、

東西ドイツ分裂の爪跡がまた一つ、ようやく消え

ようとしている。統一後 15 年たってもなお、分

裂時代の負の遺産は完全には解消されていない。

筆者は 2002 年 9 月から翌年 9 月にかけて、

フンボルト大学の客員研究員として迎えられ、一

ベルリン国立図書館（旧西ベルリン）正面入口
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レクションはさほど知られてはいないようである。

その理由は、英仏のコレクションに比して、古文

書類があまりに断片的すぎるということにつきよ

う。私も比較研究のためにスタイン・コレクショ

ンやペリオ・コレクションに含まれる漢文文書を

閲覧すべくロンドンやパリに赴いたが、見慣れた

BTS 中のそれに比して、事前に知識としてはもっ

ていたこととはいえ、あらためて実物に接する

と、完全な古文書の形を保つその見事さにはやは

り圧倒された。どうしても日本の歴史学研究者の

BTS への関心は低くならざるをえない。数年前ま

で、コレクション中の漢文文献の全貌を詳細に教

えてくれる整備された目録すら存在しなかったの

である。

また長期にわたった東西ドイツ分断も、当然の

ことながら、その研究の大きな障害であった。統

一後の混乱も忘れてはならない。筆者の手元には

1991 年 4 月 15 日付けの朝日新聞夕刊記事「流

転―トルファン・コレクション」③の切抜が

あるが、そこにはこのコレクションの流転の経過

と当時の旧東独出身の研究者のとまどいが赤裸々

に記されている。もっともここに登場している三

人の研究者とは、在独中に何度かお会いする機会

があったが、今ではすっかり研究環境も落ち着き、

しかもなお第一線で研究しておられることは嬉し

いかぎりである。

さて近年になって故百済康義氏（仏教学）や西

脇常記氏（中国思想）らの長年の努力によって、

ようやく BTS 中の漢文文書の本格的な目録が刊

行され [1]、その全貌がしだいに明らかになりつ

つある。ただ実物に即して詳細に検討すると、歴

史学を専門とする立場からみて、それらの目録に

はなお訂正ないし追加すべき点もあり、今後さら

に継続して目録の整理を続ける必要があるように

思われる [2]。

またかつては出土品中の小さな文書断片につい

て、それがいかなる典籍の一部であるかについて

は、担当者に職人技的な該博な知識が求められた

が、今や、中国の主要古典籍あるいは仏典は、か

なりのものが電子文献化されていて、数文字を頼

りにその典籍名を割り出すことはかつてほど困難

ではない。このコレクションが小さな断片の集合

体であることこそ、電子化が急がれる理由にして、

かつまたその恩恵を確実に享受できる理由なので

ある。今後、これら漢文文書についてそれを電子

化した上で詳細なカタログを整備していけば、研

究が立ち後れている BTS 中の典籍・古文書類の

内容分析の進展も大いに期待され、またその結果

として様々な分野で新しい研究素材が提供される

可能性をも秘めているのである [3]。

▪	 1.	BTS の伝来

BTS は 1902 年から 1914 年にかけて 4 回にわ

たって実施されたドイツ（当時はプロイセン）隊

によって将来されたものである。調査は考古学

者・美術史家であった Albert	Grünwedel と、東

洋学者であった Albert	von	Le	Coq に率いられて

実施された [4]。ドイツに持ち出した文物としては、

第二次世界大戦で焼失した大壁画が著名であるが、

文書も多く含まれていた。だが、大戦中はいくつ

かに分け疎開し、戦後は多くがソ連や東ドイツの

ものとなった。そうした環境の下、ウィグル語や

古トルコ語などヨーロッパ諸語に関わる言語の研

究は進んだが、数千点とされる漢文文書は、地元

に研究者がほとんどいないため、仏典をのぞけば

ほとんど手つかずの状態だった。

東西統一後、BTS 中の典籍・文書類は基本的に

ベルリン国立図書館（ポツダム通り、旧西ベルリ

ン）のオリエント部門の管轄下に統合された。た

だしウィグル文の文献（片面に漢文文書を有する

ベルリン＝ブランデンブルク科学アカデミー（右から２番目）
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論 文

ものを多数含む）は、ベルリン＝ブランデンブル

ク科学アカデミーのトルファン研究部門に預けら

れている。トルファン研究部門は当初はウンター・

デン・リンデンに面したフンボルト大学・旧東ベ

ルリン国立図書館に隣接したアカデミー分室に

あったが、今では通りをはさんで反対側のアカデ

ミーの本館（イェーガー通り）内に移転した。東

西分裂時代の名残で、ベルリンには何でも複数

の似たような施設があるが、国立図書館もそう

で、旧西ベルリンのそれは、道路を挟んで向かい

合うベルリン・フィルのホールとおそろいの外装

で、瀟洒な建物であるが（すぐ近くには富士山を

かたどったソニーセンタービルがある）、旧東ベ

ルリンの国立図書館は、戦前からの伝統的な重厚

な建物。目抜き通りであるウンター・デン・リン

デンは、東西ドイツ統一に貢献し、先に逝去され

たローマ法王ヨハネ・パウロⅡ世が、分裂と統合

の象徴としたブランデンブルク門から西に一直線

に伸びる道路である。

このように、筆者の研究対象である漢文文献の

大半は、現在ではポツダム通りの国立図書館と、

アカデミーのトルファン研究部門との二カ所で閲

覧することになる。欧州では図書館利用が有料

であることは珍しくないが、学者の地位が高いド

イツ故であろうか（もちろん知人の図書館幹部職

員の斡旋があったせいもあるが）、私には一年有

効の利用証が無償で交付され、長期にわたって多

くの古文書類を実見することが出来たのは望外の

幸せであった。BTS 中の古文書類は、経典その他

の大きな文書をのぞけば、原則として二枚のガラ

ス板に挟まれて、その四辺を黒い粘着テープで密

封されて保管されている。原文書にはドイツ隊の

調査時期や採集場所が明記され、ガラス板には記

述されている言語によって分類された番号を記し

たラベルが貼られている。こうしたガラス挟みの

手法は日本の正倉院でも「玻璃装」と称して、明

治以来、古裂・文書等、断片化しているものの整

理法として一般的に通用している。その最大のメ

リットは、両面から見られることであり、また古

文書の扱いになれていない閲覧者が扱う場合でも、

比較的リスクが小さいこともあって流行したので

あるが、しかしガラスからのアルカリ分の放出や、

挟まれた中に汚れ・黴等が発生した場合のメンテ

ナンスの難しさ、ガラス自体の危険性などが懸念

され、無条件によいことばかりとはいえない。もっ

ともベルリンは日本とは異なり湿気についてはほ

とんど心配がない。またガラス板に挟んで立てて

収納すると、その集積度は高く、収蔵にあたって

スペースの節約になることは確かである。ドイツ

の研究者の関心が漢文文献に向けられていないこ

ともあって、漢文文献は BTS の中ではもっとも

冷遇されてきたものであったといっても過言では

ないが、逆にそれ故、漢文そのものを研究対象と

する日本人研究者の貢献度は抜群である。故藤枝

晃氏を中心とした京都大学・龍谷大学の諸研究者

による漢文仏典の整理があり（詳細な仏教関係文

書目録は二冊目まで東ドイツ時代に公刊されてい

る）、また既述したように、漢文仏典の整理途上

で先年急逝された百済康義氏による漢文文献全体

にわたる簡易目録が刊行され、一方で西脇常記氏

による世俗文献の目録もドイツで刊行された。近

時刊行されたこれら先学による貴重な目録に導か

れて、研究者は比較的容易に目的の文書に到達す

ることができるのである。

▪	 2.	日本古代史とトルファン文書

日本とトルファンとは、同じく唐の律令体制の

影響を受けた東端と西端の国である。律令制が東

西に同心円的に伝播していく過程で、唐から見た

二つの「辺境」社会ではその受容にどのような

違いがあるのか、逆にどのような類似点があるの

か。比較史的にみてこれは大変興味深い問題であ

る。BTS もそうした研究のための重要な素材とな

りうるものである。

近年、古文書類の画像ファイルによるインター

ネット上での公開が世界中でいろんな企画として

進められており、BTS 古文書も順次画像がアップ

されつつある（詳しくは次章）。ただし表裏とも

漢文の文献についてはまだその準備が整ってお

らず、現時点ではベルリンに赴くしか文字の表記、

文書の状態を知る方法がない。しかしやはり実物
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に接するだけの価値はある。例えば発掘品である

ために文書が二枚重なり合っていることが指摘さ

れてきたものがあるが、実物に接してじっくりと

調べると、中には三枚以上重なり合っているもの

がある。また経典の中には、横の界線は普通の墨

色だが、縦界を極薄の、あるかないかわからない

ような白い色の線で引いたものがあった。対して

我が正倉院の聖語蔵の経典類においても、一般に

文書と経巻とを比較すると、経巻は界線の色が淡

い傾向にあり、やはり時にあるかないか、といっ

てよいものもあるという。つまり日本とトルファ

ンとで経巻の料紙などには一定の類似性がある。

こうした所見は実際に手にとってみなければ分か

らないことである（おそらく写真でも不可能）。

さらに比較史的に興味深いのは正倉院戸籍・計

帳との比較である。いまさら言うまでもなく、中

国中原の王朝では秦漢以来、人間の登録主義が完

徹している。その一方で、史籍を伝存するがゆえ

に、その編纂のための素材となった原史料は早く

に湮滅するのが通例であって、これはちょうど日

本とは逆の関係にある。したがって籍帳類につい

ても中国中原では、実物によらない間接的知見に

とどまっていたのが、20 世紀になって一気に始

まった内陸アジアの考古学的調査によって籍帳類

の実物が発見され、もって比較研究が可能になっ

た。ただ欧州各地に分蔵されていることや、本稿

でも触れてきたように必ずしも目録が完備してい

ないことなどもあって、比較研究はまだ十分とは

言えない。

それでも古くから両者の比較史的研究はなさ

れてきている。ここで取り上げるのは、上記の 5

～ 6 世紀のものとして数少ない残存戸籍である 3

点、すなわち①西涼建初 12 年（416）敦煌県籍

（British	Library	S113）・②北涼承陽２年（426）

高 寧 県 籍（BTS	Ch6001v）、 ③ 西 魏 大 統 13 年

（547）瓜州効穀郡？籍？（計帳？）	（British	Li-

brary	S613 背）と、④唐代の戸籍（BTS	Ch1034、

Ch1212、Ch3810 等）である。これらを日本の

正倉院古代戸籍と比較する研究は、早く曾我部静

雄氏によってなされている [5]。それによれば①

②の特徴として家族数統計記載の存在が、また③

籍の中には家族数統計記載を持つものがある。こ

うした書式・記載事項の変化から曾我部氏は、日

本の古代戸籍が、唐代の戸籍ではなく、それ以前

のものに似ていることを主張し、その淵源を唐以

前にさかのぼらせ、またもって大化改新詔の造籍

記事を事実と見るのである。大化改新詔の評価に

ついては別としても、近年、日本古代の律令制を

構成する様々な要素において、唐よりも古い時代

の制度の流入が指摘されている。この戸籍の様式

論もこうした近年の研究を踏まえて、なお追究す

べき価値があるように思われる。

▪	 3.	BTS の電子カタログ作成に向け
て

現在、敦煌・吐魯番文書関係の電子カタログと

しては、国際敦煌プロジェクト [6] が著名であり、

また BTS についても順次、貴重な古文書類の画

像ファイルによるインターネット上での公開が進

められつつある [7]。しかしそのテキストファイ

ルまで全面的にアップしているところはまだない。

BTS の古文書群のうち純粋漢文文書は画像すらま

だアップされていないので、筆者は在ベルリンの

間に精力的に写真収集を行った。それをもとに電

の特徴としては

田土班給・公課

記載の存在が挙

げられるが、唐

代になると、田

土班給記載のみ

となり、公課記

載が消滅すると

いう（②④は今

回私がベルリン

にて調査対象と

したもので、曾

我部氏の挙げた

例ではないが特

徴としては変わ

らない）。一方

日本の正倉院戸

ベルリン国立図書館（旧西ベルリ
ン）書庫内トルファン文書の保管
状況
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論 文

子的なテキストファイル作成を準備中である。電

子的なテキストファイルさえ準備すれば、そのテ

キストがどういった文献の一部であるか、パソコ

ンによる瞬時の解析が可能となる。というのは中

国典籍は、国家的な支援のもと（例えば台湾の中

央研究院の漢籍電子文献 [8] など）、驚くべき速さ

でテキストの電子化が進んでいるからである。ま

た漢文文書のかなりの部分は仏典であるが、いま

さら言うまでもなく、大正新修大蔵経をはじめと

して、国際的な仏典の電子化もやはりすさまじい

ペースで進んでいる [9]。

断片文書が一体どういった典籍の一部であるか

については、従来は長年の研鑽を積んだ碩学によ

る神業的な文書の比定に頼るところが多かった。

しかしこうした電子化のめざましい進展は、数文

字さえ判読できれば、それがどういった文献の一

部であるのかパソコンによってつきとめることを

だれにでも可能にしたのである。断片的古文書の

集合体で、人間の目では正体を突き止めがたいも

のばかりの BTS の古文書群こそ、電子化にふさ

わしいのであり、またその恩恵は計り知れない。

い ま 試 み に わ か り や す い 例 を 挙 げ よ う。

Ch582r という断簡がある。1 行目は右側が半分

以上欠けているので判読不能であるが、2 行目

は「而專謹戒律執志」と読み取れる。これを中

央 研 究 院 漢 籍 電 子 文 献（http://www.sinica.edu.

tw/ftms-bin/ftmsw3）の、「人文資料庫師生版 1.1」

に入って「檢索條件」にそのまま入力して（もち

ろん JIS	コードのまま入力してよい）「執行」ボ

タンを押すと、一秒もかからずにそれが【大正新

脩大藏經】／二〇五九	高僧傳（十四卷）／卷六

／義解三／慧永三　の一部であることが判明する。

さらにこうして断片の正体が確認されれば、次

のステップとして、断片相互の接続の検討も可能

になる。完全に接続しなくとも同一典籍の一部ど

うしであることが判明する価値は計り知れない。

膨大な断片群をなんらかの形でグループ化できる

可能性も生じてくる。また私的な文書類だと電子

テキストによる判定はもちろん不可能であるが、

表裏使用のものが多いので、片面が典籍であると、

その典籍面での判定によって、反対側の私的文書

類の接続の判定も可能になるケースが考えられる。

このようにまずは単純にテキストファイル化する

だけでもその効用は大きいのである。

当面の目標はベルリン吐魯番漢文文書の画像と

テキストファイルとをセットにした公開である。

筆で書かれた古文書類の文字情報を完全に電子的

に伝えることはまだできない。そうであるなら

ばテキストファイルはできるだけシンプルにして、

それに画像を添えることで利用者の便をはかるの

が、少なくとも現時点では有効な方法である。こ

うすれば、いまなおデジタルテキストに不信感を

抱く研究者にも受け入れられやすい。

しかし従来、これを難しくしてきたのは画像で

はなく逆にまさにテキストファイル側であった。

それはパソコンで表現できる文字の少なさに起因

する。しかし近年のパソコンにおける多言語環

境の急速な整備進展は、パソコン上での自由にし

て忠実な文字表記を実現しつつある。Unicode の

急速な普及がその第一であり、それを超える文字

セットも、まだデファクトスタンダードと言える

ものはないにせよ、それなりに整備されてきてい

る。もちろん誤写などに起因するものをはじめと

してなお電子化できない文字があることはあるが、

それらは例外として処理できるものであり、もは

やデジタルテキストを作成することを躊躇する理

由は何もないといえる。

なお BTS 中の文書をはじめとして吐魯番文書

を国際的にデジタルテキスト化するこころみが

ようやく本格化するという情報が最近伝えられて

いる [10]。本稿執筆時点で詳細は未公表であるが、

国際的なこうした動きは大いに歓迎したい。その

際、相互に協力して、できるだけ効率的に作業が

進むことを期待する。

▪	 おわりに

以上ふれてきたように、BTS 中の漢文文書は、

いわばコレクション中の日陰者であった。しかし

これまでふれてきたような電子化を中心とした新

しい研究法の導入によって、そこには無限の可能

性が秘められているといっても過言ではない。
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断片文書故の悩ましさは、その年代比定におい

てもある。このわずか数文字の断片はいったい

いつのものなのか。断片故に紀年部分が残るこ

とはまず期待できない。そこで威力を発揮するの

が AMS14C の利用による紙片の年代分析である。

BTS 中のある種の古文書断片については、この分

析がすでに在フランクフルトの玉井達士氏らの尽

力によってキール大学にて始まっている。その成

果も今後、注目される。これまで報告されたと

ころでは rund	AD	600	und	rund	AD	850-900 と

いった結果が伝えられている。

電子化をはじめとして、今後の各分野での研究

の進展が期待される楽しみな分野である。

注

[1]	 百済康義編『ベルリン所蔵東トルキスタン出土漢文文

献総目録（試行本）』　（西域研究会、2000）、Nisiwaki 

Tsuneki, Chinesische und Manjurische Handschriften 

und Seltene Drucke Ⅲ Chinesische Texte Vermischten 

Inhalts aus der Berliner Turfansammlung,Stuttgart:Franz 

Steiner Verlag 2001。ただ百済康義「マインツ資料目

録―旧西ベルリン所蔵中央アジア出土漢文仏典資料

―」（龍谷紀要 21-1、1999）に記されているよう

な事情によって、両者の研究協力がなされないまま、

百済氏がご逝去されたことは実に残念なことである。

なお中国では栄新江氏による目録化がなされている。

「徳国 “吐魯番収集品” 中的漢文典籍與文書」（『華学』3、

1998）。

[2]	 とりあえず私が編集した電子的な暫定目録（CDR

版 ） と し て、Oguchi Masashi：Katalog chinesischer 

weltlicher Textfragmente der Berliner Turfan-Sammlung, 

2004 参照。先行目録を訂正した箇所は、色付文字で

表示されるようになっている。たとえば西脇氏の目録

での recto と verso の別については今後なお検討の余

地があるように思う。

[3]	 本稿は拙稿「解読進むトゥルファン漢字文書」（朝日

新聞夕刊 2005 年 5 月 2 日）のために準備した素案

を、拙稿「古代アジア世界の東と西：在ベルリン吐魯

番文書と正倉院文書の語るもの－その研究の歴史と一

断面」（『国際日本学』2 号、法政大学国際日本学研究所、

2005 年 3 月）を加味して再編成したものである。

[4]	 M.Yaldiz, Archäologie und Kunstgeschichte Chinesisch-

Zentralasiens, Leiden: E.J.Brill 1987 他参照。

[5]	 曾我部静雄「西涼及び両魏の戸籍と我が古代戸籍との

関係－附、課役問題の現状」(『法制史研究』７、1957 年。

後に同『律令を中心とした日中関係史の研究』再録 )。

[6]	 http://idp.bl.uk/

[7]	 h t t p : / / w w w . b b a w . d e / b b a w / F o r s c h u n g /

F o r s c h u n g s p r o j e k t e / t u r f a n f o r s c h u n g / d e /

DigitalesTurfanArchiv

[8]	 http://www.sinica.edu.tw/~tdbproj/handy1/

[9]	 http://www.l.u-tokyo.ac.jp/~sat/japan/　や、

http://www.cbeta.org/index.htm　など。

[10]	四年ほど前にも、死語となったトハラ語について、

BTS 中の古文書類の電子化が試みられていた。

http://www.bsb-muenchen.de/mdz/dfgprojekte/

berlin_turfan.htm　参照。

「Katalog chinesischer weltlicher Textefragmente der 

Berliner Turfan-Sammlung」のレーベル面
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▪	 はじめに

筆者は本誌第 2 号で中国の古典文献デジタル

化の現状について書同文社を中心に紹介し、中国

への古典文献デジタル化委託という方法を紹介し

た。それから 4 年、中国が急速な経済発展を続

ける中、古典文献デジタル化などの人文情報処理

ビジネスに関する状況も大きく変化しつつある。

例えば、2003 年の SARS 騒動はオンライン学

習に絶好の機会をもたらしたし、2004 年頃より

全国各地の図書館による独自のデータベース構築

も本格化している。おそらくはこのような状況の

変化を受けて、近年、人文情報処理ビジネスを手

がける企業が増えてきている。ユーザーの立場か

らすれば、文献デジタル化委託先の選択肢が増え、

提供されるソリューションの種類が増えるのであ

るから、このような状況の変化は大変望ましいも

のである。

そこで本稿では、近年、人文情報処理企業とし

てめざましい動きを見せている中易中標社と、設

立からまだ間もないこの分野のホープ・創新力博

社とを取りあげ、それぞれの企業の概要、主要な

製品、技術的特色などについて、特に中国学情報

化に必要不可欠な文献デジタル化業務に注目しつ

つレポートする。以上を通じて、中国人文学情報

処理の最新動向の一端を明らかにしたい。

▪	 中易中標

❖	歴史と概要

我が国において、中易中標という企業名はほと

んど知られていない。しかし、本誌の読者であれ

ば大半の人が同社の製品を使っているはずだ。中

易は、マイクロソフト中国と提携し、Windows

に標準搭載フォント、すなわち宋体（SimSun）[1]・

黒体（SimHei）等を提供しているフォントベン

ダである。また、Unicode	3.2・4.0 の規格書印

刷用フォントを提供したのも同社である。中国語

フォント、特に最新規格大規模漢字フォントの制

作においては世界のトップ企業なのである。

筆者は本年三月下旬と八月上旬の二度、北京北

四環路恵新北橋側の北奥大厦 19 階にある中易社

を訪問し、同社市場部の藍飛氏より同社の沿革や

概要・製品についてお話を伺った。

それによると、中易中標 [2] の設立は、1989

年。主要な業務はフォントおよび IME（すなわ

ち鄭碼 IME）の開発である。同社はこれまでに、

漢字十万字を使用可能な出版サポートプラット

フォーム『全漢橋 2000』のような大規模漢字シ

ステムをリリースしており、近頃、後で紹介する

Unicode の Ext.B までの約７万字の漢字の全てを

サポートする Windows 向け漢字処理システム「中

中国の人文情報処理企業の 
最新動向

中易中標と創新力博

千田　大介（ちだ　だいすけ）
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易漢神 e」を発売した。また、昨年には西夏文字

のフォントと鄭碼 IME とをパッケージングした

西夏文字処理システムを発売している。

大規模漢字フォントに強いため、同社のフォン

トは大量の僻字を必要とする中国の戸籍管理シス

テムや軍事 GPS システムにも採用されていると

いう。

また同社は近年、人文情報処理分野に力を入れ

ており、これまでに開発した製品に、『漢語大詞典』

2.1 ネットワーク版がある。香港商務印書館の『漢

語大詞典』2.0 版は Big5 コードのみの対応であり、

必ずしても全ての漢字が収録されていないのに対

して、この 2.1 版は CJK 統合漢字 Ext.B に対応し

ており、『漢語大詞典』の全文を完全にデジタル

化したものであるという。[3]

❖	「中易漢神 e」

漢 神 e は、 中 易 中 標 社 が こ の ほ ど 発 売 し た

Windows	2000/XP 用の大規模漢字処理システム

である。内容は、CJK 統合漢字 Ext.A・B 完全対

応フォント（zyksun.ttf）と、それらの漢字の入

力に対応した IME である。ここでは、その概要

を紹介し、機能をレビューする。

漢神 e はセットアップの過程でユーザー認証が

必要となる。ネットにつながる環境であれば、ま

ず中易の Web サイト [4] に接続して「注冊」ペー

ジでユーザー登録し、製品番号等を記入し、キー

ID を取得しなくてはならない [5]。また、漢神 e

の IME を使用するには、USB の認証キーをセッ

トしなくてはならない。認証キーを接続しない場

合は、Ext.A・B 領域の漢字を入力できなくなる。

zyksun.ttf フォントは、ファイルサイズが約

18Mb。Office の「記号と特殊文字」などの文字コー

ド表で開いてみると、同フォントでは Ext.A と

Ext.B が六十四卦をはさんで断続しており、CJK

統合漢字が登録されていないことがわかる。グリ

フのデザインは SimSun と共通であるから、相互

補完して使えばよいということなのであろう。ま

た、Windows においては一つのフォントに収録

できるグリフ数は約 64,000 字が上限であるとさ

れるので、その対策でもあろう。

西夏文字フォントの使用サンプル（中易社サイトより引用）

zyksun を記号と特殊文字で開く

zyksun（上）と Simsun (Founder Extended)（下）で
Ext.B を表示
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グリフデザインは、SimSun と同様、非常に洗

練されている。ただし、中国の規格・法規に基づ

いてデザインされているため、例えば「骨」をパー

ツとして含む文字は、Unicode の中国提案漢字に

ついては全て「骨」、それ以外は「骨」になって

いるという、いつもながらの問題がある。

Ext.A・B 用の IME として用意されるのが、超

級鄭碼輸入法（スーパー鄭コード IME）である。

鄭碼とは字形コード化による入力方法の一種で、

Windows にも標準搭載されている。開発者の鄭

易里氏は、中易社の名誉社長である。

字形コード系 IME は、種類が多い上に入力規

則を覚えるのが面倒でもあり、発音記号入力に慣

れた日本人にはなかなかなじみにくいものである

が、超級鄭碼 IME には、CJK 統合漢字・Ext.A・

B に対応した漢字検索パレットも備わっている。

パレットは、部首検索と画数検索に対応してい

る。部首検索は、部首の画数を指定してリストか

ら部首を選び、部首以外の始め二画の形（一丨丿

乙丶）更に部首外画数を必要に応じて指定するこ

とで候補文字を絞り込む、というものである。例

えば「𪚕」という文字であれば、16 画「龍」を

選び、次いで「丿丶」を選択し、更に部首外画数

4 画を指定する（本来 5 画のはずであるが、デー

タに誤りがあるようだ）。画数の場合は、総画数

および初めの二画の形で文字を絞り込む。印刷画

像では見にくいと思われるが、超級鄭碼の漢字パ

レットでは、CJK 統合漢字・Ext.A・Ext.B がそれ

ぞれ色分け表示される。特殊な知識を必要とせず

に目的の漢字に到達できる点は、非常に便利であ

る。

問題点としては、漢神 e が Windows のシステ

ムに影響する点がある。漢神 e をセットアップ

すると、zyksun.ttf 以外の Ext.B 対応中国語フォ

ント、例えば方正超大字符集（Simsun	(Founder	

Extended)）などが使えなくなってしまうのであ

る。両者ともに宋体系フォントであるので、一

方だけが使えれば実用上問題ないということ

のようだが、しかし、例えば Simsun	(Founder	

Extended) を使用した Word ファイルのやり取り

などで問題が発生する危険性があるし、エディタ

などの表示では、CJK 統合漢字と Ext.A・B が１

つにまとまったフォントがどうしても必要になる。

また今後、さまざまな書体の Ext.B フォントが登

場した際にもなんらかのトラブルの種になりかね

ない。同社のエンジニア・朱人傑氏によると、こ

れは Windows のバグに起因しており、マイクロ

ソフトがパッチを出さない限り解決が困難である

という。いずれにせよ、早急に改善していただき

たいものである。また、漢字検索パレットは便利

ではあるが、ウインドウが小さく 15 文字しか表

示できない。拡大できるといいのだが。

漢神 e の価格は 2,300 元、三万円強である。

海賊版がはびこる中国国内では、正規版ソフトに

は政府機関や企業などのユーザーしか見込めない

ために値付けが高くなる傾向があり、この価格も

その反映だと思われるが、日本の感覚では、いや

中国の感覚でもフォントと IME だけでこの価格

は少々高く感じられる。

しかし、zyksun は現在市販されている唯一の

フル Ext.A・B フォントであり、しかも SimSun

超級鄭碼 IME の漢字パレット（上：部首検索、下：画数検索）
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したものである。

中易版『康煕字典』には、ネット版（企業版）・

普及版（個人版）の二種類があり、後者では原書

画像のコピーはできるが、本文テキストがコピー

できない。電子テキスト化の底本には、北京師範

大学の校点本が使用されており、文字コード番号

などの情報が独自に付加されている。

中易版『康煕字典』では五種類の漢字検索方法

が提供される。即ち、部首・総画数・康煕字典目

次・ピンイン／注音・字句検索である。このうち、

部首と総画数検索は、超級鄭碼の漢字パレットと

同等である。字句検索は、自由にキーワードを設

定して検索するものだが、検索結果を対象とした

煕字典』の便利さは、従来の画像版に比べて圧倒

的である。言語学などを専門としていて『康煕字

典』を使いこなす必要があるのであれば、購入の

価値は十分にあろう。

❖	文献デジタル化サービス

漢字規格の制定やフォントの制作は、文字学・

版本学をはじめとする人文学研究としての一面を

持っている。その意味で、中易の業務は本質的に

人文学に近しいものであると言えよう。

1995 ～ 6 年には、中易は韓国サムスンの高麗

大蔵経デジタル化事業に協力し、フォント・IME

などを提供しているが、これが大規模古典文献

中易版『康煕字典』：原文画像と対照表示

中易版『康煕字典』：「鳥・食・飛」と絞り込み検索

再検索を何度でも繰り返すことができ

る。引用書名による絞り込み検索など、

さまざまな応用が考えられる。本文は

簡体字・繁体字で表示可能であり、ま

た検索箇所の原文画像も、ワンクリッ

クで呼び出すことができる。

ただし、異体字同一視テーブルは搭

載していないため、全文検索に際して

は、例えば「説」と「說」を厳密に区

別して入力しなくてはならないといっ

た問題があり、十分に使いこなすには、

文字コードの知識、あるいは中国語

IME のスキルが必要となろう。

いずれにせよ、中易の全文検索版『康

と同等のデザインレベルを持っている

のであるから、ヘビーな多漢字ユー

ザーであれば購入以外の選択肢は無か

ろう。

❖	『康煕字典』全文検索版

『四庫全書』所収のものを除いた『康

煕字典』の単体デジタル版としては、

書同文社が開発し、日本語版が三省堂

から発売されているバージョンがある

が、本文は画像データであって親字し

か検索できない。それに対して、中易

の『康煕字典』全文検索版は、全文を

Unicode	4.0 規格に従ってデジタル化

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



14 ● 漢字文獻情報處理研究　第 6号

論 文

データベースに関与した初の例であるようだ。

中易中標の人文情報事業進出の象徴的プロジェ

クトと言えるのが、中国国家図書館と共同で構

築された地方志オンラインデータベースである。

2003 年に構築がはじまった同データベースは、

中国歴代地方志の総合データベースであり、第一

期分として地方志 744 種、総文字数約 20 億字

が完成している（外部未公開）。

中易ではこのような大規模プロジェクト以外に

小口の文献デジタル化も引き受けおり、日本から

発注することも可能である。

中易では文献デジタル化に、手入力と OCR と

を併用している。現代の活字本のように版面が明

晰であれば OCR、版本などの場合は手入力を使

うことになる。筆者は現在、民国時期に出版され

た排印本を影印したテキストのデジタル化を委託

しているが、横線が鮮明でないために手入力を利

用するとのことであった。

入力スタッフは常時 300 人ほどそろっている

とのことで、百万字単位の文献であれば一ヶ月も

せずに完成することができる。Unicode	Ext.B ま

でに対応したデータを作成可能で、未収録文字に

ついては、フォントベンダの利点を生かして外字

を無料で作成してくれる。データフォーマットは、

委託側が作成した DTD に基づく XML 形式のほ

か、原本の版面を再現した PDF の作成も可能で

ある。両方頼んだ場合でも、一千字あたり 2 元

ほどの価格差しかない。

デジタル化コストは原本のコンディションに

よって上下するが、数百万字規模の刻本で 20 元

／千字程度になる。規模が大きくなれば、更にディ

スカウントできるという。また、現代の活字本で

あれば、OCR が使えるのでもっと安くできると

のことである。日本語にも対応可能とのこと。

刻本のデジタル化であれば、コストは書同文と

大差ない。しかし、書同文では文字コードに独自

規格の CJK+ を採用しているためにデータ完成後

に外字の処理が問題になること、また入力スタッ

フが 30 ～ 50 人程度と少なく、データ完成まで

に一年あまりの時間がかかることもあることを考

えると、中易のアドバンテージは大きい。

また、中易は地方志データベースのようなオ

ンライン全文データベース構築のソリューショ

ンを有している。中易の全文データベースは

Windows サーバ上で動作するが、Tomcat ベース

の JAVA アプリであるそうなので、Linux サーバ

などへの移植も可能であると思われる。技術的に

は、Web データベースの中易、CD-ROM の書同

文ということになろう。

同社が作成したデータの品質などについては、

現在筆者が委託しているデータが完成した後、あ

らためて報告することとしたい。

▪	 創新力博

❖	創新力博の創立と書同文の変質

創新力博社 [6] は 2003 年に成立したばかりの

現在の書同文ホームページ
ベンチャー企業である。しかし、同社の

設立には書同文社の動向が大きく関わっ

ている。

現在、書同文のホームページを開く

と、ポップな JAVA 広告が表示され、「書

同文彩書」のアイコンが目を引くように

なっており、従来の古典文献製品とミ

スマッチなことこの上ない。「彩書」は

「彩信」、すなわち中国版写メール向けに、

メッセージ添付用中国古典風画像を生

成・有償提供するサービスである。書同

文は近年、この種の携帯電話向けコンテ
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王暁波氏

ンツの開発に力を入れているのである。このため、

書同文の技術開発は現在この方面ばかりに注がれ

ており、もはや文献処理方面の技術スタッフはほ

とんど残っていないという。

もっとも、古典デジタル化製品の販売・開発は

継続されるようで、昨年来、『十通』『中国歴代石

刻史料彙編』といった文献 CD-ROM が発売され

ているし、現在は『四部備用』全文検索版の開発

が進められているという。

このうち『十通』は、『通典』を初めとする歴

代の儀礼制度をまとめた十種の書籍のデジタル版

であり、歴史学研究においては貴重な資料となろ

う。ただし、『十通』は中国国内向けのイントラネッ

ト版しか設定されていない（日本語版 Windows	

XP のスタンドアロン環境でも問題なく使用でき

る）。このため、価格は少々高めである。

『中国歴代石刻史料彙編』は中国国家図書館が

館蔵の拓本資料を歴代の金石史料をもとに編纂し

た叢書であり、歴史学のみならず文学研究などに

おいてもさまざまに利用可能な資料である。こ

ちらはスタンドアロン版も発売されている。なお、

両ソフトとも、Windows	2000/XP のみの対応で、

Windows	9x 系はサポートしていない点、注意さ

れたい。

これらの文献デジタル化製品の開発は、既存の

枯れた技術の応用に過ぎず、例えば Ext.B への対

応といった技術改良は放棄されたようである。

創新力博社を設立したのは、元書同文の技術主

任・王暁波氏である。王氏は弱冠 32 歳であるが、

OCR 技術などを専門とするプログラマで、独力

で二年ほどの時間をかけて書同文の文献デジタル

化システムを書き直し、機能をも大幅にアップさ

せたという。それが後で紹介する青典システムで

あり、また、この技術力と書同文の変質とが創新

力博の創立を後押ししたものとのだと言えよう。

❖	創新力博の技術

設立間もないだけに、創新力博にはまだ目立っ

た文献デジタル化製品がない。おそらく現在香港

迪志文化出版社の委託により 2006 年中の完成を

目指して作業が進められている『四庫全書』全文

検索版アップグレード版が、同社にとって初の大

規模製品となろう。これは、従来の『四庫全書』

全文検索版のシステムを全面的にブラッシュアッ

プするとともに、現行版未収録の図表類などを補

完するものである。注目されるのは、文字コー

ドが従来の CJK+（CJK 統合漢字＋ Ext.A ＋外字）

から Unicode4.0 に変更され、Ext.B に対応するこ

とである。膨大な『四庫全書』のデータを国際標

準規格で利用できるようになるわけであり、研究

の際の資料引用や、『四庫全書』データを引用し

た文書の組み版などに大きな恩恵をもたらすもの

と期待される。書同文設立の契機ともなった記念

碑的製品、『四庫全書』全文検索版のアップグレー

ドを創新力博が行う、このことは同社が人文情報

処理企業としての書同文の DNA を受け継いでい

ることを、如実に物語っている。

同社の文献デジタル化システムは書同文のもの

と非常に近い。すなわち、OCR と強力な校正シ

ステムによる文献デジタル化、強力な漢字関連づ

け検索機能による異体字問題への対応、という方

法を採用している。ただし同社の OCR エンジン

は、王氏が再設計したもので、書同文のものに比

べて効率が 1.5 倍にアップしているという。また、

Ext.B への対応も特筆される。

王氏の開発になる同社のデジタル化システムは、

「青典数字化系統」と呼ばれ、OCR・校正システム・

検索システム・サーバ・電子書籍生成システムな

どを一体化したものである。書同文「数碼太師」

との大きな違いは、Web サーバシステムを取り
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込んだ点にあると言えよう。青典システムを導入

すれば、独自に文献デジタル化・CD-ROM の作成、

さらには Web 上に全文検索システムを設置する

ことも可能になるのである。

❖	青典閲読器

しかし、青典数字化系統は数十万元という非常

に高額なソフトであり、個人ユースには適さない。

このため、創新力博では個人向けに青典閲読器（青

典ビューワ）を開発している。

青典ビューワでは、XML テキストと画像とを

関連づけパッケージ化した、独自形式のファイル

を利用する。それを青典ビューワで開くことで、

全文検索・異体字関連づけ検索・版式復元 XML

の表示・原文画像との対照表示・校定などなど、『四

部叢刊』電子版などと同等、あるいはそれ以上の

文献処理を行うことができる。また、ローカルに

保存した電子ファイルをツリー構造に分類・管理

することもできる。全体的なイメージとしては、

ユーザーが無償のビューワをダウンロードして、

自ら作成したり Web からダウンロードしたりし

た電子書籍ファイルを閲覧する、という PDF ラ

イクな運用が考えられている。また、Acrobat に

相当する電子書籍ファイルの編集に対応した青典

ビューワの上位版の発売も計画しているという。

は向上しており、実用性が非常に高い。

また、文献電子データ作成を委託する側から

しても、テキストデータや XML を整理して Web

に上げる作業は意外と面倒であり、はじめから

Web 配布可能なフォーマットで作成してもらえ

ればそれはそれで便利である。初・中級者にとっ

ては、全文検索が簡単にできるのも大きなメリッ

トだろう。インターフェイスや検索システムの開

発に資金をかけられない小規模な個人レベルの古

典文献デジタル化に、青典ビューワのシステムは

大きな恩恵を及ぼすものと期待される。

できることならば、青典電子書籍ファイルの

フォーマットもオープン化し、ユーザーが自由に

電子書籍ファイルを作れるようにしてほしいもの

だが、まだ関連アプリケーションを開発中の段階

であり、投資資金の回収という問題もあるため、

当面は難しいとのことであった。

❖	青典版本比較システム

創新力博は電子デジタル化のみならず、人文情

報向けソフトウエアの販売も重視しているという。

そのようなタイプのソフトとして、現在開発が進

められているのが青典版本比較システムである。

執筆時点では日本語版も作られており、機能限定

試用版が用意されている。

青典ビューワ

この種のパッケージ化された

検索・閲覧システムは、テキス

トの分析などの用途には適さな

いものの、最も一般的な用例・

事例検索には十分であり、しか

も他の Grep ツールなどと比べ

て技術的ハードルが低く手軽に

使えるというメリットがある。

それに加えて青典ビューワでは、

従来の書同文製品に見られた異

体字・同音字などの一括検索機

能に加えて、検索語に指定した

文字列と 1 ～ 2 文字が入れ替

わった類似の文字列を検索する

あいまい検索機能があらたに装

備されるなど検索機能の実用性
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中国の人文情報処理企業の最新動向（千田）

青典版本比較システムは、二

つのテキストデータを対校する

ためのツールである。一方のテ

キストをベースに、もう一方の

テキストとの異動箇所を自動で

チェックし、表示してくれると

いうものだが、チェックと同時

にテキストの校正を行うこと

もできるようになっている。対

象はテキストファイルで、文

字コードは Unicode・UTF-8 を

読み込めることを確認してい

る。単純に文字列を比較するソ

フトであるから、Unicode で保

存されてさえいれば中国語は勿

いってほしいものである。

なお、青典版本比較システムは日本向け販売も

計画されており、数千円程度の価格で提供できる

ようにしたい、とのことである。

❖	文献デジタル化業務

文献資料のデジタル化受託は、当然のことなが

ら創新力博の中心的業務ということになる。

さきにも触れたように、青典数字化系統は

OCR によって文献をデジタル化する方法を採用

している。基本的なシステムは書同文のものと大

差なく、版本の文字を自動で区切り、人がそれを

修正して文字を認識させ、同じ文字に認識された

青典版本比較システム

論、日本語や英語、IPA などのテキストであって

も、言語に関わりなく比較することができる。た

だ、試した限りでは GB・Big5・JIS 等のローカル

コードテキストは文字化けしてしまった。オンラ

インテキストにはローカルコードのものが多いこ

とを考えると、これらの文字コードにも対応して

もらいたいものである。

図は、『伝奇彙考』と『曲海総目提要』の同一

項目の文を比較したものである。異同箇所は、印

刷ではわかりにくいと思われるが、比較元のテキ

ストの字句が緑に白抜きで左に、比較対象テキス

トの字句が赤に白抜きで右に表示される。一方に

字句が漏れている場合は［なし］と表示される。

また、対校にあたって字句の相違とは見なさな

い異体字のリストを、画面上で編集・保存するこ

とができる。

このように青典版本比較システムは、複数の電

子テキストを比較し定本を作成する、テキストク

リティーク支援ツールとして非常に有用である。

また、複数のテキストや版本を比較対照するため

の支援ツールとしても使えよう。

ただし、複数の版本を比較して継承関係を樹形

図化するというような用途に応用するのには少々

力不足であると思われる。できうることであれば、

今後、版本の異同の数量化と保存・分析、三種以

上の版本の比較といった機能を開発・実装して

青異体字同一視設定ダイアログ
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箇所を抽出して文字毎に校正し、認識結果と原文

を並べて対校する、というものである。木版本で

あっても OCR 認識できるのが強みである。当然

のことながら、XML フォーマットや Ext.B、ある

いは日本語文献のデジタル化にも対応している。

書同文では 21 元／ 1000 字という価格が一つ

の目安になっていたが、創新力博ではそれよりも

若干安い値段になるとのことである。

▪	 おわりに

以上、中易中標と創新力博を中心に、中国の人

文情報処理企業について紹介してきた。両社はと

もに文献デジタル化の実績とノウハウを持って

おり、また Unicode の最新規格に対応するなど、

中国における人文情報処理企業の進取の精神とス

ピード感とを感じさせる。

文献デジタル化の品質については、今後実際に

文献デジタル化を依頼して細かいクセなどの検証

をすすめる必要があるものの、両社ともに錯誤率

一万分の一以下のクオリティは保証されるので、

実用的水準はクリアされているものと思われる。

ユーザー側にとっては、さまざまな関連ソフト

ウエアやツールの充実はもちろんのこと、文献デ

ジタル化を委託できる高度な人文情報処理技術を

有する企業の選択肢が広がり、デジタル化する文

献の特性や作成するデータの形式に基づき、それ

ぞれの企業の技術的特色やコストを比較検討でき

るようになったことも大いに歓迎される。

中国学のデジタル化は、工業生産的な大規模

データベースによって主導され、もはや唐代以前

の文献のデジタル化はほぼ完了している。その

メリットは言うまでもないことであるが、一方で、

細かな専門研究ニーズを満たし、かつさまざまな

手法による分析に利用可能なフリーテキストの充

実が、中国学への情報処理応用の新たな課題とし

て浮上してきている。これは以前から我々が主張

しているように、個々の研究者や研究会組織が意

識的に取り組んで行かねばならない課題である。

その際に、本稿で紹介してきた中国の人文情報処

理企業とのコラボレーションは、非常に有効な方

法となろう。

側聞するところでは、このほか中国基本古籍

庫の開発元である愛如生 [7]、雑誌・新聞のデジ

タル化実績の豊富な深圳の企業・点通 [8] なども、

古典文献デジタル化受託業務に乗り出していると

いう。それらの企業の訪問調査および紹介は、今

後に期したい。

本 稿 は、 平 成 17 年 度 科 学 研 究 費 基 盤 研 究 (C)「 中 国

古典戯曲総合データベースの基礎的研究」（課題番号：

17520237、研究代表者：千田大介）による成果の一部である。

注

[1]	 中易社をインタビューした際に、なぜ「SimSong」で

なく「SimSun」なのかを質問したところ、この名称

は MS 側が指定してきたもので理由はわからない、と

の答えであった。

[2]	 正式名称は北京中易中標電子信息技術有限公司。

[3]	 『漢語大詞典』2.1 版は、上海数字世紀網絡社（http://

edu.ewen.cc/）の委託により開発したもので、販売等

は上海数字世紀網絡社が行っている。

[4]	 http://www.china-e.com.cn/

[5]	 これは、西夏文字処理システムや康煕字典でも同じ。

[6]	 正式名称は、北京創新力博数碼科技有限公司（北京

ILIBO デジタルテクノロジー）。以下は、本年 8 月上

旬に同社を訪問・インタビューした結果に基づいてま

とめたものである。

[7]	 http://www.cn-classics.com/

[8]	 http://www.datum.com.cn/
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▪	 1.	情報化の三つの位相

古典籍の情報化電子化をどのように実現してい

くか、人文学研究者の立場からこの問題を考えた

場合、大まかには三つの位相を想定すると、議論

の切り分けがうまくいくと思われる。

まず第一に、人文学の方法それ自体の再検討を

目指す情報学的利用が想定される。第二には、伝

統的人文学の方法をより強化するための工具書的

利用が想定される。そして第三に、人文学の成果

を広く世に知らしめるためのメディア的利用が想

定される。

例えば中国学の場合、台湾中央研究院の「漢籍

電子文献」[1] や中国で市販された「四庫全書」デー

タベースなどの巨大全文データベースについてい

えば、まずこれまでの逐字索引の代替としての工

具書的利用を目指して構築され（人文学的利用）、

利用者の読みやすさを重視したインターフェー

スが実装されている（メディア的利用）。そして、

膨大な用例の抽出が容易になることで、従来の文

献読解を行うにあたりリソースの割り振りが変化

する。これは量から質への転化がおこっていると

いうことで、ある種の情報学的利用の問題となる

だろう。

人文学の現況においては、デジタルアーカイブ

をめぐる一連の動向の中で、いまだ電子化の行わ

れていない文献資料の電子化が次々に計画され、

工具書的利用の局面がいっそう増大している [2]。

他方、作成された電子情報に情報処理技術の適用

による、人文学の新たな方法の確立も目指されつ

つあり、情報学的利用の局面からの研究も行われ

るようになってきている。しかし、人文学研究者

に意外に忘れられがちなのが、電子化情報化によ

るメディア的利用ではないか。

そもそも人文学の情報化が謳われる最大の理由

は世の中全体が情報化しつつあるためである。従

来は研究の成果は紀要や書籍などの公刊により社

会に還元されていた。研究者ではないがその分野

に興味がある者は、図書館で借りるなり書店で購

入するなりして情報収集を行っていた。ところが

現在では、インターネットによる情報収集が急速

一般化し、情報をインターネットで公開すること

は社会的義務になりつつある。紙媒体でしか入手

できない情報が差別される傾向が出てきたといえ

る。

ところが、日本の中国学研究についていえば、

こうした状況にほとんど対応できていない。例

えば「三国志」＋「中央研究院」で Google 検索

を行うと、日本語サイトで 8,640 件がヒットし

（2005 年 8 月 15 日現在）、趣味で中央研究院の

データベースを利用して『三国志』の現代語訳を

すすめているページすらある。もちろんこうした

一般利用者は日本人研究者の出版した研究書や翻

訳を参考にするだろうし、研究者個々人でイン

ターネットで活躍している例もあるが、学界とし

ての貢献はなきに等しい。

もちろん、本を手にとって学ぶことを勧める教

育活動が大切なのは当然だが、社会の情報化は避

けようがない以上、データベースの構築などの情

報化電子化は、単に研究のためのものだけでは

なく、より広く研究成果が利用されることを通じ、

人文学のプレゼンスを高めるための情報発信メ

ディアとして位置付けていくべきではないだろう

電子書籍をめぐる状況
野村　英登（のむら　ひでと）
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か。ワンリソースマルチユースが電子化のメリッ

トである。学術研究に資するだけでなく、一般利

用にも供することを想定した計画が望まれる。

▪	 2.	電子書籍の可能性

メディア的利用としての情報化を考慮した場

合、一般に注目されている電子出版について検討

する価値は十分にあるだろう。広義の電子出版に

は、CD-ROM の販売、Web ページによる情報提供、

電子メールによるニュース配信、IC 電子辞書な

どまで含まれるが、本稿では、従来の書籍出版を

電子化したもの、いわゆる電子書籍をとりあげる

こととする [3]。

電子書籍は、市場規模では既存の出版にはるか

に及ばないが、パソコンや PDA、携帯電話、専

用の情報端末、電子辞書などで様々なかたちで利

用が出来るため、出版業界の低調から新たな市場

として期待されている。また注文を受けるたびに

必要な部数を印刷するオンデマンド出版とあわせ

て絶版対策としても有効であるとされている [4]。

もっとも、電子書籍のフォーマットはたんにテ

キストを読むことまでしか想定していないので、

それ自体では多くの情報を盛り込んだリッチな電

子化を行うことはできない。したがって人文学

からの利用については、まず研究用に十全なコン

テンツを作って元のデータは保存しておいて、そ

のデータから自動的に電子書籍の形式にダウング

レードできることが望ましい。実際、国文学分野

については、すでに青空文庫 [5] のようなフリー

プロジェクトが電子書籍とのコラボレーションを

すすめており、電子書店パピレス [6] の携帯電話

サイトでは、青空文庫で公開されている著作権の

切れた文学作品のデータを携帯用の電子書籍リー

ダーに対応させて無償配布サービスを行っている。

また中国学、それも古典学研究の立場からする

と、電子化の最初にして最大の課題は漢字がある

かどうかである。日本においても漢学の伝統があ

る以上、多漢字電子書籍の実現の可能性も重要な

課題であろう。

レイアウトについては原典のレベルをそのま

ま再現することは画像でも用いないかぎり難しい。

端末にあわせて可逆的にレイアウトが変化するこ

とで携帯性と視認性の両立を図れることが電子書

籍のメリットなのであまり拘泥する必要はないだ

ろう。むしろレイアウトまで考慮された元データ

の形式から容易にダウングレード可能かどうかを

検討した方がよい。ただ、ある程度訓点が表現で

きることは考慮すべきではあろう。

▪	 3.	電子書籍のフォーマット

さて、現在流通している電子書籍の形式は以下

の通りである [7]。

◦	テキスト形式	

◦	PDF 形式／ Adobe	Reader

◦	Adobe	eBook 形式／ Adobe	Reader

◦	ドットブック形式／ T-Time

◦	XMDF 形式／ブンコビューア

◦	ebi.j	Book	Reader 形式

◦	デジブック形式／蔵衛門 2005 デジブック

◦	Kacis	Book 形式／ Kacis リーダー

◦	シーモア形式／シーモアリーダー

◦	Hatch 形式／Hatch ビューア／Σ Book

◦	BBeB	Book 形式／ LIBRIe

実に乱立といった感がある。このうちすでにあ

るデータからの変換ができ、かつテキスト検索を

可能にするものが望ましい。専門的な書籍におい

ては、単に内容を閲覧するだけでなく逐字検索な

ど工具書的機能があることが望まれるであろうこ

とは通常の出版事情からも明らかである。

まず、テキスト形式は単なるプレーンテキスト

であるため検討するまでもない。

Kacis	Book 形式やシーモア形式は PC や PDA

でしか利用できない。ハードが PC に限定されて

いるなら、PDF で十分ではないかと思われる。

また最終的に画像データで配布する ebi.j	Book	

Reader 形式や Hatch 形式、画像主体のデジブッ

ク形式も配布後に利用者が検索目途の利用ができ

ず問題である。Hatch 形式／Σ Book はテキスト
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電子書籍をめぐる状況（野村）

きる形式である。XMDF は、中間フォーマットに

XML を採用して、そこから閲覧用バイナリデー

タを生成している。このため同様に XML や類似

の方法によりマークアップした元データがあれば、

半自動的に電子書籍の作成を行うことが期待でき

る。また XMDF はフットプリントによりコンテ

ンツの発行記録を残すことで、ゆるやか著作権保

護機能を実現している。

XMDF のコンテンツ作成には専用のオーサリン

グツールが必要で、現在は商用を目的として出版

社など業者向けの販売のみで、個人での購入は難

しい。

XMDF では文字コードに Unicode（UTF-8）を

採用しているので、多漢字電子書籍の作成が期待

できる。しかし、シャープ株式会社 SST 推進セ

ンターに問い合わせたところ、フォーマットの仕

様としては文字フォントさえあれば Unicode の

文字は表現可能だが、現在は再生環境が存在しな

いため、オーサリングソフトサイドで JIS 外の文

字が来たときはエラーを返す実装にしているとの

ことである。Unicode 対応のリーダーソフトの開

発から行えば、多漢字電子書籍の可能性はある訳

だが、その道のりは遠いといったところだろうか。

の読み込みが可能とされるが、これはテキスト

データを画像に変換した上で取り込んでいるため、

テキスト形式のメリットは失われている。

したがって、人文学のニーズに応えうる電子書

籍の候補としては、PDF 形式、ドットブック形式、

XMDF 形式、BBeB 形式が残ることとなる。

▪	 4.	電子書籍の多漢字処理

さてここでは、筆者が専門とする中国学でもっ

とも重要な課題である、どの程度漢字を使えるの

かに注意して、PDF／Adobe	eBook 形式、ドット

ブック形式、XMDF 形式、BBeB 形式の各電子書

籍フォーマットを比較してみたい。

❖	4.1	 PDF／Adobe	eBook 形式

ま ず、PDF ／ Adobe	eBook 形 式 に つ い て は、

特に説明を要さないだろう。紙媒体での印刷物に

ついて、版下を PDF で作成する一方、そのデー

タをそのままインターネットでも公開することは、

現在では情報公開の標準的な作業である。Adobe	

eBook 形式は、PDF に著作権保護処理をほどこし

たものである。

PDF の作成については、Adobe	Acrobat のよう
図 1 XMDF の表現力（SpaceTown ブックス－ XMDF

の機能 [9] より）
な正規のオーサリングツール以外にも有

償・無償を問わず多くのツールがある。

PDF は多言語対応に加えてフォント

の埋め込みも可能なので多漢字環境とし

ては問題がない。ただ電子書籍として考

えた場合、PDF は本来他のソフトウエ

アで作成したコンテンツを電子印刷する

ものなので、端末上での可読性は必ずし

も高くはない。

❖	4.2	 XMDF 形式

XMDF（ モ バ イ ル・ ド キ ュ メ ン

ト・ フ ォ ー マ ッ ト ） は シ ャ ー プ が 推

進している電子書籍フォーマットで、

WindowsPC やザウルスなどの PDA から

携帯電話 [8] まで専用ビューワが用意さ

れている、もっとも広汎な利用を期待で
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なおレイアウトに関する表現力は図 1 の通りで

ある。

❖	4.3	 ドットブック／ T-Time 形式

ドットブック形式 [10] はボイジャーの推進する

電子書籍フォーマットで、基本的には同社のテキ

ストビューワ T-Time の専用フォーマットである

TTZ に著作権保護処理を行ったものである。

最新の T-Time5.5 からは電子書籍のデータを画

像データに変換出力することで、携帯電話はおろ

かデジカメや iPod、PSP にいたるまで電子書籍

は、本来 JIS 第一、二水準までだが、変則的な方

法で JIS 第三水準、第四水準対応をすすめており、

多漢字電子書籍の作成は一応可能といえる。青

空文庫とのコラボレーションによる電子書籍リー

ダー azur[12] は、ドットブック／ T-Time 形式と

HTML 双方の閲覧・全文検索ができ、対応フォン

トをインストールすることで、図２のように JIS

第三水準、第四水準の表示が可能である。ドット

ブック形式のコンテンツを作成するには専用オー

サリングツールが必要だが、HTML 形式でも青空

文庫の独自タグを追加することにより表現力の向

上を図ることができる。

ドットブックで採用されている文字コードは

図 2 azur の第三、四水準文字の表示例 [13]

図３：azur の Unicode テキスト表示例 [14]

端末にしてしまおうという機能が実

装された。またドットブック形式は、

当初画像データによるフォーマット

のみを対象としていたΣ Book の標

準フォーマットの一つとして採用も

され [11]、より幅広い利用形態が期

待できる。

ド ッ ト ブ ッ ク は HTML を 中 間

フォーマットとして利用できるが、

現状ではオーサリングツールが市販

されておらず、作成にあたってはボ

イジャーにコンテンツ単位で発注す

る必要がある。

さて、ドットブックで扱える漢字

Shift-JIS だが、azur については、

どうも Unicode 対応を進めてい

るらしく、UTF-8 テキストでも表

示することができた。ただし、図

３のように JIS 第三、第四水準以

外の文字は文字化けしてしまう。

こうした Unicode から距離をお

いた立場は、漢籍の電子化を阻害

することになるため非常に残念で

ある。日本の伝統文化を漢籍や

漢学の要素抜きに語ることの難し

さを考えれば、漢籍の表現もでき

て、はじめて日本文化のための電

子書籍フォーマットと言えまいか。
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電子書籍をめぐる状況（野村）

ているため、マークアップした元データがあれば、

半自動的に電子書籍の作成を行うことが期待でき

る。BBeB 形式のコンテンツにはソニーの著作権

保護技術 OpenMG により著作権保護処理がほど

こされている。

BBeB	Book 形式の電子書籍の利用にあたって

は、電子書籍リーダーである LIBRIe[15] がソニー

から、オーサリングツールの BookCreator[16] が

キヤノンシステムソリューションズから販売され

ている。	BookCreator は高価すぎるが個人でも購

入可能であり、電子書籍フォーマットの中では一

応利用がしやすい部類に入る。

さて、BBeB	Book 形式が採用している文字コー

ドは Unicode（UTF-16）で、標準規格で 14,375

文字が制定されていて（標準添付のフォントの

グリフ数は 14,631 字）、補助漢字レベルまでの

漢字の表示にデフォルトで対応しており、図４

のような JIS 外の漢字の表示・検索が可能である。

LIBRIe と BookCreator の双方が当初から Unicode

対応しているものの、専用端末の LIBRIe ではキー

ボードがあっても辞書引きに使えるだけで、コン

テンツ自体は閲覧だけ、全文検索ができるのは

PC 用リーダー上のみといった問題がある。Mac

用リーダーもない。

BBeB	Book 形式に期待できるのは、現時点の環

境下で、正式な操作方法として推奨されていない

ものの、Unicode3.0 相当の漢字の表示が可能で

あり、古典籍や現代中国語の電子書籍を作成する

ことが可能な点である。この点については別に論

じた [17]。

▪	 5.	おわりに

古典籍の情報化は、必要な情報が研究者の解釈

から決定されるために、どうしても流動的になら

ざるを得ない。だからすべてを電子化することを

目的として設定するのは、思考実験として必須で

あるが、現実的な選択ではない。

学問の本来のあり方からすれば、インターネッ

トで自身の研究成果を誰でも利用できるかたちで

公開していくことが、もっとも理想的だろう。し

かし、現実にはすでに出版されている研究成果

については著作権の壁が立ちはだかるし、これか

ら研究成果を公開するにあたっても、とうぶんは

学術成果を出版によってきちんと形にすることが、

研究者自身の欲望と周囲からの評価の双方から望

まれるだろう [18]。

電子書籍は、おそらくこうした人文学研究の電

子化で目の前にある現実的な問題を解決する選択

肢の一つになるのではないだろうか。電子書籍の

著作権保護機能を利用すれば、これまでの学術成

果を電子化し、Google	Print[19] のようなサービス

を行うことは可能であろう。また学術書の出版の

図 4 BBeB の表示例

T-Time や azur の日本語組版を重視し

た縦書きの美しさはたいへん魅力的で

あるだけに、是非とも Unicode 対応

をすすめていただきたいところだ。

❖	4.4	 BBeB 形式

多漢字対応という点で、現在もっ

ともすぐれているのは BBeB（Broad	

Band	e-Book）Book 形 式 で は な か ろ

うか。BBeB 規格はソニーが推進して

いる電子書籍フォーマットで、書籍向

けの Book フォーマットと辞書向けの

Dictionary フォーマットに分かれる。

ともに XML を中間フォーマットとし
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困難さを考えるとき、オンデマンド出版や電子書

籍出版は、今後現実的な選択肢にならざるを得な

いではないか。もちろん研究者個人で実現するの

は難しく、学会・研究機関レベルでのプロジェク

トの立ち上げが必要になるだろう。

出版文化の歴史を振り返れば、そもそも「古典」

は口伝に始まり、書写され、印刷され、活版され

ていくにしたがい、それぞれの場面で何らかの情

報が切り落とされ、代替として別の情報が付加さ

れてきたといえよう。その基準は人文学内部の思

想的な価値判断でなされたというよりも外部から

の要請に拠っていたのではないだろうか。そもそ

も人文学研究者は現代社会における古典文化の継

承者でもあるので、当事者として情報の取捨選択

を古典籍に加えることは、必ずしも倫理的に問題

があるわけではない。むしろ積極的であってもよ

いはずである。
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▪	 はじめに

本篇は『尚書』58 篇について、その語彙を計

量的に分析し、とくに偽書と認められる 25 篇に

ついて、その独自の要素を一部抽出し、考察を加

える試みである。

▪	『尚書』について

『尚書』は経書 [1] の一つである。その内容は、

まず堯・舜・禹など、「神人」（神話上の人物）の

事績をのべ、「武王克商」[2] など、夏殷周三代の

王朝に関する記述があり、秦の穆公の言葉とされ

る「秦誓」で終わっている。

伝統的経学の見地から『尚書』は孔子の編修

をへているとされる [3] が、苛烈な刑罰思想など、

基本的に徳治を主張する孔子の思想とは異質な点

もふくまれている。

『尚書』のテキストについては、唐の孔穎達

らが編纂した『尚書正義』（653A.D.）によって、

概ねその本文が定められており、「尚書序」につ

けられた疏によれば、『尚書』はつぎの二つの部

分に分かれる。

第一の部分は、秦の博士伏生が前漢文帝期

（180B.C.‒157B.C.） に 伝 え た 今 文 尚 書（ 以 下、

今文）と共通する 33 篇 [4] である。

第 二 の 部 分 は、 東 晋 元 帝 期（317‒322 A.D.）

に豫章の内史、梅賾が献上したと伝えられる「孔

安國伝古文尚書」[5] にだけ存在する 25 篇である。

この部分は宋代以後その真偽が疑われ、清の閻若

璩（1636‒1704）に至って偽書であることが決

定的になった。この部分を「偽古文尚書」（以下、

偽古文）という。

それぞれの篇名をあげると以下になる。

今文　33 篇

堯典　舜典　皋陶謨　益稷　禹貢　甘誓

湯誓　盤庚上　盤庚中　盤庚下　高宗肜

日　西伯戡黎　微子	

牧誓　金滕　大誥　康誥　酒誥　梓材　	

召誥　洛誥　多士　無逸　君奭　洪範　

多方　立政　顧命　康王之誥　呂刑　文

侯之命　費誓　秦誓

偽古文　25 篇

大禹謨　五子之歌　胤征　仲虺之誥

湯誥　伊訓　太甲上　太甲中　太甲下　

咸有一德　説命上　説命中　説命下　泰

誓上　泰誓中　泰誓下

武成　旅獒　微子之命　蔡仲之命　周官

君陳　畢命　君牙　冏命

この分類については異論もあるが、先学の『尚

書』訳注がほぼ従う所であり、本篇では尚書学の

議論の土台としてうけいれ、以後の考察をすすめ

偽古文尚書の「賢」と「官」

χ 2 値による語彙偏差の数量化を通して

齊藤　正高（さいとう　まさたか）
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たい。

『尚書』という一つ書物のなかに存在する今文

と偽古文の二つのテキストは、その性質が異なる。

まず、今文尚書は重層的に成立した文献である

ことが指摘できる。そのなかには、まず最古の部

分として、金文との類似が指摘され、西周の作と

される「大誥」「康誥」などの周誥がある。また、

秦にまで下る内容を指摘できる「堯典」があり、

春秋期に実用化され、戦国期に普及した鉄の記述

をふくむ「禹貢」がある [6]。つまり、これらの

篇に代表される今文尚書の成立年代を、西周の末

年（771B.C.）から戦国時代の末年（221B.C.）ま

でと想定しても、およそ 500 年の幅があること

になる。

一方、偽古文尚書は作者こそ定かでないものの、

漢代から伝えられてきた古文尚書が散逸した永嘉

の乱（307‒313	A.D.）の後、数年で出現してい

る点から考えれば、今文に認められるような重層

性は弱いことが予測できる。語法的には偽古文尚

書がつくられた時代は、上古から中古への過渡期

にあたり [7]、この点も今文と異なる。また、偽

古文の文章は全くの作りものではなく、先秦諸子

や秦漢の書物に引用されて残った逸文尚書や、ほ

かの経書からの引用が核となっており、この出典

についてはほぼ解明されている [8]。

▪	 本篇の扱う問題と方法

上に述べたように、今文尚書と偽古文尚書は、

文献としての基本的性質が異なる。しかし、性質

が異なるからといって、両者の比較が無意味だと

いうことにはならない。なにより偽古文が『尚書』

の経文として作られている以上、そこには今文尚

書との一体化が企図されているはずであり、今文

尚書を模倣しようとした擬古の意図が働いている

ことが推察される。

つまり、偽古文尚書は文献学的に把握されてき

たその今文との性質の差異とは裏腹に、その製作

意図においては今文との一致を目指していたので

あるから、その模倣の綻びを剔出することは、偽

古文の特徴を明らかにすると同時に今文の特徴を

明らかにすることにもなり、『尚書』全体の理解

を深める助けになるはずである。

さらに、偽古文がさまざまな書物の引用から、

何を構成しようとしたかという問題も示されるは

ずである。その構成しようとするものは、今文尚

書に含まれる思想からの逸脱や、製作者の理想を

反映している可能性がある。

本篇はこのような問題について、近年展開して

いる計量的分析方法から解明を試みた。管見の及

ぶところでは、同様の試みはないように見うけら

れる。

計量的分析方法には三つの問題がある。第一の

問題は分析対象となるテキストデータの問題であ

り、第二の問題は文を分割し語彙ごとに集計する

インデキシング（索引化）の問題であり、第三の

問題は語彙の偏差を数量化する問題である。

❖	テキストデータ

分析に用いたテキストデータは、『吉川幸次郎

全集』（筑摩書房 1970）第 8 巻 ‒10 巻に収めら

れた翻訳『尚書正義』の經文 [9] によって作成した。

基礎データは以下である。

今文 偽古文
字数 16,932 7,578
字種 1,624 1,196
共通字数 15,268 7,128
共通字種 904 904
固有字数 1,164 450
固有字種 720 292

表 1 分析に用いたテキストデータの基礎統計（いずれも
序及び篇名を含まず [10]）

偽古文は、今文の約 45% の長さしかなく、約

1200 の文字種からなりたち、そのうち約 900 種

（75%）は今文と共通である。これらの文字種の

使用頻度を合計すると 7,128 字になる。実に偽

古文の全文 7,578 字の 94% が今文に共通する文

字を使用している。これは偽古文がいかに今文を

模倣しているかということのひとつの度合を示し

ているといえよう。
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❖	インデキシング（索引化）

テキストデータの分割には N-gram[11] をつか

い、『尚書』の全体を通じて頻度 5 以上の 1gram

と 2gram を索引とした。

この頻度は後でのべるχ2 検定について、筆

者が設定した有意水準（0.1%）[12] とその棄却域

（10.82）をから導いたものである。3gram 以上は、

同じ用例が少なく、極端に全文に対する割合が低

下する [13] ので、考察の対象から除外した。

16932:7578 に等しいはずだから、以下のように

理論頻度を計算する。

今文の「我」の理論頻度

229 × 16932 ÷ 24510 ＝ 158.20

偽古文の「我」の理論頻度

229 × 7578 ÷ 24510 ＝ 70.80

今文の「その他」の理論頻度

24281 × 16932 ÷ 24510 ＝ 16773.80

偽古文の「その他」の理論頻度

24281 × 7578 ÷ 24510 ＝ 7507.20

つぎにこれらの値から、理論頻度からの偏差を

あらわすχ2 値を計算する。χ2 値は次式でもと

める。

具体的には以下のように計算する。

gram数 語種 頻度合計 長さ 全文比

1 775 22,381 22,381 0.913

2 545 5,067 10,134 0.413
3 77 596 1,788 0.073
4 16 119 476 0.019

表 2 『尚書』の見出し語

❖	偏差の数量化

今文と偽古文の間における語彙偏差を評価する

には、計量言語学で用いるχ2 値（カイ二乗値）

を用いた [14]。

具体的には、以下の例で紹介するχ2 検定（独

立性の検定）をへて、偏差の評価を行った [15]。

例 1：「我」
まず、対象とする語彙の頻度と、それ以外の語

彙の頻度を計算し、以下の表のようにまとめる。

このような分類の仕方を自由度 1 という。

我 その他 合計
今文頻度 196 16,736 16,932
偽古文頻度 33 7,545 7,578
合計 229 24,281 24,510

表 3 「我」の分布

この頻度の表から、「今文と偽古文の文書集

合の間に “我” という語彙の使用傾向に差がな

い」という仮説を立てる。そして、この場合の

理論頻度は今文と偽古文の全文字数の比、つまり

χ2＝Σ（実際の頻度－理論頻度）2

	 　　　　	　理論頻度

χ2
我	＝（196 - 158.20）2÷158.20

+ （33 - 70.80）2÷70.80

+ （16736 - 16773.80）2÷16773.80

+ （7545 - 7507.20）2÷7507.20

＝ 29.49

つぎに、有意水準を 0.1% と設定し、自由度 1

のχ2 分布から棄却域を求める。

p χ2
0.05 3.84
0.01 6.63

0.001 10.82
表 4 自由度 1 のχ2 分布表　（p は有意水準）

「我」のχ2 値 29.49 は、χ2 分布の 0.1% の

棄却域 10.82 より大きい。これは、「今文と偽古

文の文書集合の間に “我” という語彙の使用傾向

にちがいがない」という最初の仮説が棄却される

ことを意味している。したがって、仮説と対立す

るつぎのことが結論できる。

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



28 ● 漢字文獻情報處理研究　第 6号

論 文

有意水準 0.1% で、今文尚書と偽古文尚書にお

いて、「我」の使用傾向に差がある。

例 2：「上帝」
「上帝」は 2gram（2 文字）である。長さ L

の文章から 2gram を全て切り出すと、（L-1）個

だけ取り出すことができる。これによって、『尚書』

各篇について、それぞれ 2gram が何個取り出せ

るかを計算し、それを今文・偽古文について合計

すると、以下の表をつくることができる。

上帝 その他 合計
今文頻度 22 16,877 16,899
偽古文頻度 10 7,543 7,553
合計 32 24,420 24,452

表 5 「上帝」の分布

「我」の場合と同様に「今文と偽古文の文書集

合の間に “上帝” という語彙の使用傾向に差がな

い」という仮説をたて、理論値を計算すると、以

下になる。

32 × 16877 ÷ 24452 ＝ 	 22.11

32 × 7543 ÷ 24452 ＝ 	 9.88

24420 × 16877 ÷ 24452 ＝ 	 16876.88

24420 × 7543 ÷ 24452 ＝ 	 7543.12

χ2 値を計算すると 0.002 である。この値は

p < 0.05 の棄却域 3.84 よりも小さく、有意水準

5% でも仮説は棄却されない。したがって次のこ

とが結論できる。

有意水準 5% で、今文と偽古文の文書集合の間

に “上帝” という語彙の使用傾向に差はない。

▪	 結果

❖	1gramの偏差

以下に、χ2 検定を行い、有意水準 0.1% で差

官 6:31 （48.49） 后 24:44（36.45）
萬 15:35 （35.83） 賢 1:17（34.03）
我 196:33 （29.49） 德 115:105（29.37）
曰 376:97 （24.47） 殷 81:6（23.59）
以 124:104 （23.27） 道 12:24（21.57）
世 9:21 （21.48） 兆 1:11（20.74）
必 1:11 （20.74） 汝 148:27（19.80）
神 7:18 （19.77） 戒 2:12（19.69）
惟 396:251 （19.30） 良 3:13（18.99）
五 89:11 （18.65） 克 85:74（18.29）
治 6:16 （18.02） 聖 6:16（18.02）
用 126:22 （17.97） 窮 0:8（17.88）
物 4:13 （16.53） 終 18:26（16.38）
善 5:14 （16.28） 商 17:25（16.12）
越 63:6 （16.00） 學 0:7（15.65）
忠 0:7 （15.65） 掌 0:7（15.65）
至 64:7 （14.78） 説 4:12（14.57）
足 0:6 （13.41） 謂 2:9（13.35）
庶 75:11 （13.28） 訓 21:26（13.13）
政 20:25 （12.81） 二 51:5（12.71）
今 83:14 （12.39） 罔 87:68（12.25）
允 13:19 （12.15） 師 29:31（12.12）
多 52:6 （11.52） 罰 48:5（11.48）
亡 2:8 （11.28） 令 2:8（11.28）
寵 0:5 （11.17） 期 0:5（11.17）
狎 0:5 （11.17） 莫 0:5（11.17）
諫 0:5 （11.17） 與 8:14（11.04）

表 6 『尚書』における 1gram の語彙偏差

結果の見方　例：官 6:31（48.49）	

◦	官の今文頻度	 6

◦	官の偽古文頻度	 31

◦	χ2 値	 	 48.49

ほとんどの結果が、大きな使用頻度の差異を示

している。しかし、「德」のように、今文と偽古

文の間でほとんど使用頻度に差がない例もある。

これは、もともと今文は偽古文より 2 倍以上長

いので、偽古文における理論頻度は、今文におけ

る理論頻度の半分程度でもよいはずだからである。

つまり、偽古文は今文の半分程度の長さであるの

に、今文と同程度「德」を使用するのであるから、

「德」は偽古文に偏って使われているのである。

今文に偏って使われている文字は、以下の文字

があると認められた 54 種の 1gram をχ2 値の大

きいものから示す。
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偽古文尚書を扱う本篇では言及できないが、

「殷」や「罰」といった文字の今文偏出については、

別に用例を検討する余地があるだろう。

❖	2gramの偏差

1gram と同様に、有意水準 0.1% で差があると

認められた 18 種の 2gram をχ2 値の大きいもの

から示す。

「至于」と「公曰」は、例外的に今文に偏って

出現している。「至于」61 例のうち、19 例が地

理書の「禹貢」に出現する。「公曰」26 例のうち

12 例は「周公曰」であり、7 例が「無逸」に集

中している。

ておらず、偽古文によって『尚書』に導入された

概念として最もはっきりした特徴をもっている。

◦	 在祖乙時、則有若巫賢（君奭）

訓読：「祖乙の時に在りては、則ち巫賢

の若き有り」

ここの「巫賢」は殷の祖乙の時代に王家を補佐

した者の固有名である。「巫」の字を冠している

点は、この人物が呪術的職能者であったことを示

唆している。賢字の用例を今文尚書と同時期の

成立とみなすことができる『毛詩』に探してみる

と「序賓以賢」（大雅「行葦」）と 1 例だけである。

文献上、賢字が多く用いられるのは、『論語』に至っ

てからである。

偽古文尚書には賢字は次のように多く用いられ

ている。

①	野無遺賢、萬邦咸寧（大禹謨）

	 訓読：「野に遺賢無く、萬邦咸な寧し」

	 出典：「萬國咸寧」（『周易』乾彖傳）

②	任賢勿貳、去邪勿疑（大禹謨）

	 訓読：「賢に任じて貳する勿く、邪を去り

て疑う勿れ」

	 出典：『戦国策』趙策、書云

③	成允成功、惟汝賢（大禹謨）

	 訓読：「允を成し功を成すは、惟れ汝の賢

なり」

	 出典：「成允成功」（『左傳』襄公五年）

④	不自滿假、惟汝賢（大禹謨）

	 訓読：「自ら滿假せざるは、惟れ汝の賢なり」

⑤	侮慢自賢、反道敗德（大禹謨）

	 訓読：「侮慢自ら賢として、道に反し德を

敗る」（有苗の君主の不徳をそしる）

⑥	簡賢附勢、寔繁有徒（仲虺之誥）

	 訓読：「賢を簡にし勢に附く、寔に繁く徒

有り」

	 出典：「寔繁有徒」（『左傳』昭公二十八年）

⑦	佑賢輔德、顯忠遂良（仲虺之誥）

	 訓読：「賢を佑け德を輔け、忠を顯わし良

を遂ぐ」

兆民 1:10 （18.57） 萬方 0:8 （17.90）
至于 61:5 （16.85） 伊尹 1:9 （16.37）
萬邦 4:12 （14.59） 一德 0:6 （13.43）
或不 0:6 （13.43） 掌邦 0:6 （13.43）
爾萬 0:6 （13.43） 百官 0:6 （13.43）
衆士 0:6 （13.43） 罔以 0:6 （13.43）
厥德 6:13 （12.55） 公曰 26:0 （11.63）
天道 0:5 （11.19） 惟賢 0:5 （11.19）
戒哉 0:5 （11.19） 明王 0:5 （11.19）

表 8 『尚書』における 2gram の語彙偏差

我・曰・殷・汝・五・用・越・至・庶・今・多・
罰

表 7 今文尚書に偏って使用される 1gram

である。

今文尚書の代名詞や数詞の用例については、最

近の研究では、銭宗武氏の著作 [16] に指摘がある。

▪	 考察

以下、偽古文に偏って使用されている文字の背

景を原文に基づいて検討していきたい。

❖	「賢」について

「賢」は今文尚書には以下の 1 例しか使われ
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⑧	任官惟賢材（咸有一德）

	 訓読：「官に任ずるは惟れ賢材」

⑨	爵罔及惡德、惟其賢（説命中）

	 訓読：「爵は惡德に及ぶ罔く、惟れ其れ賢。」

	 出典：「兌命曰、爵無及惡德民」（『禮記』緇衣）

⑩	惟后非賢不乂。惟賢非后不食（説命下）

	 訓読：「惟れ后は賢に非ざれば乂まらず、

惟れ賢は后に非ざれば食まず」

⑪	剖賢人之心（泰誓下）

	 訓読：「賢人の心を剖く」（紂王の非道をそ

しる）

⑫	建官惟賢、位事惟能（武成）

	 訓読：「官に立てるは惟れ賢、事に位する

は惟れ能」

⑬	所寶惟賢、則邇人安（旅獒）

	 訓読：「寶とする所惟れ賢なれば、則ち邇

人安し」

⑭	惟稽古崇德象賢（微子之命）

	 訓読：「惟れ古を稽うるに德を崇び賢に象

る」

⑮	推賢讓能、庶官乃和（周官）

	 訓読：「賢を推し能に讓れば、庶官乃ち和す」

	 出典：「推賢讓能」（『荀子』仲尼篇 [17]）

⑯	商俗靡靡、利口惟賢（畢命）

	 訓読：「商俗は靡靡として、利口惟れ賢とす」

これら偽古文に用いられた賢字の用例を総合す

ると、賢者を官に任用し、政治を補佐させ、「宝」

として尊重すべきだということである。また、君

主が「自らを賢」としたり、君主が「賢人」を弾

圧したり、口の達者な者が「賢」とされることな

どへの批判もみえる。つまり、偽古文の作者は今

文尚書には存在しない「賢者を尊ぶ」という考え

方、尚賢思想を自らの経書に投影しているのであ

る。

偽古文尚書の賢字は、16 例のうち 10 例は出

典がない。つまり、この 10 例は偽古文の作者が

任意に書いた部分である。

残りの 6 例のなかで、3 例が『周易』や『左傳』

の引用文と組合せて使用されている（①・③・⑥）。

また、1 例⑨が『禮記』に引く逸書からの引用と

組合せて用いている。これらは、偽古文の作者の

地の文に使われている賢字が、ほかの経書の引用

と連動して説得力を醸し出している例といえよう。

偽古文の「賢」の使用例のうち、出典があるも

のは 2 例しかない。そのなかで、『荀子』からの「推

賢讓能」⑮が最も古いと思われる。

ここで問題となるのは、『荀子』には「推賢讓能」

は 1 例しかないが、「尚賢使能」が 10 例もある

という点である。偽古文の作者が『荀子』のなか

からわざわざ「推賢讓能」を選択した根拠をはっ

きり示すことは難しい。だが、一応の筋道を考え

れば、『荀子』のなかでは、統一へむかう戦国後

期にあって、「尚賢使能」（賢を尚び能を使う）が

君主の政治手法、つまり能力主義として主張され

ているのに対し、「推賢讓能」（賢を推し能に譲る）

は臣下として能力がない者の消極的処世術として

叙述されている。この点を考慮すれば、すくなく

とも、秦漢帝国における官僚制の成立以後に生き

た偽古文の作者にとって、「尚賢使能」より「推

賢讓能」の方が、官僚制における有能な者への機

会拡大という面において、理想の政治としてシン

パシーを感じる言葉であったのではないかと説明

することは可能である。

偽古文以前の「尚書」に賢字が使用されたこと

を窺わせる用例は、『戦国策』に引く尚書逸文の「任

賢」の例②がある。

ほかにも尚書逸文に賢字を用いる例が 2 例ある。

⑰	往者不可及、来者不可待、賢明其世、謂之

天子（『呂氏春秋』聴言引周書）

	 訓読：「往者は及ぶ可らず。来者は待つ可

らず。賢は其の世を明かにす。これ

を天子と謂う」

⑱	在上位而不能進賢者逐（『説苑』臣術引泰誓）

	 訓読：「上位に在りて賢を進むる能わざる

者は逐う」

⑰の『呂氏春秋』に引く「周書」は現在の『尚

書』にはなく、『呂氏春秋』成立時の伝本にしか

存在しない文である。⑱の『説苑』に引く「泰誓」

は前漢宣帝期に「河内女子」によって発見された

書物であり、現行の「泰誓」とは別の偽書である。
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『呂氏春秋』『説苑』『戦国策』は、みな秦から

前漢末にかけての書物であり、これらの引用の内

容はみな尚賢思想を述べたものである。したがっ

て、秦漢の尚書には尚賢思想を述べるものがあっ

たことが推察できる。

出土史料をみてみると、郭店楚簡『唐虞之道』

に「堯舜之行、愛親尊賢」[18] とあり、戦国期に

堯舜と尚賢思想とを連絡させる考えがあったこと

が分かる。秦漢の尚書逸文にみえる賢字の用例は、

『唐虞之道』に見られるような考えが発展し、『尚

書』の断片として伝えられた結果なのかもしれな

い。

このように賢者を尊ぶという尚賢思想は、戦国

時代の出土文献や秦漢の書物に引用された逸書、

そして何より『孟子』や『墨子』などに明白であ

り、偽古文の作者がこれらの記述を参照していた

であろうことは他の引用の出所からみて、疑う余

地がない。

偽古文の作者が三代の政治に投影した尚賢の理

想は、歴史的にみれば、春秋時代末期における血

縁的秩序の弱体化の後、戦国時代に盛んになる能

力主義の考え方である。今文尚書のなかにもその

使用語彙から成立が戦国時代に下る篇はいくつも

指摘されているが、これらは賢字をつかって尚賢

思想を語ることがない。

偽古文尚書の著作動機が、今文尚書との一体化

にあったとするならば、作者は戦国諸子の著述を

用いるなかで、今文尚書とは異質の要素を彼の『尚

書』に書き込んだことになり、ここにその模倣の

ほころびの一つが見られるのである。

❖	「官」について

「官」は 1gram の偏差で最も高いχ² 値を示し、

偽古文に極端に偏って使用される言葉である。

今文尚書には官字が 6 例使用されている。

①	鞭作官刑、扑作教刑（舜典）

	 訓読：「鞭は官刑を作し、扑は教刑を作す。」

②	知人則哲、能官人。（皋陶謨）

	 訓読：「人を知るは則ち哲、能く人を官に

す。」

③	俊乂在官、百僚師師、百工惟時（皋陶謨）

	 訓読：「俊乂の官に在れば、百僚は師を師

とし、百工は惟れ時（よ）し。」

④	無曠庶官、天工人其代之。（皋陶謨）

	 訓読：「庶官を曠（むな）しくする無ければ、

天工に人のこれに代わる」

⑤	五過之疵、惟官、惟反、惟内、惟貨、惟來

（呂刑）

	 訓読：「五過の疵は、惟れ官、惟れ反、惟れ内、

惟れ貨、惟れ來」

⑥	嗚呼、敬之哉、官伯族姓、朕言多懼（呂刑）

	 訓読：「嗚呼、之を敬せん哉。官伯・族姓、

朕の言は懼れ多し」

今文尚書の官字の用例は、まず「舜典」や「皋

陶謨」など、成立が戦国末から秦漢にまで下ると

推定できる篇に使用されている点を指摘できる。

「呂刑」の２つの用例（⑤・⑥）については、

通常の官僚組織の意味では使われておらず、特殊

な用例といえるであろう。

「皋陶謨」の 3 例は、禹と皋陶の対話のなかで、

皋陶の言葉として集中的に用いられている。その

なかには、官僚組織の意味で使われている例（③・

④）を見出すことができる。

これらの例を総合すると、官字を官僚組織の意

味で用いる例は、今文尚書のなかでも成立が戦国

末以後に下る篇にしか見当たらず、非常に限定さ

れた範囲にしか存在しないことになる。

だが、具体的官名については、立政に「司徒」

「司馬」「司空」などの記述がある。官僚組織の具

体的記述は今文尚書にも備わっているとみるべき

である。

偽古文尚書における官字の用例は 31 例である。

全体の傾向として、まず、偽古文尚書 25 篇のう

ち 11 篇に用いられ、特定の朝代の文献にもちい

られているのではないことを指摘できる。また、

『周礼』の影響が濃厚である「周官」に 13 例が

集中していることを指摘せねばならない。

一般的に「官」という文字は、具体的な官名で

はなく、いわば抽象的な官僚機構をあらわす文字

である。
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⑫	冢宰掌邦治、統百官、均四海（周官）

	 訓読：「冢宰は邦治を掌り、百官を統べ、

四海を均しくす」

「百官」の用例のうち、出典があるものは⑨の

1 例のみである。これは『論語』憲問の文をその

まま用いたものである。『論語』によれば、ここ

は子張と孔子が、当時の『尚書』について論じた

内容である。

『論語』にはもう 1 例、「百官」の用例がある。

子貢曰、譬之宮牆、賜之牆也及肩、闚見

室家之好。夫子之牆數仭、不得其門而入、

不見宗廟之美、百官之富、得其門者或寡矣。

（『論語』子張）

ここでは、子貢によって孔子が古代の（官制を

ふくめた）礼制の継承者として語られている。

『論語』におけるこの 2 例の「百官」は、孔

子が『尚書』を「編次」[19] したとされる伝承を

信ずる限り、偽古文の作者にとって、自らの経書

に「百官」を用いる際の最も正当な根拠であった

と思われる。あるいは、ここにみえるように『尚

書』という経書に編纂者として伝えられる孔子の

思想を徹底させるという理念こそが、偽古文尚書

の作者のうちに経書を製作する動機としてはたら

いていたのではないだろうか。

しかし、今文尚書との一体化という面では、「百

官」は明らかに今文尚書とは異質の表現である。

もし用いるとするなら、今文にある「百工」[20]

などに新たな意味を与えるべきであった。

なお、この「百官」の用例は、さきにみた「賢」

とも関連する。それは、「賢」としての「冢宰」、

また、「野に遺賢無く」登用された「百官」たち

として、偽古文尚書がえがく理想の政治体制を反

映しているのである。その理想政治は「賢才を挙

げよ」[21] と述べた孔子の主張する理想とも共通

するのである。

百官 厥官 庶官 有官 建官 ほか 総計
大禹謨 1 1 2
胤征 1 1 2 4
仲虺之誥 1 1
伊訓 1 1 2
咸有一德 1 1
説命上 1 1
説命中 1 1 1 3
泰誓上 1 1
武成 1 1
周官 1 3 1 2 1 5 13
冏命 1 1 2
総計 6 5 2 2 2 14 31

表 9 偽古文尚書の「官」

この抽象的な官僚機構の総体を表す言葉とし

て、「百官」がある。偽古文における官字の用例

のうち、この「百官」は、今文にはないという点

で偽古文独自の特殊な用例であり、かつ官字を含

む 2 文字の用例では最も多く、すべての朝代に

属する篇にいわば広く薄く用いられている点が特

徴的である。

偽古文における「百官」の用例は以下になる。

⑦	正月朔旦、受命于神宗、率百官、若帝之初

（大禹謨）

	 訓読：「正月朔旦、命を神宗に受け、百官

を率いること、帝の初の若し」

⑧	百官修輔、厥后明明（胤征）

	 訓読：「百官修輔すれば、厥の后（きみ）

は明明たり」

⑨	百官總己、以聽冢宰（伊訓）

	 訓読：「百官己を總べて、以て冢宰に聽く」

	 出典：「子張曰、書云、高宗諒陰、三年不言、	

何謂也。子曰、何必高宗、古之人皆

然。君薨、	百官總己、以聽於冢宰三

年	」（『論語』憲問）

⑩	天子君萬邦、百官承式（説命上）

	 訓読：「天子は萬邦に君として、百官は式

を承く」

⑪	惟説命總百官（説命中）

	 訓読：「惟れ説命ぜられて百官を總ぶ」
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偽古文尚書の「賢」と「官」（齊藤）

▪	 おわりに

以上、偽古文尚書に偏った語彙のなかで、最も

大きな問題と思われる「賢」と「官」について考

察した。このなかで、偽古文尚書が今文尚書には

希薄であった尚賢思想を強調し、抽象化された官

僚組織の記述を、『論語』に依拠しながら、「百官」

として強調したことが明らかになった。

指標として用いたχ2 値については、ほかの指

標と同様に語彙に密接するので、抽象度を上げた

場合の語彙の通用に難があり、語彙ごとに限定さ

れた大まかな傾向を示すのみにとどまることは否

定できない。しかし、そうだとしても、これを参

考に文献について語るべき問題の優先順位をさぐ

ることはできるであろう。

『尚書』の問題についても、本篇で論じられな

かった問題は多い。今文と偽古文の語彙偏差が示

す問題としては、以下の点がのこるが、これらの

問題については、別稿に譲りたい。

❖	『尚書』の語彙偏差が示す問題

⑴	今文では「萬民」が使われ、偽古文では「兆

民」が使われる傾向がある。今文で「兆民」

を用いる唯一の例（呂刑）が、戦国時代の

出土資料、上博楚簡「緇衣」の引用では「萬

民」となっており、現行「呂刑」の書き換

えが推察できる。

⑵	今文では周書（君奭）に祖述されるのみで

ある「伊尹」が、偽古文商書に集中的に使

用されている。

⑶	偽古文にのみ「天道」の用例がある。

（了）

注

[1]	 『尚書』は歴史的記述を核としているが、純粋な史書

ではなく、一種の経典化がなされている。この点、『尚

書』の内容をそのまま歴史記述とみなすことは先学が

戒める所である。本篇も『尚書』を経書とみなし、そ

の思想内容を扱うものである。

[2]	 武王克商の年代については、紀元前 1046 年が天文学

上の暦算、出土金文の暦年、および『尚書』武成・召

誥・洛誥、『国語』周語の文献記述と矛盾せず、もっ

とも精度が高いとされている。（夏商周断代工程専家

組『夏商周断代工程 1996-2000 年階段成果报告』世

界図書出版公司。2001 年。P.49）また、中島敏夫「歴

史と神話への視座―疑古派禹天神論の検証からの

再出発―（上）」（愛知大学現代中国学会『中国 21』

Vol.15。	2003 年 3 月）にもこの点の指摘がある。

[3]	 屈万里『尚書釈義』（中国文化大学出版部。1980 年重

排版。）叙論。P.3-4

[4]	 『尚書正義』序を参照。ただし、伏生が伝えた『尚書』

は序を除いて 28 篇であり、堯典の後半から舜典がで

き、皋陶謨の後半から益稷ができ、盤庚が三篇に分か

れ、顧命の後半から康王之誥ができ、合計で 5 篇が増

えて 33 篇となったとする。

[5]	 『 隋 書 』 経 籍 志 お よ び『 春 秋 左 氏 伝 正 義 』 襄 公 伝

三十一年正義など

[6]	 池田末利『尚書』（『全釈漢文大系』11）集英社。1976 年。

による。

[7]	 王力『漢語史稿』科学出版社。1956 年（中華書局中

国文庫版。2004 年を参照、第六節「漢語史的分期」

P.43）

[8]	 前掲『尚書釈義』では「偽古文尚書」の部分に朱駿声

『尚書古注便読』をひき出所を示している。

[9]	 東方文化研究所（京都）『尚書正義定本』（第 1 冊。昭

和 14 年刊行）による。

[10]	「舜典」は「堯典」の後半から作られたため、「舜典」

の先頭には偽作の 28 文字がある。この部分について

は、今文尚書にも偽古文尚書の字数にも含めず、考察

の対象外とした。

[11]	『漢字文献情報処理研究』第 2 号。2001 年。を参照。

なお N-gram 分割ツールとしては、師茂樹氏が製作し

た morogram を用いた。

[12]	一般的なアンケート統計では、有意水準の最低値を

5% に設定するが、語彙統計では非常に多くの文字が

説明要素となる可能性をもつので、5% では有意な変

量を絞り込むことが難しい。よって、有意水準を高め

の 0.1% に設定することにした。また、0.1% の有意水

準で帰無仮説を棄却できる最小の頻度は『尚書』の場

合、今文 0・偽古文 5 の場合である。

[13]	この点は、山田崇仁氏の「中国戦国期の語彙量につ
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いて」（『漢字文献情報処理研究』第 5 号。2004 年　

P.100）にすでに指摘がある。

[14]	χ² 検定については、伊藤雅光『計量言語学入門』大

修館書店。2002 年　P.104-111 を参照した。また、「入

門講座Ⅲ―1 カイ二乗検定」（『計量国語学』1958.6	

P.29-38）、 西 平 重 喜「『 そ の 他 』 の 扱 い 方 」（ 同 前

P.28-29）も参考にした。

[15]	χ² 値は、Microsoft の Excel によって段階的に計算し

た。また、χ² 値の基になる今文と偽古文の各頻度は、

XML 化した『尚書』のテキストデータを自作のスク

リプト（JavaScript）に読ませて計算した。これらは

筆 者 の サ イ ト（http://taweb.aichi-u.ac.jp/saitom） で

公開する予定である。

[16]	銭宗武『今文尚書語法研究』商務印書館。2004 年。

[17]	前掲『尚書釋義』P.247 は、ここの出典を非十二子篇

に誤っている。

[18]	劉釗『郭店楚簡校釈』福建人民出版社。2003 年。	

P.148 を参照した。

[19]	「孔子序書、上紀唐虞之際、下至秦繆、編次其事」（『史

記』孔子世家）

[20]	堯典、皋陶謨、益稷、康誥、洛誥にそれぞれ一例づつ

使用されている。

[21]	『論語』、子路
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ここ二年、本会では情報の発信や利用に際して他者の権利を犯さないノウハウを知る
という目的で、「東洋学情報化と著作権問題」をテーマとして公開講座を開催してきた。

本年度は「東洋学研究と著作権問題」と若干タイトルを改めている。これは、自らの
研究を権利者としてどう捉えるかについて問題意識がシフトしたためである。

そこで本年度は、校訂権を中心にして研究と著作権の問題を中心に採り上げた。校訂
権を俎上にしたのは、文献研究において、資料の校訂には多くの時間を費やさねばなら
ないにもかかわらず、この作業が著作権法上、どのように扱われるべきか示唆するもの
が少ないためである。

文献研究における校訂の意味を問い直し、これに権利が存在するとすればそれをどう
行使することが学術の発展に寄与することなのかということについて、本年度は本会
BBS に専用会議室を設けて議論を行い、それを踏まえた形で法学者の石岡克俊氏による
ご講演が行われ、更に会員諸氏による活発なディスカッションが行われた。

以下は、公開講座の講師による論攷、および報告である。
※漢情研 2005 年公開講座の日程・会場等の詳細については、彙報（P.220）を参照

していただきたい。

東洋学研究と東洋学研究と
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校訂とはいかなる行為か？
秋山　陽一郎（あきやま　よういちろう）

❖	 はじめに

石岡克俊氏（慶應義塾大学産業研究所助教授）

を講師としてお招きしての夏期公開著作権講座が

行われるようになってから今年で３年目に当たる。

今年度（2005 年度）は「東洋学研究と著作権問題」

と題して、かねてから筆者を含む一部の参加者の

関心を集めていた、いわゆる「校訂権」を軸とし

て、次の点を軸として議論が進められた。

◦	校訂作業を研究成果としてどのように位置

づけるべきか	

◦	校訂権を著作権として認めるべきか

本稿ではこうした議論の前提となる「校訂」が、

いかなる行為を指すのかを、公開講座前の BBS

における議論も交えて概観する [1]。

❖	「校訂」の種類

ひとくちに「校訂」といっても、「校定」・「校

勘」「校讐（讐校）」・「校訂」・「校正」・「対校（校

対）」・「点校」・「標点」・「校注」と色々なバリ

エーションがあることは、（古典籍の整理を実

際に行った経験者は別として）実は意外に知ら

れていない。校訂という行為にはさまざまなレ

ベルや種類があって、本来、行為の内容によっ

て細かく区別されている。校訂という行為が指

し示す範囲を弁別するためにも、それらがいか

なる行為をそれぞれ意味しているのかを、まず

はざっと追ってみたい。

◦	各種校訂の名義の問題点

個別の概念の検討に入る前に、一つ断ってお

かなければならないことがある。以上に挙げた

2005 年公開講座報告
と

図 1：『十三經（毛詩）注疏校勘記』中で清朝中期の大儒 阮元が対校
資料として参照した異本のリストとその説明

「校定」・「校勘」・「校讐（讐校）」・「校

訂」・「校正」・「対校（校対）」・「点

校」・「標点」・「校注」といった術語は、

よほど意識的に区別して用いられて

いない限り、しばしば混同されて用

いられることが多く、区別して用い

られている場合でも人や文脈によっ

て名義が異なることがある。よって

本稿で示した名義は、あくまで諸事

例（就中、校讐家や校定に長じてい

る近時の研究者の用法）を参考に筆

者が一応穏当と思われる名義を挙げ

ているに過ぎず、もとより異なる解

釈もあって絶対的な定義ではないと
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いうことをご了承おき願いたい [2]。

◦	対校（校対）

「校訂」・「対校」の「校」は「くらべる」（＝

較）という意味。「対校」とは、複数の異本や字

句を比較対照することを意味する校訂作業におい

てもっとも基本的な行為である。「校合」も同様

で異本を較
くら

べ合わせることを意味する。

◦	校訂・校正

原本（底本）と校
くら

べて誤字や文章の明らかな誤

りを訂正する行為。「校勘」や「校定」とは、本

文を修正するのに絶対のよりどころ（底本）があ

るか、傍証や考証を必要とするかという点が異な

る。次に紹介する倪其心氏の解説が参考となろう。

❖	［参考］倪其心著、橋本秀美・鈴木かおり訳『校

勘学講義 ― 中国古典の読み方』（ARCHIV、

2003）

校勘とは、つまり古籍の校正のことでは

ないか、と思われるかもしれませんが、校

勘と校正には違いがあります。校正は書籍

出版のために必要とされる作業の一環であ

り、校勘は古籍整理事業の中の一種の作業

です。例えば中華書局出版の点校本《二十四

史》は…学者たちが《二十四史》に対して

校勘を行い、段落を分け、標点符号を付け

たのは古籍整理に属する仕事であり、中華

書局がそれを元に版を組んで印刷製本する

に際して、組み上がった版の校正刷りを学

者たちの整理した底本と何度も突き合わせ

て、両者の内容に出入りがないようにした

作業は、書籍出版のための校正作業です。

つまり、校正の場合には、すでに整理され

た底本が文字の正誤を判断する絶対の根拠

となり、底本の文字の正誤の問題には関与

しません。…これに対して校勘の場合には、

各種の版本を蒐
しゅうしゅう

集して、それぞれの字句の

異同を比較し、原本の文字を考証して、正

誤の判断をします。直接の版本上の根拠が

ない場合でも、誤字や疑問の箇所につい

て文章の原意に沿った判断をしなければな

りません。もちろん、その際、古人の文章

を書き改めてしまうような結果になっては

いけません。これを肖像画に譬えて言えば、

校正は、既に在る一枚の写真をそのまま模

写するようなものであり、校勘は、さまざ

まな情報を利用して、本人の姿をより真に

近く描き出すというようなものです。

現在の校訂・校正は、校正記号という業界固有

の記号を使用したり、場合によっては漢字の使

用字体や、送りがなの開き閉じ、表記揺れなど

のチェックやルール設定から果ては版権処理など、

素人では困難な専門的なスキルが必要になるが、

一般に東洋古典学の世界では、校訂・校正は機械

的に底本の誤植を修正する行為として、科学的な

傍証を伴った学術的考証を必要とする校勘・校定

と比べて往々一等低い地位を与えられがちである。

これに対して校訂・校正を行う編集者の権利とい

う観点から以下のような疑義が投じられた。

◦	2005/05/28	小島浩之氏コメント

よく似たものに出版者の編集があります。

本の出版の際に校正をしたり体例を整えた

り、こういう行為はどうなるのでしょうね。

著名な作家や学者の全集や著作集には

編集委員がいますが、編集委員に著作権

はあり得るのでしょうか？

常識的に考えれば無さそうですが、も

し法的に認められる場合があるとすれば、

同様に校訂にも権利が認められる場合が

あるかもしれませんよね [3]。

◦	2005/05/29	千田大介氏コメント

秋山さんが校正とするものも、しかし現

実には「機械的作業」ではあり得ませんよ

ね。「明かな誤り」であることを認定する

のに、やはり文脈を読んだり語彙の知識を

動員したりという知的思考が必要であるの

は、自分で書いた論文であろうと、古典の

本文であろうと、本質的違いは無いと思い
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ます。

違いがあるとしたら、むしろ、行為の具

体的過程の微差、それと対象なのかな [4]。

もとより「編集委員に著作権はあり得るのか」

という問いへの解答は法律の素人である筆者がす

べきものではないので、ここでは校訂・校正がい

かなる行為を指すのかを示し、法律の専門家の

判断材料となりうるものを提示するにとどめるが、

編集者や出版社の権利という観点でも色々と議論

すべきことは尽きない。

◦	校勘・校定

古典籍の本文を科学的な根拠にもとづいて考証

し、復元しようとする行為を「校勘」という。ま

たこの校勘によって新たにテキストを定める行為

を「校定」といい、さらに校定によって作成され

たテキストを「校定本」という。

これらの行為は、以下に掲げる参考資料にもあ

るように、（少なくともたてまえの上では）原則

として著者の原
オリジナル

本に復元することを目的とする。

す。こうした状況は、本来の姿を完全に保

存・復元するということは困難であり、過

去の校勘実践の中に表現されている校注者

たちの校勘の原則は必ずしも一致していな

いことを示しています。

この「本来の姿を保存・復元する」という校勘・

校定の本分を墨守し、一定の成果をおさめている

ものとしては清朝考証学者の校勘がまず挙げられ

る。その一例として、以下に王念孫『読書雑志』

の事例を紹介しておく。

❖	金谷治『淮南子の思想』（講談社学術文庫、

1992）より

さきにも述べた『秋萩帖』（国宝）の紙

裏から発見された兵略間
か ん こ

詁（後漢高誘注『淮

南子』兵略篇。唐代の写本とされています）

の古写をみると、その部分に相当する王氏

の校語（王念孫のコメント）は十五ヵ条あ

るが、その十四条までが古写の内容とぴっ

たり一致するのである。わずかに違った

一条は、今本に十五字も脱字のある箇所で、

さすがの王氏もこれには考えようがなかっ

図 2：校正記号（木下是雄『理科系の作文技術』中公新書より）

「科学的な根拠」は、通常は異なる伝承経路

をたどった複数の本（edition）との比較によっ

て取得されるが、場合によっては全く別の古

典籍から傍証を集めてきたり、同一本中から

傍証を探すこともある [5]。

❖	［参考］『校勘学講義 ― 中国古典の読

み方』

古籍校勘の目的と任務は、本来の姿

を保存・復元することに在り、原稿に

より近い善本を提供しようとするもの

です。ですから理論的には、校勘の根

本原則とは本来の姿を保存・復元する

ことであり、作者の本意に合わない校

勘や、原作本来の姿を歪曲する校勘は、

この根本原則に違反します。…しかし

実際は同一古籍の各種校注本の間には、

必ず異文や解釈の相違が存在していま
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たわけである。前後の文章や他書の用例に

よって訂正した点が、後出の資料によって

そのまま証明されるというのは、何という

すばらしさであろう。（括弧内は筆者によ

る注記。）

しかしながら、洋の東西を問わず、現在では古

くから多くの古典籍に多様な異本が存在したこと

が確認されており、亡佚してしまった異本のこと

も考慮に入れると、今日では単一原本を想定した

復元は極めて困難（もしくは限りなく不可能に近

い）と言わざるを得ない [6]。また校注者によっ

ては銘々の思想や解釈を表現する手段として校定

本や注釈書を作成することがしばしばあって、校

勘・校定が必ずしも「真理の追究」になっていな

いことが少なくない。以下に掲げる宮崎市定氏の

指摘は、中国古典学の一面としてそのような伝統

があることを示唆するものである。

❖	宮崎市定『現代語訳	論語』（岩波現代新書）

後語より

注釈家は本文に対して従属的な態度をと

りながら、根本においては注釈家としての

権利、その固有の立場を留保している。こ

れは歴史事実の上でも同様である。中国の

忠臣というものは、日本でいうような滅私

奉公を理想とはしていない。ちゃんと自己

の個性を守り、個性を守る立場において忠

義を尽くすのである。…だから例えば鄭玄

は決して孔子に対する無条件な忠臣ではな

く、強い自己主張を持っている [7]。既に

ある程度、経典に対して貢献する所があっ

たならば、今度は同じ舞台を利用して、自

分自身の学識をひけらかす権利があること

を主張する。論語の本文以外にこれだけ余

計なことを盛りこんでみせたぞ、というの

が自慢の種であったようだ。鄭玄注という

個人の名を出す以上、むしろそうすること

が当然なのである。

なおこれと類似の問題を孕
はら

むものとして、師茂

樹氏より親鸞の『教行信証』の事例をご紹介いた

だいた。

◦	2005/06/23	師茂樹氏コメント

仏教の場合、ある特殊な読みが「真理」

そのものである、もしくは「真理」でなけ

ればならない、という例があります。

その一番の例は、親鸞の『教行信証』で

しょう。これは、浄土教関連の経論を引用

して浄土真宗の教義を叙述しようとしてい

る浄土真宗の根本聖典のひとつですが、こ

の引用に付された訓点は、親鸞の独自のか

なり特殊な読みに基づいています。これは

もちろん、親鸞独自の創造的読みと言うこ

ともできますが、これこそが永遠普遍の「仏

法」だ、とすると親鸞という個人に帰せら

れるのもまずいわけです。つまり、親鸞こ

そが「真理」を見出した人である、という

考え方です。もちろん、これは、学界のメ

ジャーな考え方ではありませんので、特殊

な例のひとつとお考えください。

このように、テキストが特定の個人や国家、社

会、宗教などの思想の影響を反映して改訂もしく

は歪曲されることがある点もまた、まぎれもなく

校定の一側面であるといえる。

しかしながら、このようにある時代や人物・集

団・国家の影響を反映しているテキストそれ自体

が研究対象になることもある。たとえば儒学に

は「今
き ん こ ぶ ん

古文」問題と呼ばれる秦以前と漢以降のテ

キストにおける字句の相違を、経義の解釈にまで

踏み込んで（時として漢代における政治的な都合

や学閥争いの要素を含む）議論した歴史があるが、

こうした漢代における今古文論争に焦点をあてて

『尚書』（書経）や『春秋』といった儒教の経典を

復元するのと、それらがそもそも制作された当時

の姿の復元を試みるのとでは、自ずと復元される

原文も復元するための方法も異なってくる。

◦	校讐

校讐には以下の 2 つの意味があるが、現在は
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概ね「校勘」とほぼ同義で用いられることが多い

ようである。

①	紀元前１世紀末の劉向（前 77－前 6）が

当時、宮中の内外にあった書物を網羅的に

整理する際に使用した術語。原義は「校」

が一人で異本対校すること（目視チェック）

で、「讐」が 2 人 1 組で異本対校すること（聴

き取りチェック）。

②	原義が転じて、後世「校勘」とほぼ同義で

用いられるようになった。

◦	点校（校点）

校定作業からさらに一歩進めて（もしくはこの

点校や標点も校定の内とすることもできる）、古

典籍の本文に句読点をつけたり、固有名詞の範囲

を示す標号をつけたりする行為をそれぞれ「点

校」・「標点」という。

句読をつけるという行為は一見、校定とは無関

係のようでいて、実はしばしば密接な関係がある。

子曰、加我數年、五十以學易
4

、可以無大

過矣。

（子曰く、「我れに数年を加え、五十に

して以て『易』を学ばば、以て大過	 無か

るべし」と。）

上に例示したのは『論語』述而篇中の孔子（前

551－前 479）学易の章である。伝統的には、こ

の章によって孔子は 50 歳前後で『易』を学んだ

とされているが、これに対して六朝末唐初の陸徳

明（556－627）が異説を提示している。

《魯》は「易」を読みて「亦」と為す。今、

《古》に従う。案ずるに《魯論》は「亦」

に 作 り て 下 句 に 連
つら

ね て 読 む。（『 経 典 釈

文』論語）[8]

論語には『魯論語』や『古論語（古文論語）』

という異なる出自のテキストが漢魏の頃にあった。

陸徳明によれば、その中の『魯論語』というテキ

ストでは「易」の字を「亦」に作っていて、これ

を下の句に掛けて読んでいるという。

五十以學、亦
4

可以無大過矣。
 

（五十にして以て学
まな

ばば、亦た以て大過

無かるべし。）

　ご覧の通り、このように読んでしまうと、な

んと孔子が 50 歳前後で『易』を学んだという事

実が霧散してしまうことになる。

実は 1980 年代に河北省定州から出土した前漢

末の『論語』の写本でもこの部分は「亦」字に作っ

ているのだが [9]、「易
エキ

」と「亦
エキ

」は、字音が同じ

で漢代以前ではしばしば文脈自由に通用していた

ため、この竹簡本をもって孔子の学易がなかっ

たことが確定したとは必ずしもいえない。しかし、

陸徳明のいうように、「亦」を下の句に掛けると

いうことになると事情は異なる。この場合、孔子

は「50 歳になってなお学ぼうとした
4 4 4 4 4 4

」のであって、

明らかに「『易
4

』を学ぼうとした
4 4 4 4 4 4 4

」のではなくなる。

このように句読点の置きどころ一つで古典の意味

が大きく変わってしまうことがしばしばある。

この点校という行為については、千田氏より次

のような指摘を頂戴した。
 

◦	2005/05/29	千田大介氏コメント

点を付けるというのは、古典籍について

言えば、大抵の場合は原テクストには存在

しないキャラクターを付け加えることにな

るので、果たして真理追究行為と言えるの

か？	 という疑問が生まれます。そもそも

「？」「！」で疑問・反語の判定がなされて

いたりすることを考えると、点は確実に本

文解釈の範疇に踏み込んでおり、点を付け

た人の本文解釈を示す道具であるとも言え

ます。

まあ、孔子の意図を含めて真理を追求し

た、という言い方もできるでしょうけど、

するとやはり、テクストとその解釈という

のをどう定義するか、という文芸理論的問

題になってしまいますね。
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個人的には、秋山さんの挙げた例で言え

ば、

加我數年五十以學易可以無大過矣

とするのが真理の復元、点を付けるのはこ

のテクストを解釈するという行為の結果の

刹那的産物であり、創作的な行為であると

考えたいですね [10]。

◦	標点

元来白文（句読点も何も振られていない漢字だ

けの文）の古典籍に、句読点や各種標号を加えた

本のことを「標点本」といい、標点本中で加えら

れている各種の標号や句読点のことを「標点」も

しくは「標点符号」などという。その主要なもの

は以下の通り。

❖	『標點符號用法手册』（三聯書店、1996）より

︳︴ 専名号（傍線・波線）人名・書名など

、 頓号	（【日】読点は逗号に相当。）

。 句号	（【日】句点）

・ 間隔号	（【日】中黒は頓号に相当。）

． 句号

， 逗号

： 冒号

； 分号

「	」 引用号	（【日】鉤括弧）

？ 問号

！ 嘆号

このような標点は 20 世紀に入ってから行われ

たものだが、これとよく似た行為は前近代の日

本や中国でも行われており、必ずしも 20 世紀に

入ってから全く新しく創出された手法というわけ

ではない。たとえば、松本市美術館や天理図書館

が所蔵している狩
か り や え き さ い

谷棭齋（1755－1835）旧蔵の

『漢書』・『後漢書』（南宋慶元建安黄善夫・劉元起

校刊本）を見ると、固有名詞に朱線が引かれてい

るのが分かる。しかも仔細に見ると、人名には中

央を貫くように、地名は右側、官職名は左側に傍

線が引かれており、さらに書名の中央に二重線が、

また年号の左にも二重線がそれぞれ引かれていて、

人名・地名・年号を傍線、書名・篇名を波線とし

たている現在の中国の標点よりもさらに名詞が

細かく区別されていることがわかる。この独特の

マークアップについては、當山日出夫氏より、荻

生徂徠門下の太宰春台（1680－1747）『倭読要領』

に次のような朱引き歌があることをご教示いただ

いた [11]。

図 3：標点本二十四史『旧唐書』陸徳明伝
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みぎところ　なかはひとのな　ひだりか

ん　なかにはしょのな　さにはねんごう

（右所　中は人の名　左官　中二は書の

名　左二は年号）

ただ、こうした朱引きは銘々の読み手（所蔵者）

によって手ずから行われているもので、目下、印
4

刷物として
4 4 4 4 4

これだけ精緻なマークアップを施して

いる刊本は管見の及ぶ限りでは見当たらない [12]。

◦	校注

一般的には校勘記＋注釈のことを「校注」とい

う。研究者によって校勘のコメント（普通はこれ

を「校勘記」または「札記」などと呼ぶ）部分を

「校注」と呼んだり、「校」（校勘記）と「注」（注

釈）を区別した上でそれらを総称して「校注」と

呼んだり用法にはしばしば個人差が見られる。校

勘記・札記には、改訂前と改訂後の字句とその改

訂した根拠を書き記す。校定本においてはこうし

た字句の修正をした科学的根拠を明示したり、改

訂個所と改訂前の原文とを容易に参照し可逆的に

復元できるようにするための注記をつけることが

重視される。

◦	2005/06/14	千田大介氏コメント

校定本の学術業績としての認定につい

ては、校注が付いていることが必要条件

であると、一般的にされているのではな

いかと思いますが、如何でしょう？要す

るに、作業の結果、なぜそれらの字句に

同定したのか、その道筋が明らかでない

モノはダメであると。

❖	武内義雄『支那学研究法』（岩波書店、

1949）

妄改を戒しむ。凡
およ

そ校讐にあたっては私

意を以て本文を改めてはならない。底本に

異同があるとき、本文はそのままにして別

に札記を作って甲乙を論定するか、又は底

本の誤を改正してその下に原本の字を注し

て改訂の理由を説明するか、二者いずれに

従ってもよいが、ことわりなしに本文を改

竄することは慎まなければならない。

❖	 おわりに

以上、いわゆる校訂権を議論するための下ごし

らえとして、東洋古典学において校訂やそれに類

する一連の行為がどういう種類や範囲の行為を指

しているのかを、具体的事例も交えて概観した。

実際には本稿で列挙したようなさまざまな概念や

行為に細分化され、たとえば「校訂」・「校正」と「校

勘」・「校定」の関係のような知的行為の質的な相

違のようなものもあったが、それ以上に重要なの

は、一見しただけでは表面上に現れない、行為の

目的の差なのかもしれない。

◦	あくまで原作者の作品に対して忠実であろ

うとする立場にたち、その原文の復元を最

終目標とするもの。

◦	校定者（もしくは注釈者）自身の思想や主

張を表現する手段としているもの。

こうした様々な校訂およびその周辺行為の権利

に関する法的な解釈は専門家に委ねることになる

が、本稿で概観してきた諸概念がいくらかでもそ

れに資することがあれば幸いである。

注

[1]	 本稿の執筆、および 2005 年度夏期公開著作権講座「東

洋学研究と著作権問題」の予備説明において、筆者が

特に参考にしたのは以下の諸書である。

◦武内義雄『支那学研究法』（岩波書店、1949。のち

角川書店刊『武内義雄全集』９に再録。）

◦倪其心著、橋本秀美・鈴木かおり訳『校勘学講義	

― 中国古典の読み方』（ARCHIV、2003）

◦程千帆『校讐広義（校勘編）』（齊魯書社、1998）

◦兪樾『古書疑義挙例五種』（中華書局、1956）

◦池田亀鑑『古典学入門』（岩波文庫、1991）

[2]	 これまでの既見の限り、これらの術語を厳密に区別し
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ている辞書や工具書類が見つからなかった。これは用

法が曖昧で、よほど専門的な校讐家でもない限り、区

別して使用している例の方が圧倒的に少ないからであ

ろう。たとえば近藤春雄『中国学芸大事典』（大修館

書店、1978）や長澤規矩也『図書学辞典』（三省堂、

1979）のような邦人による専著にも詳述されていな

い。

[3]	 石岡克俊氏の指摘によれば、こうした編集者による校

訂・校正は著作権法上では「著作隣接権」の枠組みに

該当する可能性があるという。また編集という行為に

ついては、著作権法 12 条に規定されている「編集著

作物」という概念があるものの、「素材の選択又は配

列に」ついてよほど積極的な「創作性」が認められな

い限り、編集委員の著作者性を肯定するのは難しいの

ではないかという。（石岡克俊氏 2005/06/07 コメン

ト）

[4]	 「編集者の改善意見」については、創作的寄与の程度

により、著作権法 2 条 1 項 12 号に規定されている「共

同著作物」としてとらえられる可能性がある点が指摘

されている。（石岡克俊氏 2005/06/07 コメント）

[5]	 陳垣『校勘學釋例』（中華書局、1959）。同一古典籍

の複数の異本を突き合わせて比較する方法を「対校

法」、同一古典籍・同一本の内部で比較する方法を「本

校法」、他の古典籍における引文や用例から比較する

方法を「他校法」、比較すべき資料がなく、あらゆる

状況証拠や用例などの知見を総動員して本文字句のあ

るべき状態を推察する方法を「理校法」という。この

ように、校勘・校定は必ずしも異本対校に依らないこ

とがある。

[6]	 欧米における文献学でも作業仮説として原テキストの

存在を想定しえなくなってきている点を師茂樹氏より

ご指摘いただいた。（師茂樹氏 2005/05/29 コメント）

◦明星聖子「『正統なテクスト』の終焉―ドイツ文

献学史概説の試み―」（『埼玉大学紀要　教養学部』

36 - 2、2000）

◦明星聖子『新しいカフカ―「編集」が変えるテク

スト』（慶応大学出版会、2002）

[7]	 鄭玄（127－200）は『詩』・『書』・三礼（『周
しゅらい

礼』・

『儀
ぎ ら い

礼』・『礼
ら い き

記』）・『論語』など幅広い儒教の経典に注

解をつけた後漢末の大儒。

[8]	 陸徳明『經典釋文』（通志堂経解所収本）

[9]	 いわゆる定州漢簡。河北省定州八角廊にある前漢の中

山懐王の墓から出土した。河北省文物研究所・定州漢

墓竹簡整理小組『定州漢墓竹簡《論語》』（文物出版社、

1997）。

[10]	清の段玉裁（1735－1815）は校書の難しさは、底本

（著者の書いた稿本）の是非の判断と立説（著者の述

べる真意）の是非の判断とがあって、これらは区別さ

れるべきものだという。（段玉裁「與諸同志論校書之

難」）点校は後者の領域に属する行為といえるものの、

段玉裁は立説の是非も校定のうちだとする。句読をつ

けるという行為も校定の一貫であるとした著名な儒者

に『十三經注疏校勘記』の阮元（1764－1849）がいる。

たとえば段玉裁の『説文解字注』（経韵楼本）の出版

にあたって、阮元の子の阮長生が校勘を担当した巻六

上には他巻にはない句読がつけられている。（補注：

経韵楼本の影印は芸文印書館版を参照されたい。通行

する上海古籍出版社版の影印は全巻に句読を追補され

ているなど、経韵楼本刊行時の姿そのままではない。）

[11]	この後、さらに小島浩之氏より『実語教講釈』にもこ

の「書物朱引歌」が載っているとの指摘を受けた。往

来物ということで、寺子屋における初等教育として教

えられた歌のようである。

[12]	電 子 化 さ れ た 古 典 籍 の う ち、 固 有 名 詞 を XML

（Extensible	Markup	Language）でマークアップした

ものなども、この標点本の流れに帰属すべき本といえ

るだろう。
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　東洋学情報化と法律問題―第3回

「校訂」の著作権法上の位置
—校訂権とその周辺（その一）

石岡　克俊（いしおか　かつとし）

❖	 1.	はじめに

これから数回にわたり「校訂権とその周辺」と

題して、「校訂」[1] とその法的取扱いについて検

討を加えていくことにする。この論点は、昨年一

昨年と 2 年にわたり、漢字文献情報処理研究会

主催の講座や同会企画の研究会において、議論の

対象となったところである [2]。

本稿は、これらの議論を踏まえ、校訂権をめぐ

る諸論点につき検討を加えるものである。ここで

展開されるいくつかの議論は、これらの講座や研

究会の成果である。殊に、本年夏期公開講座にあ

たって開設された漢字文献情報処理研究会の電子

会議室（BBS）・著作権問題 [ 特設 ] において展開

された議論やそこで紹介された文献は、人文学を

専門としていない筆者にとって有意義であり、本

稿の執筆に当たって大変有益であった。

このような機会と場を提供してくれた漢字文献

情報処理研究会の幹事諸氏並びに議論に積極的な

寄与をしてくれた会員諸氏に感謝申し上げたい。

❖	 2.	古典文献のディジタル化

われわれが、現在において、洋の東西を問わず、

さまざまな古典文献に接し、その豊穣たる人類の

文化的所産に触れることができるとすれば、それ

は、多くの人々の有形・無形の努力、殊に、数多

くの人文学者による文献学的研究の多大なる恩恵

の下にあるといえる。このような古典文献をめぐ

る状況は、今も昔も変わらない。

もし、何らかの変化にわれわれが気づくとすれ

ば、それは情報通信技術の革新 [3] に伴うさまざ

まな技術的な条件や基盤の差異にほかならない。

このようなコンピュータ及びネットワーク関連

技術の発展・一般化に伴い、公有に帰した著作

物をディジタル化（電子テキスト化）する動き

が始まった。通俗的利用を目的としたものとして

は、先駆けとしてあまりにも著名なプロジェクト・

グーテンベルグ（http://www.gutenberg.org/）が

あり、わが国においては青空文庫（http://www.

aozora.gr.jp/）がその代表例であろう [4]。これに

より、われわれは必要となれば、いつでもどこで

もさまざまな形態で先人たちの足跡に触れ、これ

らを享受することができるようになったのである。

他方、学術的利用を目的としたものとして、古

典文献のディジタル化（電子テキスト化）、さら

にこれらのデータベース化の動きがある。古典文

献のディジタル化は、次世代への文化の継承、あ

るいはその保存、とりわけ質的劣化の可能性がよ

り低い媒体（メディア）への移行という意義も認

められるが、そればかりではない。近年のコーパ

ス（corpus）を用いた言語学研究や自然言語処理

の展開を受け、これらの成果が積極的に文献学研

と
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究に取り入れられている。このように、古典文献

のディジタル化はより高次の学術的利用の面にお

いても新たな地平を拓きつつある。

古典文献のディジタル化は、通俗的利用の面に

おいても、また学術的利用の面においても当該文

献の本文の確定を必要とする。この本文の確定は

古典研究の成果に大きく依存しており、本文確定

の原理及びその方法論の体系は「文献学」として

一つの学問分野を形成している。

後で述べるように「校訂」は、文献学において

大きな位置を占める本文批判 [5] と密接に関わっ

ており、それ自体古い歴史を有している [6]。

そこで、本稿では、まず、準備作業として「校

訂」が古典の文献学的研究においてどのように意

義づけられているのかを、本文批判との関係で把

握し、一旦「校訂」を最広義に捉えつつ、われ

われが通常「校訂」と呼ぶいくつかの用例に触れ、

「校訂」の諸相を素描してみることにしたい。そ

の上で、「校訂」がいかなる幅を有する概念なのか、

また、それと隣接する概念にはいかなるものがあ

るのか、さらに、これを法概念として捉えた場合、

著作権法との関係でいかなる位置を占め得るもの

なのか、明らかにしていく。

❖	 3.	古典研究における「校訂」

一般に、古典文献は著作者の自記又は口述の筆

記（原手記・原本）として成立し、印刷技術が未

発達の段階では、著作者又はそれ以外の者の書写

によって展開する。しかし、転写本は、常に時

の経過に伴う物理的損傷と誤読や場合によっては

功名心といった書写者の精神的状況により、その

本文は変化を来たし、異文を生ずる。諸写本の作

成や多様化の中で、本文の誤謬と欠陥はその数を

増やし、一方で、原手記・原本は失われる。現在、

われわれが目にしているのは、多くの場合、誤謬

と欠陥にあふれた写本である。

そこで、客観的な方法と規準とによって、また

正当な根拠に基づいて、現存する写本群の相互関

係を推知し、より原本に近い文献に復元し、本文

を確定する必要が生ずる。そのための方法論とそ

れに基づく判断を、本文批判という [7]。

他方、文献学的研究には、大きく分けて 2 つ

のアプローチがある。ひとつは、今述べたところ

の文献学的批判であり、いまひとつは、文献学的

解釈である。前者は、一定の原理に基づき伝来の

諸文献を検討し、一定の価値判断を通じて、でき

るだけ形式、内容ともに文献自身を本来の姿に再

建し、少なくともこれらをそのかつて存在した歴

史上の正当な位置にまで復帰せしめようとする知

的活動であり、後者は、それらの文献を正しく理

解し、さらに他人に理解せしめ、かつその成立

と生成とを説明しようとする知的活動である [8]。

これらは、文献学的研究において、文献的事実の

批判的確立とその説明という 2 つの学問的課題

として捉えられ、これらがより厳密な文献学研究

の成立に寄与するものと理解されている [9]。

とりわけ、文献学的事実の批判的確立の上に解

釈が成り立っていることを考えると、本文批判が

文献学研究におけるより重要な部分を占めている

ことがわかる。この枢要な位置を占めている文献

学的批判ないし本文批判を、文献学研究において

これまでしばしば「校訂」と呼んできたし、これ

らとほぼ同様の意義を有するものとして理解して

きた。本文批判の成果を、しばしば校訂本といっ

て出版するが、これも本文批判と「校訂」の意味

の近接性を示す証拠である。

ところで、本文批判ないし「校訂」は、伝来の

本文証跡（写本）を根拠とし、可及的に原文に近

い本文を推定する活動である。この延長線上には

本（校訂本・校注本）の出版があり、そこに報酬

という形での金銭の授受が生まれる（今後はディ

ジタル化・電子テキスト化もこうした取引の対象

となるかもしれない）。ここに、純然たる学術的

活動が、出版技術の一部としての役割を担い、経

済活動としての出版事業、ひいては市場取引と結

びつくことになる [10]。「校訂」の功利主義的な一

面である [11]。この学術情報の市場化ともいえる

特質が、後にさまざまな問題を提起することにな

る。

すでに述べたように、本文批判ないし「校訂」

とは、できるだけ形式・内容ともにより原本に近
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い文献に再建・復元し、本文を確定するための方

法論とその実践であるといえる。それでは、本文

批判・「校訂」の狙いとされる原本の再建・復元は、

ここではいかなる意味を有するのであろうか。こ

の問いかけは、本文批判・「校訂」の活動の性質

を考える上で重要である。

これに対する一つの解答として、従来から原文

（Original）／原型（Archetypus）両概念の厳密

な区分が指摘されている。原文については既に述

べた原手記・原本とほぼ同様に考えてよいが、原

型（Archetypus）とは、われわれが持っている知

識によって推知することの可能な伝来諸本の最初

の分岐点とされる。これへの接近は、絶対唯一の

著者自筆手記の再生を意味するのではなく、現在

われわれが持ち得る無数の本文を、本来の系譜の

中に還元し、位置づけることによって実現される
[12]。つまり、現存の知識を前提に、学者や研究

者の仮説・検証によって理論的にたどり着くとこ

ろのものが原型ということになろう。したがって、

原型は原本（自筆完成原稿）と同一である必然性

はなく、それに限りなく近いものであるというこ

とになる [13]。

なお、昨今のドイツ文献学において、大きなパ

ラダイム転換を経験したことが紹介されている。

これは、未だ出版される前の草稿や、そもそも公

表されることが企図されていない原稿が発見され、

文学研究に不可欠と考えられるに至ったことに端

を発している。近代以降現代に至る過程で、文献

学研究の対象は、伝承された写本相互の語句の異

同を問うものから、作者の創作過程で苦闘した跡

であるところの草稿上の削除や訂正に関心が移っ

ていった。これは、人々の文学作品に対する関心

が、作品から作者の才能に向かい、彼の創作の秘

密を明かす草稿、就中、草稿に残された創作過程

に注目が集まったことによる。もちろん、この背

景には印刷技術の発明以降、写本相互の違いは稀

にしか見出されなくなったことも大きな原因であ

る。ただこれらの議論はあくまで近代以降の文献

において特徴的なものであり、中世以前の文献に

おいてはこれまでの本文批判が十分に妥当するこ

とを忘れてはいけないだろう [14]。

❖	 4.	実務における「校訂」の取扱い

学術研究、とりわけ文献学的研究において「校

訂」がいかなる地位を与えられてきたのかを、そ

の意義とともに瞥見してきた。こうした学術研究

の成果としての「校訂」が、事業者による出版、ディ

ジタル化ないしデータベース化等の実務において、

どのような法的問題を孕むのか、また現実にどう

対処しているのかを示す二つの興味深い例を紹介

することにしよう。

◦		 岩波文庫版『風姿花伝』を底本とする青

空文庫での公開

青空文庫は、すでに公有に帰した文学作品など

をボランティアの手によりディジタル化し、電子

テキスト化したデータをさまざまな端末で利用可

能なようテキストファイルを含めたいくつかの

フォーマット（規格）に成型し、インターネット

上で公開しているサイトである。

『風姿花伝』は室町時代に活躍した世阿弥の主

著であるが、これをディジタル化（電子テキスト

化）し、同サイトにて公開を希望する申し入れが

なされた [15]。世阿弥は 1443 年に没し、すでに

死後 50 年を経ているため、その著作物は公有に

帰している。

ディジタル化にあたっては、岩波文庫版を底本

とすることが企図されていたが、同版は校訂者と

して野上豊一郎と西尾実の名が明示してあった。

なお、野上氏は 1950 年に、西尾氏は 1979 年に

他界している。

青空文庫の代表者は、関係者及び出版社への問

い合わせを行ない、版元の岩波書店からは以下の

ような回答を得た。

文庫版『風姿花伝』を発行する岩波書店は、校

訂（者）・校注（者）の取扱いにつき、

◦	古典作品の校訂、校注者に対して、翻訳者

に相当する独立した「著作権」を認め、印

税を支払っている。

◦	校訂、校注者が他界した後も、死後 50 年
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を経過するまでは、増刷に際し遺族に印税

を支払いを行っている。『風姿花伝』に対

しても、この方針に従って処理している。

ここで問題となっている校訂（・校注）は、前

節において検討した古典研究、とりわけ文献学に

おける本文批判の成果としての校訂である。既に

示唆したように、純然たる学術研究が、ディジタ

ル化（電子テキスト化）あるいはその前提たる校

訂を通して、出版事業と利害関係を有するに到っ

た象徴的事例だとも言えよう。

なお、この事案においては、最終的に、岩波文

庫版を底本とした『風姿花伝』のディジタル化（電

子テキスト化）、青空文庫への収録を行わないこ

ととした [16]。

このように、岩波書店では、古典作品の校訂・

校注者に対して、著作権による保護に準ずる保護

を―少なくとも報酬の面で―行ってきたよう

である。これは、出版社と校訂・校注者の間で取

り交わされる出版契約の中でなされているもの

であり、そこでの権利義務関係は契約法理に基づ

くものである。つまり、拘束されるのは契約の当

事者のみである。二次的著作物の創作者として位

置づけられる翻訳者の場合はひとまず措くとして、

校訂・校注者の権利が、当事者以外の第三者に及

ぶか否かは、後に続く本稿の検討を俟たなければ

ならない。

◦		 丸善における著作権調査とその処理

かねてより丸善は、さまざまな機関が所蔵する

資料のディジタル化業務を請け負っており、その

際の著作権処理について数多くの実績を有してい

る。本誌 5 号において小島浩之氏は、丸善の著

作権処理業務担当者の報告に基づき、ディジタル

化に伴う著作権の調査・処理の実情及びその問題

点について述べ、その後、同社における校訂権の

取扱いにつき、その要点を指摘している [17]。

◦	校訂者の問題は、厳密には「創作に相当

する行為」（つまり「相当な加筆」の有無）

があったかどうかに関わる。しかし編集内

部の（ゲラ刷り校訂など）実際工程が分か

らないと判断できないことが多い。従って、

図書本体中から解る校訂者について検討し

た。

◦	講義を筆記し、諸本により校訂したと思わ

れるものは、校訂者を著作権者とみなした。

◦	名前貸しと分かるものは、著作権者として

扱わなくても良いが、この場合、文化庁に

名前貸しである具体的な証拠を示さねばな

らなかった。

◦	現在の出版社では、内部編集者の校訂が大

量にあるので、これらを含め版面権（出版

権）と呼んでいるようだ。ただし現行著作

権法では、著作者、学術研究校訂者、内部

編集者という関係がある著作物であれば、

前 2 者のみが著作権関連者。ただし「△

△出版社編集部編」と明記されている場合

は、出版社を著作権者として見なす。

丸善の場合、著作権者を確定するということは、

所蔵資料のディジタル化しその後の利用に関し許

諾を受けるために不可欠な処理であり、そうした

観点から「校訂」を行った者に対する取扱いのルー

ルを定めている。ただし、ここでの校訂は、後に「校

正」として取り上げる編集過程での作業も含まれ

ており、この点には注意が必要であろう。何れに

せよ、「校訂」概念の幅の広さと、いかなる場合

に校訂者を著作権者とみなしているかは、これ以

降において検討すべき興味深い実例である。これ

らは論を進めていく中で再び取り上げることにな

ろう。

❖	 5.	著作権法における「校訂」の位
置づけ

創作性・有 創作性・無

非公有 A：■＋● B：■＋○

公 有 C：□＋● D：□＋○

表 著作物の公有・非公有の別と創作性の有無
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◦		 著作物の公有／非公有と創作性の有無の

マトリクス

著作権法において「校訂」がいかなる位置に存

するか、表を用いて説明していくことにしよう。

まず、行にはある著作物が権利保護期間内にある

か（非公有 [ ■ ]）、それともすでに公有に帰した

ものか（公有 [ □ ]）の別を、列には当該著作物

に創作性が付加されたか否か（[ ● / ○ ]）の別

をとる。すると、4 通りの組合わせが現れる。こ

れらを表のとおり、それぞれ [A：■＋● ]、[B：

■＋○ ]、[C：□＋● ]、[D：□＋● ] と名付け、

それぞれにつき具体例の指摘とそれに関連する著

作権法の諸規定を触れることとする。

◦		 セル A：■＋●

これは、ある著作物につきそれが創作されるの

と時を同じくして、もしくは創作がなされた後に

おいて [18]、何らかの創作性が付加される場合で

ある。

著作権法上、前者の例として「共同著作物」（著

作権法 2 条 1 項 12 号）[19] を指摘することができ、

後者の例としては「二次的著作物」（著作権法 2

条 1 項 11 号）[20] をあげることができる。

まず、「共同著作物」として認められるためには、

ⅰ二人以上の者の間で共に創作することにつき意

思の連絡が存在していること（共同性）[21]、ⅱ

いずれの創作者においても何らかの創作的寄与が

認められること（創作性）、ⅲ各人の創作的寄与

を分離して個別に利用することが不可能であるこ

と（分離不可能性）を要する。

なお、ここで問題となり得るのは、ⅱにあげた

創作性である。なぜなら、ⅲは（共同）著作物の

外形や態様を見れば、ある程度明白であり、また、

ⅰは「校訂」をなす場合にそもそも共同性を欠く

ものは想定し難いからである [22]。次に、「二次的

著作物」について、である。これは、ある著作物（原

著作物）の翻訳や編曲、あるいは二次元キャラク

ターの三次元化に代表される変形、また、脚色や

映画化といった翻案など、ある著作物（原著作物）

に何らかの創作性を付加したものをいう。二次的

著作物の創作者は、当然著作権者としての地位を

有するが、当該二次的著作物の原著作物の著作者

は二次的著作物の著作者と同一の種類の権利をも

有している（著作権法 27 条 [23]・28 条 [24]、な

お同法 11 条 [25]）。

これら両方に関連して、かつて、わが国の古典

文献の翻訳（英訳）作業に関与した外国人を共同

著作権者と認めるか否かが法廷で争われたことが

ある。「英訳平家物語」事件として知られている

事件である。後掲【6 参考：「英訳平家物語」事件】

をご覧いただきたい。

◦		 セル B：■＋○

これは、著作権法の保護期間内にある著作物に

何らの創作性も付加されない場合である。典型的

には、出版物など印刷物を編集する工程における

「校正」がこれに当たる。校正とは、印刷物と原

稿とをひきあわせて、その文字などの誤謬をしら

べただすこと、すなわち印刷物と原稿との校合で

ある。通常、校正は原稿に基づき校正刷りの誤字・

誤植を正す作業 [26] であるから、一般に、ここに

創作性の入る余地はない。

著作権法は、出版契約及び出版権設定に関する

規定を有しているが、ここにおいて出版権は著作

物を原作のまま印刷その他の機械的または化学的

方法により文書または図画として複製・頒布する

専有権を内容とする旨定めている（著作権法 80

条 1 項）。複製に当たっては「原作のまま」再現

することを要するから、著作物の内容に変更を加

えることは許されない。最低限許容されるのは、

誤字・脱字・仮名遣い等を補正するいわゆる校正

の範囲内とされる [27]。このように、編集工程に

おける校正者は、当然のことながら、共同著作者

になることが想定されていないのは、かかる取扱

いからも明らかである。なお、出版権を設定した

著作権者の権利としてどの程度校正権が認められ

るかは、法の規定上からは明らかではなく、出版

権設定行為又は慣行によって定まる [28]。

◦		 セル C：□＋●

これについては、3 通りの可能性を考えること
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ができる。ひとつは、保護期間満了前のある原著

作物に何らかの創作性を付加し、その後、原著作

物が公有に帰した場合である。この場合、当該

著作物は創作時において二次的著作物として現れ、

原著作物の公有後は創作性付加部分につき通常の

著作物として保護期間満了まで著作権が存続する

こととなる。

いまひとつは、そもそもすでに公有に帰した著

作物に何らかの創作性を付加する場合である。例

えば、古典作品の翻訳や編曲、又は脚色・映画化

などの翻案がこれに当たる。さらに、そもそも著

作物とは認められないもの [29] ／著作物と認めら

れても権利の目的とならないもの [30] に何らかの

創作性を付加する場合もある。

◦		 セル D：□＋○

著作物が公有に帰しており（ないし、上記同様

そもそも著作物とは認められないもの／著作物と

認められても権利の目的とならないものであり）、

かつ、何ら創作性が付加されていない場合である。

著作権法上、このような場合を議論する実益は必

ずしも大きくないようにも思われるが、古典作品

のディジタル化や、校訂行為の隣接権的構成の可

能性を含め考えるとき、検討を要する論点として

再び姿を現すこととなるだろう。

◦		「校訂」の著作権法上の位置

表の各セルにおける検討を終えたところで、古

典作品のディジタル化及びデータベース化、又

は「校訂」が法律上いったいどのような位置にあ

るか整理・確認しておくことにしよう。言うまで

もないことだが、ここで取り扱うのは、古典作品

であり、これらは既に公有に帰した著作物である。

したがって、表中、［領域 A - B］の組合わせ以外

を見ておけば充分である。

◦		 領域 A-C
まず、A から C にまたがるものとして、「編集

著作物」（著作権法 12 条）[31] と「データベース

の著作物」（著作権法 2 条 1 項 10 号の 3）[32] と

がある。いずれも素材ないし情報が著作物であろ

うとなかろうと、また、保護期間内にあろうとな

かろうと、問題ではない。編集物においては「素

材の選択・配列」につき創作性が付加された場合、

データベースにおいては「情報の選択・体系的構

成」につき創作性が付加された場合、著作権法上

の著作物として認められる。

◦		 領域 B-D
つぎに、B から D にまたがるものには、一般に

行われているさまざまな素材のディジタル化をあ

げることができよう。ディジタル化について、そ

もそも創作性を認める余地はなく、現行法におい

て狭義の著作権（著作者人格権・著作財産権）を

認めることは困難である。ただ、これに対し著作

権法上の保護（ディジタル化権）を求める声もな

いわけではない。この場合、理論的には著作隣接

権による対応も可能だと思われるが、従来から著

作隣接権が認められているレコード製作者等に比

べ、これによる保護の正当性を見出すことは困難

と言わざるを得ない [33]。

◦		 領域 C-D
古典作品の「校訂」は、このカテゴリーに属す

る。これまで見てきたように、古典作品はすでに

公有に帰しているので、ここでは「校訂」という

行為が著作権法にいう創作性を有し得るのかどう

かが問題となる。

しかし、この二項対立で議論は終りではない。

仮に創作性があると認められるとしても、通常言

われているように単なる模倣や盗用を排除すると

いう意味ではないことは明らかである。一旦、公

有に帰した古典作品に、再び校訂権という名の新

たな権利を生じさせ、半世紀以上に及ぶ保護を安

易に付与することが、著作権法の目的にいう「文

化的所産の公正な利用」と整合的か否かという点

については未だ検討の余地がある。

他方、仮に創作性が認められなくとも、ディジ

タル化（権）のところで指摘したように著作隣接

権として校訂者の権利（校訂権）を考えることも

できる。ドイツの著作権法はかかる考え方を採用

している。
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いずれにせよ、他国の状況等も踏まえ、校訂に

ついてはさらに踏み込んだ検討が必要である（つ

づく）。

❖	 6.	参考：「英訳平家物語」事件

◦		 事件の概要
Y（被控訴人・被告、日本人）は、昭和 40 年

8 月から、岩波書店の覚一本平家物語の翻訳（英

訳）を始めたが、その際、日本人的な表現にな

ることを避けるため、知人の米国人 A（訴外）に

英訳の点検を受けたり、文章のスタイルや言葉の

用法につきアドバイスを得ながら、約 7‒8 ヶ月

にわたり 2 人で翻訳作業を続けていた。その間、

平家物語 1 巻の 7 章ぐらいまで綿密な検討が加

えられた。

しかし、A が昭和 41 年に帰国することになり、

Y はその後任を求めていたところ、X（控訴人・

原告、日系三世の米国人）を紹介された。A と同

様、英訳の助力校訂を求めたところ、X はこれを

承諾。X 及び Y は翻訳作業を続けることとなった。

なお、X は「平家物語」の原典を読み、理解する

能力はなかった。

翻訳作業は、Y が原典にしたがって英語訳を作

成し、タイプの後、X が訳文の文法上の間違い・

用語の訂正、きごちない英文、堅苦しい英文、退

屈平板な英文を適当な英文に変更し、その訂正変

更部分について、Y が原典を X に説明しながら

共に再検討を加え、最終的に Y が原典と照合し

て訳文を決定するという手順で行った。

この作業は、昭和 41 年 2 月から X が帰国する

昭和 42 年 7 月まで続けられた。X が帰国した時

点で、「平家物語」の 6 巻 10 章ぐらいまでの翻

訳は終わっていた。

Y は、X の協力が得られなくなったので、他の

外国人数名から同様の協力を得て作業をすすめ、

昭和 47 年 2 月ごろ、「英訳平家物語」（巻の一か

ら巻の十二及び灌頂）の翻訳を完成させた。

その後、Y は、昭和 47 年 5 月 1 日、東京大学

出版会と単独で本件「英訳平家物語」の出版契約

を結び、単独の著作物として出版の運びとなった

（なお、出版前に X からの異議をうけ、X および

Y の間で交渉協議がもたれ、その結果、X を共同

翻訳者として氏名を表示すること、そして出版に

よる印税については両者折半との合意がなされて

いる）。

また、「英訳平家物語」翻訳についての新聞記

者のインタビューにおいて、Y は、あたかもほと

んど独力で「平家物語」の翻訳をしたかのように

発表し、その旨の記事が報道されるに及んだ。

本件は、かような事実関係を踏まえ、ⅰ Y が「英

訳平家物語」を単独の著作物として出版しようと

したこと、また、ⅱ Y が新聞記者に対し、独力

で翻訳したかのような発言をしたことにつき、こ

れらが共同著作権侵害行為である旨主張し、X が

Y に対し損害賠償及び謝罪広告の掲載を請求した

事案である。

◦		 【地裁判決】
	 	 （判旨）請求棄却

「翻訳とは、「ある国語で表現された文書の

内 容 を 他 の 国 の 国 語 に な お す こ と（ 広 辞 苑 ）

Webster に は rending	 into	another	 language	

express	 the	 sense	 of	 in	 the	 words	 of	 another	

language	 interprete	 explain	 or	 recapitulate	

inother	words. とある」をいうから翻訳者とは特

定の国語で書かれた原典の意味を理解した上で、

その原典を他の国語で表現できる者をいい、ある

翻訳がなされた場合、その翻訳物の著作権は、特

段の意思表示なき限り、そういうことをなし遂げ

た人に帰属することはいうまでもない。しかして、

原典の翻訳作業に複数の者が関与した場合、誰が

翻訳者であるのか問題となるが、翻訳作業に関与

した者の中から翻訳者を決定するには、関与者が

基本となる翻訳、校訂、再校訂、完訳と続く一連

の翻訳作業の中で如何なる役割を担ったかという

質的面と関与者が翻訳された書物の全体の如何な

る分量の翻訳作業にたずさわったかという量的面

とを相関的に評価して決定すべきである。特に関

与者の翻訳作業の中での役割を評価するにあたっ

ては、翻訳には、原典に対する正確な理解と移し

換える国語への精通が必要であるから、右関与者
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の原典の理解力、移し換える国語の精通性の程度

が重要な要素となる」[34]。

「而して原告が被告に与えた援助は…被告の

行った英語訳につき文法上の間違いを正し、用語

の訂正、変更、リズムの調整を行い、英語を母国

語とする人から見ると感ぜられるぎごちなさを正

し、更にそれらの訂正、変更部分につき被告から

原典の説明を受けて二人で再検討し、最終稿は被

告が決定したものであるから原告の寄与は、被告

には難しいぎこちなさの除去、リズムの調整とい

う質的に高い部分を含んでいるがこれを以て翻訳

とみることは相当ではない。このことは被告は原

典を理解し、これを英語に訳し得る能力をもって

いるから作品のよしあしは別として単独でも翻訳

をなし得るのに対し原告は原典を理解できないの

であるからそもそもそうした翻訳ができないこと

を考えても明らかである」[35]。と述べ、X の請

求を棄却した。これに対して X が控訴した。

◦		 【控訴審判決】
	 	 （判旨）控訴棄却

「…右「英訳平家物語」は、著作権法上の翻訳

著作物に該当するというべきところ、翻訳の定義

はさて置き、右「英訳平家物語」作成の過程にお

いて控訴人が果たした役割およびその成果に着目

するならば、右「英訳平家物語」の創作には、控

訴人独自の、被控訴人と対等の立場よりする、創

意工夫や精神的操作が存在する、というべく、し

からば、この点において、同法上、控訴人は、右「英

訳平家物語」につき、共同著作者としての地位を

有する、と認めるのが相当である」[36]。

「そこで、…付言するに、著作権法上共同著

作者となり得るためには、その要件の一つとし

て、創作の際の共同関係の存在を必要とするとこ

ろ、右共同関係の存在は、客観的にみて、当事者

間にお互に相手方の意思に反しないという程度

の関係の存在、をもって、必要かつ十分とし、右

共同関係の存在は、当事者間の経済的対価の支払

いの有無とは関係ない、と解するのが相当である

から、右見地からするならば、前叙認定からして、

本件においても、控訴人と被控訴人の本件英訳へ

の関与につき、右共同関係の存在を認めるに十分

というべきである」[37]。

「ただ、控訴人が本件英訳に関与した分量につ

いては前叙認定のとおりであって、右認定からす

ると、形式的には、控訴人が右英訳の全部にわ

たって関与していないこと、明らかである。／し

かしながら、前叙認定にかかる、本件「英訳平家

物語」の原典たる平家物語そのものが前叙各巻か

ら成り、その各巻が独立の内容を持ちながら相互

に密接に結びつき合って一貫した一つの物語を構

成しているとの点、右「英訳平家物語」も又、原

典たる平家物語の右構成に相応する構成を取って

いる点、したがって、右「英訳平家物語」の内控

訴人の関与した部分を分離しては、右「英訳平家

物語」が一貫した一つの物語として成立たない点、

のみならず、控訴人が関与した部分自体について

も、その性質上、控訴人と被控訴人の寄与度が明

確に分離計量できない点、現に、本件「英訳平家

物語」は、控訴人の関与した部分を含め一体とし

て、一つの英文学作品としての評価を受けている

点、特に、東大出版会が本件英訳原稿を審査した

際の、同出版会担当者の、右原稿の内平家物語巻

の一ないし巻の六に相当する分とそれ以後の巻に

相当する分の間に内容的差異はない、と評定され

ている点、控訴人以後本件英訳に協力した人々

が、当時の職業、専攻科目からみて控訴人と同等

の英文学的素養および詩才を持っていたとは認め

得ない点、を総合勘案すると、控訴人の本件英訳

に関する創意工夫は、被控訴人の本件英訳におけ

る創造的精神的活動に作用し、それが、控訴人の

関与なしに行われたその後の本件英訳にも引継が

れ、あるいはこれに強い影響をおよぼした、と推

認することができ、この点からすると、本件にお

いては、控訴人が本件英訳に関与した部分を機械

的形式的に分離し、その計量から、控訴人の右英

訳に対する寄与度を評価することはできない、と

いうのが相当である。／しからば、控訴人の本件

英訳の関与量が形式的には全体の約 50 パーセン

ト相当であっても、同人の本件英訳における創

意とその精神的労力は、右関与部分を超え、残余

の約 50 パーセントの部分にもおよんでいる、と
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評価し、控訴人の本件英訳の関与量は、著作権法

上、控訴人に本件「英訳平家物語」の共同著作者

としての地位を認めるにつき、何等妨げとならな

い、というべきである」[38]。

「叙上の認定説示から、控訴人に本件「英訳平

家物語」の共同著作者としての地位を是認する以

上、同人は、右「英訳平家物語」につき、被控訴

人と、その著作権を共有する（著作権法 65 条 1

項）、換言すれば、共同著作権を有する、という

べきである」[39]。

なお、最終的に、本判決は、ⅰ X は、Y とと

もに共同著作者の地位にあるとしたものの、ⅱ Y

が単独で出版しようとした行為が不法行為に当た

るか否かについては、単独著作権であるか共同

著作権であるかを判断することは困難であるの

で、Y には過失がない（仮に損害賠償責任がある

としても、X、Y 間で、請求権を放棄する旨の和

解が成立している。）、ⅲまた、Y が記者に対して、

独力で翻訳したかのような発言をした行為は、不

法行為に当たらない（過失がない）、と判断して、

X の請求を棄却した。

◦		 本件の「校訂」との関連性
本稿との関わりで重要なポイントは、わが国の

古典文献の翻訳（英訳）につき本件事実のような

関与—「校訂」—を行った者が共同著作者となり

得るのか、裏返していうと、本件「校訂」を行っ

た者に創作的寄与を見出すことができるのか、ま

たその際「校訂」に創作性を認めるにはいかなる

要素を考慮しなければならないか、ということで

ある。

地裁の判断によれば、2 つの視点を提示してい

る。まずひとつは、関与者が基本となる翻訳、校

訂、再校訂、完訳と続く一連の翻訳作業の中で如

何なる役割を担ったか（質的面）、いまひとつは、

関与者が書物の全体の如何なる分量の翻訳作業に

たずさわったか（量的面）である。地裁の判決は、

これらを相関的に評価し決定すべきであるとする。

判決は、前者（質的面）との関連で、関与者（校

訂者）の原典理解力及び国語の精通性の程度が重

要な要素となるところ、本件については関与者（校

訂者）が原典を理解し得ないということが決定的

に重視され、共同著作者としての地位を否定した。

しかし、判決は、翻訳が当然創作性を有し、そ

れゆえ二次的著作物となるとの認識の下、本件関

与者については校訂等、翻訳をするための過程の

一部に関与したにとどまり、かつ Y の翻訳作業

と同等の創作的寄与としては、X が原典理解能力

薄弱であったために認められないとしたのである。

つまり、本件は X の翻訳能力の欠如が創作的寄

与を排除する根拠となっているに過ぎず、「校訂」

それ自体の創作性の有無ないし要否には何ら触れ

てはいない。その意味では、本件「校訂」が創作

性を有し得ることを完全に否定した判例であると

は必ずしもいえないことになる。

また、控訴審判決では、逆に関与者（校訂者）

に共同著作者としての地位を認めている。確かに、

形式的には関与者（校訂者）が英訳に関与した分

量は全体にわたっていなかったものの（約 50 パー

セント）、平家物語自体が一貫した一つの物語で

あり、関与者（校訂者）の寄与部分につき分離計

算が不可能な上、関与者（校訂者）がなした創意

工夫が全体の創造的精神活動にも作用していたこ

とを認め、共同著作者としての地位を肯定した。

この高裁判決も、翻訳が二次的著作物としての

性格を有することを前提として、本件関与者の翻

訳作業において果たした役割を創作性を有するも

のとして肯定的に理解した。

この関与者の果たした役割を「校訂」と捉える

ならば、この行為が創作性を有すると判断された

と見るべきであろう。しかし、地裁判決との比較

において控訴審判決は、関与者の具体的な作業そ

のものではなく、その作業が古典作品の翻訳（英

訳）にどのような影響を及ぼしたかについての検

討がなされ、全体への影響を実質判断している点

が注目される。つまり、本件「校訂」の寄与が形

式的には一部であっても全体を覆うものであれば、

創作性を認める余地があるが、本件のような「校

訂」であれば即、創作性有りとするものではない

のである。
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注

[1]	 「校訂」の語は、本誌掲載の秋山論文（「校訂とはいか

なる行為か？」）において文献学研究、就中、東洋学

研究の立場からその意義の説明がなされている。本稿

においても、論を進めていく中で、諸々の文献や専門

家の説明を素材に、法律的見地からの整理を試みてい

く。しかしながら、今の段階では、とりあえず「校訂」

の意義を最広義のものとして捉えておく。

[2]	 昨年（2004 年）7 月 19 日、早稲田大学において「東

洋学情報化と著作権問題Ⅱ」と題して夏期公開講座が

開催された。ここでの報告や議論の概要については、

参考文献にあげた小島浩之氏の論稿を参照されたい。

また、本年（2005 年）6 月 25 日には、花園大学に

て夏期公開講座「東洋学研究と著作権問題」が催され

た。この講座は、従来の学術研究情報化をめぐる法的

問題一般の検討から、学術研究、就中、文献学ないし

東洋学研究がどのように法的に評価され、また、これ

らの諸活動がいかなる法的性格を有し得るものなのか

という点に議論の中心を置いたものであった。このこ

とは、自らの研究活動を改めて省み、その学問的方法

論を相対化・客観化する作業でもある。その意味では、

法律論を超え学術研究の在り様を問う、より根源的な

議論がなされた。他方、昨年（2004 年）12 月 4 日

には、関西大学において「漢籍の情報化—これからの

出版文化—」と称するシンポジウムが行なわれた。こ

れは、文部科学省科学研究費特定領域「東アジア出版

文化の研究」G 班と漢字文献情報処理研究会との共同

企画によるもので、筆者はここで本稿で取り上げるこ

ととなった校訂権について若干の問題点と考え方を提

示した。

[3]	 昨 今 の 情 報 通 信 技 術 を め ぐ る 革 新 の 流 れ を「IT

（Information	Technology）革命」と称することについ

ては、すでに一般に受入れられている。しかし、この

言葉そのものから、この技術革新がいかなる意味や内

容を有しているかを見出すことは容易ではない。とい

うのも、人類は、これまでに言語の使用や印刷技術の

発明、電信電話技術の利用など、幾度となく情報通信

技術の不連続な展開を経験しているからである。そこ

で、筆者としては、今般の情報通信技術の革新をⅰデ

ィジタル化、ⅱコンピュータ化、ⅲネットワーク化と

いう 3 つ要因の複合として理解することにしたい。こ

れらの要因は、今般の技術革新を意義づける顕著な特

徴を示していると同時に、これらの要因を伴った変化

が、社会の諸制度に大きな動揺をもたらし、法制度変

更の背景となったとされているからである（たとえば、

情報通信技術の革新に対応した著作権法改正（平成 9

年・平成 11 年）についての解説が施されている文化

庁長官官房著作権課内著作権法令研究会・通商産業省

知的財産政策室編『デジタル・コンテンツの法的保護』

（有斐閣、1999 年）51 頁以下を参照）。

[4]	 な お、 昨 今 の 注 目 す べ き 動 き と し て Google	Print	

Library	Project をあげることができる。詳細は以下

に掲げる文書を参照してほしい（http://googleblog.

blogspot.com/2005/08/making-books-easier-to-find.

html）。

[5]	 文 献 批 判・ 原 典 批 判 と も い う。Textkritik,	critique	
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textuelle,	text	(or	textual)	criticism などの訳である。

[6]	 わが国では書写校正の任に当たる部署が奈良時代から

存在していたと伝えられ、中国においては校讎学又は

校勘学と称し周代に創始され前漢において確立したと

いう。また、西洋ではギリシャ人によってこれが基礎

づけられ、アレクサンドリア時代においてギリシャの

全文献が蒐集・検査・整理され、その真偽・正否が批

判されたと伝えられている。ただし、いずれも普遍的

な方法論に支えられたものではなかった。「校訂」に

つき明確な方法論が導入されるのは、19 世紀に入っ

てからのことである。

[7]	 池田亀鑑「第二部国文学に於ける文献批判の方法論」

『古典の批判的処置に関する研究』（岩波書店、1941 年）

3-4 頁。

[8]	 同上 10-11 頁及び 23 頁。

[9]	 同上。

[10]	他方、池田・前掲注 [7]17 頁は、「学者は出版せんが

ために校訂するのではなく、本文研究の結果として、

最良の本文が自ら出版される状態に導かれるのであ

る。研究者は、必ず本文研究自体に没頭するのであろ

うが、出版には必ずしも関心をもたないであろう。文

献学及びその方法としての本文批判が、出版のための

技術であり、又手段であると考えられては本末転倒で

ある」と述べる。

[11]	池田・前掲注 [7]16-17 頁参照。

[12]	同上 15 頁。

[13]	同上 16 頁は、「もし、…原作者の自筆本の「再建」が

如何なる場合にも本文批判の目標とされるのであれ

ば、実際にはそのような目標は殆ど達せられる機会は

ないのであるから、その結果、一切の本文批判は無力

であるのみならず無用であるかの如き、誤れる見解を

導き入れ、遂には恣意による本文の選択・改竄等の如

き憎むべき行動に、尤もらしい口実を与えることにな

る」と述べる。

[14]	明星聖子「「正統なテクスト」の終焉—ドイツ文献学

史概説の試み—」（埼玉大学紀要教養学部 36 巻 2 号、

2002 年）200-201 頁。なお、1997 年に刊行された「史

的批判版カフカ全集」の第 1 巻目『審判』の出版につ

いては、同論文を参照。

[15]	経緯については、富田倫生「校訂者の権利に関する報

告」を参照。

[16]	富田・前掲注 [15] によれば、著作物に対し補助的な

形でかかわる者一般に、独立した著作権を認めること

は妥当ではなく、また校訂が高い知的レベルを要する

としても、自由に利用できる方が望ましいと考えてい

たようだ。また、校訂者の知的努力に対しては敬意を

表し尊重はするものの、それは道義的なものにとどま

るということを指摘している。しかし、校訂者は岩波

書店が提示した条件を踏まえ、自らが著作権または著

作権と同等の保護が与えられるという期待を持って作

業に当たっていたことを考慮し、最終的な判断をした

模様である。

[17]	小島浩之「法理論と実務の狭間」漢字文献情報処理研

究 5 号（2004 年）55 頁。

[18]	勿論、著作権の保護期間満了以前において、つまり当

該著作物が公有に帰していない段階において、である。

[19]	法 2 条 1 項 12 号：共同著作物　二人以上の者が共同

して創作した著作物であって、その各人の寄与を分離

して個別的に利用することができないものをいう。

[20]	法 2 条 1 項 11 号：二次的著作物　著作物を翻訳し、

編曲し、若しくは変形し、又は脚色し、映画化し、そ

の他翻案することにより創作した著作物をいう。

[21]	なお、後述・「英訳平家物語」事件控訴審判決、大阪

高等裁判所昭和 55 年 6 月 26 日判決、昭和 52 年ネ

第 1837 号損害賠償請求控訴事件、無体財産権関係民

事・行政裁判例集 12 巻 1 号 266 頁〔280 頁〕参照。

[22]	少なくとも、これまでの著作物の創作にあってはそう

であったという経験則に基づいて述べたに過ぎない。

インターネット技術の進展はあらゆる態様の創作活動

の可能性を否定しない。

[23]	法 27 条：著作者は、その著作物を翻訳し、編曲し、

若しくは変形し、又は脚色し、映画化し、その他翻案

する権利を専有する。

[24]	法 28 条：二次的著作物の原著作物の著作者は、当該

二次的著作物の利用に関し、この款に規定する権利で

当該二次的著作物の著作者が有するものと同一の種類

の権利を専有する。

[25]	法 11 条：二次的著作物に対するこの法律による保護

は、その原著作物の著作者の権利に影響を及ぼさない。

[26]	長谷川鑛平『本と校正』（中央公論、1965 年）によれ

ば、校正の具体的作業として、「主として活版印刷の

工程において、植字されたもの、つまり組版を適正に
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するために、その校正刷りと原稿とを照合し、伏字・

誤植・脱落・組誤り、さらに体裁上の不備、また明ら

かな原稿の誤りなどを直し改めること」と述べている

（20 頁）。

[27]	半田正夫 = 紋谷暢男（編）『著作権のノウハウ』（有斐

閣、第 6 版、2002 年）188 頁〔半田執筆部分〕。但し、

著作者から旧仮名遣いによることを指示された場合に

は、勿論これに従わなければならない（山本桂一『著

作権法』（有斐閣、再版、1973 年）220 頁）。

[28]	なお、山本・前掲注 [27]225 頁は、校正を何人が何回

まで行い得るかなどは、勿論法定する必要もなく、判

例または実務の集積によることを指摘する。

[29]	「思想・感情の表現（著作権法 2 条 1 項 1 号）とはい

えないもの。例えば、川のせせらぎや鳥や虫の鳴き声

など。

[30]	そもそも権利の目的とならない著作物（同法 13 条）。

例えば、法令、公的機関が作成し発する文書。

[31]	法 12 条 1 項：編集物（データベースに該当するもの

を除く。以下同じ。）でその素材の選択又は配列によ

って創作性を有するものは、著作物として保護する。

[32]	法 2 条 1 項 10 号の 3：データベース　論文、数値、

図形その他の情報の集合物であって、それらの情報を

電子計算機を用いて検索することができるように体系

的に構成したものをいう。なお、法 12 条の 2 第 1 項：

データベースでその情報の選択又は体系的な構成によ

って創作性を有するものは、著作物として保護する。

[33]	中山信弘『マルチメディアと著作権』（岩波書店、

1996 年）115-120 頁。

[34]	「英訳平家物語」事件地裁判決、京都地方裁判所昭和

52 年 9 月 5 日判決、昭和 50 年ワ第 577 号損害賠償

等請求事件、無体財産権関係民事・行政裁判例集 9 巻

2 号 583 頁〔593-594 頁〕。

[35]	同上〔594 頁〕。

[36]	「英訳平家物語」事件控訴審判決、大阪高等裁判所昭

和 55 年 6 月 26 日判決、昭和 52 年ネ第 1837 号損害

賠償請求控訴事件、無体財産権関係民事・行政裁判例

集 12 巻 1 号 266 頁〔280 頁〕。

[37]	同上〔280 頁〕。

[38]	同上〔281-282 頁〕。

[39]	同上〔282 頁〕。
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「漢籍の情報化―これからの出版文化」
漢情研第七回大会から

小島　浩之（こじま　ひろゆき）

❖	 大会の概要

漢字文献情報処理研究会第七回大会は、2004

年 12 月 4 日㈯に文部科学省科学研究費特定領域

「東アジア出版文化の研究」（http://eapub.cneas.

tohoku.ac.jp/）Ｇ班とのジョイントセミナーとし

て、関西大学尚文館１階マルチメディアＡＶ大教

室にて開催された。当日は季節はずれの台風の余

波で、前線の活動が活発化したため途中からやや

激しい雨に見舞われたが、60 名近くの参加者を

得ることができた。主催者側の一員としてまずは

参加された方々に御礼申し上げる。

このセミナーでは「漢籍の情報化－これからの

出版文化－」という題目を掲げ山田崇仁（独立行

政法人日本学術振興会特別研究員 PD）、秋山陽

一郎（京都大学人文科学研究所 COE 技術補佐員）、

野村英登（東洋大学講師）の各氏による研究発表

と、パネルディスカッション（司会：二階堂善弘

（関西大学助教授）パネラー :　相田満（国文学研

究資料館助手）、石岡克俊（慶応大学産業研究所

助教授）、守岡知彦（京都大学人文科学研究所付

属漢字情報研究センター助手）、師茂樹（花園大

学専任講師）【敬称略、職名は大会開催当時のも

の】）が行われた。

❖	 今年度の本誌と内容的に関係の
深い研究発表

前半の研究発表では、まず山田氏（「漢籍コー

パスの歩みと現状」）が、これまでの漢籍大規模

データベースの歩みを振り返りつつ、現在も有益

であるデータベースの紹介と、その問題点の指摘

をした。続く秋山氏（「漢籍テキスト処理の現状

と展望」）は自然言語処理分野の研究技術を、ど

のように応用できるかということで、テキストマ

イニング、形態素解析、N-gram などの話題を初

心者にも解りやすく解説した。野村氏（「漢籍と

電子出版」）の発表は、電子出版についての総論

的なもので、出版史上における電子出版の意義と

問題点を論じた。電子出版というものを体系化す

る上で参考になるものであった。実際に電子書籍

を持参するほどの熱の入れようで、参加者にも好

評を博していた。

今回のセミナーの案内文には「漢籍の情報化の

現状を明らかにすると同時に、『何ができるのか、

これからどうすべきなのか』を広く討論したい」

とあったが、三氏の発表はまさに「漢籍の情報化

の現状を明らかにする」という部分に主眼が置か

れたもののように感じた。山田氏の利用する側の

視点からの話題、秋山氏の技術的な話題、野村氏

の理論的な話題という構成は、この分野の現状と

課題について広くカバーしており、大変良かった

のではないかと思う。

またこれらの発表は、今年度の本誌の内容にも

2005 年公開講座報告
と
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深く関係している。山田氏の発表は、特集 1 の

データベースナビゲータの各企画記事にそのエッ

センスが散りばめられ、野村氏の発表は、氏の寄

稿論文 [1] に内容がまとめられている。秋山氏の

発表内容は、特集 1 の秋山氏執筆部分や、特集 2

「人文科学研究と自然言語処理」の各論攷に深く

関わっている。本誌は特に大会を意識した誌面作

りをした訳ではない。にもかかわらずこういった

結果が生じるのは、三氏の研究発表が漢字文献の

情報化にとって核心をついたものだったからに違

いないだろう。

❖	 討論が短く残念だったパネル
ディスカッション

後半のパネルディスカッションは、司会の二階

堂氏が苦笑しておられたように、パネラーに中国

学プロパーが入っていないという、前代未聞とい

うか斬新な構成であった。それぞれの専門を列挙

すれば相田（国文学）、石岡（知的財産権）、守岡（電

気・情報）、師（仏教学）【敬称略】で、中国学ど

ころか出版史（学）や書誌学などの本の専門家も

いないことになる。（本ということでは相田氏が

最も近いのかもしれない。）

一方でこのように関連分野のスペシャリストが

一堂に会することは、非常に有意義なことで、中

国史や書誌学を専門とする筆者などは大いに参考

になった。異なる分野の研究者からの示唆や意見

は、内側から視るより核心をつくことも多く、今

回のディスカッションは聞く者にとって良い刺激

になったのではないだろうか。

簡単に司会およびパネリストの報告をまとめる

と次のようになる。

最初に二階堂氏（「青典閲読器による『封神演

義』データ処理」）による電子テキスト作成の試

みとして「青典閲読器」というソフトの紹介が

あった。これは簡単にいえば市販の『四部叢刊』

と同形式のデータベースを作成できるものだとい

う [2]。相田氏（「日本との関わり　オントロジか

ら見た漢籍処理の問題」）は、日本の電子図書館

や研究所等で公開されているデータの中の漢籍を

題材とし、データ構造の定義（オントロジ）につ

いて、問題提起をおこなった。氏の報告における

「日本もそれなりにあるのだ」という一言にはハッ

とさせられた。日本は遅れていると焦るばかりで

なく、今あるものをいかに生かすかということも

考えるべきだと反省した。石岡氏（「“創作性” は

何処に？東洋古典研究とデジタル化の周辺」）か

らは、特に校訂権と呼ばれるものをどう考えるべ

きかについて、創造性という著作権の大原則と学

術研究の成果とは何かということと絡めた報告が

あった。詳しくは次節で述べるが、結果的にこの

発表内容は半年後の「東洋学研究と著作権問題」

（2005 年度夏期公開講座）に発展的に吸収され

ている。内容の詳細は本誌の石岡、秋山両論考

をご覧いただきたい。守岡氏（「門前の小僧から

見た漢籍 s/ の / と / 情報化」）からは、京都大学

人文科学研究所の東洋学文献類目、21 世紀 COE、

CHISE	Project といった各種の活動内容とその現

状について報告があった。理系学者から見た人文

科学研究への率直な意見が随所に伺われる楽し

い（失礼）報告であった。最後に本会の代表でも

ある師氏（「大規模データベースの使い方」）から、

データベースを単なる工具書として利用するだけ

でなく、データベースを使用してしかできない研

究をとの問題提起がなされた。

このように非常に濃い内容のセミナーにも関わ

らず、質問や討論の時間が十分に確保できなかっ

たことは大変残念であった。パネリストの方も参

加者の方も消化不良気味だったのではないだろ

うか。主催者側としてこの点は深くお詫びしたい。

ただ、このパネルディスカッションの内容も研究

発表と同様に、直接ないしは間接に本誌の内容に

反映されている。このことだけを見ても、第七回

大会における一連の報告や討論が、今後の漢籍や

出版文化の研究、またデータベースを利用した研

究方法に一つの視座を与えたことは間違いないで

あろう。

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



58 ● 漢字文獻情報處理研究　第 6号

2005 年公開講座報告2005 年公開講座報告

❖	 2005 年度著作権講座の源流とし
ての大会

例年本欄では当年度の著作権講座の参加報告を

掲載してきた。従って読者諸氏の中には、「東洋

学研究と著作権」という公開講座報告に、なぜ昨

年度の大会の報告が掲載されているのか、疑問に

感じる向きもあるだろう。当初、筆者に与えられ

たテーマは、今年度の著作権講座の報告であった。

しかし今年度の著作権講座の内容は、石岡、秋山

両論文に言い尽くされている。屋上屋を架す必要

もないと判断し、編集部に我が儘を言って第七回

大会の記録に代えてもらったのである。

実は第七回大会の記録は既に「漢字文献情報処

理研究会メールマガジン」第 71 号に拙文を載せ

ている。従って前節までの内容は、基本的にこれ

に加筆・訂正を施したものである。つまり筆者は

編集部の方針に従わないばかりか、二重掲載の愚

を犯したことにもなる。それでも第七回大会の記

録を再び採り上げたのは、それなりの必然性があ

るからなのである。

古典籍の場合、撰者の著作権は切れているのが

普通である。研究者が版本を利用してデジタル化

やテキスト化を行うことに著作権法上の問題は無

い（ただし版本所有者の所蔵権は別の問題として

残っている）。しかし研究者にとって通行本の多

くが、点校本である以上、デジタル化の原本とし

て点校本を使用するのが普通だろうし、使用した

いと願うはずである。

一方で自分が標点者や校訂者であったとしたら

どうだろうか。汗水垂らして点を切り、校勘を施

した労作が、何の断りも無いまま自由に扱われて

ゆく。これを不快に思う場合も当然あり得るだ

ろう。「研究者として他人の点校本は自由に加工

したいが、同時に研究者として自分の点校が他人

に自由に使われるのは快く思わない。」極論だが、

そういうジレンマがあっても可笑しくないだろう。

こなると校訂権を考えるに当たっては、校訂と

いう行為が人文科学研究に持つ意味や、研究に占

める位置から解きほぐすことが必要となってくる。

その上で、学術発展のために校訂というものに権

利を与えるべきか否か、学術情報の円滑な流通の

ために校訂の権利をどう位置づけるべきなのかを

考えねばならない。欲望のままに権利を主張する

前に、学術的な側面から権利の本質を議論しなけ

れば、研究者は自分で自分の首を絞めることにな

りかねないのである。ここに至って「東洋学情報

化と著作権問題」という講座名称を本年度より「東

洋学研究と著作権問題」に改めた。これは上述の

経緯から、自らの研究を権利者として如何にとら

えるかを考える時に来ていると判断したからであ

る。

漢情研第七回大会では漢籍の情報化や電子出版

について議論する中で校訂権について採り上げた。

これが起爆剤となり今年度の公開講座に繋がった。

つまり今年度の著作権講座の源流は昨年度の大会

にあると言える。今回、敢えて昨年度の大会記録

を掲載したのは、昨年度の著作権講座と今年度の

著作権講座を繋ぐ存在として第七回大会の意義を

書き留めておくべきと考えたからなのである。

注

[1]	 野村英登「電子書籍をめぐる状況」（本誌 19 ～ 24 頁

を参照のこと）。

[2]	 青典閲読器については同氏「中国古典文献における

画像と電子テキスト処理」（『中国古典文献における

画像及びテキストデータ処理の諸問題（平成 15・16

年度文部科学省科学研究費補助金特定領域研究⑵報

告 書 ） 所 収，2004.12』http://www2.ipcku.kansai-u.

ac.jp/~nikaido/gra_etext.html も参照のこと。
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特集 1 知ってて

東洋学系電脳基礎教養

本会の設立目的は、「東洋学研究にコンピュータをどう活
かすか」であり、本会の一般向けの教育・普及目的活動として、
1999 年に『電脳中国学』を、2002 年に同Ⅱをそれぞれ刊行
している。

俗に電脳関係の時間は「通常の三倍速」とも言われるが、『電
脳中国学』を刊行後既に三年もの歳月が経ち、執筆当時とは
異なる環境が少なからず出てきており、新しい情報を一度ま
とめてきたいと常々考えていた。

そこで、現時点における漢字文献情報処理のための基本的
な知識・テクニック・マナーなどを本特集では紹介すること
にした。

これらはいずれも、執筆陣が日頃から利用しているスキル
の一端を開示するものである。読者諸賢におかれては、本特
集を御一読いただき、参考として、あるいはネタもとしてぜ
ひとも活用していただきたい。
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❖	 まだやってんの？	
Shift-JIS オンリー

Windows	 や Mac	OS などが Unicode を採用し

てから、もうかなりの時間が経っている。いまや、

ワープロ文書はもとより、テキストデータやメー

ルなどにおいても、多くの漢字を使うことができ

るようになった。

かつて何度も批判したように、Shift-JIS だけで

は、墨翟の「翟」にしろ、八佾の「佾」にしろ、

鄧小平の「鄧」にしろ、表示したり印刷したりす

るのに問題があった。むろん、中国語を打つこと

もできず、你好の「你」も表示できなかった。

中国でも旧 GB コード（GB2312）では文字数

が少なくて「朱鎔基」の「鎔（镕）」が表記でき

なかったのは有名な話である。当時の首相の名前

が打てないのは、さすがに問題だったと思う。

むろんこれらの問題はすでに大部分の OS やソ

フトウェアでは解決済みである。「墨翟」だろう

が「八佾」だろうが「你好」だろうが、いまやそ

れほどソフト上の工夫を必要とせずに表記できる

ようになった。さらに日本語と中国語の混在もで

きるようになっている。

これはもちろん、JIS	X	0208 に基づく Shift-JIS

から、Unicode に技術がシフトしていった結果で

ある。その Unicode も、はじめの頃は約 2 万字

の漢字が表記できるだけだったのが、いまや領域

が拡張されて、約 9 万の漢字が使用可能になっ

ている。時代は変わったのである。

しかし、世間一般の認識はなかなか変わってい

ない。たとえば試みに、ニュース関連のサイトを

見てみると、そこには相変わらず「深セン（深圳）」

「草なぎ（草彅）」「トウ小平（鄧小平）」などの

Shift-JIS 依存症の表記が目立つ。これも、多くの

ユーザが古いブラウザを使っていた時代であれば

やむを得ないところだが、さすがに現段階ではや

めるべきだろう。

❖	 まだやってんの？	
中国語独自コード

それから、いまだに中国語を表記する時に、古

い Chinese	Writer などが使っていた独自中国語

コードを使っている人がいる。

中国語独自コードとは、かつて Unicode が使

えなかった時期に、日本語と中国語だけを混在す

るために、苦肉の策として考え出されたものであ

る。実は Shift-JIS の領域なのに、フォントだけ

を中国語に置き換えて、日本語と中国語を混在さ

せているように「見せかけた」ものである。むろん、

当時としてはこれしか方法がなかったので、仕方

ないことではある。

しかしいまや、このような「なんちゃって中国

語」ともいえる方法を使うことは、百害あって一

利なしである。このような方法で作成した文書は、

他のパソコンに送ると化けやすいし、メールで送

ることもインターネットで表記することもできな

い。

よく学生が中国語でレポートを書くときに、意

Windows で多言語・
多漢字を使う

二階堂　善弘（にかいどう　よしひろ）
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Windows で多言語・多漢字を使う（二階堂）

改訂されている。いずれも、収録される漢字の数

を大幅増やしており、Unicode などとの連携も柔

軟になってきている。

特に Windows	XP は、多漢字や多言語につい

ては扱いやすいし、多くのソフトも揃っている。

どんどん使わないと、もったいないのである。こ

こでは簡単ではあるが、Windows	XP を中心にそ

の多言語・多漢字の使い方を見てみたい。

❖	 各種入力・多漢字ツール

Windows	XP は多言語 OS である。

だからアラビア語やタイ語を打ちたい場合、専

用のソフトを入れなくても、そのまま対応できる

ようになっている。Word	2003 などは、左から

書く言語と右から書く言語を混在することが可能

である。

もっとも、われわれが一般的に使う場合は、そ

こまで要求されることはめったにないと思う。多

いのは、多くの漢字を使うこと、さらに日本語と

中国語の混在した文書を作成することであろう。

中国語を「表示する」だけなら、Windows	XP

であれば何の工夫も必要ない。かつては、そもそ

も中国語を表示させるだけで大変だった。中国語

フォントをインストールしたり、表示設定のため

のパッチを当てたりなど、いくつもの作業を行っ

たあとにようやく中国語の表示が可能となった。

しかしいまの XP はそもそもデフォルトで中国語

と韓国語のフォントが設定されており、インター

ネットの中国語サイトなどはすぐ見ることができ

るのだ。ただ、中国語を入力するためには、若干

の設定が必要である。

ワープロなどで中国語を入力したい場合は、「コ

ントロールパネル」から「地域と言語のオプショ

ン」を選んで、中国語の「MS	Pinyin	IME	2003」

を追加すればそれで使用可能となる。他の設定は

ほとんど不要である。

しかしもし MS	Office を使っているならば、そ

の多言語拡張ツールである「MS	Proofing	Tools」

を購入して使ってみるべきだろう。これは Office

が XP で あ れ ば、 そ の Proofing	Tools	XP を、

Office が 2003 ならば Proofing	Tools	2003 を使

うようになっている。残念ながら日本語版はなく、

英語版のみの提供であるが、大手のソフト量販店

や大学生協ならば扱っているところがほとんど

なので、購入するのは容易である。また Amazon

のオンライン通販でも買うことができる。

むろん中国語のみに対応したソフトではないし、

その機能も豊富であるが、特筆すべきは Unicode

の拡張漢字のフォントが含まれることであろう。

Unicode においては、拡張漢字が定義されてお

り、その使える漢字数も大幅に増えている。しか

し、領域が定義されているだけで、フォントがな

しかしフォントだけを中国語に入れかえている。

本当はこのような漢字コードが定義されている。

識しないでこの方法を使ってくること

が多いが、見せかけの中国語表記にだ

まされてしまうわけである。中国語が

「見えている」からといって、それは

真に中国語が表記されていることには

ならないのだが、情報教育の場でも中

国語教育の場でも教えないためか、い

まだに勘違いしている人が多い。この

点もいいかげんに改めるべきだろう。

さて、実のところ JIS や GB といっ

たローカルコードも発展してきている。

例えば JIS であれば、JIS	X	0208 から

JIS	X	0213 へと進化しているし、GB

も GB2312 から GB18030 へと大幅に
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ラリも増えているので、中国語を必要とする現場

にはあった方がいい。

このようなソフトは、中国語を打つ時だけに使

用すると考えられがちだが、実際には日本語文書

を打つ時もかなり使うものである。

Shift-JIS にない漢字を使った人名や地名があっ

た場合、とっさに中国語入力ツールに切り替えた

方が、漢字をいちいち探して入力するよりは早い。

たとえば、いま自分などは中国福建の「漳州」

に関する報告を書いているが、「漳」の字は Shift-

JIS 外であり、さらに辞書にも搭載されていない

ことが多く、表示させるのは面倒である。むろん、

何度も出てくるものであれば、辞書登録をする必

要があるが、数度しか使わないこともあるだろう。

そのような場合は、下の IME を中国語（繁体字）

に切り替えて、「zhangzhou」と入れれば、すぐ

に「漳州」と出てくる。特に現代中国に関するボ

キャブラリであれば、いったん中国語 IME に切

り替えて入力した方が便利な場合が多い。そう

いった場面でも ChineseWriter や cWnn は有用な

ソフトである。

❖	 MS	AppLocale

Unicode が普及しても、依然として問題となっ

たのは、中国の GB コードや台湾の Big5 コード

MS Proofing Tools 2003

拡張漢字 B を使う

ければ、ただの空き箱みたいなものである。その

拡張漢字のフォントが、すべてではないが収め

られているのがこの Proofing	Tools である。この

フォントの名称は、「Simsun(Founder	Extended)」

という。むろん拡張漢字すべてのフォントには対

応していないが、約 7 万の漢字が使えるように

なる。

このように、特に別にソフトウェアを購入しな

くとも、いまの Windows	XP では中国語が使え

るが、実際には MS の製品は日本人には使いづら

い面もある。たとえば変換文字の候補を変えてい

く場合、スペースキーを押しても変換しなかった

りする。日本語の IME に慣れていると、使いに

くく感じるはずだ。

機能的に優れた中国語入力ツールとしては、オ

ム ロ ン ソ フ ト の

「楽々中国語」に収

め ら れ る「cWnn」

や、高電社の「Chi-

neseWriter」がある。

もっとも、いずれも

単 な る 中 国 語 入 力

ツールというよりは、

総合的な中国語パッ

ケージソフトといっ

たほうがよい。

むろん、現在ではすべて

Unicode に対応しており、

独自コードは不必要になっ

ている。逆に、かつて独自

コードで作成された文書な

どをコンバートする機能も

持っている。

特 に ChineseWriter は、

バージョン 7 からは中国

の GB18030 に対応し、そ

の扱える漢字数などが格段

に増えている。もちろん「朱

鎔基」の「鎔（镕）」だっ

て打てる。辞書のボキャブ
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Windows で多言語・多漢字を使う（二階堂）

などの、「ローカルコード」をベースとして作ら

れたソフトの動作であった。

い ま や 多 く の デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト な ど は、

Unicode を基本として作られているので、日本語

Windows	XP の上で動かすことは容易となった。

しかしたとえば、国学のソフトなどは、いまだに

GB を中心に作られており、文字化けすることが

多かった。いや、文字化け程度ならよいが、そも

そもインストール自体ができない場合もある。

そんなローカルコードのプログラムを動かすの

に、必要なツールがマイクロソフトから提供さ

れた。「MS	AppLocale	Utility」である。このソフ

トを使えば、ローカルコードで作られたソフトを

動かすことができる。使い方は簡単で、まずこの

MS	AppLocale を起動して、その中でさらにロー

カルコードで書かれたプログラムを起動する。そ

れだけである。非常に便利なソフトである。

ただ、注意すべき点もある。このソフトはあく

まで１つのプログラムをエミュレートするだけで、

他のソフトとの整合性は必ずしもとれていない、

ということである。たとえば MS	AppLocale で国

学のデータベースソフトを動かし、検索するとき、

MS 以外の IME を使うと、入力できないことがあ

る。使う時は若干注意が必要である。これを回避

したい場合は、プログラムを動かす「基底の言語」

を変更することにより可能である。

なお、MS	AppLocale のダウンロードについて

は、http://www.microsoft.com/downloads/details.

aspx?displaylang=ja&FamilyID=8c4e8e0d-45d1-

4d9b-b7c0-8430c1ac89ab から行うことができる。

より詳しい使い方は、本誌のレビュー（163 ペー

ジ）を参照していただきたい。

❖	 CHISE	IDS	FIND と 各 種 多 漢 字
ツール

CHISE は一般ユーザにはまだそれほど知られて

いないかもしれないが、独自のコンセプトで多漢

字処理に取り組んでいるプロジェクトで、京都大

学人文科学研究所の守岡知彦氏を中心に運営され

ている（http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/projects/

chise/）。文字コードに依存せず、漢字を統合的

に捉えて処理する仕組みを持つ。

ツ ー ル と し て は XEmacs を 主 に 使 用 す る た

め、Windows ユーザでは使う機会が少なかった

かもしれない。しかし現在では CHISE	IDS	FIND

（http://mousai.kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/ids-find）

を Web サイトで使用できるようになった。これ

は漢字の部品、または『大漢和辞典』の番号など

を入力して、検索の難しい漢字を簡便に使えるよ

うにしたものである。出力結果をコピー＆ペース

トすることによって、拡張漢字を入力することも

できる。

いまや扱える漢字数が膨大なものとなり、その

漢字が、JIS か、Unicode の BMP（基本面）に入っ

ているのか、あるいは拡張漢字 A にあるのか B

にあるのか、それとも文字コードに存在しないの

か、われわれでも迷うことがしばしばある。その

点非常に便利なツールである。しかも、音や構成

の情報も含まれており、単なる漢字検索ツールと

違っている。

た だ CHISE	IDS	FIND は、Internet	Explorer で

使うよりも、Mozilla	Firefox などのブラウザで使

う方が柔軟に扱えるように思われる。なおこれに

ついても、詳しくは本誌レビュー（165 ページ）

を参照して欲しい。

もちろん、他のツールとしてエー・アイ・ネッ

ト の「 今 昔 文 字 鏡 」（http://www.mojikyo.org/）

も Windows でよく使われる多漢字ツールとして

知られている。漢字の部品による検索については、

非常に柔軟な機能を持っている。数多くの異体字

フォントを持つことから、印刷時には威力を発揮

する。

ただ、Unicode との連携が弱く、拡張漢字など

を処理するのには向かない。さらに、表示フォン

トはあくまでも文字コードに定義されてるわけで

はなく、ある意味では先に見た中国語独自コード

に近い。その点を踏まえて利用すべきであろう。

最近はあまり使われなくなったようだが、「GT

明朝」も多漢字のフォントとして有名なものであ

る（http://www.l.u-tokyo.ac.jp/GT/）。ただ検索に

ついてはあまり配慮がなされていない。またこれ
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もフォントと文字コードとの乖離が生ずるので、

その点についても注意が必要である。

別 OS の話になるが、パーソナルメディアの「超

漢字」には、この GT 明朝が搭載されている。超

漢字で使用するぶんには、検索ツールなどが充実

しているので、問題はない。むろん、Windows

との互換性は乏しいので、その点では注意が必要

だ。

❖	 今後の展望

今後は、ローカルコードから Unicode へのシ

フトはますます進むものと予想される。OS も、

ソフトウェアも、対応するのが「当たり前」とい

う状況になっていくだろう。

実は、われわれはほとんどそれと意識しないま

まに、いつの間にか Unicode を使ってきている。

例 え ば、Google の サ イ ト（http://www.google.

co.jp/）を見ていただきたい。ここでのデータは、

検索・表示ともに Unicode が使われている。こ

うであってはじめて、世界中の情報が一気に検索

できるのだ。

数種類の言語を使う、或いは多くの漢字を使用

するならば、ワープロであれインターネットであ

れ、もう Unicode を避けて通れない。いやむしろ、

Shift-JIS のようなローカルコードの使用を避ける

のが「親切なサイト作り」になってくると思われる。

も っ と も Unicode に も 問 題 は 多 々 あ る。

Unicode のこれまでの経緯や諸問題については、

本誌の師茂樹・小林龍生両氏の論考（157 ページ）

に詳しいので、そちらを参照していただきたい。

そのような問題を克服するための試みとして、

CHISE のようなアプローチも行われている。Uni-

code を使いつつも、「その先」についての配慮も

行っていくのがより望ましい態度であろう。

漢字文献情報処理研究会　会員制度変更のお知らせ

会員各位には既に BBS・メールマガジン等を通じてお知らせしておりますが、
2003 年 8 月の臨時総会での議決に基づき、2004 年度より漢情研の会員制度が以下
のように変更されました。

◦	 一般会員（BBS 利用＋『漢情研』購読）：年会費 3000 円
◦	 BBS 会員（BBS 利用のみ）：年会費 1000 円

従来からの会員の皆様は、自動的に BBS 会員となります。BBS 会員から一般会員へ
の変更を希望される方のみ、会員資格変更の届け出をお願いします。

▪	 会員資格変更フォーム
 http://jaet.gr.jp/JAET-BBS/change.html
 ※アクセスには漢情研 BBS の ID・パスワードが必要です。
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データベースナビゲーター
山田　崇仁（やまだ　たかひと）・小島　浩之（こじま　ひろゆき）

❖	 本当に見つかりませんか？	
その情報

インターネットで情報検索。今日もはや当たり

前となった情景である。「わからない」→とりあ

えず「ググる」[1] とばかり、Google でキーワー

ドを入力して調べてみることなど珍しくもない。

今では、日常生活はおろか、専門のネタ探しや

課題・レポートの作成にも使われていたりする。

授業中に「何々について記せ」と小課題を出すと、

パソコンで WWW ブラウザを起動し、Google や

Yahoo から課題のキーワードを入力してそれらし

い Web ページを見つけ、適当にコピー＆ペース

トで一丁上がり！という受講生も（その是非はと

もかく）珍しくなかった [2]。もはや、一般的に「イ

ンターネット＝何かわからないことを調べてくれ

るツール」という認識になっているのである。

「探しものが見つからない」。別にこれはイン

ターネットに限った話ではないが、本当に見つか

らないのだろうか？実は他人はそれをとっくに見

つけているかもしれない。では何が悪いのか？あ

なたの探し方に問題があるのかもしれない。

ここでは、「インターネットでの情報の探し方」

をテーマに、各種検索の方法について紹介する。

◦	データベースの現況

まず始めに、ここでは、「データベース」を「各

種調べ物をする際に利用する Web サイト」と定

義する。実際には各 Web サイトで提供のデータ

ベースやサーチエンジンが対象となるが、煩雑な

ので一括して「データベース」と呼ぶこととする。

では、インターネットではどんな「データベー

ス」が公開されているのだろうか？ここでは、一

般（いわゆるサーチエンジン系の Web サイト及

びそこで公開されている各種検索サービス）・専

門（OPAC やテキストデータベースなどの特定の

目的に絞ったデータベース）の二つに分け、それ

ぞれを紹介することにする。

ここで紹介しきれないデータベースも数多く存

在する。また『四庫全書』や『四部叢刊』に代表

される市販データベースも数多く存在する。それ

らについては、本誌や『電脳中国学』・同Ⅱのレ

ビュー記事を参照していただきたい。

❖	 サーチエンジンを使いこなせ

サーチエンジンとは、「インターネット上の情

報を検索するサービス」である。

サーチエンジンには、サイト名＋紹介文を登録

したデータベースを検索するカテゴリタイプと、

インターネット上の情報を直接データベース化し

て登録するロボット型の大きく二つに分かれる。

この分野の老舗である Yahoo! や本会で提供して

いる漢風はカテゴリ型、今やサーチエンジンの代

名詞ともなっている Google はロボット型である。

情報の量ではロボット型がカテゴリ型を圧倒す

るが、カテゴリタイプも小規模な Web サイトで

も構築可能なこともあって、ある特定分野に絞っ

た専門の検索サービスとしてよく使われている。

また、最近のサーチエンジン系 Web サイトで

は、単なる Web 検索サービス以外に、さまざま

なものを対象に検索するサービスを提供してい

る。この分野では、Yahoo! や infoseek などの大
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手検索サービスが、オークション・ショップ・地

図・翻訳など Web サイトを利用してもらうため

のポータル化をすすめている。しかし、ここにも

巨人 Google が攻勢を強めているのが現状である。

ここでは、その巨人 Google を「もっと使い来

なしてみよう」をテーマに、Google の多言語方

面の使い方を紹介する。

◦	Google を使いこなせ！

サ ー チ エ ン ジ ン の 定 番 中 の 定 番、 そ れ が

Google である。俗に「Google 八分」という言い

方もある。これは「Google で探せなければ、そ

れは WWW 上に存在しない Web サイトである」

という意味である。実際には、Google が検索し

ないようにすることも可能なのだが、一般的な感

覚としては、あながち間違っていないだろう。

かくいう筆者も「とりあえずわからなければ

Google で調べる」タイプである。しかし、目的

の情報が見つからない場合も多い。その場合にど

うすればよいか、それを先ず述べてみよう。

◦	キーワード選択と検索式の利用
まず、最初は、キーワードの選択である。

探し物が漠然としている場合、それに関連する

単語を片端から組み合わせてキーワードに指定し

てみよう。特に、固有名詞や機能名、特定の表現

などは有効なキーワードになる可能性がある。

キーワードを入れてみても思ったような検索結

果が出なければ、類似の別なキーワードに変えて

みよう。例えば、「おいしい京都の料理店」を調

べたい場合、キーワードとして「おいしい」だけ

ではなく「美味」「評判」「旨い」等に置き換ると、

また違った検索結果が表示されるだろう。

更に、キーワードには「～は」「～に」のよう

な助詞や助動詞などを入れない方が、より多くの

検索結果が表示される（情報を絞り込みたい場合

には、あえて含めるのも一つのテクニックである）。

これら複数のキーワードは、検索式を使って組

み合わせることによって、より効率よく調べるこ

とができる（初めは and 検索だけで十分）。

探し物によっては、一回で目的の情報にたどり

着けない場合もある。その時は以下の例を参考に

して、少しずつ情報を絞り込む方法を使えばよい。

例：中国正史の筆頭の書物の作者の名前をも

じってつけられた作家の本名は？

この場合、いきなり［正史　筆頭　作家　本名］

などをキーワードに入力して検索しても、まず見

つからないだろう。そこで、見つけたキーワード

をいくつかの固まりに分けて検索する方法を使う。

1.	［中国正史］の［筆頭］を検索→［史記］。

2.	［史記］の［作者］を検索→［司馬遷］

3.	［司馬遷］の［名前］をもじった［作家］→［司

馬遼太郎］

4.	［司馬遼太郎］の［本名］→［福田定一］

◦多言語検索を使いこなせ！
これら Google の検索サービスは、原則として

多言語対応である。その為、キーワードによって

は日本語と中国語など、複数の言語が検索結果に

同時に表示されることも珍しくない。

しかし、検索対象の言語を指定した方がより有

為な結果が得られる場合が多い。言語を指定して

の検索は、検索時に「検索オプション」をクリッ

クしてオプション設定画面を表示し、「言語」→「検

索の対象にする言語」を適宜選択し、キーワード

を入力して検索するか、「言語ツール」のページ

に移動して、「各言語、国に絞って検索」の所で

検索すればよい。

◦	Web 以外の検索サービス
Google は、Web 検索以外にも様々な検索機能

を持つ。例えば、画像専門のイメージ検索がある。

Google の検索式

検索条件 検索式
or 検索（A または B） A	or	B
and 検索（A かつ B） A	B
not 検索（B を含まない A） A	-B
空白も含めた文字列を一括検索

（フレーズ一致） “A	B”
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これはキーワードに関係すると思われる画像（そ

のページのテキストを見て判断するようだ）を

検索するサービスである。その他に、ニュース専

門の検索サービス Google	News も便利だ。また、

最近衛星画像と地図とをリンクさせた Google	

Map や地域情報と地図をリンクさせた Google

ローカルが公開され、既存の地図サービスとは異

なる利用法が注目されている。

それ以外にも、株価・路線・辞書・宅急便の調

査など、Google を媒介とした各種データベース

へのアクセスが可能である（実は計算機としても

使えたりする）。

こ の 分 野 に 関 係 す る 試 み と し て は、google	

scholar（論文検索）や図書検索 google	print（図

書を検索）が物議を醸している。

また、各自のハードディスク内のデータを対

象とする検索サービスである、Google	Desctop	

Search も公開されて久しい。

更にはメールサービスの G-Mail、インスタン

トメッセンジャーの Google	Talk など、検索以外

のサービスの提供も試みられている。

Google はもはや単純な Web 検索サービスでは

ない。利用者が、「Google 無くしてはコンピュー

タ利用が成り立たない」という環境構築を志して

いるのである。

◦	それでも見つからないときは？

上記のテクニックを使えば、これまでよりも効

率よく情報を検索できるだろう。それでも見つか

りにくい場合はどうするか？その場合以下の二つ

サービスを提供する Web サイトを利用すればよ

い [3]。

また、学術情報など、特定分野専門のサーチエ

ンジンやデータベースもあるので、検索目的に

よっては、それらを利用した方が効率的だ（後述

の「専門のデータベースを使いこなせ！」を参照。）。

二つめは「リンクを辿る」方法である。

Web ページの中には、関連情報へのリンクが

まとまって掲載されていることがある。それを辿

ることによって、場合によってはサーチエンジ

ンよりも効率よく目的の情報に辿り着けるだろう。

これは論文を読むときに脚注を読んで関連情報を

知るというテクニックと同様なものといえる。

（以上、山田担当）

Google Print β版を使ってみた

「言語ツール」より、「各言語、国に絞って検索」

の方法を使ってみるとよい。

まず一つめが、「別なサーチエンジン

を使う」方法である。

サーチエンジンにはそれぞれ癖があり、

検索結果の数や上位に表示される Web

サイトの種類が異なっている。従って、

一つのサーチエンジンで見つからなくて

も、別なサーチエンジンを使えば見つか

る場合もある。個別のサーチエンジンを

渡り歩くのが面倒ならば、複数のサーチ

エンジンを同時に利用する「メタサーチ」
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❖	 東洋学系データベースを使いこ
なせ！

ここでは、東洋学研究者にとって有用な各種専

門系データベースについて紹介する。

これら専門系データベースは、即時性という観

点からはサーチエンジンに後れを取り、インター

フェースもデータベース毎に異なるため、個々の

使用方法や癖を把握する必要がある。しかし、目

的の情報以外のノイズが混じり難いため、逆に必

要な情報に手早くたどりつけるのである。

研究者たる者、これらを使いこなしてより効率

よく研究を進めたいものである。

本文中の数値は基本的に 2005 年 8 月現在の

ものである。また適宜『電脳中国学 II』（「電中 2」）

および本誌各号（JJ1 ～ JJ5 と略）の関連箇所を

示しておいた。詳細はそちらを参照されたい。

◦	漢籍や論文を探す

◦	全国漢籍データベース
http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/kanseki/

全 国 漢 籍 デ ー タ ベ ー ス 協 議 会（http://kanji.

zinbun.kyoto-u.ac.jp/kansekikyogikai/） が、 日 本

における漢籍所在総合目録の作成を目指して構築

しているものである。現時点で 34 機関の漢籍目

録がデータベース化され、新たなデータも順次追

加されている [4]。

システム面では UTF-8 ベースで異体字テーブ

ルも用意してあるので、漢籍目録だからといって

正字に縛られる必要はない。また詳細検索画面で

は、子目からの検索ができる。これはほぼ『漢籍

分類目録』の機能に相当するものと言えよう。

惜しむらくは、使用法の説明など利用者への気

配りが十分でない点が見受けられることである [5]。

◦	東洋学文献類目検索
http://kanji .z inbun.kyoto-u.ac. jp/db/

CHINA3/index.html.ja

『東洋学文献類目』は京都大学人文科学研究所

が、東洋学関係の文献目録として、東方文化学院

京都研究所時代の 1935 年から発行している。国

内外の関係書籍・論文が収録され、東洋学の研究

者がまず紐解くべき基本工具書の一つである。こ

の『東洋学文献類目』のデータベースは、以前

CHINA3 と呼ばれていた。現在では冊子体と同じ

名称となり、6.0 α版まで公開されている。イン

ターフェイスの改良も進められ、外字も減りタイ

トル以外に著者名からも検索できるようになっ

た。現在の収録範囲は、第 4 版が 1981 年度版

～ 2000 年度版、第 6 α版は第４版分に加えて

2001 年度版～ 2003 年度版（部分的に 2004 お

よび 2005 年度版も含む）のデータだということ

である。

◦	CNKI
CNKI とは中国学術情報データベース（China	

National	Knowledge	Infrastructure）の略称であ

り、学術雑誌、新聞、博士論文、会議論文の 4

つのデータベースからなる。情報量は膨大であ

り、これまでは日本で入手できなかった雑誌の論

文も簡単に手に入る。本文閲覧は有料だが一部書

誌データの検索はフリーなので、論文索引や記事

索引として利用できる。詳細は後掲のレビュー

（「CNKI：中国最大の電子ジャーナル」）を参照。

◦	便利な電子図書館

一口に電子図書館と言っても、その範囲はかな

り広いものになる。そこで本稿では、原則として

「①図書館・研究機関・企業などが運営する大規

模なもので、②書籍を画像化、もしくはテキスト

化し公開していること」を条件として紹介する。

◦	画像系電子図書館
◦	京都大学電子図書館貴重資料画像

http://ddb.libnet.kulib.kyoto-u.ac.jp/minds.

html

日本における電子図書館の老舗的存在。画像の

閲覧には、上記 URL より「貴重資料画像のアイ

コンをクリック＞京都大学貴重資料画像のページ

内の、“さがす” タブを選択」する。コレクショ

ンのうち、一般貴重書（和）、谷村文庫、清家文庫、
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近衛文庫、中国清代民国公私文書コレクション（部

局所蔵資料＞法学部図書室のプルダウンメニュー

参照）は漢籍や中国の一次資料を多数含んでいる。	

【参照】JJ2（p.158），JJ4（p.139-），JJ5（p.150）

◦	国立公文書館アジア歴史資料センター
http://www.jacar.go.jp/

日本における大規模デジタルアーカイブズの嚆

矢。明治期より第二次大戦期終了までの、アジ

ア関係公文書や重要な記録をデジタル化し（約

730 万コマ）公開している。原資料は国立公文

書館、外務省外交資料館、防衛庁防衛研究所図書

館が所蔵している。画像形式は高圧縮の DjVu の

ため、閲覧用プラグインのインストール（無料）

が必要。

【参照】JJ4（p.154）

◦	国立国会図書館近代デジタルライブラリー
http://kindai.ndl.go.jp/

NDL 所蔵の明治期刊行図書のうち著作権処理

済の約 39,000 件（約 59,000 冊）が閲覧できる。

元データは丸善刊行の『明治期刊行図書マイクロ

版集成』である。一般的な書誌情報に加え、目次

の検索が可能なものも多い。案外とアジア関係の

書籍も含まれており、中には入手困難な研究書も

あって重宝する。画像形式は GIF もしくは高圧縮

の Lindra で、後者の場合は閲覧用プラグインの

インストール（無料）が必要となる。

【参照】JJ4（p.	138-139）

◦	超星数字図書館
http://www.ssreader.com.cn/

中国最大の電子図書館であり、数十万冊の書籍

と 300 万編余りの論文を電子的に公開している。

その数量は頁数にして 4 億、電子的な容量は 3

万 GB に上るという。23 万人の著作者と権利契

約を結び、400 の出版社と提携していると喧伝

しているが、著作権法的にはグレーゾーンのもの

もある。

内容的には古典籍から新書まで、全てのジャン

ルに及ぶ。100 元の「超星読書カード」[6]（上図

参照）を購入すれば、1 年間は自由に閲覧、ダウ

ンロード、印刷ができる。

画像は独自形式の PDG、閲覧には専用ブラウ

ザ「 超 星 閲 覧 器（SS	Reader）」（ 日 本 語 環 境 の

Windows で利用するには英語版の SS	Reader）が

必要となる。また別途付属 OCR プラグインをダ

ウンロードすることで、テキスト化することもで

きる。ただしこのソフトは非常に重く、ダウンロー

ド途中でタイムアウトになってしまう。このため、

筆者はまだこの機能を試せていない。

無料で閲覧できる書籍もあるので、まずは試し

てみて、日本にはない大規模バーチャル図書館の

雰囲気を味わっていただきたい。

【参照】「電中 2」（p.142-149），JJ3（166-169），

JJ2（p.165-166）

◦	テキスト系電子図書館
日本の大規模テキストアーカイブズは、個人や

任意の団体によるものが主流である。いずれも著

作権切れの文献について、テキストデータを作成

し、無料公開している。従ってこれらのサイトで

は、先述の NDL 近代デジタルライブラリーの原

本画像に対応するテキストデータを入手できる場

合もある。中でも最も知られているのは次のサイ

トだろう。

◦	青空文庫
http://www.aozora.gr.jp/

文学作品だけでなく、内藤湖南や桑原隲蔵と

いった東洋学の大家の論考も収められている。

超星読書カード
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◦	OPAC も多言語の時代！

日本の図書館の OPAC は、UTF-8 を採用する

ことで、多言語に対応するようになってきている。

これにより OPAC で、アジアの特殊言語資料を検

索できるようになった。

多言語用 OPAC の先鞭を付けたのは、国立情報

学研究所（NII）を中心とする大学図書館だった。

しかし現在では NDL や公共図書館にも広がりを

見せている。いずれの OPAC でも、漢字の場合は、

異体字テーブルの導入により、検索時に漢字の字

体差を考慮しなくて良くなった。また中国語の場

合はピンインからの検索もできる。

日本の代表的な多言語 OPAC は次の二つである。

◦	NACSIS	Webcat　英語版
http://webcat.nii.ac.jp/webcat_eng.html

◦	国立国会図書館アジア言語OPAC
http://asiaopac.ndl.go.jp/

Webcat では全国の大学図書館の所蔵状況が確

認できる。ただし UTF-8 に対応しているのは英

語版のみであるので注意が必要だ。近年 Webcat	

Plus（http://webcatplus.nii.ac.jp/）という連想検

索を利用した次世代 OPAC が登場したが、2005

年 8 月現在ではまだアジア言語には対応してい

ない。

NDL のものは、1986 年以降に受け入れられた

中国語、朝鮮語、モンゴル語、ベトナム語、イン

ドネシア語、マレーシア語の図書に対応している。

なお OPAC は検索エンジンのような全文検索で

はない。このため OPAC の検索には多少コツが

必要となる。このコツについての詳細は拙稿「大

学図書館利用者のためのオンライン目録学」（JJ2，

p31-39）をご覧いただきたい。

中国では 2002 年秋より国家図書館（http://

www.nlc.gov.cn/）の OPAC が多言語に対応して

いる。国家機関でありながら、GB に代わって

UTF-8 を採用したのは、驚愕に値する。独自の異

体字テーブルも用意しているらしく、日本の多言

語 OPAC 同様、検索時に字体差を考慮しなくて良

い。このため中国の OPAC でありながら、簡体字

に不慣れな初学者でも十分活用できる。

【参照】「電中 2」（p.119），JJ2（p.156-157），

JJ3（p.162），JJ4（p.138，140）	

（以上、小島担当）

◦	漢籍電子文献を使いこなせ！

漢籍電子文献は、台湾中央研究院が公開する中

国古典系データベースで、この分野の最古参かつ

最大規模を誇る。本誌でも毎号どこかで採り上げ

ているし、読者諸氏も日々使っておられるはずだ。

まさに古典系データベースの定番中の定番である。

しかし、ここを利用していて「この用例絶対あ

るはずなのに。見つからない。」といった状況に

なったことはないだろうか？そう、それは本当な

らあるはずなのだ。

では、何故にそれが見つからないのか。その理

由は「キーワードの選択」「文字コード関係」の

大きく二つに分けられる。次に、これらの問題に

ついて、解決方法を述べることにする。何もこれ

は漢籍電子文献だけではなく、寒泉など他の古典

系データベースでも役立つテクニックである。

◦	検索式を理解しよう
「余りにも検索結果が余りにも多く目的の用例

が見つからない。」という場合がある。キーワー

ドによっては、数百～数千～数万といった単位で

結果が出てくるため、目的の用例が発見できない

のだ。そのような場合、キーワードを一工夫する

だけでより効率よく目的の用例を発見することが

出来るのである。

漢籍電子文献では、通常のキーワード検索の他

に、and・or・not の検索式を組み合わせて使用

できる。そのうち、and と or 検索はよく使われ

ているが、not や括弧を含む複雑な検索式はそれ

ほどでもない。しかし、これらを使いこなすこと

で、より用例の絞込が簡単に行えるのだ。使わな

い手はないだろう。

以下の表は、検索式の一覧と、その用例を挙げ

たものである。これを応用して使いこなしてもら

いたい。
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◦	キーワードの選択、間違っていませんか？
漢籍電子文献が入力元として選択しているテキ

ストは、標点本が多い（標点本を選択した事情は、

本誌第五号の陳弱水氏論考を参照）。従って、句

点の切り方によっては、こちらの意図したキー

ワードが無視される場合がある。例えば、『論語』

学而篇の冒頭「子曰學而」の「子曰學」をキーワー

ドとして入力し、「十三經」の「斷句十三經經文」

を選択して検索しても「找不到（探し出せない）」

と表示される。これは、「十三經經文」の「斷句」

が「子曰．學…（「．」は所謂「全角ピリオド」）」

となっているためである。

そのような場合はどうするか。まずはキーワー

ドを短くする。長い文字列だったら四字程度で入

力してみる（これは古典漢文が四字句で構成さ

れている場合が多いという傾向に基づいている）。

上記の場合は「子曰」のみで検索すれば良かろう。

その場合、当然多くの検索結果が標示されてしま

う（この例では 1156 件！）。次にこれを絞り込

もう。それには、「検索報表」を選択して検索結

果を一覧表示し、そこから WWW ブラウザの検

索機能で「子曰．學」とキーワードを入力して検

索すればよい。その周辺のテキストが必要ならば、

「子曰．學」周辺の適切な長さのキーワード（例

えば「有朋自遠方來」）をコピーして、再検索す

ればよい。

条件式（意味） 書式 具体例 意味

|
（or）

A|B
A もしくは B
| は入れなくてもよい
その場合は、各キー
ワード間に半角空白
を入れる

劉備 | 關羽 | 張飛
劉備	關羽	張飛

［劉備］［関羽］［張飛］
どれか一つを含む

&
（and）

A&B
A と B との両方

劉備 & 關羽 & 張飛
［劉備］［関羽］［張飛］
三者全てを含む

!
（and	not）

A!B
B ではない A

關羽 ! 張飛
［関羽］を含むが
［張飛］は含まない

［&］と［!］との優先順位は同じ。［|］はそれらに次ぐ。
演算子は複数組み合わせて使う事も可能。その場合は、［（　）］で演算子の優先順位を決定。
検索例
( 先主 | 後主 )	&	( 武帝 | 文帝 )
※［&］演算子と［丸括弧（パーレン）］演算子との間には、必ず［半角空白	］を挿入する事。
上記の例では、「先主と武帝」「先主と文帝」「後主と武帝」「後主と文帝」の四つの組み合わせのい
ずれかを意味する。

{}
（not）

A{BCD}
A の後に BCD を含ま
ない文字列
結 び つ く 文 字 列 は、
大括弧の左右どちら
でも可

關 { 平興 }

任意の［關某］。
但し［關平］と［關興］は
含まない。

『三国志』では、關羽・關
氏などが該当する。

漢籍電子文献の検索式とその用例
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◦	コードセパレート文字に注意
漢籍電子文献は、BIG5 コード＋外字で入力さ

れている。外字については後述するが、BIG5 は

台湾系文字コードであり、日本語用のJIS漢字コー

ドとは収録する文字に出入りがある。

更に、Unicode の「ソースセパレーションの

原則（各ローカルな規格で分かれている文字は、

Unicode でも別々の文字として扱う）」により、

Big5・JIS それぞれ別個に収録されている文字（こ

れを「コードセパレート文字」と呼ぶ）が、検索

の際に問題となる。以下にいくつか挙げた。

BIG5 JIS BIG5 JIS BIG5 JIS BIG5 JIS
產 産 巢 巣 銳 鋭 脫 脱
閱 閲 簞 箪 緣 縁 值 値
黃 黄 吞 呑 溫 温 內 内
虛 虚 囊 嚢 鄉 郷 剝 剥
俱 倶 晚 晩 啟 啓 姬 姫
揭 掲 步 歩 戶 戸 每 毎
吳 呉 戾 戻 娛 娯 歷 歴
查 査 錄 録 歲 歳 偷 偸
眾 衆 俞 兪 涉 渉 絕 絶
蔣 蒋 篡 簒 狀 状 喻 喩
稅 税 廄 廏 說 説 弒 弑

コードセパレート文字の例

これらの中には「説」「内」等の基本字まで含

まれている。従って、どれがコードセパレート文

字かを理解しておかないと、基本的な用語すら検

索することすら出来ないのだ。

加えて、文字フォントのデザイン上、見た目だ

け同じであっても実は異なった文字という場合

がまま見られる。例として「爲」「為」両字が挙

げられる（JIS 系フォントでは「為」であっても、

台湾系フォントでは「爲」字デザインされている

場合がある）。

また、このコードセパレート問題は、BIG5 と

JIS の間のみならず、外字とも密接にリンクして

いるので更にやっかいである。

◦	独自外字に注意
上述のように、漢籍電子文献は BIG5 コードで

構築されているが、BIG5 未収録の文字は外字で

入力されている（外字未作成の文字は●で表記）。

その数は実に 4000 字以上もあり、これをどう使

いこなすかが効率的な検索のコツとも言える。

まずこの外字、繁体字版 Windows 専用である。

従って日本語版 Windows98・Me では使用でき

ない。当然、Windows 以外の OS でも使えない。

一応、日本語版 Windows2000・Xp では使用可

能だが、一部ハングルや GB18030 とコードポイ

ントが重なる部分は、Windows の FontLink 機能

の為にそれらの文字が優先して表示される（そ

のため、外字を含む文字を単純にコピーして貼

り付けると、時々あり得ないハングル文字が表

示される）。また、日本語 Windows では Internet	

Explorer でしか表示されない（特に FireFox を使っ

ている方は要注意）。

外字である以上、珍しい文字が中心だと印象を

持たれるかもしれないが、実は漢籍電子文献に

限ってはそうではない。このデータベースは、基

本的に入力元の本の活字デザインに忠実に入力す

るため、包摂で既存の字に置き換えられそうな物、

或いは活字のかすれ・欠け・印刷字のインクのに

じみによる、ちょっとした字形の違いすら外字と

して別字扱いにしているのだ（木版本ベースであ

る『十三経注疏』等は、校勘記が附属しているこ

ともあって、外字＋●の数が段違いに多い）。

外字の一例を挙げよう。例えば「衞」「衆」。こ

れが基本字であることは言うまでもないが、この

字形は BIG5 にはない。従って、この両字は外字

で処理されているのだ。

では、外字をどう効率よく入力するか？漢籍電

子文献の外字は、入力中に見つかった外字相当部

分を順に入力しており、字書のような部首画数な

どの整理は一切されていない。従って、IME の

文字一覧から目的の文字を探すのは一苦労である。

あらかじめその字が外字であると知っているのな

らば、IME の辞書に登録するのが一番だろう。し

上： Internet Explorer で表示。衞が表示されている。
下： FireFox で表示。衞が表示されていない。

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



Journal of JAET vol.6 ● 73

データベースナビゲーター（山田・小島）

かし、そもそも入力したいキーワードが外字を含

むかどうか、それすら判別しがたいかもしれない。

その場合はどうするか？裏技だがこういう方法

もある。まず、漢籍電子文献でキーワードを検索

する。それで見つかれば問題ない。もしかして外

字かな？と思ったら、寒泉などの他のデータベー

スや Google などのサーチエンジンで該当の文字

をキーワードとして指定して検索する。目的のテ

キストが表示されたらしめたもの。キーワード周

辺の文字列をコピーして漢籍電子文献で検索すれ

ば、外字を含む部分が表示されるだろう。

外字を含む文字を、Word などに貼り付ける場

合も注意が必要だ。通常、IE 環境では Word に

貼り付ける際、html 形式で貼り付けられる。と

ころがその場合、外字を含む文章を貼り付けると、

文字が化けるどころか、文章が一部入れ替わって

しまう場合もある。そのため、Word に貼り付け

る際には、面倒でも「形式を選択して貼り付け→

Unicode テキスト形式」を選択して貼り付けよう。

◦	データが間違っている
漢籍電子文献のような大規模データベースでは、

どうしても間違いは避けられない。それでも筆者

の経験上、あからさまな入力ミスは殆ど遭遇して

いない（単に気がつかないだけだろうが）のは、

対校に力を入れているためだろうと拝察する。

余り見かけない入力ミスのなかで筆者が一つ見

つけたのは、「巿（ふつ：ux5DFF）」「市（し・いち：

ux5E02）」である。これは見た目が殆ど変わらな

いので「まあ、しょうがないかもなあ」という用

例だが、実際の影響（特に「市（し・いち）」と

すべき所を「巿（ふつ）」にしていると、経済用語・

或いは地方行政区画の検索に影響が出る）が多大

であることが容易に想像できるだろう。

これが、これが外字を含む用例になるととたん

にミスが多くなる。外字の問題は「外字の文字デ

ザインが間違っている（間違った外字が入力され

ている）」に集約される。多少文字デザインの違

いであれば、他の版本やテキストで作られた外字

を流用しているのだろうと判断されるのだが、本

来そこにはその文字が入力されるべきではないの

に入力されている場合は、被害が大きい。これが、

全てのテキストで同じ間違いをしているのであ

れば、単純に利用者が一括置換をすればよいだけ

の話である。しかし、時々「A というテキストで

は正しく入力されているのに、B ではその文字が

誤って入力されている。」「本来 C という外字は A・

B 二つの異なる文字であるはずなのに、同じ外字

で処理されている」という場合があるので問題な

のだ。この様な場合は、逐次手元で訂正し、漢籍

電子文献にその都度報告して訂正を依頼するしか

ないだろう。

❖	 おわりに―情報の精度を求め
て

以上、インターネット上のデータベースサービ

スを使いこなすためのコツについて述べてきた。

これを読んでいただいて、これまでより効率的に

目的の情報に達することが出来れば幸いである。

しかし、インターネットに必要な情報が全て流

れているわけではない。また、その情報の真偽の

程にも注意を払う必要がある。

事実、サーチエンジンで折角見つけた情報が「間

違っている」事も珍しくない。そう、Web サイ

トに載っている情報は、全て正しいわけではない。

単なる見解の相違や勘違いに始まる間違、更には

悪意ある意図の下に誤った情報をわざと載せてい

る場合もあるのだ。

その情報が正しいかどうか、他の同じような性

格のサイトがないか、或いは過ちを検証している

ところが無いかどうか、もう一度調べ直した方が

よいのは当然である。

従って、これらの情報を利用する際には、そこ

に書かれてあるものが本当に信用に値するかどう

かについて、引用者が判断する必要がある。例え

ば、その Web ページに参考文献や引用元が載っ

ていればそっちでも確認するという行為である。

そのような情報が載せられていない場合、たとえ

それが真実であろうとも、情報元を確認できない

以上、安易な引用は控えるべきだろう。

また、学術的な目的でデータベースを利用する
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際は、比較的信頼出来る研究機関の作成にかかる

ものや、作成に当たって利用した情報源が妥当で

あると判断されるものを中心に利用すべきである。

インターネットで得られる情報は、玉石混合で

ある（しかも限りなく石が多い）。そのため「デー

タベースは本当に使えるのか？」という疑問を未

だに持たれる方も多いようだ。確かに、入力元の

版本が明示されていないデータベースも多い。し

かし、その辺りは手元の良本で補えばよいのだ。

それよりも、データベースを使って効率よく情報

を集め、その結果の分析に時間を費やす方が遙か

有意義であろう。

進士及第者ならともかく、凡人の我が身では

『十三経注疏』や正史、はたまた『四部叢刊』や『四

庫全書』をそらんじること、ましてやそこから数

秒で用例を見つけ出すことなど逆立ちしたって不

可能である。データベースを効率よく使う。これ

が今後の研究では当たり前の光景となるだろう。

しかし、現状での専門系データベースは、情報

の濃淡が多いのも事実である。例えば古典漢文系

では、経書・正史・諸子百家と言った基本的なも

のは収録されているが、地方誌・集部の著作・白

話文学、それに『四庫全書』以降の著書について

は殆どデジタルテキスト化さえ未だされていない。

また、思想分野でも仏教分野は早くからこの分野

をリードしてきた物の、漢字文化圏の根本的アイ

デンティティたる儒学に関しては、上述の基本的

なテキストしかデジタル化されていない。デジタ

ル化＋データベースの恩恵に預かれる分野には限

りがあり、それ以外の分野では相変わらず旧来の

手法を用いざるを得ないのだ。

これは従来からの紙媒体での状況と変わりない。

ある特定の書物・論文が見られるか否かで研究の

進度・深度が決まった状況は、超星数字図書館に

よる書物の閲覧環境の劇的な改善と、各種 OPAC

や china3 による書物・論文の検索の容易さによっ

て、ある程度平均化されてきたと言える。しかし、

デジタル化の恩恵は何もそれがデジタル化されて

いるかだけではなく、デジタルテキストやデータ

ベースを利用可能か否かで、嘗ての書物を取り巻

く状況よりも明確な差異を見せつけることとなる

だろう。古くさい言い方かもしれないが、デジタ

ルテキストとデータベースの恩恵に預かれる層と

そうでない層とに階級文化を引き起こすのである。

テキストを如何に読んで分析するかだけではなく、

データベースを使いこなせる環境にあるか否かで、

研究の進展に差異が現れる。出来るだけ各研究機

関ではデータベースを導入して欲しいが、それが

出来なければ、共同で購入或いは利用可能なラ

イセンスを確保する等の努力を試みて貰いたいと

願っている。

インターネットの文字や画像・映像等の情報に

も著作権が存在する。引用には十分注意すべし（本

誌 4 号以降に掲載の「東洋学と著作権」「東洋学

研究と著作権」を熟読されたし。）。

（以上、山田担当）

注

[1]	 「Google で検索する」という意味の造語。類似例に「ヤ

フる」などもあるらしい。

[2]	 更に最近では、レポート・卒論のデータベース（中身

付き！）や卒論の執筆代行サービスを提供する Web

サイトまであるようだ。この手の代物は、昔から大学

毎に存在していたが、ネットワークのおかげでこの方

面も大規模化したものである。採点する方も一苦労だ。

[3]	 検索デスク（http://www.searchdesk.com/index.html）

は複数 Web 同時検索（メタサーチ）の一例。

[4]	 http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/kansekikyogikai/

ichiran.htm

[5]	 全国漢籍データベースおよび東洋学文献類目検索に

ついては、山田崇仁氏のサイト睡人亭（http://www.

shuiren.org/）に詳しい利用案内がある。

[6]	 日本では中国書籍の専門店で購入可（3,000 円程度）。
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手軽にできる情報分析（秋山）

手軽にできる情報分析
秋山　陽一郎（あきやま　よういちろう）

❖	 ローカル環境を活用せよ

漢籍電子文献や寒泉などの Web 検索サービス

も確かに便利だが、それなりに使い込むように

なってくると色々な問題点が見え隠れしてくる。

◦	外字使用の問題

◦	不適切なカテゴライズ

◦	本文・注・校勘記を区別して検索できない

◦	必要な文献がない

◦	もっと柔軟な検索をしたい

◦	混雑時やメンテナンス時だと使えない

また四庫全書や四部叢刊といった市販のデータ

ベースも個人で入手するには高価で、データの転

用が困難であるなど使い勝手もそれほど良いわけ

ではない。このような時、ふと「自分のコンピュー

タの中で検索環境が自由に構築できたらいいの

に」などと考えることはないだろうか。実は自分

のコンピュータの中（以下、ローカル環境）に検

索環境を構築するメリットは思いのほか多い。

◦	オフラインでも作業が行える

◦	自分の好みのテキストを思い通りに加工し

たり活用したりできる

◦	テキストデータを不特定多数に配信するわ

けではなく私的使用の範囲にとどまるた

め、原則として版権の制約を受けない。

◦	ネットワーク上では負荷のかかりすぎる複

雑な処理も行える

ここではローカル環境下でのデータ検索や管理

法・分析法について紹介していく。

❖	 階層を掘ってテキスト文書を管
理

いきなりローカルにデータベース環境を作る

といっても特に小難しい知識やスキルがなくて

も、普通のテキスト文書だけでもかなりのことが

できる。といって、自作もしくはネット上にある

電子テキストを一個所に保存して検索するだけで

は芸がない。まずは手持ちの電子テキストをカテ

ゴリーごとに分類してディレクトリ（＝フォルダ）

階層ごとに管理することをおすすめしたい。

たとえば経書・史書・子書…、さらに子書の中

に儒家・道家・法家というように、ジャンルごと

に独自にディレクトリを立てつつ階層化すれば、

「儒家系の文献だけを検索したい」という需要に

容易に対応できるようになるし、先秦・秦漢・魏

晋南北朝・唐・宋…のように時代ごとにディレク

図 1 ディレクトリ階層例
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トリを立てて管理すれば、たとえば同じ経学に関

する文献でも漢代以前のものと宋代のものとを区

別して扱える。

なおディレクトリの立て方については歴代の図

書目録が参考になるが、基本的には各ユーザーの

需要次第である。時代で区切ってからカテゴリー

ごとに分類するか、カテゴリーごとに分類してか

ら時代で区切るかについても同様。

後述する正規表現を駆使して『史記』三家注を

『史記』と銘々の注釈とに分離すれば、『史記』は

漢代、裴駰の『史記集解』は魏晋南北朝、司馬貞『史

記索隠』と張守節『史記正義』は唐代というよう

に、これまた時代ごとに区別して内容を管理・検

索できるようになる。こうした手法は特に輯佚学

（佚文を収集して散佚してしまった古典籍の復元

を試みる学問）の分野で効果を発揮するが、注釈

が対応する本文の場所を同時に確認したい場合に

は、XML を使うなど別の手法を取る必要がある。

❖	 GREP でパターンマッチング

◦	GREP とは？

GREP と は、Global	 search	 for	 Regular	

Expression	and	Print の略で、正規表現（Regular	

Expression）を用いて単一もしくは複数のファイ

ルの中から任意のパターンに一致する文字列を検

索・出力することをいう。よく GREP 検索といい

ながら複数のファイルから任意の文字列を検索す

るだけで満足してしまっている人を目にするが、

GREP の本領はむしろこの正規表現を利用したパ

ターンマッチングをしてこそ発揮される。

◦	正規表現とは？

正規表現（Regular	Expression）とは、” \”（エ

ンサイン or バックスラッシュ）,	“^”（キャレット）,	

“$”（ドル）,	“*”（アスタリスク）,	“+”（プラス）,	“?”

（クエスチョン）,	“.”（ドット or ピリオド）,	“|”（パ

イプ）,	“[	]” ,	“(	)” ,	“{	}” といったメタ文字（Meta	

Character）と呼ばれる記号を利用して文字列の

パターンマッチを行うための表記法のこと。ただ

し、この正規表現は、扱う言語によって若干の方

言（表記法の差）がある [1]。以下に代表的な正

規表現の記法と意味を少しだけ紹介しておこう。

^ 行頭。［例］^ 子曰（行頭にある「子曰」）

$ 行末。［例］乎？ $（行末にある「乎？」）

*
直前の文字 or パターンの 0 回以上のくりかえ
し。

［例］顧 * 炎武（顧炎武 or 炎武）

+

直前の文字 or パターンの 1 回以上のくりかえ
し。（” *” は直前の文字 or パターンがあっても
なくても OK だが、” +” は必ず 1 回は出現して
なければならない。）

［例］\n+（1 つ or 連続する改行）
［例］[ 一二三四五六七八九十 ]+（漢数字）

\
エスケープ文字。\+,	\[,	\\	のようにメタ文字を
ただの文字として扱いたい時にメタ文字の直前
に入力する。

\n 改行。

\t タブ。

[abc]
[	] で括られた文字のいずれか。a か b か c。

［例］蘇 [ 洵軾轍 ]（蘇洵 or 蘇軾 or 蘇轍）
［例］[ 甲乙丙丁戊己庚辛壬癸 ][ 子丑寅卯辰巳午
未申酉戌亥 ]（干支）

[^abc]
[	] で括られた文字以外の 1 文字。左の場合は a,	
b,	c 以外の 1 文字。

［例］謝 [^ 靈霊 ] 運（謝靈運・謝霊運以外の謝 x
運。謝惠運や謝恵運には一致する。）

(ab|xy)
“|”（パイプ）で区切られた文字列のいずれか。
この場合は” ab” か” xy”。

［例］史記 ( 集解 | 正義 )（史記集解 or 史記正義）

(?!abc)
(	) で括られた文字列以外の文字列。左の場合は”
abc” 以外の文字列。

［例］『史記 (?! 索隱 | 索隠 )』（『史記索隱』もし
くは『史記索隱』以外の『史記～』という書名。）

.

任意の 1 文字。
［例］謂 .. 曰（「謂」と「曰」の間に任意の 2 文
字が入るパターン。「謂秦王曰」や「謂蘇秦曰」
にはマッチするが、「謂武安君曰」や「謂起曰」
にはマッチしない。「謂矣。曰…」にもマッチ
する。）

(abc)
任意の文字列パターン。

［例］( 惜哉。)+（「惜哉。」や「惜哉。惜哉。」にマッ
チする。）

\1	-	\9
後方参照。

［例］(.)\1 然（「蕩蕩然」や「莫莫然」のように
任意の文字が「然」の直前に 2 字連続して現れ
るパターン。）

表 1 主なメタ文字や正規表現の意味

実際には以上に挙げた正規表現を複数組み合わ

せて利用することが多い。簡単なものでは、たと

えば”王 *( 念孫 | 引之 )”で「王念孫」・「王引之」・「念

孫」・「引之」にマッチさせたり、以下の正規表現

で日付にマッチさせることができる。
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[ 前中後 ]*[ 一二三四五六七八九十廿卅

丗 卌 元 ]*[ 有 又 ]*[ 一 二 三 四 五 六 七 八 九

]*[ 年載 ][、，]*([ 春夏秋冬 ])*[、，]* 閏 *([

一二三四五六七八九十正端 ]+ 月 )*[、，]*

朔 *[、，]*	 ([ 甲乙丙丁戊己已巳庚辛壬癸

][ 子丑寅卯辰巳已己午未申酉戌亥 ])*

注意しなくてはならないのは、たとえば「謂～

曰」（～に謂ひて曰く）にマッチさせたいような

場合に、「謂」と「曰」の間に任意の文字が 1 字

以上入るパターンという意味で” 謂 .+ 曰” と検索

してしまいがちだが、これだと「某者某之謂矣。

曰某…」や、「某子謂之云、書曰…」のようなケー

スにもマッチしてしまう。こういう無駄なノイズ

を除くために、” 謂 [^、。・．，：；「」『』	　]*? 曰”（「謂」

と「曰」の間に、読点「、」と句点「。」、中黒「・」、

ピリオド「．」、カンマ「，」、コロン「：」、セミ

コロン「；」や、カギ括弧（「」『』）、全角・半角

スペースを除く文字が 1 文字以上入るパターン）

のように制限事項を考えながら正規表現を入力す

るようにしたい。

ex:	“謂 [^、。・．，：；「」『』	　]+ 曰” の検索結

果（抜粋）

C:\e-text\utf8\ 先 秦 \ 諸 子 \ 莊 子 \ 雜

篇 \ 徐无鬼 .txt(304):	子送葬、過惠子之墓、

顧謂從者曰、「郢人堊慢其鼻端若蠅翼、使

匠人斲之。石運斤成風、聽而斲之、盡堊而

鼻不傷、郢人立不失容。宋元君聞之、召匠

石曰、『嘗試爲寡人爲之。』匠石曰、『臣則

嘗能斲之。雖然、臣之質死久矣。』自夫子

之也、吾無以爲質矣、吾無與言之矣。」

C:\e-text\utf8\ 先秦 \ 諸子 \ 莊子 \ 雜篇

\ 徐无鬼 .txt(306):	 吳王浮於江、登乎狙之

山、衆狙見之、恂然棄而走、逃於深蓁。有

一狙焉、委蛇搔、見巧乎王。王射之、敏給

搏捷矢。王命相者趨射之、狙執死。王顧

謂其友顏不曰、「之狙也、伐其巧・恃其便、

以敖予、以至此殛也。戒之哉。嗟乎、無以

汝色人哉。」顏不疑歸而師董梧、以鋤其色、

去樂辭顯、三年而國人稱之。

C:\e-text\utf8\ 先秦 \ 諸子 \ 莊子 \ 雜篇

\ 外物 .txt(336):	子謂莊子曰、「子言無用。」

莊子曰、「知無用而始可與言用矣。天地非

不廣大也、人之所用容足耳、然則廁足而墊

之致黄泉、人尚有用乎。」惠子曰、「無用。」

莊子曰、「然則無用之爲用也亦明矣。」

◦	Unicode 対応 GREP のできるエディタ

東洋学において GREP ツールを利用する場合、

そのツールが Unicode に対応しているかどうか

で利便性が大きく変わる。

GREP 機能を実装しているエディタは、サクラ

エディタや秀丸エディタをはじめとして幾つも選

択肢があるが、Shift	JIS にはない Unicode 文字列

の GREP に対応しているエディタは少ない。

OS Unicode 対応エディタ

Windows EmEditor,	 Akira22+,	 Aprotool	 TM	
Editor

MacOS	X Jedit	X,	SubEthaEdit
表 2 GREP 可能な Unicode 対応エディタ [2]

◦	Word でワイルドカード検索

MS	Word でもワイルドカードと呼ばれる一種

の正規表現を利用した検索が利用できる。テキ

ストエディタほどの高度な検索はできないが、多

言語対応が進んでいる点やリッチテキストを扱う

ワープロソフトならではの特殊な検索が行える [3]。

❖	 KWIC で大量の文例比較

◦	KWIC とは？

KWIC は、Key	Word	In	Context の略で、検索

語が文脈の中でどのように出現するのかを視覚的

に比較・確認しやすいようにする検索のことをい

う。GREP のように一行（≒一段落）まるごと出

力するのではなく、あくまで検索するキーワード

とその前後の文しか出力しないが、その分、大量

の用例をいっぺんに比較したい時に便利な検索モ

デルといえる。
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まずは KWIC 検索がどんなものかを Windows

ユーザーにも Mac ユーザーにも特別なソフトを

インストールすることなくお手軽に実感していた

だくために、工藤拓氏の手に成る Web 上に設置

されている実験的な KWIC 検索システムを使って

みよう [4]。

◦	Ajax[5] を使った KWIC
http://www.chasen.org/~taku/software/

ajax/kwic/

このページの［キーワード］入力欄に「田中」

と入力してみて欲しい。すると中央に入力した「田

中」が黄色くハイライトされ、それを挟んで左右

に前後の文章が出力される。これによって「田中」

というキーワードがどんな文脈（Context）の中

で出現するのかを一目で比較・確認できるように

している。これが KWIC 検索である。

GREP だと通常はヒットしたファイルとその位

置（出現行数）を一覧出力するか、ヒットした行（≒

段落）を一つ一つすべて出力してしまうので、一

画面あたりでチェックできる用例の数が限られて

しまう。（せいぜい 2 ～ 3 例といったところだろ

う。）これに対して KWIC は一画面に表示可能な

行数分だけの用例を出力できるので、一度に比較

できる用例の数が GREP よりもはるかに多い。ま

たキーワードが中央に来るように文を抽出するの

で、比較したい目的の場所を探すのも容易である。

◦	KWIC	Finder
工藤氏の” Ajax を使った KWIC” は実験的な目

的で設置している Web 検索ツールなので、青空

文庫の一部のテキストを、それもオンラインでし

か検索できないが、ローカル環境で利用できるよ

り多機能なツールももちろんある。Windows 用

の一般的なツールとしては KWIC	Finder がある。

現在のところ、このソフトは Shift-JIS にない

Unicode 文字列の検索・出力には対応していない

が、正規表現やあいまい検索、出現頻度出力、簡

易シソーラスの定義など柔軟で多彩な機能を実装

している [6]。特に簡易シソーラス（KWIC	Finder

では「同義語」という）は、「捨」と「舍」と「舎」

（「すてる」の正字と省文）、「（唐）太宗」と「（李）

世民」と「秦王（世民）」（いずれも唐の太宗のこ

と）などを同一視させることができ、しかもこの

シソーラスはスペース区切りのテキスト文書で管

理できる。

❖	 Ngramなどの語彙分析手法

◦	GREP や KWIC にも弱点はある

ここまで紹介してきた GREP や KWIC は検索対

象がはっきりしている場合には便利だが、これら

は必ずしも万能な情報分析の手段というわけでは

ない。

［利点］

◦	手軽（検索対象がはっきりしている場

合には便利）

図 2 “Ajax を使った KWIC”で「田中」を検索

図 3 KWIC Finder
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［欠点］

◦	大量のデータを扱うには不向き

◦	検索・抽出するデータの選択が主観的・

恣意的になりがち

たとえば GREP や KWIC は、検索するキーワー

ドを検索者が選定するという時点で、すでに恣意

的な判断が加わっており、特に数百年から千年以

上の研究の蓄積のある古典学にあって、この手法

で未開拓の問題点を発見するのは容易でない。か

といってテキストの一部を抽出するのではなく、

その全体を分析対象とするとなると数千件・数万

件にもおよぶ大量のデータを一度に扱うことにな

るが、少なくとも GREP や KWIC はこうした大量

の情報を分析するのには必ずしも向いているとは

いいがたい。

◦	未知の問題点を採掘せよ！

集めたデータの中から未発見の有用なデータを

統計的手法によって発見することを、鉱脈を採掘

（mining）することになぞらえて「データマイニ

ング」というが、採掘するデータの対象（鉱脈）

が自然文（text）である場合、これを特にテキス

トマイニングという。本誌の読者ならご承知の通

り、本章で取り上げる N-gram は、このデータマ

イニングを行う上で、（原始的だが）非常に有効

な手段のひとつであるといえる。

◦	N-gramとは？

N-gram とは自然言語解析手法の一種で、2 進

数変換といったコンピュータにおける基礎理論を

構築したクラウド・エルウッド・シャノン（Claude	

Elwood	Shannon,	1916-2001）が編み出した文

字列を機械的に n 個単位で区切って解析する言

語モデルで、近年、近藤泰弘・近藤みゆき両氏を

嚆矢として東洋学人文情報学の業界でも注目され

るようになってきた [7]。

表 4 のように『老子』第一章の冒頭部分であ

れば、「道可道非常道…」という文句を 2	gram

で解析する場合だと、「道可」「可道」「道非」「非常」

「常道」…のように 2 文字ずつ本文を切り出して

いく。こうして切り出された字句の出現頻度や共

起頻度（出現する字句の組み合わせの頻度）を下

図のように取っていくことで、結び付きやすい文

字や言葉が客観的な数値の形で現わされる。

なお、これまでに公開されている N-gram ツー

ルは以下の通り。導入法については山田崇仁氏の

「N-gram モデルを利用したテキスト分析」（http://

www.shuiren.org/chuden/teach/N-gram/index-j.

html）にすでに詳細な解説があるので、そちらを

参照されたい。

道 可 道 非 常 道 名 可 名 非 常 名
道 可

可 道
道 非

非 常
常 道

道 名
名 可

可 名
名 非

非 常
常 名

名
表 4 『老子』第一章を 2 gram（bi-gram）で解析

◦	 ngram（藤原滋氏作、元祖 ngram 解析ツール。）

	 http://www.jaist.ac.jp/~shigeru/ngram-ja.html

◦	 morogram.pl（師茂樹氏作。頻度 1 の抽出、（拡張漢

字を含む）Unicode 対応など。Perl	5.8 に対応。）

	 http://sourceforge.jp/projects/morogram/

◦	 morogram.exe（極悪氏作。Windows 用	実行ファイル

版。Active	Perl や Unix 環境がなくても単体で稼働す

る。）

	 http://hpcgi1.nifty.com/dune/gwiki.pl?morogram

◦	 norogram（大谷由佳氏作、Java 版 N-gram。頻度 1 抽

出にも対応。）

	 http://sourceforge.jp/projects/norogram/

◦ ngmerge.pl（近藤泰弘氏作。NGSM 用マージスクリプト。

Unicode	3.2 以降の CJK 拡張漢字も問題なくマージし

てくれる。）

	 http://klab.ri.aoyama.ac.jp/tool/index.html
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◦	N-gramを利用した分析モデル

N-gram 自体は一次的な解析モデルであって、

テキストを N-gram 解析した後に、どういう手段

で解析した N-gram データを評価するかがむしろ

重要になる。以下、これまでに報告されている成

果の中から参考になるものを幾つか抜粋して紹介

するので、N-gram でどんなことができるのかの

参考として欲しい。

◦	NGSM
NGSM（N-gram	 based	 System	 for	 Multiple	

document	comparison	and	analysis）とは、石井

公成氏の提唱にかかる、N-gram モデルを用いた

複数の文献の間での共起頻度を比較する手法をい

う [8]。要するに文献比較や異本比較であって、もっ

とも基本的な方法であるといえる（これ以下の項

目でもこの NGSM を起点にしてそれを何らかの

形で可視化したものが多い）。

表 6 は『老子』諸本における句末の助字の出

現頻度を比較したものである。同じ『老子』とい

う古典文献でありながら、景龍河上公碑と敦煌出

土鈔本（いずれも唐代の写本）における出現頻度

が著しく低く、逆に馬王堆帛書本（漢代の写本）

における出現頻度が著しく高いことがひと目で見

て取れる。

◦	有意なデータを絞り込むには
ただし、単純に各テキストを統合（マージ）

したデータを比較するとはいっても、統合した

NGSM データ自体が厖大な量になるため、その中

から手探りで有意な部分を抽出するのは容易では

ない。

これまでのところは、NGSM データの中から各

文献もしくは各本（edition）の間の標準偏差、分

散、KWIC2 乗値などを取って有意なデータの絞

り込みを行った研究がある [10]。

なお、NGSM データの整理は通常は MS	Excel

や SPSS といった表計算ソフトを使うことが多い

ことと思うが、Excel は扱えるデータ量に 65,536

行という上限がある。扱う文献によってはこの上

限を簡単に超えてしまうので注意が必要である。

◦	クラスター分析
NGSM データを起点にして、その中に内在する

傾向を可視化する手段は幾つかあるが、その代表

的な手段の一つとしてクラスター分析がある。

クラスター分析は、異なる性質を持った集団（対

象）の中から類似するもの同士を集めて（通常は

階層的に）分類（クラスタリング）する方法の一

種をいう。クラスター分析された結果はしばしば

以下のような樹形図（テンドログラム）の形で表

現される。

クラスター分けの線引きはサンプル（異本なり

異文献）間の距離（≒類似度）によって変わって

くるが、図 4 の樹形図の場合は、『景徳伝灯録』

所収本・『瀑泉集』所収本・『禅門諸祖偈頌』所収本・

『人天眼目』所収本を第 1 クラスタ（中国系諸本）、

1gram
（Uni-gram）

2gram
（bi-gram）

3gram
（tri-gram）

道　3
名　3
可　2
非　2
常　2

非常　2
道可　1
可道　1
道非　1
常道　1
道名　1
名可　1
可名　1
名非　1
常名　1

道可道　1
可道非　1
道非常　1
非常道　1
常道名　1
道名可　1
名可名　1
可名非　1
名非常　1
非常名　1

表 5 『老子』第一章 1 ～ 3 gram の共起頻度

表 6 『老子』諸本 NGSM[9]

道
藏
傅
奕
本

明
和
王
弼
本

景
龍
河
上
公
碑

敦
煌
河
上
公
本

道
藏
河
上
公
本

武
内
義
雄
本

四
庫
全
書
本

玄
宗
御
注
本

馬
王
堆
甲
本

馬
王
堆
乙
本

也 62 18 1 0 14 28 11 11 174 178
矣 27 11 2 1 10 22 9 11 25 25
焉 11 9 0 0 9 16 8 3 11 10
乎 14 11 1 0 11 12 6 11 12 12
邪 3 0 0 0 0 1 1 3 0 1
耶 0 3 1 1 2 2 2 1 0 0
歟 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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『祖堂集』所収本を第 2 クラスタ（高麗系の本）、

『参同契不能語』所収本・『参同契吹唱』所収本を

第 3 クラスタ（日本系諸本）として 3 つのグルー

プに綺麗に分類される。（さらにこの『般若心経』

の異本データについていえば、概ね時代順になら

んでいるのも興味深い点の一つといえるだろう。）

ただしクラスター分析は、各変数間の距離（類

似度）の測定法と各クラスター間の距離（類似度）

の測定法は、一般的にはユークリッド平方距離（も

しくは標準化ユークリッド距離）による Ward 法

で行われるのが普通だが、それぞれに多様な種類

がある上、どの測定法を選択するかで樹形図が大

きく変わってしまうのが難点である。

◦	主成分分析
主成分分析とは、相関のある多変数の情報を、

無相関な少数個の総合特性値（主成分）に要約す

る分析方法で、要するにこれも似たもの同士で分

類するための手法の一つである。

図 5 は、李賢平氏による、曹雪芹『紅楼夢』

における虚詞使用率の主成分分析の事例で、第 1

～ 80 回は曹雪芹、第 81 ～ 120 回は高蘭墅の補

作とする説を裏付けるかのような結果が出ている

のが視覚的に見て取れる。

◦	K 特性値
K 特性値（K-Characteristic）とは、統計学者の

ユール（George	Udny	Yule,1871-1951）によっ

て提唱された語彙量を表す統計指標で、語彙のバ

リエーションが豊富なほど値が小さくなり、バリ

エーションが少ない（≒文章が定型化されている）

ほど値が大きくなる。

表 9 は、中国戦国時代の儒家・道家・法家・

雑家の古文献における K 特性値による語彙量の

差を一覧化したものである。

◦	N-gramの利点と欠点

以上で紹介してきた N-gram モデルもやはり万

能というわけではない。以下、簡単にその長所と

短所を挙げておこう。

図 5 『紅楼夢』虚詞使用率主成分分析 [12]

表 9 主要先秦文献の K- 特性値 [13]

テキスト 2-gram 3-gram
『論語』学而・為政 19.841 1.577
『論語』述而 16.930 1.319
『礼記』坊記 17.505 3.600
『礼記』表記 13.892 3.520
『孟子』梁恵王 6.699 2.594
『孟子』公孫丑 6.857 2.099
『荀子』王霸 10.518 3.433
『荀子』正名 12.361 2.465
『墨子』尚同上 32.203 12.243
『墨子』尚同中 30.778 11.160
『荘子』逍遙遊 4.913 1.532
『荘子』斉物論 6.402 1.335
『呂氏春秋』有始覧 8.968 2.982
『呂氏春秋』孝行覧 7.351 2.655
『韓非子』顕学 10.080 3.413
『韓非子』説難 10.120 3.140

図 4 『般若心経』NGSM 樹形図（標準化ユークリッド距離・
Ward 法）[11]

 1. 『景徳伝灯録』所収本（1004 年）
 2. 『瀑泉集』所収本（～ 1052 年）
 3. 『禅門諸祖偈頌』所収本（南宋末頃）
 4. 『人天眼目』所収本（1188 年）
 5. 『祖堂集』所収本（高麗版本）
 6. 『参同契不能語』所収本（江戸、1736 年）
 7. 『参同契吹唱』所収本（江戸、1767 年）
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［利点］

◦	基本的に検索漏れがない

◦	辞書が必要ない（いかなる文に対して

も適用できる）ため、古漢語は原則と

して 1 文字・1 音節・1 形態素の標語

文字なので（少なくとも現段階では形

態素解析よりも）漢籍のテキストマイ

ニングに適している。

［欠点］

◦	ナンセンスな検索ノイズが多い（何ら

かの手段でフィルターをかける必要が

ある）。

◦	0 頻度の問題（たまたま出現していな

い語句の取り扱いの問題）。

◦	文脈や構文・語句の意味などは基本的

にまったく無視。

❖	 展望

以上、ローカル環境で手軽にできる GREP・

KWIC 検索や N-gram モデルを用いてできる情報

分析方法の紹介を硬軟織り交ぜてしてきた。それ

ぞれに利点と欠点のある方法なので、目的に応じ

て適切なモデルを選択したいところである。

また本稿で取り上げた情報分析法の数々は、ひ

とえにテキストの精度が分析結果の精度を左右す

る。古典文献の電子テキストは、古い時代のもの

ほど網羅的に整備されてきているが、まだまだ研

究者が手ずから校定した研究利用に堪えうる精善

な電子テキストは少ない。この意味で今こそ邦人

研究者による積極的な情報発信が求められる。

なお、テキスト処理について、関心を持たれた

方は是非、本誌「特集２	自然言語処理」を併読

して欲しい。

注

[1]	 秀丸エディタで利用されている	HmJre.dll	 や	 山田

和夫氏作の	jre32.dll	 のほか、EmEditor	 が採用して

いる	Perl 互換の	C++ 用ライブラリ	Boost	Regex++、

サクラエディタなどが採用する Ruby 系の鬼車など

がある。ここでは	EmEditor の	Boost	Regex++	 の記

法に従う。

[2]	 詳細は山田崇仁氏のテキストエディタのレビュー（『漢

字文献情報処理研究』4、2003）を参照されたい。な

お EmEditor は次期バージョン（v4.20）からサロゲー

トペアをサポートし、CJK 統合漢字拡張 B の入出力と

検索に完全対応する。

[3]	 紙幅の都合もあり、本特集では詳述しないが、関心の

ある方は、山田崇仁氏の Web サイトに詳細な解説が

あるので、そちらを参照されたい。

http://www.shuiren.org/chuden/teach/word/

[4]	 キーワードとコンテキストの表現方法が若干異なるも

のの、実は Google の検索結果（キーワードにマッチ

したページの見出しと、キーワードを含む文の一部を

抜粋出力している）も KWIC である。

[5]	 Ajax というのは Asynchronous	JavaScript	And	XML

（非同期 JavaScript	+	XML）の略で、JavaScript を

使って必要な時に必要な分だけ、サーバー上から

XML（もしくはプレーンテキスト）データをリクエ

ストする昨今流行中の Web 技術。

[6]	 このほか、XML と連携した KWIC 検索システムとして”

全文検索システムひまわり” がある。

http://www.kokken.go.jp/lrc/index.php

[7]	 近藤みゆき「ｎグラム統計処理を用いた文字列分析

による日本古典文学の研究	―古今和歌集のことば

の型と性差―」（千葉大学『人文研究』第 29 号、

2000）

近藤	 泰弘・近藤	 みゆき「平安時代古典語古典文学

研究のための N-gram を用いた解析手法」（言語情報

処理学会第 7 回年次大会『発表論文集』2001）な

ど

[8]	 石井公成「N-gram 利用の可能性	―仏教文献におけ

る異本比較と訳者・作者判定」（『漢字文献情報処理研

究』2、2001）

Ishii,	Kosei.	 “NGSM and Cluster Analysis: Its Usage in 

the Digitization of Variant Texts in the SAT (Taisho 

Daizokyo Text Database).”	Proceedings	of	PNC	Annual	

Conference	and	Joint	Meetings	2002.

[9]	 拙稿「老子傅奕本来源考	 ―テキスト処理による

項羽妾本介在の検証」（『漢字文献情報処理研究』4、

2003）
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[10]	師茂樹「N グラムによる比較結果からの用例自動抽出	

―禅宗系の偽経を題材に」（『東洋学へのコンピュー

タ利用第 14 回研究セミナー』、2003）

齊藤正高「偽古文尚書の「賢」と「官」―χ²	値に

よる語彙偏差の数量化を通して」（『漢字文献情報処理

研究』6、2005）

このほか、極悪氏が「頻度の合計・文字・文字数・

各文献での出現頻度・出現頻度の分散」という順で

出 力 す る、mgsm.pl	 を 公 開 さ れ て い る。 ソ ー ス は

morogram メーリングリストの当該投稿を（http://

www.google.co.jp/url?sa=t&ct=res&cd=1&url=http%3

A//lists.sourceforge.jp/mailman/archives/morogram-

users/2005-May/000048.html&ei=qiQfQ6eDGs-

8YK3JgbIL）参照されたい。

[11]	師茂樹「N グラムモデルとクラスター分析を用いた

漢文古典テキストの比較研究―『般若心経』の異

訳の比較を例に」（『京都大学大型計算機センター第

69 回研究セミナー	 東洋学へのコンピュータ利用』、

2002）

[12]	李賢平「《紅樓夢》成書新説」（『復旦學報（社會科學）』

1987-5）

[13]	山 田 崇 仁「 中 国 戦 国 期 の 語 彙 量 に つ い て	 ―

N-gram とユールの K- 特性値を利用した分析」（『漢

字文献情報処理研究』5、2004）
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情報発信のルール・マナー・スキル
小島　浩之（こじま　ひろゆき）

❖	 総論

◦	バックナンバーから

本誌では、以前から情報発信のマナーやルール・

スキルなどを題材として小特集を組んできた。下

の表はこれまでの本誌の特集記事のうち、情報発

信のルール・マナー・スキルに深く関わるものを

まとめたものである。

第 3号（2002 年 10 月）
求められる学術
研究情報の発信

他から評価してもらえる学術
情研究情報の発信とは何か

第 4号（2003 年 10 月）
漢字処理技術の
最新動向

最新のコンピューターでの漢
字処理技術の紹介と展望。

第 5号（2004 年 10 月）
Wiki・Weblog と
人文学

Wiki・Weblog を 利 用 し た、
教育への情報発信。

これ以外にも、毎号、関連する論文や報告は数

多い。また情報発信の先駆者を迎えた講演会や、

著作権を主眼にした公開講座を開催しており、当

然これらの内容は本誌に反映されている。つまり

情報発信のルール・マナー・スキルについては、『漢

字文献情報処理研究』のバックナンバーを紐解い

ていただくことが最も良い方法だと考えられる [1]。

ただバックナンバーには、様々なものが混在し

ており、記事や論文ごとの難易度に差がある。こ

のため初心者や大雑把に知りたい方には取り付き

にくい感じがある。そこで本稿では、バックナン

バーへの橋渡しの意味も込めて、ルールとマナー

の相違、著作権問題といったことについて、概説・

紹介を試みることにした。

◦	最初の 1冊とは？

インターネットの世界は技術の進展が早く、中

身についても流行廃りが激しい。このためイン

ターネットに関する書籍も回転が早く、優れた概

説書を選ぶことは大変難しい。

その中で敢えて 1 冊を選ぶならば、インター

ネットで情報発信する際の根本精神を書いてある

かどうかに着目すべきだと思う。なぜならば、何

事もその根底にある考え方を学ぶこと無くして、

真の理解を得られるはずが無いからである。これ

は決してスキルの取得を軽んじているわけではな

い。本質理解があればこそ、有するスキルは威力

を発揮できるはずなのだ。

筆者は、上述の点を考慮して、中村正三郎氏の

『新版　インターネットを使いこなそう』（岩波

ジュニア新書 391　2002.2）を最初の 1 冊とし

て推薦する。以下に過去に筆者が書いたこの本の

紹介文を再録しよう [2]。

本書が岩波ジュニア新書の一冊というこ

とで違和感をいだく読者も少なからずある

だろう。しかし著者も自負しているように、

本書は誰にでも読みやすい、非常に優れた

インターネット世界への手引書だと言える。

具体的にはインターネットのしくみ、歴史、

技術、利用のポイント、そしてセキュリ

ティーに至るまで、努めて平易に解説する。

著者の中村氏はオープンソースを推進

する Ring	Server プロジェクトの代表であ

る。それ故、本書は “インターネットは全
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ての人のもの”、“ボランティアと共有の精

神” という考えに裏打ちされている。この

ためインターネット利用の際のエチケット

（ネットエチケット＝ネッチケ）だけを採

り上げた部分が無いにもかかわらず、一読

すれば自然とこれが身に付くように配慮さ

れている。エチケットを教えるというのは

難しいもので、それだけを採り上げて書け

ば下手をすると説教じみてしまう。あまり

に厳しく要求されれば、初心者の興味や意

欲を失いかねない。この点、本書は読者に

ネット上のエチケットを自然に受け止めさ

せることに成功している。

ちなみに筆者のように必要に迫られ、よ

く解らないまま漠然とインターネットを始

めた人には、よい復習教材となるだろう。

◦	ルールとマナー（エチケット）

中村氏が述べるように、インターネットはボラ

ンティアと共有の精神によって発展してきた。自

らが情報発信者となった場合にこのことを忘れて

はならないだろう。特に研究・教育情報の発信

は、それを共有することで、さらなる学問的発展

や、教育効果を生むことが期待できる。情報の垂

れ流しではなく、共有できる情報を流すことに意

味があるのである。インターネット上の情報の質

を高めるためにもこの点、留意すべきだろう。

ボランティアと共有の精神は、ルールとマナー

（エチケット）に支えられてきた。ルールには拘

束力を持つ法律、条例から、当事者間の取り決め

まで様々な形態がある。しかしいずれの場合で

も、これを破れば社会、もしくはコミュニティー

単位で、制裁や罰則が加えられる。その最終判断

は法律ならば司法に、特定のコミュニティーの規

約ならば意志決定者（組織）に委ねられるのであ

る。またルールの効力や制約範囲は、それぞれの

ルールにより異なっている。つまり法律であれば

国内、条例であれば国内の一部地域、特定のコミュ

ニティーの規約であれば、そのコミュニティー内

というようにである。ここからルールは、管理や

判断の責任者（組織）が決められており、効力や

制約の範囲が限定されたものと言える。

これに対し、マナー（エチケット）の多くは礼

儀や道義の問題であって、知らなければ恥をかく

というべき性質のものである。管理すべき人や組

織があるわけではなく、効力や制約の範囲もより

普遍的だと言える。ただしマナー（エチケット）

が過度に乱れるとルールをもって統制しなければ

収拾がつかなくなる。またマナー（エチケット）

が慣習法としてルールに転化する場合もある。

さて、自由なネットの世界では、多くの人が

ルールやマナー（エチケット）に意見を述べてい

る。ただその内容（特にルールへの言及）に疑問

や不安を感じる場合がある。もちろん既存のルー

ルに対して意見を述べるのは大変良いことだと思

う。しかし当否の判断資格の無い者が、勝手な解

釈を押しつけたり、制約範囲外の人に自分たちの

ルールを強要したりするのはいかがなものであろ

うか。“私が法律”、“私がルール”	というような態

度をとっていないかどうか、ルールとマナー（エ

チケット）を混同していないか否か、今一度自分

の行為を点検していただきたい。

❖	 憶えておくべし！　著作権

◦	はじめに

総論でも触れたように、本会では毎年著作権講

座を開催し、その成果を本誌で公開してきている。

そこで以下、これまでの著作権講座で培った成果

と、筆者の実際の経験を元に、インターネット上

に他人の著作物を公開するために確認すべき点を

まとめてみた。他人の著作物（今回は書籍など紙

媒体のものに限定して論じる）をインターネット

で公開する際の一例として読んでいただければと

思う。なお紙幅の関係もあり一般的な用例を述べ

るに止まることご了解いただきたい。

◦	著作物か否か

まずこの同定をしなければならないが、これは

非常に難しい問題でもある。著作物の定義は著作

権法第 2 条、第 1 項、第 1 号には次のようにある。
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思想又は感情を創作的に表現したものであ

つて、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に

属するものをいう

重要なのは、思想又は感情のオリジナリティー

のある表現で、広く文化的な著作物ということで

ある。ここから単なるデータや、単なる事実は著

作物とは認められない。また技術的思想も著作権

法の範囲外となる（これらに関しては、商標登録

や特許といった形で保護される）。

一般的に出版された図書や論文の形態をとるも

のは、判断しやすいが、書状や手紙などは別途慎

重に判断しなければならない [3]。

【著作権法→第 10 条～第 13 条】

◦	著作権者は誰か

著作物であれば著作権者がいるはずだ。論文で

あれば著作権者はより明白かもしれない。しかし

掲載誌の編集部に著作権が移っている可能性もあ

る。特に最近は後々の電子ジャーナル化を見据え

て、論文掲載時に著者に著作権委譲の承諾書にサ

インを求める学会誌も多い。このように著者 = 著

作権者とは限らない場合もあるので注意が必要だ。

書籍だと、挿絵や本文著者以外の序・跋・解説

などがあったりする。この場合、本文の著作権者

とは別に複数の権利者が存在する。このように書

籍の場合は著作権者が一人とは限らない。ただし

最終的な公開手法により、同じ書籍でも対象とな

る権利者数は異なってくる [4]。また論文と同様

に著作権が出版社に委譲されている場合もあるの

で気をつけなければならない [5]。

これ以外に、出版社が版面権と称して出版の権

利を主張してくる場合もある。古典籍の校訂本で

は、校訂者の権利に関する問題 [6] もある。いず

れも現行の日本の著作権法で認められていない権

利だが、対応に十分注意すべきである [7]。

【著作権法→第 14 条～第 16 条】

◦	保護期間の確認

次に該当著作が著作権保護期間にあるかどうか

を確認しなければならない。著作物が保護期間内

にある場合、複製や公開に著作権者の許諾が必要

となる。

保護期間は、原則として著作者の死後 50 年、

団体著作にあっては公表後 50 年である。ただし

計算を簡略化するため、全ての期間の起点は、死

亡、公表、創作などの翌年の 1 月 1 日となって

いる点、注意しなければならない。

このほか、現著作権法（昭和 46 年 1 月 1 日施

行）以前の著作物は、旧法の影響を受ける場合が

ある。また戦勝国の著作物に対する戦時加算措置

もある。このため昭和 46 年以前に公表された著

作物や、戦前の海外の著作物は注意が必要である。

なお著作権が切れているにも拘わらず、掲載料

と称して、法外に著作権料的な料金を請求する出

版社や新聞社があると聞く。こういった場合は法

的根拠をきちんと質し、毅然と対処すべきである。

【著作権法→第 51 条～ 58 条，附則第 2 条，

附則第 7 条、連合国及び連合国民の著作権の特

例に関する法律第 4 条】

◦	データ加工と著作権

著作物をデータとして加工する場合は、著作人

格権（公表権、氏名表示権、同一性保持権）に注

意が必要となる。著作人格権は譲渡できず、著作

者の死とともに消滅する。しかし著作人格権消滅

後も、改竄や剽窃などこの権利を損ない、著作者

の人格を傷つけるような行為をしてはならない。

【著作権法→第 18 ～ 20 条，第 59 ～ 60 条】

◦	複製権と公衆送信権

複製することとインターネット上で公開するこ

とは別の権利である。著作権保護期間内にある著

作物を、著作権者の許諾を得てインターネット上

に公開する場合、複製権とともに公衆送信権の許

諾を得なければならない。

許諾のない場合、サーバーにアップロードした

時点で、公衆送信権の侵害となる。

【著作権法→第 23 条】

◦	所有権と著作権 [8]

所有権は民法に規定される権利で、著作権とは

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



Journal of JAET vol.6 ● 87

情報発信のルール・マナー・スキル（小島）

別個の権利である。著作権は無体物を規律対象と

する表現された発想への権利であるのに対し、所

有権は有体物を規律対象とし、所有物を使用、収

益および処分する権利だと解釈されている。図書

館や資料館などが、著作権の切れた所蔵資料でも、

複製等に許諾を求めるのは、民法上の所有権を行

使していると言える。また書簡などは、所有権は

受取人にあるが、著作権は差出人にあるので、許

諾を得る相手を間違いないこと。

◦	その他の権利との関係

著作権や所有権だけでなく、文献を公にする際

には侵害に注意すべき権利がある。もっとも大き

いものは人権である。近世～近現代の一次資料な

どは十分気をつけなければならない。公開するこ

とで、特定地域や関係者の子孫が差別等を受ける

恐れのあるような資料は、たとえ著作権が切れて

いても電子化して Web 公開すべきではない。一

次資料をインターネット上に公開する場合は、一

点一点きちんと内容を精査しなければならない。

◦	おわりに

以上、簡単ではあるが、他人の著作をインター

ネット上で公開する場合に、注意すべき最低限の

ポイントについて述べてみた。実際には個々様々

な事例が多くあり、周辺の法的知識や判例知識を

ある程度有していないと対応できない場合もある

だろう。頭の痛い問題だが、他人の著作物への理

解は自分の著作物への理解に繋がると信じて、自

己研鑽を積むしかないのである。

❖	『漢字文献情報処理研究』掲載	
関連文献目録

◦	再びバックナンバーから

総論で述べたように、情報発信のルール・マ

ナー・スキルについて、さらに知識を得たい方は、

本誌のバックナンバーをご覧いただきたい。そこ

で展望にかえて、本誌バックナンバーに掲載の関

連論文・記事の目録を作成した。特に本稿ではス

キルについて具体的に言及できなかったので、以

下の目録を参照の上、関心のある分野を一読いた

だきたい。なお情報発信以前のもっと根本的なス

キル（OS の特性、各種ワープロソフトや表計算

ソフトの使用法、多言語表示など）は、これまで

の本誌各レビュー、『電脳中国学』および『電脳

中国学Ⅱ』、その他各種マニュアル類を参照して

いただきたい。

◦	第 1号（2000.10）

◦	二階堂善弘「『武王伐紂平話』データベー

スについて―電子テキストと画像データ

―」

◦	千田大介「漢字文献データの構築と公開を

めぐって―中国古典戯曲文献データを例

に―」

◦	師 茂 樹「 仏 教 学 デ ー タ ベ ー ス に お け る

XML の活用：INBUDS における ID 検索の

実現にむけて」

◦	野村英登「漢－英術語データベースの構築

へ向けて」

◦	佐藤仁史「中国における近現代史史料のデ

ジタル化の試み―上海デジタル図書館の

場合―」

◦	第 2号（2001.10）

◦	千田大介「中国における古典文献データベ

ースの構築：書同文公司へのインタビュー

を通じて」

◦	師茂樹「GB18030 とは何か　大陸の戦略」

◦	陳弱水（野村英登	訳）「中央研究院歴史語

言研究所漢籍全文自動化計画の発展、現状、

未来」

◦	第 3号（2002.10）

◦	特集	 求められる学術情報研究の発信
◦	小川利康「中国の場合」

◦	小島浩之「国内図書館における学術研究情

報発信の現状」

◦	大内英範「日本文学の場合」

◦	岩本篤志「新潟大学人文・敦煌プロジェク
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トについて：小規模な研究会による Web

を使った情報発信の一例」

◦	二階堂善弘「多漢字・多言語 Web サイト

構築における諸問題」

◦	千田大介「電子版学術雑誌をめぐる諸問題

『中国都市芸能研究』創刊始末記」

◦	小島浩之「人文情報処理および情報リテラ

シー関連書籍ガイド」

◦	第 4号（2003.10）

◦	師茂樹「『東洋学情報化と著作権問題』参

加レポート」

◦	石岡克俊「東洋学情報化と法律問題―第

1 回―所有権の行使と無体財産の法的保

護：判例の分析と解説」

◦	小島浩之「著作権についての知識を深めよ

う：東洋学のための著作権サイト・ページ

指南」

◦	特集	 漢字処理技術の最新動向
◦	守岡知彦，江渡浩一郎，苫米地等流，宮崎

泉，師茂樹「CHISE	Project」

◦	上地宏一「文字コード外フォント処理」

◦	Christian	Wittern（師茂樹	訳）「Embedding	

Glyph	Identifiers	in	XML	Documents」

◦	川幡太一「JIS	X	0213 の改正と UCS との

関係について」

◦	師茂樹「Unicode	4.0」

◦	第 5号（2004.10）

◦	Christian	Wittern（秋山陽一郎	 訳）「唐代

ナリッジベースに向けて」

◦	陳弱水（山下一夫	訳）「デジタルアーカイ

ブと東洋学―中央研究院歴史語言研究所

の経験から―」

◦	師茂樹「春期公開講座レポート」

◦	石岡克俊「東洋学情報化と法律問題―第

2 回―収蔵作品へのアクセスと法」

◦	小島浩之「法理論と実務の狭間―「東洋

学情報化と著作権問題Ⅱ」から―」

◦特集	 Wiki・Weblog と人文学
◦	田邉鉄「プロジェクト研究における Wiki

の活用」

◦	千田大介「学術情報発信ツールとしての

Wiki」

◦	小 川 利 康「 授 業 に 生 か す Weblog	 と

UniWiki―その特性と活用―」

注

[1]	 これら本誌掲載の関係論部については、後掲「『漢字

文献情報処理研究』掲載関連文献目録」を参照のこと。

[2]	 拙稿「人文情報処理および情報リテラシー関連書籍ガ

イド」（『漢字文献情報処理研究』第 3 号	，2002.10）

[3]	 手紙の著作物性については「三島由紀夫の手紙」事件

（東京地裁	平成 10 年 ( ワ )8761 号、平成 11 年 10 月

18 日判決、東京高裁	平成 11 年 ( ネ )5631、平成 12

年 5 月 23 日上告棄却）が有名である。単なる時候の

挨拶など事務的な内容でなく、思想又は感情を個性的

に表現したものであれば手紙が著作物性を有するこ

と、著作権が手紙の差し出し人にあること、著作人格

権を著作者の死後も妄りに侵害してはならないことな

どを判決の中で確認している。

[4]	 例えば挿絵の著作権については、原本を画像化して公

開したいならば配慮しなければならないが、本文のテ

キストのみ公開したいのならば配慮は必要なくなる。

[5]	 著作権の委譲等が行われない限り、出版社は著作権を

有していない。著作権法では複製権について、とくに

出版社との関係を触れている【著作権法→第 80 条第

3 項】。また著作権法の規定する複製権以外の諸権利

についてもほぼ同様である。翻訳権の許諾を著者では

なく原書の出版社に求めたため、著作者と日本の出版

社の間で裁判となり、出版社側が敗訴した例もある。

[6]	 本誌掲載の石岡論文および秋山論文を参照のこと。

[7]	 法的に認められていない権利に対して従う必要はな

い。ただし、法的に認められていないことを説明でき

る法的知識を備えておかないと、対応しづらいだろう。

[8]	 所有権と著作権の関係については、本誌第 3 号および

第 4 号の石岡論文を参照。
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データ入力下請けの使い方（千田）

✿	 手打ちデータか店屋ものデータ
か

❖		 自家製手打ちデータは難しい

ここにあなたの研究に欠かせない、非常に重要

な分厚い本がある。あなたは繰り返し参照しなく

てはならないその本を、自由に検索したり引用し

たりできるように、電子テキストに加工したく

なった。さて、どうしようか？

紙に文字が印刷された「本」という物質的な存

在を、「電子テキスト」という抽象的な電気的信

号に置き換えるのは、それはそれで手間がかかる

作業である。

電子テキストを作る一番単純な方法は、自ら手

を動かすことである。本を旁らに、一生懸命日本

語・中国語の IME を操りながら文字を手打ちし

ていく。自分の研究に欠かせない大切な本だけに、

一字一字心を込めて、また本の内容を子細に読み

直しながら入力していけば、必ずや研究を進める

上でも大きな成果が得られるだろう。

しかし、高品質な手打ちデータを作るのに

は、それなりの技術と忍耐力が要求される。まず、

IME などの漢字入力ツールを使いこなせなければ

ならない。パソコンでどの漢字が使えてどの漢字

が使えないのか、技術情報も知らなくてはならな

い。それになにより、入力には時間がかかる。分

厚い本を自家製手打ちで美味しいデータに作り上

げるのは、なにかと忙しい研究者にとっては至難

のワザなのである。

✿	 忙しい研究者は店屋ものデータ

自家製手打ちデータの写経にも似た精神性への

こだわりを捨てる決心がついたあなたは、もっと

手軽に電子テキストを作る方法を考えることにな

る。

手打ちが難しければ、機械で作ってはどうだろ

うか？確かに OCR（光学文字認識ソフト）とい

う画像から文字を読み取ってくれるソフトもある。

しかし、所詮道具は道具、それを操作して正確な

電子テキストを認識させるのもそれなりに手間暇

のかかる作業であり、また機械が見誤る形の似た

文字は、人間も見逃しやすいというやっかいな問

題もある。

ならばどうするか？餅は餅屋、プロに作っても

らえばよい。電子テキストを作るプロに電子テキ

ストの作成を注文し、完成したデータを届けても

らうだけ、ただ自家製手打ちデータと違ってお金

を払う必要はある。

✿	 電子テキスト発注の実際

❖		 業者の選定

店屋もの電子テキストを作る決心がついたら、

こんどはどの店に注文するか考えなくてはならな

い。

中国学文献の電子テキスト作成をこなせる店

は、日本国内にはほとんど見あたらない。そもそ

も山のような正字体を使った漢文文献のデータ入

力、あるいは中国語簡体字文書の入力などという

ニーズは国内にほとんどなく、市場がないのだか

データ入力下請けの使い方
千田　大介（ちだ　だいすけ）
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ら、店が生まれ育つはずもない。しかしよくした

もので、中国には漢文から現代中国語、さらには

日本語まで、電子テキスト作成よろずお引き受け

企業がいくつかある。

この分野では『四庫全書』『四部叢刊』全文検

索版を作った書同文という会社が有名であったが、

ここ一～二年は技術的な立ち後れが目立つように

なってきており、現在は「SimSun」フォントを作っ

ている中易中標社と、書同文から枝分かれした創

新力博社の二社が、技術面でも実績面でもおすす

めである [1]。

❖		 価格の目安

電子テキスト作成のコストは、作成するデータ

の錯誤率と原本の複雑さによって変わってくる。

実は、中国の町中や大学の近辺には多くの「打

字」屋さんがあり、電子テキスト入力から録音起

こしまで、いろいろと引き受けてくれる。簡体字

の原稿であれば 2 元／千字くらいなのだが、誤

変換が多く見られ、歩留まりは一般に 90% 台後

半程度である。つまり、百字に一文字以上、一頁

に数字の誤字があることになり、研究につかう文

献の入力には向かない。それに繁体字（旧字体）

の入力はできないし、なにより大抵が零細個人経

営で日本から注文して、送金して、というのが難

しい。

中易中標・創新力博のような会社に委託する場

合は、20 元／千字という価格が目安となる。電

子テキスト化してもらう文献のコンディションや

分量によって、この価格は上下することになる。

❖		 注文するときには

電子テキストを注文するには、まず、両方の会

社のホームページに書いてあるメールアドレス宛

にメールを送ろう。メールはできれば中国語で送

ろう。ダメなら英語で、イザとなれば日本語でも

社内に日本語のできる人がたぶん一人くらいは居

ると思う。電子テキストの作成を注文する旨明記

するほか、おおまかな分量、繁体字か簡体字か日

本語かといった基本的な情報を書いておこう。

あとはメールで詰めてもよし、アポをとって北

京の会社を直接訪問してもよし。筆者は、中国語

で技術用語をやり取りするのがしんどいので、い

つも直接担当者と相談して、価格や納期・データ

形式などの詳細を決めるようにしている。

電子テキスト化する本は、原本やコピーを送っ

てもいいしスキャナで読み込んだ画像を CD-R な

どに焼いて送ってもいい。電子テキストの形式は、

文字情報だけのテキストデータのほか、XML デー

タにも対応しているし、両社ともに原本の版式を

再現表示するようにデータを加工することもでき

るので、ニーズにあわせて判断しよう。相手はプ

ロなので、こちらの好みにあわせて必要な電子テ

キストに調理してくれる。

❖	いろいろ使える店屋もの

下請けに出すのは、なにも研究対象の本ばかり

に限ることはない。入れたいものは、コストが見

合えば何でも委託してしまえばいいのだ。

例えば、個人の論文集を作るとき、原稿のデー

タはあるが校正したあとの最終決定稿のデータが

無い、などというケースは多々ある。こんなとき

にも、中国の電子テキスト屋さんを使えば問題解

決である。中国から送られてきた手書き原稿や発

表の予稿を印刷するような場合にも、分量と重要

度によっては電子テキスト屋さんに頼んでしまっ

た方が手っ取り早いこともある。

使い方は皆さんのアイデア次第、リアルにある

いはバーチャルに日中を股にかけ、学術インフラ

整備のグローバル化時代を存分に味わってみてい

ただきたい。

注

[1]	 中易中標：http://www.china-e.com.cn/

創新力博：http://www.ilibo.com/

両社についての詳細は、本誌掲載の拙稿「中国の人文

学情報処理企業の最新動向」をご参照頂きたい。
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　東洋学においても、N-gram などの利用によりテキスト間の系統や、はては著作
者の相違に及ぶまでを解析するような論考が出てきている。本誌はこれまでに 2
度 N-gram の特集を組んだところ、大変好評を博した。
　しかし、東洋学において自然言語処理の方法論を理解している研究者はまだ少
ないのが現状である。そこで東洋学だけ、N-gram だけといった枠を取り払い、人
文科学研究と自然言語処理研究の関係を簡便に知り得るよう、少し裾野を広げた
特集を企画してみた。執筆陣に自然言語処理の研究者も加わっていただいたため、
各分野の研究史や現状、有効なシステムの紹介や検証、文理融合の研究の紹介な
ど変化に富んだ論考が集まった。
　この企画を通じ、読者諸氏にとって自然言語処理が少しでも身近なものになれ
ば幸いである。
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人文科学研究と自然言語処理
	 	 総論にかえて

小島　浩之（こじま　ひろゆき）

▌	はじめに

我々は、コンピュータでテキスト中の文字を検

索したり、置換したり、はては grep 機能を利用

したり、毎日の生活の中でいとも簡単にこれら

をこなしている。コンピュータで文字が扱えるこ

とは、空気の存在と同じくらい当たり前のことと

なっている。

しかしほんの数十年前までは、漢字は当然のこ

と、仮名であっても 2 バイト文字を扱うことに

苦労した時代があったのである。そういった状況

の下でも文献学へのコンピュータの応用は日々研

究され続けてきた（この間の経緯は本特集内の近

藤論文に詳細に綴られている）。当時、コンピュー

タを扱う人文科学研究者は一部の人間であったし、

それでも良かった。

ところが現在では冒頭のような状況にあり、コ

ンピュータを利用しない研究者の方が少ないだろ

う。個人レベルで相当なテキストの処理をこなす

ことも可能になり、以前ならば大型計算機を利用

しなければならなかった分析が、パソコンレベル

で可能になってきている。

読者の中には「自分はインターネットとメール

の利用だけでしかコンピュータを利用しておらず、

自然言語処理などは無関係だ」と言い切る方もお

られるかもしれない。しかしインターネット上の

多くの資源は自然言語処理の成果を利用している。

検索エンジンも、図書館の OPAC もみなそうであ

る。我々は知ると知らずに関わらず自然言語処理

の研究成果から大きな恩恵を被っているのである。

次節で述べるように、筆者は職務上の必要性か

ら自然言語処理やその研究者と関わりをもつよう

になった。この成果や経過をまとめることで、少

しでも人文科学研究に資することができればと思

い、この特集を計画してみたのである。ただ、筆

者の関わった範囲の話題だけでなく、もっと幅広

い内容にしたいと考え、日本・中国・仏教学それ

ぞれの分野における研究史と課題を寄稿していた

だいた。また一部のシステムについて言語学の立

場から検証をお願いした。

先述のように、我々は多くの場面で、自然言語

処理の成果の恩恵に浴している。本特集によって、

人文科学研究と自然言語処理の関係史や現状、そ

して理科系の研究方法を知ることは、決して無駄

ではないだろう。

前置きが長くなったが、以下本稿では、筆者と

自然言語処理の関わりについて述べ、本特集への

導入としたい。

▌Web情報へのキーワード付与

筆者の勤務する東京大学経済学部資料室では、

従来から Web 上の重要資料の収集と、所蔵コレ

クションの電子化などが課題として挙がってい

た。当時、省庁再編に伴う統廃合や財政難の影響
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で、冊子で刊行されていた国の報告書・統計書類

の一部が Web 上の公開へと移行した。結果的に

多数には上らなかった [1] のだが、当時、紙媒体

はいずれ無くなるといった憶測まで呼んだのであ

る。この結果、筆者の職場では、まず Web 上の

情報収集と適切なナビゲートについて検討するこ

とになった。方法としては、Web 上に氾濫する

情報から適切なものを選び出し、それにメタデー

タ（書誌情報のようなもの）を付与し、ナビゲー

トすることとした。

当時の図書館界では、部門・分野に特化したメ

タデータ付与の検索システムの構築が盛んであ

り、東京大学経済学部もこれに準じたサブジェク

トゲートウェイを構築しようと目論んだのであっ

た。その際、付与するメタデータには、なるべく

的確な情報やキーワードを盛り込みたいと考えた。

特にキーワードは検索キーとなるため重要である。

直ぐに思いつくのは、人手でキーワードを付与

する方法だが、人間の主観で判断した場合、キー

ワード付与の仕方に、自然とぶれが生じるのは避

けられない。作業者が複数になればなおさらであ

る。このため「人間の主観によらず、客観的かつ

重要なキーワードを自動で付与できるシステムは

ないだろうか」こう考えを巡らせたのが、筆者が

自然言語処理と関わるきっかけであった。

早速情報を収集したところ、東京大学情報基盤

センターの中川教授と横浜国立大学の森助教授が

“専門用語自動抽出システム” [2] というものを配

付されていることを知った。すぐに当時同じ経済

学部に勤務しておられた前田朗氏に相談し、二人

で中川教授のところに出向いた。この結果、三人

を中心にして小さな研究会を組織し、生みだされ

たものが、本特集内の前田論文で紹介されている

言選 Web である。東京大学経済学部では、この

システムのおかげで、サブジェクトゲートウェイ

Engel を公開することができた [3]。

▌中文版言選Webへの展開

筆者の目的は、Engel に利用できるキーワード

付与ツールが完成したことで達成された。とこ

ろが、公開した言選 Web や関連ソフトが好評で、

定期的に研究会を継続することになった。中川教

授の理論と前田氏の技術により、言選 Web の性

能は日進月歩の勢いで向上した。

日本語に関してある程度の目処がつくと、次は

多言語に対応させたいということになった。西洋

諸言語については、Kiwi（本特集の中川論文を参

照）などで、中川研究室として既に実績があり難

なく対応することができた。ところが中国語は予

想外に難しかった。なぜなら言選 Web のシステ

ムに組み込める、中国語用の形態素解析フリーソ

フトやフリーモジュールが見あたらなかったから

である。

本特集の張・山本論文で述べられているように、

形態素解析システムを一から組むのは至難であり、

N-gram（本特集内の師論文参照）にしても言選

Web に組み込むには大部である。そこで考えつ

いたのは、ストップワード（停止語）を指定し

て、そこを単語の区切りと見なし、言選 Web に

判断させる方法であった。ストップワードの調整

は筆者を中心に行ったが、一つの漢字が様々な品

詞に成り得るという中国語の特性上、大変難航し

た。現在のストップワードリスト [4] は試行錯誤

の結果だが、改良の余地が多分にある。例えば当

初は Web 上の HTML1 ページ程度の、さほど文

字量の多くないテキストを想定した。このため大

量のテキストでの結果は芳しくない可能性があり、

改良の必要がある。しかし、このストップワード

図 言選 Web によるキーワードを付与した Engel のメタ
データ
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利用という思いつきが、無意味でなかったことは、

本特集の山崎論文を見ていただければ明らかであ

ろう。

なお言選 Web 中文版には、中国科学院の形態

素解析システム ICTCLAS を利用して、品詞タグ

付けを行った後、用語抽出を行う方法も用意して

いる。ICTCLAS をシステムに組み込めないため、

利用者には二度手間を強いているが、それなりの

成果を挙げている（前田論文および山崎論文を参

照）。

▌自然言語処理研究に関わって

このように、筆者が自然言語処理研究に関わる

ことになったのは、ある意味偶然であった。三人

の小規模な研究会では、多くの数式や専門用語が

飛び出して、筆者はいつもとまどうばかりである。

しかし理科系の研究者と一つのテーマに向かって

研究を進めることは大変面白く、新しい発見の連

続であった。研究の進め方、考え方から論文の書

き方、業績の作り方など、筆者がこれまで馴染ん

できた歴史学や文献学的図書館学の世界とは異な

り、非常に勉強になった。そしてこういった文理

双方が関わる研究では、意思疎通とお互いの研究

への理解が何より重要だと認識させられた。

私事になるが、筆者は学生時代、影絵劇の劇団

サークルに所属していた。影絵劇は、光源からの

光を、様々な素材を用いて作った人形や背景で遮

り、シルエットを浮かび上がらせ、観客を魅了さ

せる劇である。シルエットは基本的に平面しか表

現できないので、空間を巧く演出することは難し

い。シルエットをアニメーションのように自由自

在に扱いたい一心で、いろいろな方法を試すのだ

が、今ひとつぎこちない。しかしずっと試行錯誤

を続けていると、段々と巧く動いているように見

えてくる。一生懸命そのことだけに没頭している

とつい錯覚してしまうのだ。当然のことながらア

ニメを見慣れた子供達には、ぎこちないおかしな

動きににしか見えず、感動を呼ぶべき場面で大き

な笑いが沸き起こるのである。

文理の双方が共同して行う研究の場合、各々が

自分の認識の範囲内だけで進めると、良くも悪く

も影絵劇の例と同じような弊害が起きてくるので

はないだろうか。それぞれの思いの中では満足し

たように見えても、お互い見つめ合うと実はこっ

けいな結果になっているかもしれないのだ。

認識の違いは恐ろしいと感じた例を一つ挙げよ

う。本特集の各論文内で頻出する言葉に形態素解

析がある。形態素とは意味を持つ最小限の単位の

ことで、「漢字文献情報処理研究」という語句で

あれば、次のように 10 個の形態素からなっている。

漢 / 字 / 文 / 献 / 情 / 報 / 処 / 理 / 研

/ 究

形態素解析と言うからには、文章を上記のような

形態素の単位で切り分けるシステムと思いがちだ

ろう。ところが、これを形態素解析器にかけると、

前田論文にあるように

漢字（名詞，一般）、文献（名詞，一般）、情

報処理（名詞，一般）、研究（名詞，サ変接続）

といった分割のされかたをする。中国語の形態素

解析器 ICTCLAS にかけても

汉字/nz　文献/n　情报/n　处理/vn　研

究/vn

という結果を得る。つまり形態素解析器による結

果は形態素ではなく、単語単位で切り分けたもの

に、品詞を付与したものということになる。この

ことを自然言語処理の立場では次のように説明し

ている。

言語学では、意味を担う最小の言語要素

を形態素（morpheme）と呼ぶ。これに対

して自然言語処理では、形態素を同定する

処理、すなわち、入力文中の単語を同定し、

その語形変化を解析する処理を形態素解析
（morphological	analysis）と呼ぶ [5]。
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末筆ながら、お忙し中、本特集にご寄稿いただ

いた執筆者の方々に心より御礼申し上げます。

注

[1]	 この時期の政府刊行物の不安定さについては、拙稿「紙

媒体資料と電子媒体資料」（『漢字文献情報処理研究』3，

2002.10）を参照。

[2]	 http://www.r.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/~nakagawa/resource/

termext/atr.html

[3]	 Engel 公開までの詳細な経緯は、拙稿「経済学部図

書館サブジェクトゲートウェイサービス Engel につ

いて」（『図書館の窓：東京大学附属図書館報』43-1，

2004.2）http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/koho/kanpo/

vol43/vol43-1.pdf を参照。

[4]	 http://gensen.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/doc/ChainesPlainText

GB#get_imp_word

[5]	 永田昌明「形態素解析」（『言語の科学 3　単語と辞書』

岩波書店，2004.6）54 頁。

[6]	 東京大学情報基盤センター中川教授のご教示による。

つまり、形態素解析とは形態素を抽出する作業

ではなく、「形態素の概念を利用して単語分割と

品詞タグ付けを行うこと」[6] だと言えるのである。

したがって言語学的な形態素の理解だけで、自然

言語処理における形態素解析を想像すると、とん

でもないことになる。逆に自然言語処理の理解だ

けで、言語学の形態素の概念を想像しても、同様

に見当はずれとなる。

▌おわりに

特集の総論的な文章として、このようなものが

適当かどうか甚だ不安である。しかし、この機会

に、人文科学を研究する者の率直な思いを書いて

おくのも良いだろうと考え、恥を忍んで書き散ら

してみた。乏しい知識故の誤謬もあるかしれない

がご海容いただきたい。

この特集によって、これまで以上に多くの人文

科学研究者が、自然言語処理の世界に興味を抱い

ていただけたなら幸いである。
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自然言語処理と文献学研究
―日本語研究を中心に―

近藤　泰弘（こんどう　やすひろ）

▌	1	はじめに

自然言語処理を応用した日本語の研究は、当然

のことながら、工学系の自然言語処理研究の中で、

もっとも活発に行われてきている。しかしながら、

本稿では、筆者の専門やまた本雑誌の性質から、

もっぱら人文科学、特に日本語の語学的・文学的

研究の立場からの自然言語処理ということについ

て述べてみたい。また中国の漢籍や漢訳仏典の情

報処理研究については省略させていただくことを

御了解されたい。

論述の順序としては、まずその研究史を追うこ

とによって述べ、次に個別の問題点に順に触れて

ゆくこととする。紙幅の都合上重要な研究のすべ

てに触れることができないが、その分は参考文献

などで補っていただきたい。

▌	2	研究史を追って

▪	2.1	 日本語文献学研究と計算機の出会い

日本語研究の分野において最初にコンピュー

ターを用いた自然言語処理的な研究が行われたの

は、国立国語研究所（以下、国語研）の諸研究

である。その初期の研究成果は『電子計算機によ

る国語研究』（I ～ X）（1968 ～ 1980）、『電子計

算機による新聞の語彙調査』（I ～ IV）（1970 ～

1973）などによって公表されているが、後者の

書名からわかるように最初は新聞データの漢字や

単語の統計的分析からその研究は始まった。

この 1960 年代後半（昭和 40 年頃）は、コン

ピューター（当時は大型計算機）で漢字を扱うこ

とがきわめて困難な時代であり、漢字入力や漢

字印字をすること自体が自然言語処理研究の中心

であったといっても過言ではない。1965 年に始

まった国語研の研究では、『朝日新聞』『毎日新聞』

『読売新聞』のそれぞれ 1966 年 1 年分の朝刊夕

刊の全紙面から、ランダムに全体の 60 分の 1 の

標本を抽出し（約 200 万語）、それを形態素解析

したデータを作成した。それにより、異なり語彙

表・使用頻度・その他品詞別の使用状況などを明

らかにしたものである。そもそも、この時代の漢

字印字出力に用いられた漢字テレタイプライタは

印字スピードが秒速２字というようなものであ

り、その研究は困難を極めた。当然のことながら、

JIS の漢字コードはまだ定められておらず、漢字

キーボードディスプレイ（入出力装置）や、漢字

テレタイプライタ（のメーカー）ごとに漢字コー

ドが異なっている状態であったため各種の処理を

行うごとに漢字コードの変換がつきまとう（当然

のことながら、それぞれが覆う漢字集合の大き

さも異なっている）のもひじょうに大きな問題と

なった。

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



Journal of JAET vol.6 ● 97

自然言語処理と文献学研究（近藤）

この時代の研究としては、先にあげた新聞の調

査があるが、国語研でこの同じシステムを用い

て、試験的に行われた文学作品の研究が存在する。

ひとつは、『志賀直哉『城の崎にて』用語索引

―電子計算機による用例集作成の一実験―』

（1971）である。これは文学作品を対象とした日

本で最初の KWIC 索引である。なお元データは

漢字であるが、プリンタが低速であったため、実

際の印刷出力は半角カナのラインプリンタ出力に

よっている。また、同じ頃のものとして、国語研『森

鴎外『寒山拾得』用語索引』（1974）がある。こ

れは日本で最初の漢字プリンタを使った本格的な

KWIC 索引である。これらの研究をもって日本の

文献学における本格的自然言語処理が始まったと

いっても過言ではないであろう。国語研の用いた

新聞データの一部（約 75 万語）は 1972 年に自

然言語処理研究者に向けて公開され、多大な恩恵

を及ぼしたことも時代に先んじるものとして特筆

すべきことである。

この国語研のデータを用いた代表的研究として

は、植村俊亮『電子計算機による自動索引の研究

（上）（下）』（電子技術総合研究所・1974）がある。

これは漢字による KWIC 索引の作成方法について

理論的に追求したものであり、現在に至るまでこ

れを越える研究はない。その後、日本語研究者が

KWIC を作る際に大きな影響を与えた研究である。

また、同じデータを用いて品詞を用いた KWIC 状

の索引を作った西村恕彦他編『日本語品詞列集成』

（右順篇上下・左順篇上下・電子技術総合研究所・

1977）も文法要素をキーとしてテキストを処理

することができることを示した点で重要である。

▪	2.2	 大型計算機の時代

さて 1980 年代前半まではその処理能力から、

自然言語処理が可能なのは大型計算機（メインフ

レーム）に限られていた。1970 年代後半からは

それまでのバッチ処理（ジョブをパンチカードな

どで投入して、まとめて処理されて後から結果

がわかる方法）中心の用い方から、いわゆる TSS

処理（画面を見ながらキーボードで対話的にコン

ピューターにコマンドを発して処理を行う方法）

を用いることが多くなり、使い勝手もかなりよく

なっていた。また 1978 年に JIS 漢字規格（第一

水準・第二水準）が定められたこと、漢字プリン

タの能力も徐々に向上したこと、大型の磁気ディ

スク装置の発達でかなりの量のデータを磁気ディ

スク上でソートしたりすることができるように

なった（古くは大量データのソートは磁気テープ

を交互に入れ替えて行った）ことなど、周辺の環

境がよくなってきて、人文科学においても自然言

語処理研究と言えるものが起こってきた。

この時代の代表的な研究をあげてみると、まず

人文科学のための自然言語処理の教科書ができた

ということがあげられる。西村恕彦『人文科学

の FORTRAN77』（東京大学出版会・1978）、こ

の書は当時大型計算機で最もよく使われた言語で

ある FORTRAN（当時最新の 77 規格）の教科書

であるが、「本書は、文学部における電子計算機

教育のための教科書である」と述べるように、そ

の素材は文字・乱数・図形・数学・統計といった

人文科学のすべての分野を網羅しており、その素

晴らしい例題群とともに、日本語で書かれた人文

科学者のための最高のプログラミング入門テキス

トであることは今に至るも変わらない。本稿の筆

者は実は大学学部生の時に、この教科書（のもと

となったプリント）で著者自身による授業を受け

たのであるが、それはまことに幸運なことであっ

たが、この教科書がその後広く使われずに絶版と

なっていることはまことに残念である。新しいプ

ログラミング言語によって再生されることがぜひ

望まれる。

ところで、大型コンピューターを用いて実際に

文献学に応用した研究としては、国文学研究資料

館の諸研究をあげることができる。国文学研究資

料館では、『万葉集』をはじめ、多くの漢字を含

むデータの扱いについて研究を行った。特に、漢

字の異体字をどのようにコード化するかという問

題、（現在の JIS 漢字の用語では「包摂基準」）に

ついて、日本で最初に取り組んだ研究である田嶋

一夫による『データ処理システムのための漢字シ

ソーラス［試作版］』（国文学研究資料館・科学研

究費報告書・1980）はその集大成であり、その
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後の JIS 漢字の改訂などに際して大きな影響を与

えた。田嶋自身も JIS の補助漢字の規格策定に大

きく関わった。またこの異体字システムを応用し

た文献学的研究として、国文学研究資料館編『連

歌資料のコンピュータ処理の研究』（明治書院・

1985）がある。これは国文学研究に自然言語処

理的手法を用いて公刊された最初のものである。

この時代の計算機による文献学的研究のひとつ

の中心であった東大文学部言語学研究室から出版

された『言語研究の中の計算機』（計算機利用言

語学研究会・私家版・1982）には、荻野綱男・

豊島正之・丸山徹等による諸研究が掲載されてお

り、初期の研究の状況を知ることができる。同じ

頃のものとして、金水敏『古文献の計算機処理（一）

―東京大学国語研究室蔵恵果和上之碑文―』

（神戸大学教養部・私家版・1984）は、計算機に

よる訓点資料の処理として日本最初のものであり、

また、山口明穂・近藤泰弘・金水敏・古田啓編『音

訓篇立索引』（汲古書院・1985）は、古辞書の索

引を対象とした最初の自然言語処理による研究で

ある。

この時代には言語処理プログラムを研究者自ら

が作成して処理することが普通であり、言語とし

ては FORTRAN,COBOL,PL/I などが主に用いられ

た。文献のデータの形式もこれらの言語に適した

一行ごとの固定長フォーマットによることが多く、

作品名やページ数といった情報を行の最初の固定

された数十バイトに置き、その後に本文を置くと

いった形式がよく用いられた。

▪	2.3	 パソコンの発達

1990 年代になりパーソナルコンピューターが

高性能になり、またそれに付属する磁気ディスク

装置（いわゆるハードディスク）やプリンタも徐々

に高性能になり、かならずしも大型計算機を用

いなくても、様々な言語処理ができるようになっ

てきた。特に仮名漢字変換能力を備えたワードプ

ロセッサーソフトウェアの登場によって漢字入力

という点では大型計算機よりも使いやすくなった

ことがひじょうに大きいものがあった。またパソ

コン通信と言われるひとつのサーバーにアクセス

するタイプのネットワークが生まれ、PC-VAN や

NIFTY サーブといったそれぞれのサーバーに人文

科学者の集まる掲示板が作成され、パソコンによ

る文献学研究の方法論を交換できるようになった

こともパソコンによる研究の進展に大きな影響が

あった。パソコン上でのデータ圧縮ソフト（pkzip

や lharc）、また圧縮ファイルを英数字にエンコー

ドして掲示板などに掲載できるようにするソフト

（ish や uuencode）などの登場は文献学的データ

を通信によって交換できる道を開いた。

この時代の自然言語処理的な文献学研究の特徴

としては、データの汎用性およびその汎用的な処

理方法についての議論が深まったことにあると思

われる。これは文献学的データを誰もがパソコン

で作ることができるようになったこと、また、そ

れをネットワーク上で交換できるようになったこ

と、そしてパソコンの OS が MS-DOS か Mac に

統一されたことなどにより、データの交換性と

いった問題について誰もが関心をいだくように

なったことが要因としてあげられよう。

したがってこの時代のキーワードとしては「テ

キストファイル」あるいは「プレーンテキスト」

があげられる。アプリケーションに依存しないも

ので、明示的なタグを持たないデータ形式が好ま

れ、またそれを grep の様な汎用ソフトウェアツー

ルで文字列を検索したり、awk のような簡易でか

つポータブルなプログラミング言語によって処理

することが始まった。これらの UNIX 系のテキス

ト処理ツールが MS-DOS に移植されたことによ

りこれらのツールが利用しやすくなったことも特

筆すべきである。

情報処理語学文学研究会（JALLC）は 1990 年

代に活発に活動を行った研究会であり、フロッ

ピーディスクで配布されたその会報には有益な情

報が多い。豊島正之「TEI から見た SGML の話」（12

号・1992）同「perl で遊ぼう」（13 号・1992）、

池田証寿「漢字字書データベースの作成とその利

用」（15 号・1994）など現在でも見るべき論考

が多い。いずれかのホームページに全巻の公開が

されることを期待したい。

またこの時代の研究活動を知ることができる

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



Journal of JAET vol.6 ● 99

自然言語処理と文献学研究（近藤）

ものとして 1990 年に刊行が始まった雑誌『人

文学と情報処理』（勉誠社）がある。これは創刊

号「特集　コンピュータ利用の現在」から始まり、

2000 年の 29 号まで続いたもので、その 10 年

間における人文科学のコンピューター利用の状況

についてコンパクトに知ることができる資料であ

る。

ほぼ同じ頃に、情報処理学会に、「人文科学と

コンピュータ」研究会が発足し、年に 3 回ずつ

研究会を行うことが始まった。第 1 回は 1989 年

であり、その後現在まで継続している。この研究

会の研究成果をまとめたものとして、及川昭文監

修『講座　人文科学研究のための情報処理（全 5

巻）』（尚学社・1998）がある。これは 1995 年

度から 4 カ年に渡り上記研究会を中心に行われ

た特定研究「人文科学とコンピュータ」の成果で

ある。特に安永尚志による第 3 巻「テキスト処

理編」は文献学的テキストのコンピューター処理

についての概論となっておりきわめて有益な参考

書である。

統計的な研究では村上征勝による諸研究が重要

である。村上征勝による『文化を計る　文化計量

学序説―』（朝倉書店・2002）は大型計算機の

時代からの村上の統計的な文献学の理論をまとめ

てあってわかりやすい参考書となっている。

▪	2.4	 インターネット時代の到来

1995 年頃からインターネットにおける WWW

の利用が盛んになり、それまでごく一部の研究者

のネットワークに留まっていたインターネットは

爆発的な普及を見せるに至った。ホームページに

作成した文書を置くことで世界中からアクセス可

能になるというこの技術によって、使うことので

きる日本語の文献学的データの量も飛躍的に増大

した。またその種類も、上代から近代にいたる日

本文学作品、古辞書、漢文に至るまでのものが揃

うようになり、それ以前とは比べ物にならない研

究環境が実現してきた。国文学研究資料館・国立

国語研究所・国会図書館デジタルライブラリー・

東京大学史料編纂所・京都大学付属図書館などに

は膨大な量のテキストや画像データが公開されて

いる。

また、Windows パソコンが標準化され、誰で

も自由にパソコンが使える環境になったこと、ま

た、『国歌大観 CD-ROM 版』（角川書店・1996）

のような市販のアプリケーションソフトが販売さ

れることになったことにより、ごく一般の研究者

レベルでも、自然言語処理的手法によって研究が

できることになったこともこの時代の大きな変化

であろう。その後、『源氏物語』『吾妻鏡』『群書

類従』など種々の文献が CD-ROM 化された。

また、漢字コードが JIS の第一水準・第二水準

に留まらず、ユニコードをはじめ、様々な大規

模な漢字集合の提案があり、またそれが実用化さ

れたこともこの時代のおおきな発展である。大

規模漢字集合としては、JIS の補助漢字・第三四

水準、GT 漢字・今昔文字鏡などそれぞれ種類の

異なるものがあるが、ここではその詳細は省略す

る。漢字を含む文献の自然言語処理的手法につい

ては、漢字文献情報処理研究会の活動による発展

が大きいものがある。機関誌の『漢字文献情報処

理』（2000 ～・好文出版）や、研究会編による

『電脳中国学』（1998・好文出版）でその研究活

動の概観を知ることができる。漢字を含む多言語

の文献学的テキストを処理するノウハウに関して

はもっとも先進的な情報を提供していると言って

よいだろう。

また日本語の漢字文献についての扱いについて

は、池田証寿による研究がもっとも詳しい。氏

の主導する研究会の雑誌『古辞書と JIS 漢字』（1

号～ 5 号）（北海道大学文学部言語情報学講座（国

語）・1999 ～）はその方面の情報についてのもっ

とも詳しい情報源であり必読のものである。

もうひとつインターネットの普及によって変化

した側面としては、データの構造化ということ

に改めて注目されてきたことがあげられる。日

本で公開を前提に作られた本格的な文献学的な

データは『源氏物語』であり、1990 年に長瀬真

理等によって作成され公開された。このデータ

は COCOA 形式でタグ付けされていたが、この後、

国文学研究資料館の作成した諸データが KOKIN

ルールというタグが付されていたのをはじめ、大
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型計算機の時代にすでにデータの構造化について

は留意されていた。それが WWW の普及により

HTML というテキストマークアップ言語が普及す

るにつれ、一般にもテキストの構造化の意義が十

分にわかってきたということが重要である。その

ため、近年作られる大規模な文献学的データは何

らかの意味での構造化（タグ付け）がされている

ことが多い。代表的なものとしては、国語研の『太

陽コーパス』（博文館新社・2005）がある。これ

は XML によって近代語研究資料をマークアップ

したものであり、XSLT による各種データへの変

換ツールも含まれていることもあり、今後の研究

のひとつのモデルとなるべきものであると思われ

る。

▪	2.5	 21 世紀の研究

さて、今後の文献学における自然言語処理を応

用した研究はどのようにあるべきであろうか。現

在の最新の研究動向を見て将来を予測してみるこ

とにしよう。まず、国語研や国文研の研究に見

られるように、工学系の自然言語研究処理との共

同作業が今後ますます重要になるであろう。コン

ピューターの発達により自然言語処理の理論は急

速に進歩しているが、人文系研究者にはそれにお

いついてゆくだけの時間的余裕がないのが実情で

ある。したがって、共同研究によってお互いに足

りない部分を補いあって研究を進めることが必要

であろう。また、工学系で作成された種々のツー

ル（奈良先端大で開発された形態素解析ツール

Chasen や KWIC 索引操作ソフト Chaki など）も

もっと人文科学で使われてもいいと思われる。

また、従来の文献学における自然言語処理は基

本的には単語の統計と検索につきていたといって

も過言ではない。しかしコンピュータにできるこ

とはこれ以上のものがある。近年注目されている

のは文字の N-gram の考え方に基づく文字の出現

頻度統計をとることにより、特徴的な文字の並び

を抽出できることがわかったことである。これに

より、平安時代語の語彙の位相（近藤みゆきによ

る）、完訳仏典の諸本の特徴（石井公成・師茂樹

による）などを調査する研究などが行われており、

今後の発展が注目される。これらについてはいわ

ゆるデータマイニングの手法のひとつであると思

われ、近年自然言語処理で脚光を浴びている機械

学習の応用も考えられるところである。

▌	3	分野別の問題点と参考文献

▪	3.1	 テキストの構造化

文献学的研究のためのテキストは何らかの構造

化が必要であることは現在の時点ですでに明らか

になっていると思われる。テキストの構造化につ

いては、次の文献が詳しい。

これらを参考にして XML による簡易なタグ付

けをしておくことが今後の文献学のためのデー

タには必須の事項である。幸いに、マイクロソ

フトのオフィスアプリケーションの基本ファイ

ル形式が次のバージョンからは XML になるため

に、XML 文書を作ることはきわめて容易となっ

た。XML についての基本的知識は今後の文献学

研究者にとってますます欠かせないものになるだ

ろう。

◦	安永尚志『講座　人文科学のための情報処

理　第 3 巻　テキスト処理編』（尚文社・

1998）

◦	豊 島 正 之「TEI か ら 見 た SGML の 話 」

（『情報処理語学文学研究会会報』12 号・

1992・この趣旨を生かした発展版論文が

豊島氏の Web ページにあり）

◦	神崎正英『ユニバーサル HTML/XHTML』

（毎日コミュニケーションズ・2000）

◦	C.	M.	Sperberg-McQueen	and	Lou	Burnard,	

Guidelines for Electronic Text Encoding and 

Interchange (TEI P4),	The	TEI	Consortium,	

2002

◦	近藤泰弘「古典語のコーパス」（『日本語学』

4 月臨時増刊号・コーパス言語学・2003）

◦	国立国語研究所編『雑誌『太陽』による確

立期現代語の研究』（博文館新社・2005）
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▪	3.2	 アプリケーション

文献学の立場からの各種アプリケーションソフ

トの使い方については、次の書物に詳しい。ソフ

トウェアを使う上では、漢字コードの問題を避け

ては通れないが、これについてはきわめて問題点

が多いのでこれらの参考書に譲ることとする。

◦	漢字文献情報処理研究会編『電脳中国学』

（好文出版・1998）

◦	文字鏡研究会編『パソコン悠悠漢字術　

今昔文字鏡徹底活用』（紀伊国屋書店・

1999・改訂版 2002）

◦	漢字文献情報処理研究会編『電脳国文学』

（好文出版・2000）

◦	中村康夫『古典研究のためのデータベース』

（臨川書店・2000）

◦	伊藤雅光『計量言語学入門』（大修館書店・

2002）

▪	3.3	 プログラム言語とアルゴリズム

自分自身でプログラムを作って文献処理をする

ことを考えている人にとっては現在は適切な参考

書が少なくきびしい時代である。しかし、とりあ

えず、次のようなものがあげられる。

最後のものは文献学対象ではないが、文献学と

似たテキスト処理の必要がある DNA 分析のため

のプログラミング入門でありきわめて有用な書物

である。

◦	西村恕彦『人文科学の FORTRAN77』（東

京大学出版会・1978）

◦	田中章夫他編『朝倉新日本語講座　運用

II・人文系研究のための言語データ処理入

門』（朝倉書店・1983）

◦	水谷静夫『次第立て言語　小朱唇の手引き』

（東京女子大学日本文学科・1986）

◦	影浦峡『計量情報学　図書館／言語研究へ

の応用』（丸善・2000）

◦	中尾浩他編『コーパス言語学の技法 I　テ

キスト処理入門』（夏目書房・2002）

◦	佐野洋『WindowsPC による日本語研究法』

（共立出版・2003）

◦	James	Tisdall『バイオインフォマティクス

のための Perl 入門』（オライリージャパン・

2002）
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中国語のコンピュータ処理について
	 	 コンピュータによる中国語処理の発展と課題

張 玉 潔（ちょう　ぎょくけつ）・山本　和英（やまもと　かずひで）

▌	はじめに

中国語は世界の 20% の人口が使う言語であり、

近年の中国経済の発展に伴い、中国語で発信され

る重要な情報もますます増加してきた。そのため、

中国語への関心は近年ますます高まってきており、

これに伴ってコンピュータによる中国語の自動処

理も重要視され始めてきた。最近、いくつかの著

名な研究機関や企業が、中国語と英語や日本語な

どとの機械翻訳の研究開発に本格的に力を入れて

いるのはその証拠である。

当然、中国国内でも中国語の言語研究及び中国

語の情報処理は盛んに行われている。本稿では、

中国国内における中国語処理の発展状況と最新技

術及び課題を概観する。

中国では中国語に関する研究の歴史は長い。文

字と韻律に関する学問は昔から盛んで、多くの輝

かしい業績を挙げてきた。20 世紀になると、中

国語研究は西欧言語学理論の影響を受け、現代中

国語の音韻学・語彙論・文法及び意味論の分野が

開拓され、その後の現代中国語研究は、西欧言

語学の思想を吸収しながら発展してきた。特に

1980 年以降、中国の改革開放政策を背景に、コ

ンピュータ技術の導入と計算言語学の成果を導入

し、中国語の言語研究は急速に発展してきている。

中国語の言語研究は以下の二つの面から推進さ

れている。すなわち、一つは中国語を第二言語と

する言語教育であり、もう一つは中国語の情報処

理である。中国語の情報処理の研究については、

主に三分類することができる。すなわち、⑴西欧

の計算言語学の成果を中国語に適応し、中国語の

特徴に適合するような中国語の計算言語学の理論

を立てること、⑵機械翻訳・情報抽出・情報検索・

自動要約などの他に応用可能なシステムを開発す

ること、⑶中国語の言語知識のデータベースとタ

グ（情報）付けされたコーパスを構築して、情報

処理のための様々な法則を発見することである。

▌	コンピュータによる漢字の入出力

コンピュータによって中国語を処理できるよう

になったのは、英語などよりも遙かに遅れていた。

1980 年以降コンピュータでの漢字の入出力につ

いて取り組み、実現までには約 10 年を要した。

1983 年当時は、コンピュータは主に外国から

の輸入品であったため、漢字を表示することがで

きなかった。当時筆者（張）は、漢字のフォン

トをデザインし、コンピュータの文字表示機能を

使ってコンピュータに漢字を表示させるというシ

ステムの開発に携わっていた。

当時のコンピュータの記憶容量がごく小規模

だったため、綺麗にデザインされた漢字フォント

を圧縮しなければならず、また出力時には元の綺
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麗な字形に復元しなければならなかった。このよ

うな制限の下で、研究者は漢字フォントの圧縮技

術をめぐって様々な知恵を生み出したのである。

漢字を入力する方法は研究者と一般人の双方に

より数多く考案され、また実践された。その中で、

発音表記（拼音）に従う方法が一般の人に最も利

用されている。他方、字形に基づく方法もある。

これは一つの漢字を上下、左右、内外の部分に分

解し、一定のルールに従って入力する方法である。

この方法は入力速度が速いため、大量の入力作業

が必要な人によく使われている。

漢字の入力における重要な技術の飛躍は、連想

の概念を導入したことであった。文字と文字、あ

るいは単語と単語の連想により、コンピュータは

自動的に後続する文字の候補を絞り込んで提示す

ることが可能となり、これによって入力スピード

が格段に速くなったのである。例えば、「中」を

入力するだけで後続文字候補として「国」、「华」

などの文字が提示され、入力したい文字の番号を

押せばその文字が入力される。これは後に携帯電

話なで使用される予測入力技術（または予測変換

技術）と原理的には同一技術である。

キーボードによる漢字の入力問題の解決後、漢

字の手書き入力や音声入力技術も開発され、それ

ぞれ実用のレベルに達している。現在では、多く

の OS が中国語の入力や表示を実現している。

▌	中国語の形態素解析

中国語は日本語と同様分かち書きをしない。つ

まり単語間に空白（スペース）がないため、言語

の自動処理の第一歩として「文を単語に分割」「単

語ごとに品詞の情報を付与」の二つが必要である。

これらの処理は日本語の形態素解析に該当する。

この段階は 1990 年からおよそ 10 年間を要した。

▪	単語の定義

文を単語に分割するには、まず「単語」（中国

語文法で言うところの「詞」）がどのような単位

かを定める必要がある。中国語では、単語の定義

について多種多様な意見がある。中国語を母語と

する人に調査したところ、テスト用文章に対して

単語の認定は約 70％しか一致しなかった。

漢字の情報処理を推進するために、1992 年に

中国政府が中国語情報処理用単語分割基準（中国

国家基準 GB13715）を制定した。これによると「結

びつきが強く、安定した状態で使われる二つある

いは三つの文字列を単語の分割単位とする」と定

義している。ここでの「強く」と「安定」という

用語は工学的にはあまり厳密ではなく、解釈に問

題が残もものの、この基準によって単語分割用の

単語リストを作成することが可能となり、単語分

割ツールの開発が一歩先に進むこととなった。

▪	単語分割タスクの難しさ

日本語では、用言は時制とアスペクトによる活

用（語形変化）があり、また使用文字として漢字

以外にひらがな、カタカナ、アルファベットと多

様なため、これらがいずれも単語分割の大きな手

掛かりになる（ただし文字種の区切りと単語の区

切りとは完全には一致しない）。しかし、中国語

には語形変化がなく、文字種も原則として漢字の

みであり、日本語と比べ単語分割は困難である。

▪	単語分割手法

主な分割手法は、語彙構造知識に基づくルール

ベース手法（規則に基づく手法）と大量の用例に

基づく統計的手法、及び両方を統合した手法とに

分かれる。以下に、語彙構造知識の例を挙げる

（Gao 他 2003）。

⑴	単語の重複：干干净净，研究研究

⑵	接頭語＋単語：副部长，非党员

⑶	単語＋接尾語：全面性，朋友们

⑷	動詞間に助詞・副詞挿入：看得出，看不出

⑸	動詞＋時制助詞：克服了，蚕食着

⑹	動詞＋方向補語：走进，走出来，

⑺	動詞の分離形式：洗了澡，洗个澡

例えば、⑴の「干净」は単語辞書に登録されて

いるが、「干干净净」は未登録である。⑴の規則

により、単語を構成する二つの文字がそれぞれ重
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複してできた四文字列も単語になる。よって、文

「房子打扫得干干净净」に対し、「房子 打扫 得

干干净净」のように分割される（空白は単語の

区切りを表す）。この規則がないと、誤った分割

結果「房子 打扫 得 干 干净 净」となってしまう。

規則に基づく手法の中で最も平易な手法は、文

頭から文末に向かって文中の単語を単語リストと

照合し、その中の最長文字列を単語とする方法（最

長一致法）である。

例①はこのようにして分割した結果を示す。二

番目の「将」と三番目の「来」は照合する単語リ

スト中に「将来」があるため、「将来」の一語となる。

同様に六番目の「外」と七番目の「交」は「外交」

の一語と認識される。さらに、上の語彙構造知識

⑶「単語＋接尾語」を用いることで、単語「外交」

と後続の接尾語「家」が一単語として認識される。

例①	他 将来 想 当 外交家。

しかし、この手法では例②の文が例③に示すよ

うな分割結果になり、正しく解析できていない。

例②	他将来日本留学。

例③	他 将来 日本 留学。

文字列「将来」は二つの分割の可能性がある。

すなわち例①の「将来」一語か、例③の正しい分

割「将」と「来」の二語である。これをコンピュー

タに正しく分割させるには、必要な文法と意味の

知識を教える必要がある。例えば、例③では主語

「他」の後ろで時間の意味を表す「将来」は「日本」

を修飾することができない、というような文法の

知識をコンピュータに教える必要があるだろう。

▪	単語分割の難点

単語の自動分割でよく間違いが起こる原因は、

単語リストを利用するとき生じる曖昧さにあるこ

とが明らかとなった。文自体は唯一の単語列を持

つが、局所的に文字列を単語リストと照合すると、

一つ以上の分割結果が起こり得る。これは中国語

で「偽曖昧」とも呼ばれ、主に以下の二種類がある。

⑴	包含型：前後の二つの文字は、単語リスト

により、一つの単語になることもできるし、

二つの単語になることもできる。

例②はこのような例である。本来二つの単語に

分割されるべきものであっても例③のように一つ

の単語として認定される。

⑵	交差型：ある文字は、単語リストにより、

直前の文字と結合して一つの単語になるこ

ともできるし、後ろの文字と結合して一つ

の単語になることもできる。

例えば、例④（黄他 2003）の中の文字「流」

に関して、「信息流」と「流入」は共に単語である。

正しい分割結果を例⑤に示す。

例④	防止有害信息流入和传播

例⑤	防止 有害 信息 流入 和 传播

このような問題が生じるのは、中国語の文字が

他の文字と結合して単語になるという結合力の強

さに起因する。文献によると、中国語では 1 文

字あたりのエントロピー（情報量）は 9.71 ビッ

トであり（劉他 1987）、日本語の場合（1,500

個のかな・漢字に限定した場合）では 1 文字あ

たりのエントロピーは約 3 ビット（中川 1988）

と報告されている。中国語で 1 文字のエントロ

ピーが大きいことは、文字と文字とが結合して単

語となる多様性が高いことを意味する。

単語分割問題を解決する方策として構文解析と

意味解析についての研究が行われ、実用システム

も開発された。他方、このような方向性に対して

疑問を持つ研究者もいる。すなわち、単語分割の

問題がそれよりもより難しい構文解析と意味解析

によって解決されるのは本末転倒ではないか、と

の疑問である。実際に、上で紹介したような曖昧

な例文を対象とする実用システムを用いた実験で

は、良い結果が得られなかったと報告されている。

▪	単語分割のための言語情報

単語分割に使われる単語リストあるいは単語辞

書には、単語の品詞や意味などの静的情報が記載
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されるが、これらが実際のテキスト分割に際して

どのような問題を生じさせるか、またそれをどの

ように解決するかに関する情報は記載されていな

い。そのため、自動単語分割に必要な情報がまだ

不足していると意識されるようになった。

そこで、まず包含型と交差型の問題に対して、

大量のデータを用いて調査が行われた。事前に決

められた単語リストにより、問題が生じる文字列

が抽出、分類された。そして出現頻度が高い順に、

文字列の分類ごとにどのような場合でどのよう

に分割するかの情報がデータベースに蓄積された。

このようないくつかの研究成果により、単語自動

分割には詳細かつ膨大な情報を必要とすることが

明らかとなった（孫他 1999・黄他 2003)。同時に、

単語という分割単位がより明確に定義されるよう

になった。すなわち、次のいずれかに該当するも

のを単語と定義したのである（Gao 他 2003）。

ア	分割用単語リストの中の一つの単語と照合

できる文字列

イ	語彙構造知識により単語として生成できる

文字列

ウ	人名、地名または組織名

エ	期日、時間、時間の長さ、貨幣、温度、長

さ、面積、体積、重さ、住所、電話・ファ

ックス番号、メールアドレス

イの情報は規則として表現し、これを適用する

ことで実現できる。ウの固有名詞に対しては専用

のツールを作る。エの単語の構造は生成規則で表

現し、有限オートマトンで実現することができる。

▪	品詞同定処理

もう一つ、分割された単語ごとに品詞を決める

という処理方法がある。中国語には、一単語が多

数の品詞を持ち、また 1 つの品詞が多数の文法

機能を持つという特徴がある。例えば「把」は以

下に示すように 3 つの異なる品詞を持つ（兪）。

例⑥	他 把 茶壶 打 碎 了。（介詞）

例⑦	他 买 了 一 把 茶壶。（量詞）

例⑧	今天 由 他 把 球门。（動詞）

品詞分類体系は長期間議論されているが、広く

受容された分類体系は未だ存在しない。また、仮

に分類体系が決まっても、これに従って数万個の

単語に品詞を付与するのは膨大な作業である。更

に、実際のテキストに対して単語の品詞付けを行

うのは、コンピュータにとって容易ではない。

▪	品詞同定の手法

現在の技術では、単語の品詞付けを単語分割と

同時に行うのが一般的であり、音声認識分野で発

展してきた隠れマルコフモデルと呼ばれる統計的

手法を単語分割と品詞付けに応用することで、良

好な結果が得られることが知られている（中川

1988）。

具体的には、まず品詞を付与した大量のデータ

から隠れマルコフモデルのパラメーターを推定

する（この作業をデータからの「学習」と呼ぶ）。

次に未知文に対し、学習したモデルを利用して単

語分割を行う。統計手法は学習データがあれば効

率的にモデルを構成できるが、学習したモデルが

どこまで本来の言語規則に合致するかは、用意し

た学習データに依存することになる。そこで実際

のシステムでは、得られた結果に対してさらに精

密化を行っている。具体的には、頻繁に誤る品詞

付け部分に対し、これを正しい品詞に直す規則を

作っておいて修正を自動的に行う、といった処理

を行うことで処理性能を改善させるのである。

▪	未知語の問題

未知語とは、「事前に用意した単語辞書に掲載

されていない単語」のことで、新語などがこれに

該当する。新語は時代と共に増え続けるため、単

語辞書が常に全ての単語を網羅しておくことは原

理的に不可能であり、従って未知語をどう処理す

るかは単語分割の品詞付けにおいて大きな問題に

なる。一般的に言えば、文の中に未知語が含まれ

ると、影響がその前後の文字列にも波及し、間違っ

て分割されることが少なくないからである。

これに対し、文中における単語の境界を測定し、
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その品詞も推定することを目的とする研究が最近

増えてきた。一つの解決方法として、品詞分類に

未知語のための分類を設け、隠れマルコフモデル

を学習させるやり方が挙げられる。このモデルに

より、未知語の分類の単語を認識できるようにな

り、また、各文字が単語を構成する際の情報を収

集し、これによって未知語を認識することが可能

となる。例えば、各文字が単語の先頭、中央、末

尾になるそれぞれの場合について頻度を測定する

ことで単語境界の妥当性を判断するのである。

▪	研究グループの紹介

ここでは、中国語の形態素解析に関する研究と

システム開発を行っているグループを紹介する。

中国国内では、北京大学・清華大学・山西大学・

中国科学院計算技術研究所が挙げられる。

北京大学は、10 年以上をかけて中国語の単語

の定義、単語の分割基準を研究してきた。その研

究成果として「現代漢語文法情報辞書」（約 7 万

語）（兪 1997）や「人民日報のタグ付きコーパス」

が作成され（兪他 2000）、自動単語分割と品詞

タグ付けツールが開発された（Zhou 他 1994）。

これらの研究成果は中国語処理のデファクトスタ

ンダード（事実上の標準）として広く用いられて

いる。また、上記コーパスは大規模であるため、

中国語情報処理研究への影響も大きい。北京大学

と清華大学は、中国・西洋・日本の人名などの人

名辞書、中国国内と外国の地名などの地名辞書、

及び中国国内と外国の組織名などの組織名辞書を

広く整備した。これらの辞書はシステムの高性能

化に貢献している。単語品詞分類は、幾つかの体

系が各グループにより提示され、各グループ開発

の形態素解析システムとコーパスとに使われてい

る。中国科学院計算技術研究所は複数の品詞分類

体系間を自動的に変換するツールを開発した。

上に紹介した研究グループはそれぞれ各自で形

態素解析のソフトを開発し、単語分割と品詞付

けの正解率が 90％以上に達したことが各グルー

プにより報告されている。単語の定義及び単語分

割において多岐にわたる問題がまだ残されている

が、中国語を単語に分割する技術は実用のレベル

に入ったと言ってよい。

▌	中国語の構文解析と意味解析

機械翻訳・文生成・要約など中国語情報処理で

は、中国語文の構文解析と意味解析が必要である。

中国語には文法構造を表す表層的情報が少なく、

語順もより自由であり、構文構造を把握するため

の手掛かりが少ない。中国語の意味は単語の意味

から直接構成されたとさえ言われることもある。

▪	文法研究

古来、中国語文法の研究は、形式・構造より意

味を重視していた。19 世紀後半から、西洋の言

語構造と言語形式に関する理論の影響を受け、中

国語文法を体系的に記述する研究が始まった（代

表的な著作に『馬氏文通』『新著国語文法』『中国

文法要略』『中国現代語法』などがある）。

近年、中国語の特徴を踏まえ、意味重視の中国

伝統的言語研究手法と言語形式重視の西洋言語理

論とを融合する方向に研究が進んでいる。近年の

中国語の言語現象を記述する文法理論として、文

字本位文法理論、単語・句本位文法理論、小句本

位文法理論などが提案されている（詹 2000 年）。

▪	構文解析の発展

1980 年の後半よりコンピュータによる中国語

情報処理が始まった当時、西洋言語の様々な文

法理論と構文解析の方法が導入された。例えば、

チョムスキーの変形生成文法・格文法・機能文法

などが中国語構文解析の自動化に応用され、中国

語の文法に関する知見が人手により蓄積されてき

た。これら西洋言語を記述する仕組みは、中国語

の言語現象に適用できない点が多い。しかし、言

語現象を規則で表現する考え方と記述手段及びコ

ンピュータ処理のためのアルゴリズムは、中国国

内の研究者に有益な影響を与えてきた。

1990 年以来、上述した異なった複数の中国語

文法体系について、研究グループはそれらの文法

をコンピュータにより実現し、検証実験を試みた。

この分野の研究は始まったばかりであり、どの理
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論が中国語をより正しく記述できるか、またどの

文法がコンピュータにおいてより効率的に実現で

きるか、といった結論を出すのは時期尚早である。

▪	構文解析の手法

構文解析の処理とは、文中の文法成分を認定し、

文法成分の階層構造を識別し表現することであり、

この手法も形態素解析の場合と同じく、主に規則

に基づく処理手法とコーパスに基づく統計手法と

がある。前者を補強するために、複雑な特徴を取

り入れる手法もある。また、前者と後者との手法

を融合すべきとも提唱されている。

構文解析の一例として、例⑨の文が例⑩のよう

な構文構造を持つことを説明する。例⑩では、階

層構造は括弧で表現される。まず括弧 1 で単語

「是」と「主席」が結合して一つの文法成分（仮

に成分 1 と呼ぶ）となる。次に、括弧 2 で単語

「他」と成分 1 が結合して一つの文法成分（仮に

成分 2 と呼ぶ）となる。同様に括弧 3 で単語「认为」

と成分 2 が結合して一つの文法成分（成分 3）と

なり、最後に括弧 4 で単語「我们」と成分 3 が

結合して一つの文法成分（成分 4）となる。

例⑨	我们 认为 他 是 主席

例⑩	（₄我们（₃认为（₂他（₁是 主席））））

中国語文の構文解析研究は、当初チョムスキー

の変形生成文法を取り入れて始められた。しかし、

上述のように、中国語は英語と違い構文構造上の

制約がより少ないため、西欧言語を対象とする解

析手法を直接中国語に使用するのは問題があり、

中国語に適応した方法が模索されている。

統計的手法とは、構文解析済みのコーパスから

文法を学習して構文解析ツールを開発することで

ある。この研究は最近活発であり、ペンシルバニ

ア大学の研究グループによって開発・公開され

た Penn	Chinese	Treebank は、世界初の中国語構

文解析済みコーパス（treebank と呼ぶ）である

（LDC）。これは、英語の treebank の仕組みに基

づいて作られたものであるが、中国語の文法と構

文解析（Xiong 他 2005・吉田他 2003）の進展

に大いに貢献した。清華大学は 1998 年から 5 年

間をかけて、100 万字の中国語構文解析済みコー

パスを構築した（周 2004）。このコーパスは新聞・

小説・教科書などからの文章により構成され、現

代中国語の言語状況をよくカバーしている。

文の構文構造は階層構造木で表現されるが、付

与される情報の特徴として、構文単位の内部にお

ける構成成分相互の意味関係、構文単位の相互の

結合関係、及び構文単位の中で焦点となる単語な

どが考えられた。例えば構造木の任意の非終端節

点には「文法成分ラベル」「成分関係ラベル」の

二種類の情報が付与される。文法成分ラベルは全

部で 16 個あり、文字・単語→句（チャンク）→

文→段落の各文法成分を表現できる。例えば、名

詞句のラベル np、時間を表す句のラベル tp、数

量を表す句のラベル mp などである。成分関係ラ

ベルは全部で 27 個あり、例えば節の中の主語と

述語の関係、述語と補語の関係、修飾関係の種類

（「定中」と「状中」）、概念と機能語との間の構成

関係、といった多様な関係を表現できる。

清華大学はこのコーパスから構文解析システム

と文法を抽出するツールを開発した。また、この

コーパスのデータをほかの文法体系、例えば依存

文法に変換するツールも開発している。

中国語文の構文構造全体を解析する技術は、ま

だ実用的なレベルには至っていないため、文より

も小さい部分、例えば句（チャンク）を解析する

研究（チャンク解析と呼ばれる）が多く行われ

ている。名詞句・動詞句などのチャンクの認識は、

文全体の構文構造を解析する際の基礎的技術であ

り、情報処理の応用的課題の中には、基礎レベル

の解析によって問題を解決できるものがあるため、

チャンク解析も必要とされているのである。

▪	構文解析の課題

一方、中国語の一部の言語現象に限定して観察

し、それを記述する文法研究もある。その対象は、

主にコンピュータではうまく解決できない個別の

言語現象である。そのため、コンピュータに必要

な知識を教えるために、その言語現象を解析し、

文法を記述し、さらにコンピュータが実現できる

表現方法を考案する必要がある。

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



108 ● 漢字文獻情報處理研究　第 6号

人文科学研究と
自然言語処理特集2特集2

◦	名詞＋動詞のような単語列から生じた曖昧な構

造を解消する研究

例⑪	维护大局积极进取

例⑫	维护大局的稳定

例⑪は、维护⒱と大局⒩とは述語と目的語の

VP になるが、例⑫は、维护⒱と大局⒩とは直接

関係しない。

◦	“介詞「被」＋動詞句 1＋動詞句 2” のような単

語列から生じた曖昧な構造を解消する研究。

例⑬	被警察抓住 vp1罚了款 vp2

例⑭	被老师批评 vp1写了检查 vp2

同じ “ｐ「被」＋ vp1 ＋ vp2” の構文単位列でも、

例⑬は介詞「被」の修飾範囲が vp2 までだから、「警

察」は「抓住」と「罚」の動作の主体となる。例

⑭は介詞「被」の修飾範囲が vp1 までだから、「老

师」は「批评」の動作の主体となり、「检查」の

動作の主体ではない。

構文構造を正しく解析できないと正しい意味は

得られない。先行して構文上の曖昧な問題を研究

しない限り、構文解析の実現は困難である。

以下に、中国語構文上の主な問題点を挙げた（陸

1998）。

◦	単語の品詞列が同じで構文構造が異なる

上の例⑬と例⑭はこのようなケースである。前

述したように、中国語は一品詞がいくつかの構文

成分あるいは構文の役割となるが、表層的な識別

情報がない。例⑮は、いずれも動詞＋動詞の列で

あるが、それぞれ異なった構文成分になる。

例⑮	打算 回家（述語　目的語）

	 	 	研究 结束（主語　述語）

	 	 	挖掘 出来（述語　補語）

	 	 	唱歌 跳舞（並列）

◦	単語と品詞列が同じで構文構造が異なる

例⑯	不　适当地管教孩子，对孩子不利。

例⑰	不　适当地管教孩子，对孩子不利。

例⑯では、「不」は「适当地管教孩子」を修飾する。

例⑰では、「不」は「适当地」を修飾する。すな

わち同文だが、意味解釈が複数存在するのである。

◦	単語列が同じでも、文法上で正しい構文成分に

なる場合とならない場合がある

◦	文中の代名詞の照合問題

▪	意味解析の研究

一般に、文の構文構造が分かれば文の意味を解

析できるとされる。文の各構文成分や成分間の修

飾関係から、動詞の施事（動作の主体）・受事（受

動者）・与事（与えられた主体）・手段・時間など

の情報が得られる。しかし、構文構造が文の意味

により違ってくることが度々あり、構文解析の問

題は意味解析と結合して解決すべきとされた。

例⑱	鸡不吃了。

例⑱の「鸡」は「吃」の施事であるか、受事で

あるかをまず決めないといけない。多くの場合人

間は文の前後の情報により判断できるが、これを

コンピュータに如何に判断させるかは、情報処理

の実用的な問題となる。

また、意味解析のために人間が持つ常識をコン

ピュータに教える必要がある。中国語の HowNet

は、コンピュータ上の知識データベースを実践し

たものである（董 2004）。HowNet では「個体」

「個体の属性」「個体と個体の関係」「時間」「空間」

などを中心に据え、意味を表現するために意味素

の体系が設けられ、中国語単語から共通の文字を

抽出し、これを意味素として使用する（意味素は

全体で 800 程度ある）。個体と個体の関係は全体

で 16 種類あり、例えば「上下」「同義」「反義語」「部

分と全体」などの関係がある。HowNet は 6 千個

の中国語単語を意味素と個体の関係により定義し

た。例⑲と例⑳に定義された単語の一例を示す。

例⑲

単語 =打

品詞＝ V

例＝～酱油，～张票，～饭，去～瓶酒，
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醋～来了

英語訳＝ buy

英語訳の品詞＝ V

英語訳の例＝

意味素による定義＝ buy｜买

例⑳

単語＝打

品詞＝ V

例＝～毛衣，～毛裤，～双毛袜子，～草

鞋，～一条围巾，～麻绳，～条辫子

英語訳＝ knit

英語訳の品詞＝ V

英語訳の例＝

意味素による定義＝ weave｜编织

HowNet を利用して様々な知識を抽出できる。

例えば、破壊の意味を持つ単語を全て探すとか、

二単語間の意味上の類似度を計算する、などと

いった処理が可能である。最近、HowNet を利用

して、情報検索と機械翻訳に応用する研究が増え

てきており、研究成果もいくつか報告されている。

▌	終わりに

以上、中国語言語処理の発展と課題について紹

介した。この分野の内容は多岐に亘っており、本

稿で紹介したのはこれらのごく一部である。また、

我々の知る限りにおける概要であるため、中国語

言語処理における重要な研究テーマ・技術・研究

グループが網羅できていないかもしれない。

中国語言語処理の理論と技術については、今後

より一層研究を進める必要があり、我々もこの分

野でより多くの研鑽を積む必要がある。機会があ

れば、改めて新しい情報を紹介したい。
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仏教学における自然言語処理
師　茂樹（もろ　しげき）

▌	はじめに

仏教学においては、扱うテキストの多くがサン

スクリット語、チベット語、古典中国語など複数

の言語にまたがっていること、密接な関係にある

隣接分野のインド学において言語研究が盛んなこ

と、偽作・偽訳などの問題が古くから大きな関心

になっていること、等々の理由から、言語の問題

に大きな関心が払われてきた。一方、コンピュー

タに関しても、その登場のころから強い関心が向

けられ、現在に至るまで様々な分野で積極的に利

用されている。

本稿では、仏教学の中で行われてきたコン

ピュータを利用した研究のうち、特に複数言語間

の比較研究と確率・統計的な研究に焦点を絞り、

簡単に紹介していきたい。

▌	複数言語間の比較研究

インドで創始されアジア全域に広がった仏教の

テキストは、伝播の過程で様々な言語に翻訳され

ている。インドにおいてパーリ語やサンスクリッ

ト語などで書かれた仏典は、残念ながら多くが失

われてしまったため、チベット語や中国語などに

翻訳されたテキストを比較し、原語を復原、もし

くは復原的に考慮しながら読解するという研究方

法がとられてきた。またそれだけでなく、この方

法は、例えばサンスクリット原典と漢訳の音写語

の比較を通じた六朝音や唐代音の復原研究、ある

いは西夏語訳された『華厳経』『六祖壇経』など

と漢語原典との比較を通じた西夏語の復原研究な

ど、言語学の分野でも活用されている。

横山紘一・廣澤隆之『漢梵蔵対照瑜伽師地論

総索引』（山喜房仏書林、1996）はまさにそのよ

うな研究のための工具書として作られた労作の

ひとつであるが、両氏が本書を出版するために

作成した漢訳語・サンスクリット語・チベット

語の対照テーブルを 1999 年末に公開 [1] したこ

とは、当時大きな話題となった。このテーブル

は現在、Charles	Muller 氏の Digital	Dictionary	of	

Buddhism[2] をはじめ、さまざまなデータベース

に組み込まれ、活用されている。

また、漢字仏典とは直接関係ないが、鈴木隆泰

氏をリーダーとするチベット語・サンスクリッ

ト語間構文対照電子辞書プロジェクト eDic[3] は、

まさに自然言語処理的な手法による研究を目指す

ものとして、今後の展開が注目される。

図 1 eDic の検索結果
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仏教学における自然言語処理（師）

▌	確率・統計的な方法による文献比
較

▪	計量文献学による研究

1851 年にド・モルガンが、単語の長さの平均

値に著者の特徴がでるのではないかというアイデ

アを出して以来、欧米では文章の数量的性質か

らその特徴を見出そうとする研究が行われてきた。

この方法は、実際に文章を読んで内容面から検討

する従来の方法ではわかりにくい偽作（贋作）な

どの著者推定で特に用いられており、著者がはっ

きりとしない場合が少なくない宗教文献の研究に

おいては大きな効果が期待できる。

この方法は、偽作の判定に用いられたり、記述

内容ではなく形式的な特徴に注目することが多

かったりすることから、文章の「指紋」を見つけ

るための方法と比喩的に説明されることが多い。

文体に指紋があるとすれば、それはどの

ようなものだろうか？それはおそらく、あ

る著者の文体的な特徴―例えば ‘such	

as’ の生起度数といった、まったく取るに

足りないと言ってもよいような特徴を組み

合わせたもの―であって、指紋と同様に

その人に特有のものであろう。文体上些細

で取るに足りぬ特徴だからといって、文体

分析に利用しない理由にはならない。指先

にある渦巻や輪が我々の容姿においては大

切でも目につくわけでもないが、指紋が一

生涯変わらないように、そういったものこ

そが著者の叙述において変化することのな

い特徴となるはずであり、他の書き手には

見られないその人だけのものとなるはずで

あろう [4]。

この方法を漢字文献や日本語文献に対して適用

しようという試みは、単語の分かち書きをしない

という言語的な性質をはじめ、漢字処理技術の遅

れ、そして日本の文献学界の保守性などもあり、

欧米よりもかなり遅れることになったが、最近で

は国文学、仏教学、中国古典などでも徐々に活用

されるようになってきている。

仏典に対して本格的に確率・統計的な分析を

行った研究としては、まずは伊藤瑞叡氏・村上征

勝氏らによる共同研究 [5] をあげなければならな

いだろう。この研究では、従来、日蓮の著作とさ

れながらも偽作の疑いが強かった『三大秘法禀承

事』の真贋を判定するために、日蓮の著作におい

て特徴が出やすい「所」「これ」「是」などの語の

使用率を比較し、クラスタ分析を行うことで、真

作である可能性が高いと結論している。この結論

をめぐっては論争もあったようだが [6]、いずれ

にせよ現在では村上氏らの方法が「計量文献学」

という名前で定着した感がある。

その後、次に述べる N グラムモデルに基づい

た統計分析や後藤義乗氏による研究 [7] など、こ

の方法による研究は着実に実績が積み重ねられて

いると言っていいだろう。

▪	Nグラムモデルによる研究

上でも少し述べたが、仏教学における自然言語

処理を利用した研究として注目されるのは、N グ

ラムモデルによる仏典の比較研究である。この方

法は、前の計量文献学による研究と共通する部分

が多いが、本誌を中心として広がった方法である

ことから、ここでは独立して紹介したいと思う。

N グラムとは、確率・統計的自然言語処理の分

野で広く用いられている言語モデルである。N グ

ラムとは「n 個の文字列または単語列」のことで

あり、テキスト中に出現する文字列の頻度によっ

てテキストの特徴を割り出そうという方法である。

例えば、「摩訶般若波羅蜜多心經」という文章を

3 グラムで（3 文字ずつ）分解すると、

摩 訶 般

訶 般 若

般 若 波

若 波 羅

波 羅 蜜

羅 蜜 多

蜜 多 心

多 心 經
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れは、現代人の古典語に対する「内省」

（introspection）（語感）の欠如を補うこと

ができ、文学研究に貢献する。なぜなら、

古典文学の正しい読みにとって、「内省」（文

法的直観と言語外知識など）の欠如は大き

な障害のひとつだからである。

これは別の言葉でいえば、計量文献学が仮説検

証型の研究方法であるのに対して、N グラムモデ

ルによる分析は仮説形成型の研究 [9] とも言える

だろう。

さて、仏典研究における N グラムモデルの応

用 は、 石 井 公 成 氏 の 提 唱 す る NGSM（N-Gram	

based	system	for	Multiple	document	comparison	

and	analysis[10]）によってツールや研究方法の開

発が促進されたと言ってよい。石井公成氏 [11] や

角田泰隆氏 [12]、道元徹心氏 [13] らによって研究

が蓄積され、筆者（師）もクラスタ分析やツール

の開発などを行った [14]。特に筆者は、先に述べ

たような仮説形成の面を重視して、すべての玄奘

訳仏典（一部外典も含む）のような大規模な文献

群に対するクラスタ分析にも取り組んでいる（図

2）[15]。

▪	文字知識データベースを用いた分析

沖本克己氏は禅宗の成立に大きな影響を与えた

仏典の多くが中国撰述もしくはその疑いがもたれ

ていることから、文字単位（先の N グラムモデ

ルで言えば 1 グラム）での統計分析による比較・

分類を行った [16]。この研究では、表語文字であ

る漢字の特性に鑑み、文字単位での頻度分析から

用語の特徴を探ろうとしており、先駆的な研究だ

と言える。

しかしながら、形・音・義を備える漢字を表現

する方法として文字コードはあまりにも貧弱すぎ

る。したがって、従来の文字コードに依存した確

率・統計的分析には様々な問題点や限界が指摘さ

れてきており、その解決のためには余計な手間（例

えば、音韻解析のために、ローマ字で発音を表記

するテキストデータベースを作成するなど）をす

る必要があった。

という 8 つの文字列がそれぞれ一回ずつあるこ

とがわかるが、それはつまり「摩訶般」も「羅蜜

多」も同じ確率で発生し、「摩訶經」というよう

な組み合わせの文字列が発生する確率はゼロ、と

いうことを意味する。同様に日本語の文章で「ば

らき」という音の列は「茨城」「原木中山」など

の地名、「薔薇・木」「バラキ（マフィア映画のタ

イトル）」など、単語レベルでもそれなりに高い

確率で発生するが、順番を並び替えただけの「ら

きば」という音の列は、「これから木場へ行く」

など複合的な例はあるものの、「ばらき」と比べ

て発生する確率はかなり低いと言える。この確率

の差や分布によって、文章や言語の特徴を記述し

ようというのが N グラムモデルである。すなわち、

単語や文字（「アイテム」と総称）の生起が直前

のアイテムのみに依存するという一方向的・線的

性質なものとして言語をモデル化し、確率・統計

的な処理の俎上にのせたものである。N グラムモ

デルによるテキストの比較分析は、北研二氏によ

る多言語コーパスの分類 [8] をはじめ研究が積み

重ねられており、古典文献の分析においても、近

藤みゆき・近藤泰弘夫妻による国文学・国語学に

おける応用を皮切りに、仏教学、中国古典などに

も広がっている。

先に紹介した計量文献学的方法との違いをあえ

て述べるならば、計量文献学においては文章の特

徴が出やすいと思われる部分（先の日蓮遺文研究

では「所」「これ」「是」など）を研究者の側で指

定することが多いのに対して、N グラムモデルに

よる研究においてはあり得る文字列の組み合わせ

を網羅的に扱おうとする点が異なる。この点につ

いて、N グラムモデルによる古典研究の先駆者の

一人である近藤泰弘氏が、コンピュータを利用し

たテキスト研究の期待されることとして、次の 2

点をあげているのが示唆に富む。

⒈	徹底的に網羅的な研究（すべての単語・す

べての文字の単位にまで網羅性を及ぼすこ

とが可能になる）。

⒉	それによって現代人には通常認知できない

データの構造性や規則性を探り出す。そ
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図 2 大規模文献群のクラスタ分析による樹状図

筆者もまた、先に紹介した N グラムモデルに

よる研究において、文字コードの限界を痛切に感

じていたが、守岡知彦氏が中心となって研究・開

発が進められている CHISE プロジェクト [17] に参

加するようになったことで、文字コードではなく

文字知識データベース（文字オントロジ）に基づ

いた文字処理および文献分析の可能性が開けてき

た [18]。これによって、例えば従来認識されてこ

なかった仏典中の音韻構造など、様々な応用が期

待できるのではないかと考えている。

▌	終わりに

以上、仏教学における自然言語処理技術を利用

した研究についてごく簡単に紹介した。現在は、

知識データベースや確率・統計的モデルによる分

析が主流であるが、今後は構文解析や文脈把握、

より複雑な確率モデルを用いた研究が必要となっ

てこよう。矢野環氏がバイオ・インフォマティク

スで使用されるアルゴリズムを利用した古典文献

（写本）の系統分析を行っており注目されるが [19]、

そのような新しい方法による分析方法も検討され

なければならないだろう。

確率・統計的な分析方法は、適当なモデルとツー

ルがあれば、どのような種類の文献であれ、分け

隔てなく適用出来てしまう。従来、学問領域はそ

の方法と密接に結びついていたが、数理的な研究

方法はその領域性を解体する傾向があり [20]、文

献を仏典などに限定するのは研究史的な要請もし

くは研究者の恣意でしかない。コンピュータを積

極的に導入しつつも、人文諸科学はその領域を存

立しうるような独自の問いを発することができる

だろうか。この点についても、今後は議論されな

ければならないのではないだろうか。

注

[1]	 このデータベースは当初、http://buddhist-term.org で

公開されていたが、現在このサイトは閉鎖されてい

る。しかしながら、Richard	Mahoney 氏が UTF-8 に

変換した上で公開しているものがダウンロードできる

（http://indica-et-buddhica.org/homepages/lexica/）。
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Kiwi: 多言語用例検索システム
中川　裕志（なかがわ　ひろし）

▌	1.	 はじめに

Kiwi[1] というテキストからの用例検索ツールの

名前の由来を説明することから始めたい。古くか

ら KWIC（Key	Word	In	Context）と呼ばれるテキ

スト解析の方法およびそれを実現するソフトウェ

アツールがあった。KWIC は与えられたキーワー

ドが対象であるテキストにおいてどのような文脈

で出現するかを一覧として表示する。例えば、こ

こまでの記述をテキストと見做して、「テキスト」

という単語で KWIC の表示を行うと次のようにな

る。

Kiwi という テキスト からの用例
と呼ばれる テキスト 解析の方法

が対象である テキスト においてどの
までの記述を テキスト と見做して、

「テキスト」という単語の使用例が一目瞭然で

あり、テキスト解析ツールとしては有用であるこ

とが窺がえる。

KWIC では自分のパソコンにテキストコーパス

を搭載し、検索する方法で使うことが多い。たし

かに特定のテキストの性質を調べるためには、そ

れでもよかった。しかし、世の中一般の言語使用

について調べたいとなると、世界中で日々テキス

トデータが蓄積され続けている World	Wide	Web	

（以下では Web と呼ぶ）がなんと言っても魅力

的である。そこで、KWIC を Web 対応化すると

いう意味で Keyword	In	Web という概念を考える

ことにした。この頭文字をとると KIW となるが、

なんとも読みにくい。

KWIC は、あまり大きくないテキストを解析す

るのであれば、指定した語句の前後に出現する全

部の文字列を表示してくれる。また、それがかな

り多数であっても、じっくり読み込む楽しみが

あるというものである。ところが、Web のテキ

ストデータというのは全く様相を異にする。例え

ば、前例の「テキスト」を代表的な Web 検索エ

ンジン Google で検索してみると、瞬時に〔0.33

秒〕355 万件の検索結果があるという検索結果

が得られる。いくらなんでも 355 万の Web ペー

ジを読むことはできない。実際にも、結果として

取り出せるのは 1000 ページ程度である。しかし、

1000 ページ全てに目を通すことも、時間的には

無理であろう。もっと簡明に検索結果の全容やら、

傾向やらが分かる賢い（Intelligence のある）方法、

す な わ ち、Keyword	In	Web	Intelligence の よ う

な概念は実現できないものだろうか。このように

考えてきて、目指すシステムの名前は、Keyword	

In	Web	Intelligence の略称 Kiwi[2] と決まった。

Kiwi では、検索の対象が Web 全体だから、特

定のテキストを対象にする場合とは結果がだいぶ

違ってくる。現状の Kiwi に「花より」というフレー

ズで質問し、「花より」に後接する表現を求める

と、図１のようになる。実際の Web 上のデータ

では「花よりだんご」ではなくて、「男子」であ

る [3]。これは世相を映していて面白いとも言え

るが、Kiwi ではもう少し役に立つこともできる

ので後に紹介する。なお、現状の Kiwi の URL は

脚注 [4] に示す。

以下の節では、Kiwi の仕掛け、使用例などに
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図 1 Kiwi の検索例：　「花より」に後接する表現

ついて説明する。

▌	2.	 Kiwi の仕掛け

▪	2.1	 概要

Kiwi は Web 検索エンジンの検索結果として得

られる snippet を統計処理して、1 章に述べた目

的を達成しようとするシステムであり、およそ図

２のような情報の流れで処理が進む。

Kiwi システム
ユーザ → 質問

↓
検索エンジン
↓

検索結果 snippet
↓

統計処理 → ユーザに表示

図 2 Kiwi の情報の流れ

snippet の一例を図 3 に示す。ある質問文で検

索すると、その質問文を含む多数の snippet が

得られる。一度に表示されるのは 10 件あるいは

20 件程度だが、ブラウザ画面において良く見か

ける「次の 10 件」あるいは「次の 20 件」とい

うボタンを繰り返してクリックすれば、表示を

繰り返せば、1000 件程度まで snippet を得るこ

とができる。Kiwi では、この最大 1000 件程度

の snippet を使う。逆に言えば、Kiwi では、こ

の 1000 件の Web ページ本体から見ればごくわ

ずかな部分である snippet しか使っていない。そ

れでもかなり面白い結果が得られる。テキストを

隅々まで解析しようというのであれば、いちいち

元の Web ページを取りにいく必要がある。それ

は理想的かもしれないが、1000 件の Web ペー

ジあるいは 100 のページでも実際にダウンロー

ドすると時間がかかりすぎる。snippet を使うと

いうアイデアによって、質を若干犠牲にはしたが

速度を早めることに成功した。

sinppet が得られると、次は役に立つ部分を取

り出して表示するための統計処理である。Kiwi

独自のアイデアは、この統計処理の部分にあるの

で、次節以下で少し詳しく説明する。

▪	2.2	 適切な長さの文字列の切り出し

snippet は質問文の周辺を取り出しているとは

いえ、それを全部 KWIC のような形式で表示する

のは、Kiwi の標榜する Intelligence ある方法では

ないし、そもそも 1000 件の KWIC 表示を読むの

は大変である。そこで、まず適当な長さの文字列

にして切り出す作業をする。適当な長さだからと

いって、10 文字とか 20 文字とかいうように固

定した長さにしてしまうと、重要な表現あるいは

単語が途中で切れたりしかねない。また、同じ表

現が繰り返し表示されると読むための時間がかか

る。そうなると、Kiwi の出力結果を見ただけでは、

質の良い情報が得られない。統計的に有意な頻出

する表現を取り出して表示したい。「適当な長さ

の文字列」とは、意味的にまとまりが良く、頻出

する文字列ということになる。

この問題に対処するために次のような観察を

行ってみる。多数の言語には単語という概念があ

図 3 snippet の例

Hiroshi	Nakagawa

中川裕志．My	English	page	is	here.	研究活動 .	

研究テーマ ;	 発表文献、等；中川研究室への

リンク；我々が開発した主要な Web 上のシス

テム．Web ページからの用語抽出システム（日

英中仏独伊西瑞典語に対応）：言選 Web；多
言語用例指南ツール：Kiwi　…
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り、意味のまとまりを表す。単語は文字の連接

である。文字の種類数は単語の種類数よりも多い。

例えば、英語では大文字小文字を区別し、数字や

記号を加えても 100 種類程度の文字である。一

方、単語は一般的な語彙でも数十万（105）、専

門用語を入れれば 100 万は下らないだろう。す

ると、当然複数の文字を連接して単語を形成する。

ところで、仮に文字種類数を 100 とすると、n

文字の単語は、102n 種類の可能性がある。例え

ば 5 文字の単語の種類は、1010 である。だから、

実際の単語は可能な文字列のうちごく少数を使っ

ていることが分かる。そこで、英語の単語を先頭

から 1 文字ずつ見ていくとしよう。1 文字目が決

まっても、英語なら 26 種類のうちの 1 個に絞っ

たというだけなので、2 文字目に来る文字種類は

アルファベット 26 文字全部とは言わないまでも

相当多い。ところが 2 文字まで決まると、26 の

2 乗（すなわち 676）通り 1 種類が選ばれたので、

数十万の語彙のうち可能なものは数千程度に限

定されてきている。よって次の 3 文字目の文字

種類数はだいぶ限定されてくる。4 文字目まで進

むと、原理的には 26 の 3 乗（すなわち 17576）

のうちの 1 個が選ばれたので、4 文字目の文字種

類数はいっそう限定されてくる。このように考え

れば、先頭から進むにつれて後接する文字種類数

は減少する傾向は、一般的に成り立つといえよう。

実際、日本語のカタカナ単語を調べると、先頭か

ら文字が進むにつれて後接する文字種類数は単調

に減衰していく。概念的には図 4 のようになる。

先頭から進むにつれて上に述べた理由で後接す

る文字種類数は単調に減衰していくのだが、単語

が終了すると（英語なら空白が入ると）、次には

多種類の単語が後続して現れる可能性があるので、

図の横軸 7 の場所のおけるように急激に増加す

る。その後はまた単語の内部に入るので、後接す

る文字種類数は単調に減衰していく。このような

ことを繰り返すわけだが、単語という意味表現の

単位を持つ言語であれば、この傾向は現れると考

えてよい。また、単語の区切りという形式的に明

確な境界でなくても、ある種に固定的な言い回し

の内部では、同じように後接する文字種類数は単

調に減衰する傾向があることは予想されるところ

である。そして、その固定的表現が終われば、後

接する文字種類数は増加する。このような考察か

ら、意味的にまとまりの良い文字列を切り出すに

は、後接する文字種類数を調べ、それが減少から

増加に転ずる直前までで切り出せば良い候補が得

られることが予想できる。以上の説明からお分か

りいただけるように、この方法は主に言語が有限

個のアルファベットからなる文字の列であること

を利用しているだけなので、言語を問わず有効で

ある。

上記のアイデアを具体的に実現する方法は、以

図 4 先頭からの文字数 vs 後接可能文字種類数 下の各 step に沿って行う。

step1:	 Web 検索エンジンに

利用者の入力した質問

の 文 字 列 を 送 り、 検

索結果の snippet を得

る。得られる snippet

の数は 300 から 1000

の間で利用者が指定す

るようにした。なお、

現在は検索エンジンと

し て AltaVista[5] を 用

いている。

step2:	 各 snippet のテキスト
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を質問文字列に合致

した直後から走査し、

Trie 構造化する。Trie

構造は上記の後接する

文字種類数を計算する

のに都合の良いデータ

構造であり、後で説明

する。

step3:	 Trie 構造を先頭から調

べ、後接する文字種類

数が増加に転ずるとこ

ろまでの文字列を用例

候補として切り出す。

ことができるので、それが増加に転ずるところま

で文字列を切り出すことも実現できる。図 5 の

例だと、「歩けば」と「歩くと」が切り出される。

▪	2.3	 順位付け

2.2 節に述べた方法でまとまった意味の文字

列が切り出せたのだが、snippet の数が多いので、

多数の文字列が切り出される。それらを無作為に

表示するだけでは、知的でない。良いものから順

に表示したいところである。そこで、良く使われ

るものは重要であること、また長い表現のほうが

利用者には理解しやすい、という 2 点を考慮し、

実験的に調べた結果、候補文字列（ここでは S と

書くことにする。）を次の式 K(S) の値の大きい順

に表示することにした。

結 果 の snippet 群 に お け る 出 現 頻 度 を

freq(S)、 文 字 列 S の 長 さ（ 文 字 数 ） を

length(S)、としたとき

K(S)=freq(S) × log(length(S))　 ⑴

実験的に式 ⑴ を決めたので、後知恵になって

しまうが、この式について少し考察しておきた

い。2.2 節で説明したように、アルファベットの

ような文字セットが決まったとき、その文字セッ

図 5 Trie 構造の例

棒
け ば な

犬も 歩
く と な

飼

図 6 log( 文字列長 ) vs 文字列長

さて、Trie 構造およびその作成方法について例

を用いて説明する。仮に「犬も」という質問に対

して、以下の⒜ - ⒟の 4 本の文字列が検索結果

の snippet 群に含まれていたとしよう。また、1

文字目は、「歩」のほかに 4 種類の文字から始ま

る文字列があったとする。

⒜	 歩けば棒にあたる

⒝	 歩けばなんとやら

⒞	 歩くとなんだっけ

⒟	 歩くと飼い主も歩く

すると、図 5 のような木構造でこの sinppet を

表現できる。

このような木構造を Trie と呼ぶ。この構造を

作るモジュールそのものが備わっているプログラ

ム言語もあるので、snippet の集合が準備できれ

ば、Trie は比較的容易に自動構築できる。Trie が

構築できれば、後接する文字種類数は簡単に知る
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トから生成されうる文字列は文字列長に対して指

数関数的に増大する。しかし、元々の snippet 数

は一定だから、枝分かれのたびに出現頻度は何分

の１かになる。よって出現頻度は指数関数的に減

少する。つまり、長さ n の文字列が与えられると、

それに後接する文字列の数は n に対して指数関

数的に減少する。単語や固定的な言い回しが終了

したところで増加に転ずるもの、その絶対数は減

少している。一方、図 6 は文字列長の log である。

これは、増加するものの、増加率は逓減していく。

そこで、式 ⑴ のように出現頻度と log( 文字列

長 ) を掛け合わせた結果はおよそ次のような傾向

をもつであろう。すなわち、出現頻度が指数関数

的に減少するなら、それが支配的になり、全体と

しては現象傾向だが、log( 文字列長 ) が増加関数

なので、減少の度合いが緩和される。このような

傾向の式 ⑴ において、出現頻度が指数関数的な

減少よりは減少の度合いが少ない文字列があれば、

式 ⑴ の値は大きくなる。つまり一般的傾向とし

ては、 ⒜ 短くて頻度が高い文字列でも log( 文字

列長 ) のせいで値が抑えられ、 ⒝ 長くても絶対

的頻度は小さくとも、ある程度の頻度がある文字

列は log( 文字列長 ) のおかげでかなり大きな値を

持つ。この性質からみて、式 ⑴ による順位付けは、

質問文に後続する意味的にまとまりのよく、頻繁

にかつ安定して使われる文字列であり、適度な長

さのもの、すなわち用例というべき文字列を取り

出すのに適したものといえよう。

▪	2.4	 ワイルドカードの使い方

これまで説明してきたのは、質問文字列に後続

する文字列を検索して統計処理して表示するもの

であった（前方一致検索）。しかし、質問文字列

の前方に連接する文字列も検索したい（後方一致

検索）。さらには、二つの質問文字列で挟まれた

部分を検索したい（前後一致、中間検索）、とい

う要求もある。

後方一致検索は、2.3 節までで説明してきた方

法を、前後逆転して適用すれば良い。統語構造

を利用しているわけではないので、文字列の構造、

すなわち文字の連鎖の仕方の統計的性質は前後反

転しても、かなりの程度に成り立つから、前後反

転しての適用でもうまく動作するであろう。

前後一致の中間検索は、若干異なる。まず、前

方、後方の質問文字列を検索エンジンに投入し	

AND 検索を行う。その結果に対して、前方の質

問文字列と後方の質問文字列がこの順序で出現す

る snippet を集めて、前方質問文字列と後方質問

文字列の中間に現れる文字列を頻度の大きい順に

表示している。

Kiwi では、これらの検索は、ワイルドカード

「*」を使って、次のように与えることになってい

る。ただし、abc, xyz は質問文字列を表すとする。

前方一致検索 :	 abc*

後方一致検索 :	 *xyz

前後一致の中間検索 :	 abc*xyz

このように Kiwi は必要最低限の質問方法を備

えているが、より高度な質問をする場合には、ワ

イルカードが 2 箇所指定できる方法も検討しな

ければならない。（藤本 2005）

▌	3.	 Kiwi の使い方と評価

▪	3.1	 多言語の用例検索

Kiwi の用例文字列切り出しは、言語に依存し

ないので、基本的にはいかなる言語にも対応する
[6]。そのような応用例として Kiwi は英語で論文

を書くとき、自信のない用例を確認する、あるい

はある単語や言い回しの部分を与えて、適切な用

例表現を効率良く探し出す場合がある。いくつか

例を示そう。

例１：keep と touch の間に入る前置詞を知

りたい。

Kiwi で検索すると以下のような結果となる。

正解である in のほかに 'n という省略表現も見出

せるし、ハイフンでつないで 1 語のようにする

用例もかなり使われていることが分かった。
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図 7 keep*touch の検索結果　上位 11 位

文法的というよりは、むしろ現実の言語使用に

おける例を調べたい場合の例を示そう。「動詞 it	

seriously」という表現において良く用いられる動

詞を調べるために「*	it	seriously」という検索を

行った結果を図 8 に示す。

面白いことに上位は take という動詞で独占さ

れる。つまり、少なくとも Web 上では、take	it	

seriously	 という表現はほとんど熟語と言えるほ

どに安定して使用されていることが分かる。

中文の例を示そう。アメリカについてどのよう

な記述が多いかを調べるために「美国 *」（美国

とは中文でアメリカ合衆国のこと）という検索を

した結果を図 9 に示す。

留学が第 1 位にくるのは、中国人にとってア

メリカ留学が人気の高いことの表れであろうか。

次に少し文法的用例を検索してみたい。「很喜

欢看」すなわち「ＸＸを見るのが好き」という動

詞句の直前にはどのような表現が使われるかを調

べてみた。結果が図 10 である。

いきなり人称代詞が使えること（1 位、2 位、

7 位の例）、「不是」で否定できること（3 位の例）、

程度を表すためには「都」「真的」「一直」などが

使えること（4 位、8 位、10 位）、「以前」「也」

の使用できうる位置（5 位、6 位、9 位）、など

いろいろな文法的知識が得られた。これらの例は

丁寧に Web 検索エンジンの結果を読めば分かる

ことだろうが、一瞬にして、これらの頻出表現が

得られるのは Kiwi の威力であろう。また、金庸 [7]

の小説は現在でも人気があることが分かって興味

深い。一方、中国語圏の人たちは何を見たいのか、

という問いかけに答えるために「很喜欢看 *」と

いう質問をしてみた結果を図 11 に示す。

2 番目の答えは率直ながら面白い。映画（5 位、

8 位）や動画（4 位。たぶんアニメのことであろ

うか。）のほか、小説（3 位）、しかも武侠小説と

いうジャンルに人気があることは面白い発見で

ある（9 位）。12 位は球技の試合はやはりどこの

国でも人気があるということか。11 位は意味深

な感じがする。こういうときには原文にあたれる

とありがたい。このために Kiwi は、この結果を

行をクリックすると原文を表示できる。その結果、

図 8 * it seriously の検索結果　上位 12 位

図 9　美国 *　による検索結果　上位 10 件

図 10 * 很喜欢看　の検索結果　上位 10 位
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以下のような例からこの結果が得られたことが分

かった。

很喜欢看别人的 msn	spaces

我很喜欢看别人写的。

很喜欢看别人的照片。

我很喜欢看别人的文字

つまり「別人的ＸＸ」という形の修飾句がよく

使われた結果であった。詳しく調べると面白い例

があるようだが、筆者の中国語能力では説明でき

そうもないので割愛する。興味がある方は試して

みていただきたい。

中文を対象に使い込んだわけではないが、文法

的知識から中文における広い意味の語法、中国に

おける社会常識まで垣間見ることができるので、

Kiwi は単なる用例検索を超えて面白い情報を提

供してくれる。

▪	3.2	 More	than	search	engine,	Less	than			

	 QA

文献（Tanaka Nakagawa 2005）では、現状の

Kiwi を “More	than	search	engine,	Less	than	QA”

と位置づけている。第 1 章で述べたように、Kiwi

は単語やフレーズを質問として与えて検索する

Google などの検索エンジンよりは、検索された

内容そのもののテキストとしての特徴をうまく

表示してくれる。また、Web 全体を対象データ

とする検索エンジンの snippet を用いているから、

図１に例を示したように、結果は Web の現状を

反映したものになっている。だから、“More	than	

search	engine” と喧伝しても恥かしくはない。

さて、情報検索や自然言語処理の分野でさかん

に研究されている質問応答	（Question	Answering:

略して QA）という技術がある。QA は、テキス

トコーパス中における知識を問うものである。例

えば、「日本で二番目に高い山は？」（百科事典的

知識）とか「フランスの歴代大統領は？」（歴史

的事柄）、さらには「最近、社長が交代した企業

名と新旧社長の名前を知りたい」（現代社会にお

ける出来事）というような質問の答えをテキスト

コーパスから検索する技術である。QA をテキス

トコーパスではなく、Web に対して行うことを

WebQA というが、なかなか実現の困難な技術で

ある。Kiwi でこのような QA の問いに答えられる

かというのは興味ある問題である。

では、実際に上記の質問を Kiwi にしてみよう。

結果を図 12 に示す。

6 位に正解が現れている。検索エンジンを直

接使うよりは楽だが、高機能の QA システムなら、

この答えを 1 位に欲しいところである。一方、「フ

ランスの歴代大統領は？」という質問には答えが

得られなかった。つまり、Web ページとしては

この質問文を含むものがないということである。

図 12 「日本で二番目に高い山は」に対する Kiwi の検索結
果

図 11 很喜欢看 *　の検索結果　上位 12 位

図 13 「現フランス大統領」の検索結果
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このような問題は工夫が必要で、まず「現フラン

ス大統領 *」を質問し、図 13 のように答えを得る。

次に「前フランス大統領 *」を質問したが、こ

れには結果がなかった。しかし、「* 前フランス

大統領」としてミッテランという正解を得た。歴

代となるとさらにやっかいである。例えば、単に

「フランス大統領 *」「* フランス大統領」で質問し、

出てきた名前（仮に X とする）から「X 大統領」

という質問をして確認していくようなことになろ

う。実際にはこの質問で、ドゴール・ジスカール

デスタン・ポンピドウ・ミッテラン・シラクが得

られた。このように、Kiwi は QA システムとして

使うにはあまりに原始的なツールである。よって、

“Less	than	QA” という位置づけになる。

▌	4.	 おわりに

用例検索システム Kiwi について、その背景、

仕掛け、使用例について述べてきた。Kiwi は文

字列を対象にしているだけで、辞書などの言語固

有の資源は使わないので、いかなる言語にも直接

適用できる。しかし、その一方で限界があること

も分かり、現状では 3.2 節で述べた “More	than	

search	engine,	Less	than	QA” というのが的を射

た位置づけであろう。実際に Kiwi を使っている

と、検索エンジンとのやり取りに時間がかかり、

そのほかにも問題が多い。ひとつの方向としては、

テキストコーパスを手元に持ってしまうことが考

えられるが、そうなると Kiwi とは何か、とう本

質を考え直す必要があるようである。
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注

[1]	 Kiwi は「キウイ」と読む。

[2]	 KiwI なら発音も「キウイ」としやすいし、覚えやすい。

[3]	 これを「だんご」と読むらしい。『花より男子』。神尾

葉子作。全 36 巻（1992 ～ 2004）。集英社マーガレ

ットコミックスからの引用だろう。

[4]	 http://kiwi.r.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

予告なく変更することもあるので、ご了承ください。

[5]	 AltaVista 以外の検索エンジンも考えたが、例えば

Google だと安定して動くのは API だが、1 日 1000 件

までの検索しか許さないという制限により使えなかっ

た。また、Web の情報を利用する研究では AltaVista

がよく使われている。

[6]	 AltaVista は現在のところ、検索対象の言語指定が直接

できない仕様になっている。したがって、実際のとこ

ろは、質問文で使用した文字コードによって検索対象

の範囲が規定されてくるという、あなた任せな方法で

あり、問題となっている。

[7]	 金庸は有名な武侠小説家。筆者はＮＨＫのラジオ中国

語講座でさわりを聞いた。
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キーワード自動抽出システム
「言選web」
前田　朗（まえだ　あきら）

▌	はじめに
～「言選Web」へようこそ～

文章中の重要なキーワードをあらかじめ示して

くれれば、概要をすぐにつかめるのにと思ったこ

とはないであろうか。また、複数の文章を情報工

学的に比較したいと思ったことは？「言選 Web」

は文章からその概要をつかめるキーワードを取り

出す Web 上のサービスである。これは、日本語

のみならず、中文・西ヨーロッパの各言語（英語

など）にも対応している。

「言選 Web」自体は Web アプリケーション

で あ る が、 そ の エ ン ジ ン 部 分 や、Windows ア

プリケーションをフリーソフトとして公開・配

布している。本フリーソフトは Perl モジュール

“TermExtract”、Windows 用 シ ス テ ム “termex”、

テキストマイニングツール “termmi” からなる、

まさに「言選 Web」ファミリーともいうべき一

群のソフトウェアである。

本稿では「言選 Web」をはじめとするこれら

の専門用語自動抽出システムについて、基礎理論

から活用法までを紹介する。

第一章と第二章は、基礎理論である。第三章と

第四章では、専門用語自動抽出システムを実際に

使いこなすための情報を提供する。もし、「言選

Web」の活用法だけを知りたければ、第三章から

お読みいただくこともできる。

本稿の読後はこの「言選 Web」（http://gensen.

dl.itc.u-tokyo.ac.jp/）にアクセスし、その有効性

をぜひ確かめていただきたい。

▌	1.	 用語抽出手法あれこれ

「言選 Web」では、⑴文章から用語を抽出し、

⑵重要性の高い順に並べかえる、という２ステッ

プの処理を行っている。ここでは、最初のステッ

プである用語抽出をみていくことにしよう。

「言選 Web」における用語の抽出手法は大き

く２種類にわかれる。ひとつは文章をいったん形

態素解析により単語まで分割して、その上で断片

をつなぐように用語を組み立てる手法。もうひと

つは用語の要素になりえない単語（もしくは文字）

を消去し、残ったものを取り出す手法である。

▪	形態素解析ソフトと用語の「まとめあげ」

まずは、単語から用語にまとめあげる方法を説

明しよう。日本語では文章を単語に分割するソフ

トとして、茶筅、和布蕪といった形態素解析ソフ

トがある。形態素解析ソフトは、テキストを形態

素（意味を持つ語の最小単位、漢字の場合は一文

字にほぼ相当）に分割するソフトというより、形

態素の概念を利用して単語分割と品詞タグ付けを

行うソフトと理解していただきたい。なお、わか

ち書きパッチ」を当てた案山子は文章の単語分割

を高速に行えるが、品詞情報が付与されない。

試しに「漢字文献情報処理研究」という語を形

態素解析ソフトにかけてみよう。和布蕪では次の

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



Journal of JAET vol.6 ● 125

「言選web」（前田）

４つの単語に分解される。

漢字（名詞，一般）、文献（名詞，一般）、

情報処理　（名詞，一般）、研究（名詞，サ

変接続）

用語として「漢字文献情報処理研究」が一語で

出て欲しいのに、これでは用語の単位として小さ

すぎる。形態素解析ソフトは、複合語に対応した

ものではないといえる。

そこで「言選 Web」では個々の単語を用語レ

ベルにまとめあげる。その基本ルールは、名詞と

なる最小の単位（単名詞）が連続した場合に、そ

れらをまとめて複合名詞とみなすことである。

上記の例では、どの単語も全て名詞である。よっ

て全ての単語を連結でき、「漢字文献情報処理研

究」と、一語にまとめあげることができる。

英文の場合は、既に単語ごとに分かち書きされ

ているので、品詞のタグ付けがされていればよい。

この品詞のタグ付けを行うのが、POS	Tagger と

いう種類のソフトである。英語の場合は、Brill's	

Tagger	 という POS	Tagger をフリーで入手でき

る。まとめあげのルールは日本語と比べて複雑に

なるが、基本的な考えは同じである。

▪	中文の形態素解析には“ICTCLAS“を使う

中文では、中国科学技術院の Windows ソフト

“ICTCLAS” で、単語分割と品詞タグ付けを行え

る。「计算所汉语词法分析系统」とあるが、詞法

とは形態論、形態素の意味であるので、これは中

文の形態素解析ソフトといった意味になる。なお、

Web 版もあり、以下の URL にて試すことができる。

http://mtgroup.ict.ac.cn/~zhp/ICTCLAS.htm

実際に、「ICTCLAS的介绍及说明」を処理した

結果は次のとおり（/nx	などは品詞情報）である。

ICTCLAS/nx 的/u 介绍/vn 及/c 说明/v

さて、中文の場合は各単語を次のとおりまとめ

あげる。例外の少ないシンプルなルールであるが、

人民日報の記事で試したところ、人手で指定した

重要語のうち 5 割強を取り出すことができた。

◦	名詞に類する語（ng, n, nr, ns, nt, nz, nx, vn,

an, i, j）* 以後「名詞」

→	名詞・形容詞・助詞・後接成分・連詞（和・

与）に結合する。複合語の先頭と末尾に

なる。

◦	形容詞（ag, a）

→	形容詞・助詞・後接成分・連詞（和・与）

に結合する。複合語の先頭になる

◦	助詞（u）・後接成分（k）

→	名詞・形容詞に結合する

◦	連詞（c）

→	和・与の場合のみ。名詞に結合する。

◦	区別詞（b）

→	名詞・助詞・連詞（和・与）に結合する。

複合語の先頭になる

このルールで「ICTCLAS/nx 的/u 介绍/vn 及

/c 说明/v」を試していただきたい。「ICTCLAS的

介绍」と用語抽出されるはずである。

さて、上記のルールをみて分かるとおり、動詞

となる単語は基本的に複合語から除外している。

例外は、名動詞（名詞的にも使われる動詞）で、

これだけは名詞扱いにしている。このことは中文

の用語抽出にどのように影響するのであろうか。

中国語は品詞種別や活用、時制が見た目には

区別できないことが多い。実際の文中では［述

語］［目的語］という並びでも、抽出されたもの

が十分に用語として通用する。つまり英文の場合”

write	a	letter” という語が用語としては不適格で”

writing	a	letter” となれば用語として適格となる

が、中文ではどちらも “写信” ということである。

文章の内容が手紙を書くことに関してであれば文

章中の品詞に左右されず、“写信” という用語は

キーワードとして適格といえる [1]

しかし ITCCLAS では、“写” は動詞、“信” は名

詞と判定されるので、“写信” を用語抽出するこ
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とができない。なお、後述するストップワード方

式では、この弊害は起こりにくい。

▪	カタカナと漢字熟語のみ抽出すると

ここからは用語の要素になりえない単語（もし

くは文字）を消去し用語を取り出す方法を示そう。

まず、日本語の場合はカタカナと漢字熟語の並

びを抽出するだけで用語候補になる。別の見方を

すれば、用語は主に名詞句であることから、名詞

句候補を抽出したとも考えられる。

たしかに、カタカナは外来の名詞に使われるこ

とが多い。また、漢字熟語は文章中の使われ方に

よらず、熟語部分だけ抽出すると名詞としても扱

えてしまうことが多い。次の例１を見てみよう。

特に動詞「抽出する」が「抽出」の部分だけ

みると名詞扱いできることを確認いただきたい。

中文に関しては、「言選 Web」オリジナルのス

トップワードリストを作成した。用語辞書から「動

詞」となりえる単語を全て抜き出し、それらをス

トップワードにするなどの方法も試したが、前述

の “写信” の例でも示したとおり動詞を除くとよ

い結果が出ない。用語辞書から品詞で選定するよ

り、人手により１語づつ選定したストップワード

のほうが効果的であった。

中文では、文章中の品詞の用語抽出に与える影

響が、日本語や西欧言語に比べて弱い。逆に言え

ばストップワードによる用語抽出の特性を生かせ

る言語であるといえる。

▌	2.	 大事な用語から並べてみよう

▪	オーソドックスな	TF-IDF 法

重要な用語をランク付けするオーソドックスな

手法が、TF-IDF 法である。TF は Term	Frequency、

IDF は Inverted	Document	Frequency の略である。

これは、ある文献中に多く出てくる用語は重要だ

が、一般的な用語は除外するという考えによる。

文献中に多く出てくる語は出現回数を数えれば求

められるが、一般的な用語を低くランクづけるの

はどのように行っているのであろうか。

たとえば用語「漢字情報」が全 8 文献中、3 文

献に使われていたとする。この情報を元に確率の

考えを使えば、「漢字情報」がどのくらい一般的

な用語かを示せる。前述の例の場合は、3/8 であ

る。この確率が高い、つまり大きい値ほど一般的

な用語であり重要性が低いと判断できる。しかし、

用語の出現頻度では大きい値ほど重要性が高いた

め、このままでは両者を掛け合わせることができ

ない。

そこで、確率の逆数を用いる。先の例では確率

が 3/8 だが、これを反転させて 8/3 にするとい

うことである。しかし、このままでも十分ではな

く、100 万件中 1 件も、100 万件中 2 件も、一

般的ではない用語として大差がない。しかし、重

要度の数値としては 2 倍になってしまう。その

調整として対数（log）の計算を行う。また、全

『日本語の場合、カタカナと漢字熟語を抽出
するだけでキーワード候補になり得る。』

｜
（カタカナと漢字熟語のみ抽出）

↓
『日本語　場合　カタカナ　漢字熟語　抽出

キーワード候補』

例１ カタカナ・漢字に着目した用語抽出

上記の例では「場合」を除き用語を抽出できてい

ると思う。

▪	文章を特定の語で分けてみる

情報検索システムでは、キーワードとして登録

しない語を、事前にストップワードとしてシステ

ム設定する。もし、ストップワードを文章からは

ずしていけば、残った語はキーワードである可能

性が高いといえないであろうか。もちろん、キー

ワード以外の用語も多いが、それは後述の重要度

順の用語並べかえにより、判別できる。

例えば、“I	have	a	chinese	journal” という英文

であるが、情報検索システムで使われるストップ

ワードを除いていくと、“chinese	journal” だけが

残る。シンプルだが有効に働くことがわかるかと

思う。
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ての文献に含まれる用語は、対数の計算を行うと

0 になる（log1=0）ため、その調整のために 1

を加える。

最後に式にまとめると以下のとおりである。な

お、後述する termmi では TF-IDF 法もサポート

している。

TF-IDF の重要度 =

用語の出現頻度×（log（総文献数 / 該

当の用語を含む文献数）＋ 1）

▪	FLR が「言選Web」の基本

次に「言選 Web」がメインで用いている FLR

を紹介する [2]。用語を名詞として扱える語の最

小単位に分割したものを単名詞と呼ぶ。つまり用

語は単名詞そのものか単名詞の組み合わせで構成

されるといえる。この理論では、他の単名詞と連

接して複合名詞をなすことが多い単名詞ほど、文

書中で重要な概念を示すと考える。

簡単な例で、「漢字文献情報処理」を考える。

この語を単名詞に分割する。そして分割した単名

詞が他とどれだけ連接したか文章中の用語から統

計をとり、次の表 1 のとおりわかったものとする。

単語 前の語に連接 後の語に連接

漢字 ２ ３

文献 ３ ４

情報 ４ ５

処理 ２ ０

研究 ０ ３

表１ 「漢字文献情報処理」の単名詞連接

用語の重要度はこれらの 10（単名詞ｘ 2）の

数値の平均から求める。用語の重要度には、相乗

平均が相和平均より効果的なため、「言選 Web」

では相乗平均を用いている。なお、連接 0 回の

単名詞を含む語は相乗平均が 0 になってしまう

ため、実際には各連接回数に 1 を加えた値を用

いている。

こうして得られた単名詞の連接情報による重

要度に、用語の出現頻度をかけたものが「言選

Web」の重要度である。出現頻度（Frequency）

に左（Left）と右（Right）の語の連接情報を組

み合わせて使うため、これを FLR と呼ぶ。

▪	中文は「文字」も使える

漢字は一字一字が意味を持つ「表意文字」とし

て使われることが多い。FLR は他の単名詞と連接

する単名詞ほど重要度を高くする。これは他の単

語と結びついて複合語をなすような単語ほど、ま

さに文中で核となる意味を表す単語であると考え

られるからである。一字一字が意味を持つ漢字で

あれば、FLR の「単名詞の連接」を「文字の連接」

に替えるという選択肢もありえる。

例えば、「漢字文献」を次の表２のように重要

度計算できるのではないであろうか。（数値は仮

の値）

文字 前の字に連接 後の字に連接
漢 ６ ７
字 ３ ６
文 ２ ５
献 ４ ３

表２ 「漢字文献情報処理」の文字連接

中文版「言選 Web」では、文字と単語、それ

ぞれに着目した重要度計算のモードを用意してい

る（停止語方式版と ICTCLAS 版）。両者がどのよ

うな傾向を持つかは今後の研究課題である。

▪	「多様性」（パープレキシティ）でランクづ

ける

単名詞が他の単名詞に連接した回数のカウント

にはいくつかの方法がある。直感的にわかりやす

いところでは連接の延べ数と種類数である。これ

に換えて情報理論的な回数、すなわちパープレキ

シティを使うのが、東京大学情報基盤センター中

川研究室における最近の研究理論である。

例えば、次の「漢字」の連接の例（例２）で考

えてみる。出現回数（延べ語数）なら 8 回（4 ＋

2 ＋ 2）、種類数（異なり語数）なら 3 回（「文献」
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▪	文章をどんどん「学習」させる

FLR は、単名詞同士の連接についての統計情報

を必要とする。この統計情報が正しければ正しい

ほど、計算の精度は上がるといえる。

文章を新規に読み込むたびに、この統計情報を

蓄積し、次回以降の FLR の計算に生かす機能を

与えれば、統計情報ひいては FLR の精度が良く

なっていくのではなかろうか。その考えから「言

選 Web」のエンジン部分、“TermExtract” では学

習機能をオプションとして実装している。

ただし、雑多な分野の文章を学習させると、あ

まりに一般的な用語の重要度が高くなるという弊

害もある。あくまで特定の分野に限って「学習」

させていただきたい。なお、ユーザが不特定多数

の「言選 Web」では採用を見送っている。

▌	3.	 “言選Web”を使ってみよう

▪	まずは “専門用語自動抽出のページ” にア

	 クセス

まずは “専門用語自動抽出のページ”（以下の

URL）にアクセスしてみよう。

http://gensen.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

このページでは、「言選 Web」をはじめとする

専門用語（キーワード）抽出システム全体につい

て、案内を行っている。はじめての方は、このペ

漢字 文献（4 回）
⇒ 3［異なり語数］情報（2 回）

研究（2 回）
↓　　　
8（4 ＋ 2 ＋ 2）［延べ語数］

例２ 異なり語数と述べ語数による連接回数

「情報」「研究」の 3 種）である。

この回数のカウントにパープレキシティを使う

と、たとえ連結する語の種類数が多くとも、特定

の語とばかり結びつけば、カウントが少なくなる。

逆に語の連接が多くの語に分散していれば、カウ

ントが多くなる性質を持つ。

パープレキシティが初耳でもエントロピーなら

ご存知のかたも多いかと思う。情報理論でいう

エントロピーは、「情報を平均して何バイトで示

せるか」、つまり情報の多様性を示す指標である。

パープレキシティはエントロピーを 2 のべき乗

した数値であり、同じく情報の多様性を示してい

る。

パープレキシティは確率の考え方を使う。例え

ば先のケースを割合で示してみると次（例３）に

図 1 専門用語自動抽出のページ

例３ 連接の確率１

例４ 連接の確率２（パープレキシティ最大）

漢字 文献（1/3）

情報（1/3）

研究（1/3）

なる。

この確率の分布が平均しているほど、パープレ

キシティが増大する。例えば、以下の例４は例３

よりも多様性があるということである。

漢字 文献（1/2）

情報（1/4）

研究（1/4）
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ージから必要な情報やソフトを探して欲しい。

また。新機能の追加や、バグレポートの掲示も

頻繁に行っている。「言選 Web」を既にお使いの

かたも、たまにアクセスしていただきたい。

▪	「言選Web」は準備不用

「言選 Web」は文章中から専門用語（キーワー

ド）を自動抽出する Web 上のサービスである。

使い方は次のとおりいたって簡単である。

⒈	URL 入力欄に解析を行う Web ページの

URL を入れるか、テキストボックスに解

析対象の文書を貼り付ける

⒉	専門用語（キーワード）自動抽出」ボタン

をクリックする、

⒊	文章中の用語が重要な順に表示される。

「言選 Web」には日本語版のほかに、中文、

西ヨーロッパ言語版も用意している。これは上部

のタブメニューで切り替えられる。インターネッ

トが利用できる環境なら、準備は不要である。「言

選 Web」の機能をぜひお試しいただきたい。

▪	termex なら自分専用

「言選 Web」は不特定多数のユーザにサービ

スするため、いくつかの制約を設けてある。この

制約なしで使いたいという要望にこたえるのが、

Windows 用ソフト “termex” である。これには、

通常の日本語版と中文版、また日本語の簡易版で

ある “termex	lite” がある。

使 い 方 は 処 理 対 象 の テ キ ス ト フ ァ イ ル を

termex の実行用アイコンにドラッグするだけで

よい。Windows の「メモ帳」が起動し、用語抽

出の結果が表示される。

Web ページを主に扱うなら、Internet	Explorer

との連携機能を試してみよう。Web サイト内の

複数のページを蓄積した上で、用語を抽出できる。

また、“termex” は重要度計算パラメータの設

定や、学習機能を利用できるなど、個人ユースに

特化してある。

図 3 termex の動作例

図 2 「言選 Web」

図 4 termmi の動作例
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▪	termmi	で文章をまとめて解析

「言選 Web」のキーワード抽出機能をテキス

ト・マイニングに応用したのが、“termmi” である。

テキスト・マイニングとは、大量のテキストデー

タから隠れた知識を発見するための手法の総称で

ある。termmi はその中でも「手軽」「シンプル」「フ

リーソフト」であることに特色がある。

Windows のフォルダの中にテキストファイル

を複数置き、“termmi” のアイコンにドラッグす

ることでフォルダ内の全テキストファイルの解析

が行われる。全テキストで共通な用語、個々のテ

キストのユニークな用語、個々のテキストの用語

抽出結果、形態素解析結果を見ることができる。

また、別に用意したベクトル空間法による類似

度計算スクリプト（vector_space.pl）を使うこと

で、文献群の中で特徴的な文献を数値的に判断で

きる。

termmi は、統計的な手法を駆使する学術的な

テキスト・マイニング研究とは異なる方向性であ

る、しかし、手軽でシンプルなだけに一般のユー

ザにはむしろよいのではないかと考えている。

▌	4　“言選Web”を使いこなす

▪	「言選Web」（Webによるサービス）

❖	いくつかの制限を理解しよう
「言選 Web」は不特定多数のユーザが利用す

る。そのため、やむなく機能を制限している部分

がある。不便を感じるかたもいるかもいるかと思

うが、どうかご理解いただきたい。

A.	一定時間過ぎると処理を中断

B.	データ量が大きい場合は、処理を中断。

C.	動的 Web ページへのアクセスを禁止

D.	同時アクセスの禁止

❖	アクセス先Web ページの文字コードは大丈
夫？
「言選 Web」では、アクセス先の Web ページ

の文字コードによらず動作する。これは、文字コー

ドの自動認識結果と文字コード変換により実現し

ている。

例 え ば、 日 本 語 で 書 か れ た Web ペ ー ジ

で あ れ ば、 日 本 語 版「 言 選 Web」 は Shift-

JIS, EUC, UTF-8	 のいずれでも動作する。西欧言

語版「言選 Web」では、Latin-1, UTF-8 の２つに

対応している。

中文版「言選 Web」に関してだけは、アクセ

ス先 Web ページの文字コードを自動認識しない。

中文版「言選 Web」のデフォルト文字コードは

GB であるが、UTF-8 で書かれた中文 Web ペー

ジにアクセスするのであれば、「中文（UTF-8）」

チェックボックスにチェックの上、お使いいただ

きたい。

❖	目的にあった用語抽出法を選ぼう
「言選 Web」の利用法は簡単だが、オプショ

ンがいくつかあり、どれを選んだらよいか悩むと

ころかと思う。以下は開発者からのお薦めである。

A.	日本語であれば、まずは「茶筅」版を選び、

よい結果が出なければ、「漢字・カタカナ

抽出方式」を試す。

B.	英語の場合は、“POS	Tagger	version” がデ

フォルトだが、多量の文章では「制限時間

オーバー」を起こしがちである。大量のデ

ータの場合は、“Stop	Word	version” を選

びたい。

C.	中文の場合は、停止語方式版の Web ペ

ージからリンクを張っている ICTCLAS 版

もある。通常の停止語方式版で満足でき

ない場合は、下準備の手数がかかるが、

ICTCLAS 版もお試しいただきたい。

❖	下準備が必要な中文 ICTCLAS 版
「言選 Web」はサーバ内部に形態素解析ソフ

トを組み込んでいる。そのため、［形態素解析］

→［用語まとめあげ］→［重要度ランク付け］の

一連の処理ステップをユーザが意識することはな

い。
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しかし、中文の形態素解析ソフト ICTCLAS だ

けは「言選 Web」サーバ内に組み込めなかった。

そのため、ICTCLAS 版に限っては、ICTCLAS で

事前にタグ付け済みのテキストを「言選 Web」

のテキストボックスに貼り付けて使う必要がある。

❖	パープレキシティモードはどこが違う？
パープレキシティモードは「情報の多様性」を

もとに用語の重要度ランクづけを行う。抽出され

る用語自体は同じだが、その並び順や重要度の値

が異なるということである。

東京大学情報基盤センター中川研究室による最

近の研究では、パープレキシティモードが通常の

FLR よりも優れた結果を示した。「言選 Web」で

はオプション扱いであるが、かなり優れた性能を

示すはずである。ぜひ、お試しいただきたい [3]。

▪	TermExtract（Perl モジュール）

❖	サンプルスクリプトから自作スクリプトへ
“TermExtract” は「言選 Web」のエンジン部

分をなす Perl モジュールである。そのまま使え

るサンプルスクリプトも付属している。

このサンプルスクリプトを参考に、自分専用の

スクリプトを作成してみよう。自作の Perl スク

リプトの中に「専門用語（キーワード）自動抽出

機能」を組み込むことすら容易に実現できるはず

である。

❖	自分用の追加モジュールを作る
TermExtract では、「茶筅」解析結果や英文プ

レーンテキストなど、さまざまな入力データ形

式に容易に対応させるため、入力データ形式依存

部分と重要度計算部分でモジュールを切り離して

作っている。

この入力データ形式依存の部分と、重要度計算

部分（Calc_Imp.pm）のデータ入出力仕様さえご

理解いただければ、TermExtract の追加モジュー

ルを自作できる。例えば、「アラビア語対応モ

ジュール」など現在は、“TermExtract” がサポー

トしていない言語への対応も可能であろう。また、

第一章で述べた用語切り出し方法を自分の好み

に変更することもできる。詳細な仕様を Web で

も公開しているので、Perl を使い慣れたかたなら、

自在に改良ができると思う。

▪	termex（Windows 専門用語抽出）

❖	各種パラメータを変更してみよう
termex の Perl スクリプトをエディタ（Windows

の「メモ帳」など）で開き、パラメータを変更で

きる。その説明はスクリプト中のコメント欄に詳

しいが、以下にまとめてみた。

A.	重要度計算で、連接情報の重要度計算のモ

ードを選択できる。可能なモードは、連接

語の “延べ数”・“異なり数”・“パープレキ

シティ “・“連接情報を使わない” のいずれ

かである。

B.	連接情報と組み合わせる頻度を Frequency,

と TF（Term	Frequency）のいずれかから

選ぶことができる。「言選 Web」において、

TF は用語が他の用語の一部に含まれてい

た場合もカウントするが、Frequency はカ

ウントとしない。例えば「情報システムと

情報」の場合、TF，Frequency のカウント

は次の例５のとおりである。

「情報システムと情報」
TF →

「情報」2 回、「情報システム」1 回
Frequency →

「情報」1 回、「情報システム」1 回

例５ TF と Frequency の違い

上記 A の “連接情報を使わない”設定がなさ

れていれば、頻度情報のみ出力できる。

C.	重要度計算で、「ドキュメント中の用語の

頻度」と「語の連接の重要度」のどちらに

比重をおくかを設定する（デフォルト値は

1 。値が大きいほど「ドキュメント中の

用語の頻度」の比重が高まる。
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D.	オプションの学習機能を使用できる。デフ

ォルトは、“使用しない” である。

❖	学習機能をうまく使うには
学習機能は雑多なテーマの文献を学習させてし

まうと、一般的すぎる語が上位にきてしまう。常

に同じテーマの文献に限って使用していただきた

い。

また、学習機能を使い続けると、重要度中の頻

度と連接情報の重みが変わっていってしまう。そ

のため、重み付けの割合を「ドキュメント中の用

語の頻度」側に戻すなどの手当てが必要になる。

▪	termmi（テキスト・マイニングツール）

❖	どの文献が似ているかを調べてみる
“termmi” には、「ベクトル空間法」による類

似度判定用スクリプト vector_space.pl が付属し

ている。「ベクトル空間法」では TF-IDF の重要度

を使う方法がオーソドックスであるが、termmi

では FLR の重要度を採用している。なお、オプショ

ンとしてオーソドックスな TF-IDF の処理モード

も用意してある。

vector_space.pl は [ 文献群全体 ] と [ 個々の文

献 ] との類似度計算を行う。文献群全体ではなく

特定の文献と他との類似度計算には、⑴ OUTPUT

フォルダ中の比較したいファイルを	SUMMARY

フォルダ中の total.txt に上書きし、⑵その上で

vector_space.pl を実行いただきたい。

FLR の重要度と、ベクトル空間法の組み合わせ

は、研究で実証されていない機能である。読者の

かたにも評価いただければ幸いである。

❖	どの単語が隣り合うかを確かめる
“termmi” では単名詞の連接情報を、次回の

termmi の実行まで学習用データベースに保存し

ている。この連接情報を付属スクリプト get_stat.

pl で見ることができる。単語の連接は単語バ

イグラムモデルにも使われる統計情報である。

termmi の場合は用語中の単名詞の連接に限定さ

れるが、研究目的にもご活用いただけるかと考え

ている。

▌	おわりに
～さらなる展開に向けて～

「言選 Web」は平成 15 年 4 月 23 日から一般

に公開を始め、月間アクセス件数を数百から多

いときには数千まで伸ばしてきた。原稿執筆時

（2005 年 9 月 1 日現在）でインターネット・エ

クスプローラーの「お気に入り」に登録された件

数は、3,000 をも超えている。インターネット上

での評判もおおむね好評といえそうである。

「言選 Web」の機能は文章から用語を重要度

つきで抽出するだけというシンプルなものである。

だからこそ、その応用範囲は広いといえる。開

発当初は、メタデータベースにおけるキーワード

選定、言語学の研究、Web サイトの解析を想定

していた。公開後にわかったところでは翻訳補助

ツールとしての需要もあるようである。今後とも

さまざまな用途に活用いただければ喜ばしい限り

である。

「言選 Web」は発展していくサービスである。

公開後 2 年あまりの間にも、新たな研究理論の

導入や、テキスト・マイニングへの応用、多言語

対応など、さまざまな手当てを行ってきた。今後

とも、研究から一般向けサービスへの橋渡しとし

て、開発・運用を進めていていきたい。
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キーワード自動抽出システム
「言選web」（中国語バージョ
ン）を検証する
山崎　直樹（やまざき　なおき）

▌	1. この文章の目的

この文章の目的は、「キーワード自動抽出シス

テム「言選 web」（中国語バージョン）」で幾つ

かのテキストを分析し、その処理結果を検証する

ことである。この中国語バージョンには、次の 2

種類の方式による版が存在する。

⒜ 	「言選 web」（中国語バージョン）

	 	 停止語方式版

⒝ 	「言選 web」（中国語バージョン）

	 	 ICTCLAS 版

この文章では、この 2 種類の方式の処理結果

の特徴を比べながら、話を進めていきたい。

この 2 種の版が比べられることは、あるいは、

製作者たちにとって本意でないかもしれない。し

かし、筆者の試行の結果、一手間よけいにかけて

下ごしらえをした ICTCLAS 版のほうが、必ずし

も常に「良い」結果（この「良い」は主観的なも

のであるが）を出すわけではない、ということが

わかったので、この比較にもそれなりの意味があ

ると考え、ここに提出する次第である。

▌	2.	「言選web」について

「キーワード自動抽出システム「言選 web」

（中国語バージョン）」の停止語方式を用いた版と、

ICTCLAS（北京大学計算言語学研究所）の自動分

節システムを用いた版については、前田 2005（本

誌所収）に解説があるので、そちらを参照してい

ただきたい。

▌	3.	 ノイズと重複

ICTCLAS 版のほうが、必ず、少ない量のキーワー

ドを抽出して終わる。だいたい、停止語方式版

の 50% ～ 60% 前後（多くても 70%）の量になる。

停止語方式版が、なぜ、キーワードの量が多くな

るのかについての専門的分析は擱いておいて、筆

者のナイーブな感想を言わせてもらえば、これは、

ノイズと重複が多すぎるせいではないかと思われ

る。以下に、幾つかのテキストの処理結果のうち、

それぞれの方式で上位にランクされたキーワード

を挙げる。
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【テキスト⑴の処理結果】

停止語方式 ICTCLAS
体态语 体态

体态语的 有声语言

的体态语 人类

与体态语 社会

语言 自然语言

大部分体态语 动作

( 全 269 語 ) （全 165 語）

【テキスト⑵の処理結果】

停止語方式 ICTCLAS
茶艺馆 茶艺

茶艺 茶室

茶艺馆中 魅力的中国茶文化

见茶艺馆 悦耳的中国古典音乐

茶艺室内 茶和茶点

五福茶艺馆 文化氛围

（全 43 語） （全 30 語）

【テキスト⑶の処理結果】

停止語方式 ICTCLAS
名词 汉语

现代汉语 名词

古代汉语 古汉语

现代汉语中 汉语普通话的事实

古代汉语中 古汉语的事实

古代汉语的某 汉语的一般规律

古汉语的事实 词的语法功能的时候

宾语 习惯说法

成语 金戴银

古汉语的干扰 主语

（全 28 語） （全 18 語）

【テキスト⑷の処理結果】

停止語方式 ICTCLAS
同意 对方

的介绍 条件

人的介绍 面的问题

介绍 面的信

介绍的信 问题

介绍男 对方的条件

人介绍男 男女婚姻

（全 45 語） （全 21 語）

例えば、テキスト ⑴ の処理結果を見ると、停

止語方式のほうは、上位 6 語のうち実に 5 語ま

でが “体态语” という語を含むフレーズである（“体

态语” を含む、更に大きい複合語ではない。それ

であれば意味があるのだが）。このような重複は、

何ら新しい情報を受け取り手に与えない。ICT-

CLAS 版には、そのような重複はない。また、テ

キスト ⑵ の処理結果で、停止語方式版が “茶艺”

と “茶艺馆” を別にリストアップしているのは意

味があるのだが、“茶艺馆、茶艺馆中、见茶艺馆”

という重複はむだであろう。

また、テキスト ⑷ に著しいが、停止語方式版

は分節の不適切さが目立つ。よって、抽出された

語が意味がわからない文字列になっていることが

ある。これは、ストップワードのリスト（「言選

web」は、手作業でピックアップした独自のストッ

プワードリストをもつ。この作業自体は敬意を払

うに値する）が、まだ不完全なせいなのか、それ

とも方法論的な限界なのかは、筆者には判断でき

ない。ただ、ICTCLAS 版に分節の誤りがないわ

けではない [1]。

▌	4.	 派生語の処理

▪	4.1	 停止語方式版の明るい面

派 生 語 の 処 理 に 関 し て、 停 止 語 方 式 版 と

ICTCLAS 版では妙な差がある。

テキスト ⑴ は、トピックが非常に明確な文章

であり、「この文章に題をつけなさい」という課

題を与えれば、誰もが “体态语”（身振り、手振

りによるメッセージ）という語を選ぶだろうと思

われる文章である。

停止語方式版は、その “体态语” をキーワード

の筆頭に選んでいるが、ICTCLAS 版では、筆頭

は “体态” であり、そして全 165 語において、つ
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いに “体态语” は挙げられない。因みに、この

文章では “体态”（身振り、手振り）そのものは、

重要な語ではない。

同じく、テキスト ⑵ において、重要なのは “茶

艺” そのものよりもむしろ “茶艺馆” なのだが、

停止語方式版はそれを筆頭にしているのに対し、

ICTCLAS 版は “茶艺” は挙げるが、全 30 語のう

ちに “茶艺馆” は挙がっていない。

結果としては、停止語方式版のほうが「良い成

績」を残しているようだが、これは ICTCLAS 版

の派生語の処理に問題があるためであろう。

つまり、ICTCLAS 版は、［自由形式の語］＋［付

属形式の形態素］という構造を、1 つの概念をも

つより大きな派生語としてとらえないのだと思わ

れる。上述のキーワードもみなこの構造である。

次のとおり。

[[体态 F]语 B]，[[茶艺 F]馆 B]

（F= 自由形式の語，B= 付属形式の形態素）

因みに、ICTCLAS の自動分節システムは、こ

の 2 つの語を、次のように分節する。

体态/n 语/Ng，茶艺/n 馆/Ng

（n＝名詞，Ng＝名詞性形態素）

なお、別のテキストでは、ICTCLAS 版が、“医

学界” “死亡率” というキーワードを切り出してい

る。これなども、上述の [[ _ F] _ B] という構造の

ように思えるが、ICTCLAS の自動分節システムは、

次のように分節している。

医学界/n，死亡率/n　（n＝名詞）

また、別のテキストの処理結果で、ICTCLAS

版が、同様の構造と思われる “姓名权” というキー

ワードを切り出している例が見られたが、これは

ICTCLAS の自動分節システムが、この文字列を

次のように分節しているからであろう（“权” を

独立した名詞とするのは、どうかと思うが）。

姓名/n 权/n　（n＝名詞）

要するに、ICTCLAS の自動分節システムの分

析の不統一さが、キーワード抽出の結果の整合性

に影響を与えているのである。

▪	4.2	 停止語方式版の暗い面

§4.1 で述べたことだけを見ると、停止語方

式版のほうが成功しているように見えるが、他

の処理結果を見ると、そうとは言い切れない。

[[ _ F] _ B] というキーワードを認定できることが、

多量の無意味な重複に繋がっているからである。

【テキスト ⑶ の処理結果】の “现代汉语、古代汉语”

と “现代汉语中、古代汉语中” という重複を見れ

ば明らかである。【テキスト ⑴ の処理結果】の“体

态语的、与体态语” などの不適切な分節による抽

出も、おそらくこれと関係があろう。

▌	5.	 品詞で振り分けるやりかたにつ
いて

前田 2005 によれば，ICTCLAS 版では，この自

動分節システムにより動詞と判断された語をキー

ワードから除外する（ただし，名動詞と判断され

た語は除外しない）方式を採用している。

いっぽう，停止語方式版では、機械的に動詞を

除くやり方はよい結果を生まないとの判断から、

手作業による停止語のリストを作成し、動詞を一

律に除外する方法とは別のアプローチを採ってい

る。

具体的に言うと、“写信”（手紙を書く／手紙を

書くこと）は、述語として使われていれば、キー

ワードとして挙げる必要はないが、動名詞的に使

われていれば、キーワード候補になりうる。しか

し、中国語のばあい、語形からのみではどちらの

用法なのか判別がつかない [2]。よって、「品詞で

判断」は現実的ではないとのことである。

ではさて、この 2 種類のアプローチがどのよ

うな結果をもたらしたか、以下で検証したい。
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【テキスト⑸の処理結果】

停止語方式 ICTCLAS
安乐死 问题

问题 资源

资源 社会

需要慎重 医生

的问题 卫生资源

医生 时候

病人 病人

（全 186 語） （全 91 語）

このテキストは、トピックが非常に明確な文章

であり、「この文章に題をつけなさい」という課

題を与えれば、誰もが、“安乐死”（安楽死）とい

う語を選ぶだろうと思われる文章である。

停止語方式版は、その語を筆頭に挙げている。

しかし、ICTCLAS 版は、全 91 語の中に “安乐死”

がいっさい出てこない。これは、ICTCLAS の自

動分節システムが次のように、“安乐死” を動詞

として分節しているからである。

⒜	“安乐死” 的问题

⒝	“/w 安乐死/v ”/w 的/u 问题/n

	 （w＝句読記号，v＝動詞，u＝助詞，n＝名詞）

また、§3 で挙げた【テキスト ⑷ の処理結果】

を見ていただきたい。このキーワードのリストだ

けからでは、およそ文章の内容が察しにくいので

あるが、要は、「紹介状の書きかた」がトピック

である。よって、不適切な分節が多いものの、停

止語方式版が “介绍”（紹介／紹介する）を含む

語をキーワードリストの上位に持ってきたのは適

切である。

しかし、ICTCLAS 版では、“介绍” のかけらも

ない。これは、ICTCLAS の自動分節システムが、

次の ⒜ のように明らかに名詞的に使われている

ばあいでも、⒝ のように分節してしまっているか

らである。

⒜	作一简单的介绍（簡単な紹介をする），	

	 別人的介紹（他の人の紹介）

⒝	作/v 一/d 简单/a 的/u 介绍/v，

	 别人/r 的/u 介绍/v

	 （v= 動詞，d= 副詞，a= 形容詞，u= 助詞，

r= 代名詞）

同じ例をもう 1 つ挙げる。§3 の【テキスト ⑶

の処理結果】を見ていただきたい。停止語方式版

のキーワードの終わりに、“古汉语的干扰”（古代

漢語の干渉）というフレーズが挙がっている。実

は、このフレーズはけっこう重要なのであるが、

ICTCLAS 版では挙がってこない。やはり、下記

の ⒝ のように分節がなされていることが原因で

ある。

⒜		古汉语的干扰

⒝		古/a 汉语/n 的/u 干扰/v

	 （a＝形容詞，n＝名詞，u＝助詞，v＝動詞）

余談だが、下記の構造をもつフレーズは、重要

な概念を表していることが多いのではないか（中

国語のばあい、下記の構造の [ 名詞 ] は、動詞の

対象であるより主体であることが多い）。

[ 名詞 ] 的 [ 動詞 ]#　（#= 統語論的境界）

▌	6. 重要語が抽出できない例

以下に、テストに使ったあるテキスト（テキス

ト ⑹ とする）を掲げる。

伊斯兰教赋予男子有休妻和遗弃妻子的绝

对权力。跟据伊斯兰教规，一个男人可以拥

有四位妻子，于是离婚成了男子一生中娶多

个妻子的可供选择的手段。他们往往以离婚

次数多而自豪。对女人来说，离婚并不像汉

人所想像的那么严重以至成为妇女的耻辱

并导致严重的后果，这是因为女方娘家并不

会强迫她在不幸福的婚姻里苦度光阴，女方

在离婚后可以回到娘家，娘家具有从道义上，

财力上支持她们取得社会经济地位的责无旁

贷的义务，并会重新为她物色对象以期再嫁。
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离婚后的妇女可以带走陪嫁财产，丈夫还给

一定数量的钱财和物品。重新进入婚姻市场

时，她们还能与年轻姑娘一争高低。离婚后

的孩子的抚养也不成向题，孩子的祖父母或

外祖父母可作为孩子的监护人。这样在伊斯

兰教文化中，人们不以离婚为耻辱，男子有

离婚的自由，妇女与孩子可以获得各种形式

的社会和家庭的支持，因而伊斯兰教社会中

的离婚水平很高。

このテキストの処理結果は次のとおりである。

【テキスト⑹の処理結果】

停止語方式 ICTCLAS
男子 孩子

娘家 伊斯兰

妻子的 社会

伊斯兰教社会中的 妇女

女人 妻子

妇女与孩子 男子

伊斯兰教赋 娘家

会重新 一定数量的钱财和物品

四位妻子 婚姻市场

伊斯兰教文化中 幸福的婚姻

（全 48 語） （全 38 語）

この文章にタイトルをつけるとしたら、最もシ

ンプルなのは、“伊斯兰教文化与离婚”（イスラム

教文化と離婚）といったところであろうか。停止

語方式版が “伊斯兰教社会中的、伊斯兰教文化中”

というキーワードを切り出し、ICTCLAS 版が “伊

斯兰” どまりなのは、おそらく§4 で述べた理由

によるものであろう。

しかし、問題は、“离婚” という重要語が、テ

キスト中に全部で 9 回も出現しているのにかか

わらず、どちらのリストにも最後まで現れないこ

とである。このあたりの処理は、将来の課題のよ

うである。

注

[1]	 例えば、“这方面的信” という文字列から “面的信” を

切り出したりしている。

[2]	 このあたりの問題は、専門家の間でも意見の分かれる、

やっかいなところである。詳しくは、三宅2005を参照。
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実践レポート
電子辞書の普及によって、私たちはあらためて「いい辞書とは何か」

という問いと向き合うことになった。紙の辞書の重要性はいささかも低
下していないし、やみくもに新しいものを追い求めても仕方ないが、「い
い辞書」の条件をもう少し自由に発想してもいいのではないだろうか。
今回は辞書の電子化によって、紙の辞書では考えられなかった形態や利
用法を実現しようとする試みを取り上げる。
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を開催するほか、常時メーリングリストで情報意見交換を行っている。
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オンライン中国語辞書『北辞郎』
清原　文代（きよはら　ふみよ）

✎	1.	多様化する辞書の形態

紙の辞書、携帯に便利な IC 電子辞書・パソコ

ンで使う CD-ROM の電子辞書・パソコンのハー

ドディスクにインストールするタイプの電子辞書、

そして Web で検索するオンライン辞書と、従来

からある辞書をわざわざ「紙の」辞書と言わなけ

ればならないほど、辞書の形態は多様化している。

しかし、紙の辞書以外の辞書であっても、そこで

提供される内容は紙の辞書を電子化したものがほ

とんどである。しかし、本稿が紹介するオンライ

ン中国語辞書『北辞郎』[1] は元になる紙の辞書

は存在せず、メンバーが単語を登録していくオン

ライン中国語辞書である。

『北辞郎』
http://www.ctrans.org/cjdic/index.php

『北辞郎』に単語を登録するには「辞書幇」の

メンバーになる必要があるが [2]、『北辞郎』を辞

書として利用するだけのユーザーであれば、登録

等は不要である。

✎	2.	『北辞郎』の検索方法

2.1.Web ページ

『北辞郎』の Web ページでは以下の検索方法

が提供されている。

	中国語前方一致

	ピンイン検索

	日本語検索

	中国語完全一致検索

	中国語全文検索

	部首画数検索

各検索方法の詳細については『北辞郎』のヘル

プ [3] に掲載されているが、ここではいくつか注

意すべき点や気づいた点を述べておきたい。

中国語前方一致・中国語完全一致検索・中国語

全文検索はいずれも中国語を入力して検索するが、

『北辞郎』のヘルプによれば、単語登録は簡体字

にも繁体字にも対応しているものの、現時点での

データは簡体字のものがほとんどのようで、検索

は簡体字を使って行なった方がよい。

ピンイン検索の拼音字母は半角英数字を使って

アルファベット＋声調を表す数字という形で入力

する。声調の入力は必須である。例えば、“什么”

は shen2me と入力する。ü は v で代用する。

ピンイン検索ではワイルドカードが使用でき、?

は任意の 1 文字を、* は任意の文字列を表す。?

図 1　『北辞郎』トップページ

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



Journal of JAET vol.6 ● 141

オンライン中国語辞書『北辞郎』	（清原）

である『北辞郎』を日中辞典としても使えるよう

にする機能である。この日本語検索は前方一致検

索である。

2.2.	 FireFox プラグイン

Web ブラウザ Firefox[4] の検索バーから『北辞

郎』を検索するプラグインをタケウチ氏が提供し

ておられる [5]。
http://www.ctrans.org/software/index.php

このプラグインをインストールすれば『北辞郎』

のWebページを開けなくとも、Firefoxの検索バー

から『北辞郎』を検索することができる。中国語

を検索バーに入れれば中国語前方一致で検索結

果が表示されるが、タケウチ氏の Web ページに

よれば、py: を前に付ければ拼音字母での検索が、

jp: を付ければ日本語検索が可能である。更に筆

者が試したところ、ex: を付ければ中国語完全一

れる。

	Mac	OS	X 版 Firefox

Firefox の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ア イ コ ン

を control キーを押しながらクリックし

て「パッケージの内容を表示」を選び、

Contents フ ォ ル ダ → MacOS フ ォ ル ダ →

searchplugins の中に解凍したファイルを

入れる。

✎	3.	検索結果の表示

単語が見つかれば、Web ページに下半分に表

示される。辞書の本文の横には編集というリンク

が表示され、メンバーであれば内容を編集するこ

とが可能だ。

見つからなかった場合は、『北辞郎』に登録す

るためのリンク（メンバー向け）、当該の単語を

図 2 検索結果画面

図 3 検索語が見つからなかった場合

の 1 文字とはアルファベットまた

は数字の 1 文字を指す。例えば b??

と入力すると、bu4 にも bao にも

ヒットし、更にはピンイン検索は前

方一致検索のため bang 等の 4 文字

以上のものにもヒットしてしまう。

また、ヘルプによればピンイン検索

は前方一致検索とあったが、ワイル

ドカードが使えるということは後方

一致検索もできるのではと思い試し

てみたが、期待した検索結果は出て

こなかった。

日本語検索は語釈の中の日本語を

検索することにより、本来中日辞典

致検索が、ch: を付ければ中国語全

文検索ができた。

プラグインのインストール方法

	Windows 版 Firefox

ダ ウ ン ロ ー ド し た フ ァ

イ ル を 解 凍 し、Mozilla	

Firefox フ ォ ル ダ 内 に あ る

searchplugins フォルダに入
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Google で検索するためのリンク、中国のオンラ

イン辞書 Web サイト『词霸搜索』で検索するた

めのリンクが示される。Google と『词霸搜索』

へのリンクはそれぞれのサイトの検索ボックスに

当該単語を自動的に入力して検索した結果が表示

され、非常に便利である。

✎	4.	『北辞郎』の収録語彙

2005 年 7 月 現 在 で『 北 辞 郎 』 に は 10 万

2000 語余りが登録されているが、登録によって

今後も収録語数は増えていくであろう。

紙の辞書の場合、重要度や使用頻度の高い語か

ら順に収録されるが、『北辞郎』はメンバーによ

る登録という形を取っているため、紙の辞書のよ

うなバランスのとれた語彙の収録にはなってい

ない。『北辞郎』が設置されている Web サイト

Ctrans.org[6] の「このサイトについて」[7] による

と、管理人タケウチ氏は、契約書・特許文書・ビ

ジネスレター等の中国語の実務翻訳に従事し、主

にソフトウェア・ハードウェア・通信・機械・医

薬といった分野の文書を取り扱っておられるとの

ことである。そのためこれらの分野の語彙が多く

登録されている。この収録語彙のアンバランスと

いうのは、一見短所のようにも見えるが、逆に言

えば紙の辞書ではなかなか見つからない専門用語

に強く、紙の辞書では収録が間に合わない新語や

流行語に対応しやすいという長所でもある。例を

挙げると、最近日本でも注目されているブログ

（Weblog）は中国語では “博客” と言う。中国の

代表的ブログサイト博客中国 [8] が設立されたの

が 2002 年、本格的に発展しだしたのは 2004 年

からであるが、『北辞郎』にはすでに収録されて

いる。

辞書の記述については、単語にもよるが拼音字

母（アルファベットと数字による表記）と語釈の

みである場合が多く、例文や用法の解説はほとん

どない。したがって、初級～中級レベルの学習用

辞書としてはあまり適当ではなく、中国語を一定

レベル以上マスターした人が使う辞書であると言

えよう。但し、この辞書はメンバーによる単語登

録で日々成長していく辞書であり、これはあくま

で現時点においての状況である。現在の収録語彙

や意味記述に不満があれば、自ら「辞書幇」のメ

ンバーとなり辞書の作成に参画すればよいのであ

る。『北辞郎』は中国語に関わる人々が智慧と知

識を持ち寄る場として今後大いに期待できる。

✎	5.	タケウチ氏開発の辞書関連ソフ
トウェア

タケウチ氏の Web サイト Ctrans.org では、『北

辞郎』以外にも様々な中国語関連のソフトやパソ

コンで中国語を扱うためのノウハウを提供してい

る。その中から辞書に関わるソフトを２点紹介す

る [9]。

5.1.	 PDIC 用中国語辞書 [10]

5 万 5000 語が収録された PDIC 形式の中国語

辞書データファイル（シェアウェア）である。閲

覧するためには別途辞書検索ソフトが必要である。

Windows2000 / XP 用の辞書検索ソフトとして

は、TaN 氏 制 作 の PDIC / Unicode[11]（ 開 発 途

上のβ版）があり、Mac	OS	9 / X 用には Naoya	

TOZUKA 氏制作の PDIC	Viewer[12]（シェアウェア）

がある。

辞書の内容は単語・拼音字母・語釈という構成

で例文はないが、PDIC 形式の辞書ファイルは自

分で作ることができ、タケウチ氏はその制作方法

を Web ページで紹介している [13]。

5.2.	中国語変換ツール PinConv+[14]

中国語（簡体字）の文章を単語に区切った上で、

拼音字母に変換する Windows2000/XP 用ソフト

（フリーウェア）であり、中国語辞書を内蔵して

いる。簡体字と日本漢字を相互に変換する機能も

ある。

拼音字母への変換は、声調符号付き拼音字母、

及びアルファベット＋数字の簡易表記形式での出

力の 2 種類である。拼音字母付きの中国語教材を

簡便に作成するという点から見ると、PinConv+

はフリーウェアである上に、操作が比較的わかり
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やすく、お勧めである [15]。

PinConv+ には 5 万 5000 語が収録された辞書

が付属しており、単語をダブルクリックすること

によって辞書引きができる。辞書の記述は拼音字

母と日本語の語釈のみのシンプルなもので、例文

はない。内蔵の辞書は、PinConv+ の「現在の単

語を編集」ボタンをクリックすることによって、

自分で単語登録をしたり、辞書の内容を編集する

ことが可能である。辞書データのインポート（タ

ブ区切りテキスト）及びエクスポート（タブ区切

りテキストと PDIC 形式）にも対応している。

注

[1]	 『北辞郎』という名称は恐らく『英辞郎』（http://www.

eijiro.jp/）の影響を受けたものだと思われる。『英辞郎』

はプロの翻訳者・通訳者のグループである EDP によ

る英語辞書である。

[2]	 『北辞郎』利用規約

http://www.ctrans.org/cjdic/rule.php

「辞書幇」メンバー登録申請

 http://www.ctrans.org/cjdic/member.php?mode=regist

[3]	 http://www.ctrans.org/cjdic/help.php

[4]	 http://www.mozilla-japan.org/

[5]	 タケウチ氏は同 Web ページにおいて中国のオンライ

ン辞書『词霸搜索』用のプラグインも提供されている。

[6]	 http://www.ctrans.org/

[7]	 http://www.ctrans.org/about.htm

[8]	 http://www.bokee.com/

2005 年 7 月に博客中国から博客网に改称した。

[9]	 辞書関連以外に、多言語に対応した Windows 用の

検索ツール「朧」（シェアウェア）がある。「朧」は

Unicode・GB2312・UTF-8・Big5・Shift-JIS で書かれ

たテキストファイルを正規表現で検索できる。

 http://www.ctrans.org/entry.php/1121316568

多言語、特に中国語に対応し、且つ正規表現も使える

検索ツールは少なく、「朧」は用例の抽出等に役立つ

であろう。

[10]	http://www.ctrans.org/entry.php/1120452496

[11]	http://homepage3.nifty.com/TaN/pdic-unicode.html

[12]	http://pdicviewer.naochan.com/

[13]	http://www.ctrans.org/entry.php/1120453288

[14]	http://www.ctrans.org/entry.php/1120984246

[15]	同様のことは MS	Office に別売の Proofing	Tools を導

入すれば可能である。Proofing	Tools にはその他にも

中国語 OCR 機能や追加の中国語フォント等が含まれ

ている。

『北辞郎』に単語を追加する
田邉　鉄

『北辞郎』に単語を追加したり既存の単語を編

集するには、辞書編集グループ「辞書幇」に参加

する必要がある。参加資格は特になく、「中国や

中国語に興味があれば誰でも」参加できる。参加

方法も簡単で、初期画面から「メンバー登録」を

選び、メールアドレスを登録すればよい。追って

参加確認メールが届くので、その指示に従って

URL をクリックして名前とパスワードを登録す

れば、メンバーとして活動できる。
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図 1 単語の新規登録

修正したファイルを「ファイルから単語一括登録」

機能で読み込ませると、辞書に登録される。自分

で登録した単語は、いつでも「編集状況の確認」

で一覧でき、削除したり編集したりできる。

例文や備考などは日本語の項目に、〈例〉、〈備

考〉などのタグを添えて記述する。その他いくつ

か記述ルールが決められているが、ユニークなの

は〈修正歓迎〉タグである。訳語などに自信がな

い時は、このタグをつけて書き込んでおくと、他

のメンバーは気兼ねなく修正できる。日本語の項

目は基本的にフリーフォーマットなので、用語や

記法の厳密な統一は難しいだろうが、〈修正歓迎〉

タグのような、「気づいた人が直せばいい」的な

姿勢がエントリーバリアを下げ、参加者を増やし、

結果として辞書の内容充実に繋がっている。これ

は本誌 5 号で特集した WikiWikiWeb の中国語辞

書版と言え、外国語分野だけでなく、ネットワー

クコミュニケーション分野においても興味深い取

り組みと言えよう。

メンバーは単語の登録や修正のほか、運営やシ

ステムについて意見を述べること、また『北辞郎』

で利益が生じた場合に、その配分に与ることがで

きる。

辞書には、中国語・ピンイン・品詞・部首画数

（単漢字のみ）・日本語が登録できる。このうち中

国語と日本語は必須で、他は任意である。登録方

法は、単語一つずつの登録と、一括登録が選べる。

⑴	単語一つずつの登録

『北辞郎』で単語を検索した際、まだ登録され

ていない単語の場合、「○○を辞書に登録する」

というメッセージが表示される。これをクリック

すると単語編集画面が開くので、各項目を入力

する。『北辞郎』を使って翻訳などの作業をして

いる時に新語に出くわした、というような場合、

この方法で手軽に登録できる。『北辞郎』はコン

ピュータ関係の技術用語など、結構充実している

ので、この「登録する」メッセージが出るとなん

だか嬉しい。

⑵	一括登録

中国語に関わる仕事をしていて覚え書きと

して単語帳を作っているとか、学生向けに

特定分野の glossary を作っている、といっ

た場合は、ぜひ『北辞郎』に登録してほしい。

一括登録するには、1 行に中国語、品詞、ピ

ンイン、日本語、部首画数の 5 項目をタブで

区切って並べたファイルを作る。入力しない

項目は ?（半角）を入れておく。Excel など

で作って、テキストファイルとして出力して

もよい。先頭行には「北辞郎用ファイル」と

書いておく。ファイルは UTF-8（BOM なし）

で保存し、『北辞郎』の「一括登録用ファイ

ルのチェック」機能で、登録済の単語ではな

いか、書式は正しいかなどのチェックを行う。
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手のひらに中国語を（小川）

手のひらに中国語を
小川　利康（おがわ　としやす）

✎	1.	PDA で中国語を使うには

Windows2000 以降、中国語が使えるのはも

はや至極当たり前のことになってしまった。だか

ら、PDA で中国語が使えないと逆にストレスに

なってしまう。小文ではなるべくストレスがたま

らぬ Tips をご紹介する。

1	Palm 系 PDAの場合

Palm	OS 系の PDA（Sony	CLIE など）でも CJK	

OS	Ver4.621（シェアウェア、杜氏工作室）[1] に

よって中国語の利用は可能である。ただし、こ

れは本来的には英語版 OS を中国語化するソフト

ウェアであり、その前提となるのは、中国語版

Windows の母艦とシンクさせながら使う環境だ。

Palm	OS 自 体 が 対 応 し な い Unicode は 当 然 サ

ポート外。もし日本語を完全に棄て、中国語専用

PDA とするなら快適に利用できるが、日中混在

を考えるとなると、日本語とのコード衝突は避け

ようがない。例えば、メモ帳を経由して中国語を

読んだり、書いたりすることは可能だ。（図 1 は

Sony	CLIE-NX70V で中国語を表示させたところ）

だが、Windows 上で Unicode に自動変換されぬ

ようにネィティブコードのまま（文字化け状態の

まま）転送しなければならない [2]。この作業は

別段不可能ではないが、ややトリッキーな方法だ。

更に Documents	to	go	7（シェアウェア、XLsoft）[3]

があれば、Word や Excel のファイルを PDA で読

めるが、編集すると母艦の Windows マシンに戻

した段階で文字化けするので、結局 Palm では中

国語ニュースを読むくらいが精々だろう。

2	Pocket	PC2002,	2003 の場合

Windows	CE の世代では単一言語しか扱えな

かったが、Pocket	PC	2002、2003 では内部的に

は Unicode で動作し、複数言語を扱えるように

なった。Windows3.1 から何とか Windows95 な

いしは 98 に近づいたレベルであり、とても完全

なものとはいえないが、Word や Excel で作った

ファイルなら、あれこれ考えなくても中国語を簡

単に扱える。Palm 系に比べれば格段の進歩である。

とはいえ、OS に対応するソフトがなければ絵

に描いた餅であることは、かつての Symbian	OS

図 1 Sony CLIE-NX70V で中国語を表示
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を搭載した PSION（サイオン）シリーズが良い

例である [4]。当初から Unicode を搭載しながら

対応する中国語フォントや入力環境がなかったた

めに、結局日中マルチリンガル環境は実現しな

かった。

幸 い Pocket	PC の 場 合、Gnu の Unicode フ ォ

ン ト [5] が 利 用 で き る の で、Unicode も し く は

GB,Big5 にエンコードされたテキストファイル・

Word ファイルを Pocket	PC に転送してやれば、

比較的簡単に読むことが出来る。Windows の母

艦でも利用できる TrueType フォントなので、双

方に同一のフォントを入れておけば文字化けをい

ちいち直す手間も省ける。標準でインストール

されている Pocket	Word だけでも充分だが、エ

ディタとしては UKeditor（フリーウェア、UK-

taniyama 氏、 図 2 は UTF-8 で 中 国 語 を 読 み 込

んだところ）が秀逸だ。また、扱えるファイル

が 64KB 以下に制限されるものの、読書用なら

TextViewer2002（フリーウェア、楳田敏之氏作）

も使いやすい [6]。ただし、いずれにしてもフォ

ントは複数指定できないので、利用する Unicode

フォントによっては読めない文字が出てしまう。

これはソフトウェアというよりも文字フォントの

問題である。

このようにフリーウェアだけでも中国語を読む

だけなら十分可能だ。だが、入力まではできない。

今のところ、その問題を解決する最も有力な選択

肢が中国語入力 IME と日中・中日辞書を備えた

「翻訳ウォーカー j・北京 V2」である。

✎	2.	翻訳ウォーカー j・北京 V2	

1	入力の実際

「翻訳ウォーカー j・北京 V2」は翻訳ソフト

として発売されたソフトであるが、同時に日中電

子辞書を内蔵し、中国語入力 IME を備えた統合

的中国語環境を提供してくれるソフトウェアであ

る。添付された SD カードを挿入するだけでイン

ストールが始まり、自動的に「中国語ピンイン入

力」「中国語手書き検索」「中国語手書き入力」の

３種類の IME が追加される。

図 3 翻訳ウォーカーでピンイン入力 ピンイン入力の場合、キーボード画面

からピンインを逐次選択して行くと、自

動的に後に続く韻母が絞り込まれる設計

となっており、最初はとまどうが、使い

慣れれば便利である。図 2 には出てい

ないものの、注音字母入力も選択可能だ。

オプションで繁体字も選択できる。

また、PDA 用の手書き入力も認識率

がかなり高く、書き順を間違えてもある

程度までは許容される。日本漢字の「骨」

図 2 UKeditor で中国語文書を表示
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で書いても、きちんと「骨」に変換してくれる。

いちど「手書き入力」に慣れてしまうと、ピンイ

ン入力が煩わしくなるほどだ。文章の推敲、短い

文章書きは全く苦にならないだろう。ただ、単漢

字変換だから大量に文章を書くのは余り現実的で

はない。近年は中国の携帯電話も予測変換で語彙

を提示してくれるぐらいだから、そうした入力支

援機能があると更に快適だっただろう。

2	辞書の新機能

中国語辞書自体は近年の電子辞書に収録されて

いる小学館版の日中、中日辞典であり、余り新味

はない。だが、例文のなかから該当する語彙を網

羅的に全文検索できる機能は従来なかったもので、

学習者にとっては大きなアドバンテージになると

思われる（図 3 は例文からネコを含む用例を引

いたもの）。日本語からも、中国語からも引くこ

とが出来るので、作文学習などには大いに役立つ

だろう。是非とも本家の Windows 版でも利用で

きるようにしてもらいたいものである。

3	翻訳機能

旅先でのコミュニケーションツールを意識して

翻訳ウォーカーに定型文を五百例ほど収録してい

る。この文例を使えば、機械音声による朗読機能

で、相手にそのまま聞かせることも出来る。機械

音声ながら、十分聞いて理解できるレベルに達し

ている。ただ、文例は一文ごとに別ファイルなの

で、たった一言の表現を呼び出すために毎回ファ

イルを開かねばならない。この操作性は改善が望

まれる所だ。

肝心の日本語、中国語の双方向翻訳機能につい

ては、短文ならば訳せるというレベルには達して

いるものの、複雑な文章を訳せるレベルではない。

単語を並べれば、一括して辞書が引ける位のつ

もり使った方が賢明だろう。筆者の場合、Win-

dows マシンの母艦で作成した Word ファイルの

中国語から一部をコピーして、翻訳ウォーカーに

貼り付けて、単語の意味を調べたり、ピンイン

を表示させてみたりするような使い方が中心だが、

これなら十分実用に耐える。いちいちピンイン入

力しなければならない電子辞書と違って、長い文

章でも一気に貼り付けて引けるのは便利で、大き

なアドバンテージといえる。

同様の製品として Windows 版には「j・北京	

V5」があり、細かい使い勝手では見劣りするも

のの、基本的機能においては遜色ない。これだけ

豊富な機能を Pocket	PC に追加してくれるという

のは驚異的でもある。とはいえ、豊富な機能ゆ

えに高額（SD カード付属で 41,790 円）であり、

Pocket	PC で中国語環境を整えたいと思っている

ユーザの誰もが気軽に買える値段ではない。電子

辞書との競合も考えると、入力 IME 単体、もし

くは辞書のみをつけた廉価版を要望しておきたい。

4	ブラウザとの連携

中国語環境を手に入れたユーザがまず考えるの

は、出先でネットにアクセスして中国語のメール

を読み書きしたり、中国語のサイトをブラウズす

ることだ。だが、翻訳ウォーカーをインストール

しても、この機能は実現できない [7]。入力 IME

とフォント周りの問題だけでなく、メーラー、ブ

ラウザの多言語対応も必要だからである。これは

図 4 例文からネコを含む用例を引いたもの

このPDFファイルは『漢字文献情報処理研究』第6号の抜粋です（漢字文献情報処理研究会発行）。

一次配布元はhttp://jaet.gr.jp/jj/になります。 
当ファイルは閲覧・印刷が許可されていますが、加工や二次配布は禁止されています。



148 ● 漢字文獻情報處理研究　第 6号

実 践
レポート中国語

CAI

翻訳ウォーカーの仕様を越える部分だが、今後ぜ

ひ対応して欲しい部分である。

現時点でどうしても中国語でメールやブラウ

ジングをしたい場合は、Time	Space	System 社 [8]

の Effy-JC	3.1（日 / 中 / 英）for	Windows	CE を

インストールする方法がある。ただし、システム

フォントを書き換えてしまうソフトなので、万人

に勧められるものではない。

つ い 先 日、Windows	Mobile(TM)	5.0	 日 本 語

版 の リ リ ー ス が 発 表 さ れ た。Windows	Mobile	

2003SE からのバージョンアップで多言語関連は

どれくらい改善されたのかはまだ全く分からない

が、携帯端末との融合を視野に今後も進化は続く

だろう。

注

[1]	 杜 氏 工 作 室（http://www.dyts.com/gb/products.html、

シェアウェア）。日本語による情報としては谷野氏に

よる解説があるが、やや古いバージョンに関してのも

のになる。http://www.rikkyo.ne.jp/univ/tanino/palm/

[2]	 XLsoft	（http://www.xlsoft.com/jp/products/togo/index.

html）サポートされるのは表示までで、入力は出来な

い。

[3]	 Becky! のエディタ部分、xyzzy（http://www.mars.dti.

ne.jp/~t-kamei/xyzzy/）などを利用する。

[4]	 昨秋、Symbian	OS の開発元 Psion 社は Nokia 社に買

収され、同社の PDA、PSION シリーズの命運も尽きた。

この買収劇は PDA が携帯端末に飲み込まれる構図を

鮮明に描き出すものであった。Sony の CLIE 開発中止

決定に続き、東芝が Pocket	PC 陣営から撤退する噂が

流れているが、これもまた携帯端末が PDA を越える

日が近いことを物語るものであろう。

[5]	 KaoriYa.net	BDF	UM+（http://www.kaoriya.net/） は

ビットマップフォントを固定サイズ TTF に変換した

もの。コンパクトながら Unicode を実装する。GNU	

Software の中国語簡体字フォント（ftp://ftp.gnu.org/

gnu/non-gnu/chinese-fonts-truetype/ から）もあるが、

4MB と大きい。もしメインメモリに入れる余裕がな

い 場 合 は、Font	On	Storage（http://www.geocities.

co.jp/SiliconValley-Cupertino/2039/）を利用して、外

部メモリにフォントを待避するとよい。

[6]	 UKeditor は「UK-taniyama's	 Homepage」（http://

homepage3.nifty.com/UK-taniyama/）で公開。このソ

フトウェアの存在は山田崇仁氏からのご教示による。

TextViewer2002 は「うめぷのベルギー日記」（http://

www.tele.ucl.ac.be/PEOPLE/UMEDA/TextViewer2002/）

で公開。本来は英語版 Pocket	PC を日本語対応させる

ためであったようだ。

[7]	 著者の環境は iPAQ	hx400（WindowsMobile2003SE）

に標準で付属する Internet	Explorer で UTF-8 による中

国語ページを作成して試したが表示できなかった（GB,	

BIG5 のエンコードには非対応）。完全な UTF-8 対応で

はないと考えられる。また、Access 社（http://www.

access.co.jp/top.html） の ブ ラ ウ ザ NetFront（ver3.2

および 3.3Technical	Preview 版、シェアウェア）には

UTF-8 のほか、GB, BIG5 も用意されているが、同じく

実際には表示できなかった。ただ、今後改善される可

能性はある。	

[8]	 Time	Space	System 社（http://www.tsshop.com/jp/）

でダウンロード販売している。価格は 4,790 円。本

来は英語版 OS をローカライズするソフトであり、そ

の特性を理解したうえで利用した方がよい。詳細は不

明だが、通常の日本語のシステムフォントを日中韓の

文字セットを含む Unicode フォントに置き換えること

によって、日中韓の三言語を表示できるようにしてい

るようだ。このため日本語版 PPC であっても日本語

サポートも含めて購入する必要しないと、日本語だけ

文字化けしてしまう。類似した試みが「★大陸諜報活

動新聞★」（http://asukal.seesaa.net/article/5519071.

html）でも展開されている。この点も山田崇仁氏から

のご教示による。
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